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例

1.本書は小松市が施工する串・額見地区産業団地造成事業に伴って、平成6年から平成 12年度ま

でに小松市教育委員会が調査主体となって実施した額見町遺跡(ぬかみまちいせき)の発掘調査報

告書である。本報告は平成 17年度から平成22年度までに6分冊で、刊行を予定しており、本書は

その第5分冊目、 H地区と F地区南東端区域の報告書にあたる。

2.発掘調査及び出土品整理は、小松市の単独事業として行なったものであるが、発掘調査費は小松

市土地開発公社からの受託という形態をとった。

3.発掘調査の調査地、調査面積、調査期間、調査担当者は次のとおりである。

《調査地〉 石川県小松市額見町な 1番地外

〈報告対象面積>(F . H地区にわたる区域の一部)約 3.700rrl 

《調査期間> (F地区)平成 10年 10月12日~平成 12年 3月14日

(H地区)平成 12年 4月10日~平成 12年11月30日

《調査担当者> (F地区)大橋由美子

(H地区)望月精司、大橋由美子

4.遺構の測量図作成については、向出泰央・坂利彦・稲石純子・松本敦子(以上臨時職員)・谷口佳代・

中村悦子・宮川明美・本村美那子・山岸陽平・西島一代 ・久乗仁美・塩原咲織・南 健一 ・森本雄

介ら測量補助員の協力を得て、調査担当者である望月と大橋が実施した。また、遺構全体測量及び

基準点測量に関しては、アジア航測株式会社に委託した。

5. 出土品整理は、平成9年度から平成21年度までの中で、遺跡全体として行ったものであり、当

該地区の整理は、その中で随時、出土品整理作業員を雇用し、望月精司が主に担当した。なお詳細

な整理経過は第1分冊報告書 『額見町遺跡 1.1第1章第3節の記載に基づく 。

6.遺物実測、製図、観察表作成、遺物構成把握、遺構図修正、原稿執筆については、出土品整理作

業員、江波圭、奥出桂子、柿田康子、上口広子、国本久美子、立原真里、谷口佳代、山崎千春の協

力を得て、望月と大橋が実施した。

7.本書の編集は望月が担当し、執筆分担は目次に記載した。

8.写真撮影は遺構を望月・大橋が、遺物を望月が担当し、空中写真についてはアジア航空株式会社

に委託した。

9.本調査において出土した遺物を始め、遺構・遺物の実測図、写真等の資料は、小松市教育委員会

が保管している。

10.本書に掲載の写真等については、無断で複写、転載することを禁じています。転載利用の場合は

小松市教育委員会へ使用許可を申し入れてください。

11.発掘調査と報告書の作成にあたっては、次の方々、機関、団体からご協力、ご指導を賜った。ご

芳名を記し、感謝の意を表したい(所属及び敬称略、五十音字順)。

赤津徳明、穴j宰義功、宇野隆夫、大津正己、春日真実、亀田修一、木立雅朗、北野博司、

小嶋芳孝、小林正史、権五栄、坂井秀弥、笹樺正史、杉井健、田嶋明人、出越茂和、

戸澗幹夫、橋本澄夫、菱田哲郎、藤原 学、朴 天秀、宮田進一、森内秀造、山中敏史、

吉岡康暢、渡辺 一、(財)石川県埋蔵文化財センタ一、額見町町内会
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凡 例

〈遺構について》

1.本書で示す方位は、座様北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標vn系に準拠した。また、水平基準は東
京湾平均海水面水準 (T.P.)である。

2.遺構名称は竪穴建物跡を SI、掘立柱建物跡を SB、土坑を SK(土師器焼成坑・一部の製炭土坑も SK)、道路状遺

構と溝状遺構を SD、炉状遺構を Sj(鍛冶炉・製炭土坑も Sj)、井戸跡を SE、集石遺構を SX、ピットをPとする。

土器溜まり遺構で特に遺物が集中するものは番号を付し、特殊祭杷遺構は土器集中と名称づけする。

3.遺構番号はいずれもA地区からの通し番号を付しているが、ピットは調査区毎である。遺構名・番号の変更について、

土器溜まり 5-IIをSK437とし、土器溜まり 5を土器潟まり遺構とし、続いて付されたローマ数字を、 I→集中 1へ、

E→集中2へ、 W→集中3へ、 V→集中4へ、 VI→集中5へと遺構名を改めた。

4.遺構図の基本的な図掲載縮尺は、竪穴建物跡に関して平面図・断面図を 1/60とし、造り付-けカマド平面 ・断面

図は 1/30とする。掘立柱建物跡は平面 ・断面図を 1/1∞。土坑、炉状遺構は平蘭 ・断面図を 1/40。生産遺構

の平面図・断面図を 1/20、一部1/10の場合がある。道路状遺構、井戸跡、土器i留まり遺構は平面図 ・断面図

を1/60とする。i棒状遺構は、平面図 1/100、断面図 1/30。集石遺構・土器集中遺構は平面図を 1/20とする。

5.遺構図で示す平面図の+はグリッド杭の位置を、断面図ーは水平レベルラインである。これに付記するH=とし

た数値は標高値を水平基準から求めた海抜高で示す。

6. 竪穴建物平面図に記載する薄いドット網掛け範囲は被熱焼土化範囲を示し、特に被熱焼結する範囲を濃いドット

網掛けで示す。掘立柱建物跡の柱穴内に示したドット網掛けは柱圧痕位置を示す。炉状遺構での薄いドット網掛け

範囲は被熱焼土化を示し、濃いドット網掛けは特に焼結する範囲を示す。遺物出土状況図に示す土器を結ぶライン

は接合関係を示し、付記する図No.は遺物図No.に対応する。

7.遺構図の土層断面図に示す数字は覆土土層を示す。アルファベットやO付き数字は覆土と区別するために付した。
断面図の太線は機能而を示す。また、土層註に示す色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本

色彩研究所色票監修 『新版標準土色帖』に基づく 。

〈遺物について〉

1.本書または観察表で示す遺物の種別や土器の器種名については、本文80・81ページに示したとおり、基本的に前

回報告の 『額見町遺跡IIJの出土遺物分類に基づく。また、観察表や本文に示す遺物帰属時期については、田嶋明

人氏の北陸古代土器編年軸(田嶋明人 1988r古代土器編年軸の設定Jrシンポジウム北陸古代土器研究の現状と課
題(報告編)J及び田嶋明人1997r加賀地域での 10・11世紀土器編年と暦年代Jrシンポジウム北陸の 10・11世紀
代の土器様相J)に基づく編年標記であり、その編年の筆者暦年代観については観察表の巻末にまとめて掲載する。

2.遺物図版の縮尺は須恵器大斐を 1/5に、それ以外を 1/3に統ーした。

3 遺物図版で示す実測図断面に示される網掛けは、黒塗りが須恵器または須恵質製品、白抜きが土師器または土師

質製品、 ドット網掛けが陶磁器類、ストライプ網掛けが石器、鉄製品とした。また、土器の内外面に示される網掛

けについては、細かいドットが赤彩、粗いドットが黒色焼成、砂目が墨痕跡または油煙痕跡、漆付着痕跡を示す。

4. 須恵、器や土師器、陶磁器類の実測図右断面に示す「←→Jはへラケズリ調整の範囲を、外面や内面に記される「→」
はケズリに伴う砂粒移動の方向を示す。また、砥石に示す「←→」は磨耗痕跡範囲を示す。

5.須恵器、土師器の実islJ図においてロクロ(回転台等回転使用も含む)による成形や調整を行うものについては、

口縁部ラインや底部ライン、内外面調整ラインを非ロクロ製品と意識的に分けるため、定規で線を引き、非ロクロ

製品はフリーハンドで示した。ただ、中世土師器はロクロ使用でも回転惰力の弱いものはフリーハンドとしている。

6.遺物説明、観察表で示す法量計測について、口径(受け部径・返り径)は口縁上端部(受け上端・返り上端)で

の直径を、底径は底部切り離し外端部での直径を、高台径は台の外端部径を、頚部径(基部径)は頚部(基部)屈

曲部の最小径を、胴部径(つまみ径)は胴部(つまみ音11)最大径を、脚部径は脚下端部での直径を示す。なお、器

高等の高さ計測については、器形の安定している部分での平均的な数値とし、立高や返り高は受け部下端から口縁

端部、返り端部までの垂直高とした。

7.遺物説明、観察表で示す胎土については、観察表巻末に凡例をまとめて掲載する。

8.遺物説明、観察表の土器成形痕跡の中で、叩き出し成形に伴う叩き痕跡については、内堀信雄分類案に基づき(内

堀信雄 1988r須恵器斐類に見られる叩き目文についてJrシンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題J)、H類
を平行線文、D類を同心円文とし、 Ha類は平行線彫り込みに直交して木目のあるもの、 Hb類は右上がり斜交の

木目のあるもの、 Hc類は左上がり斜交木目のあるもの、 He類は木目の見えないものとし、 Da類は木目の見え

ないもの、 Db類は同心円彫り込みに沿って同心円木目の見える芯材使用のもの、 Dc類は柾目状木目のもの、 SD

類は木製無文当て具の年輪痕跡のものとした。また、別のものは記号以外の表記にした。
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報告書抄録

ふりがな ぬかみまちいせき (NukamimachiSites) 

香 名 額見町遺跡

高リ 書 名 串・額見地区産業団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書5

巻 次 V 

編 -著者名 望月精司 ・大橋由美子

編集機関 小松市教育委員会

所 在 地 干 923-8650 石川県小松市小馬出町91番地 (電話)0761-22-4111 

発行年月日 西暦2010年3月31日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所在地 市町村 :遺跡、番号
。， " o ， " 調査期間

( rrl) 
調査原因

ぬ額か見みま町ち い石しか川わけ県人小こ松まっ市しぬ額か見み町まち 160: 03089 36度 136度 F地区 F.H 小松市が施

な1番地外
21分 24分 1998.10.12 -2000.03.14 地区の 工する串 ・

16秒 30秒 H地区 一部 額見地区産

20∞.倒10-2000.11.30 約 3，700 業団地造成
町i

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飛鳥・奈良・平安時代
竪穴建物 l軒、 掘立柱建 須恵器 (特に獣脚付鉢、 古代では大規模な土

今回報告区域は 8世
物 31棟、土坑63基、井 獣脚付羽釜)・土師器(特 器廃棄遺構と掘立柱

紀-9世紀と 11世紀
戸 l基、道路状遺構 l本、 に羽釜)・竃形土製品・ 建物、鍛冶炉4基と関

額見町遺跡 集洛跡
後半-12世紀前半に

溝状遺構 15条、炉状遺構 円筒埴輪・円面硯・土 連製鉄遺物を検出。古

集落経営の主体があ
8基、土器j留まり 4箇所、 製馬形-土鋒-専用焼台・ 代末では土師器大量

製炭土坑 l基、鍛冶炉3 緑紬陶器 -白磁 -砥石・ 破棄と大型総柱建物
る。

基 鉄鉱・万子・馬具 4棟を検出。

6世紀代に墓域化した台地に、古墳群消滅とともに突如出現する古代集落遺跡。7世紀初頭の集落成立時にL

字型カマ ド付設竪穴建物を高い確率で選択している点から、朝鮮系移民を主と した集落と判断される。7世紀後

半に当集落内で生産される朝鮮系軟質土器や同時期に始まる鍛冶生産、須恵器窯製品を選別した際に生じる黛道

具片の出土など、当集落が手工業生産に携わったことを示す。当集落の近隣にある南加賀丘陵製鉄・製陶遺跡群

要約
が7世紀に変革期を迎えることと関連性が強く、広義での台地上集務群は丘陵部工業生産地帯の母村としての性

格を持つ。7世紀後半は集落増加期であり、 8世紀前半までに全感期を迎えるが、 7世紀後半の新たな建物様式

の導入や近江系煮炊具、丹波系煮炊具の導入など、朝鮮系移民のみならず、西日本各地または西を経由しての移

民流入によって集落の拡大が図られたことを示す。律令政府主導の下で計画的に設置 ・経営された集落と言え、

それは地方支配政策、評制施行前段施策としての性格をもっ。当台地集落の成立は近隣地に置かれただろう江沼

評ゃ工業生産地と一体的なものであり、潟湖を媒体に屯倉的な領域支配がなされた地域と性格づけられよう。

SAMARY 

The NUKAM1MACH1 SITES are an ancient village ruins in the fee that appear suddenly on the plateau that was the 

grave region with the disappearance of the old tomb group in the sixth century. 1n view of the point to have selected 

the Ana building where L character type kitchen range is set up when the village is approved century seventh by short 

odds. this village ruins are judged to be ruins mainly composed of a Korean immigrant. The excavation of the kiln tool 

splinter caused when the blacksmith production and the Earthen kiln product that starts from existence of Earthenware 

group that int.roduces a Korean in be produced in the latter half of the seventh century technology and a simultaneous 

period are selected etc. show that this village was involved in the manual industry production. The vicinity Minamikaga 

hill steel manufacture and the pottery manufacture ruins group's in this village coming the revolution period in this in 

the seventh century has and the relation has the location village group on出eplateau strongly said by the wide sense 

with the character as the mother's body village in the hill part industrial production zone. The latter half of the seventh 

century is a period of an increase of the village， and it is shown that not only Korean immigrants of the introduction 

of a new building style in the latter half of the seventh century and the Receptacle of cooking of the Ohmi system 

and the Receptacle of cooking of the Tanba system . etc. but also the expansion of the village was attempted by the 

immigrant inflow via West ]apan various places or the wests though the glory period will come by the eighth first half 

of the century. 1t can be said the village that was set up and managed in premeditation under the Ritsuryo government 

initiation. and has the character as the steps measure by it before enforcing the criticism system of the local rule policy. 

The approval of this plateau village is an Enuma criticism. is industrial production ground that might have been put on 

the vicinity ground， is united， and it is thought the region where the seashore lake is assumed to be the medium and it 

was performed by area rule ton warehouse. 

lV 
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第 I章 額見町遺跡の概要と今回報告の調査区

第1節 額見町遺跡と発掘調査概要

第 1項額見町遺跡と額見町古代集落遺跡群

額見町遺跡は、長軸800m、短軸550mの北東方に長い遺跡分布を示す440.000rriの広大な集落遺跡である。

幾つかの集落単位が集合した結果、広大な面積の集落域となったものであり、大きくは額見町古代集落遺跡群と

称したエリアが広義の額見町遺跡であると評価する。当地は昭和 20年代の耕地整理によって起伏に富んだ台地

地形が階段状に削り取られ、その際に台地南西端の茶臼山周辺が削平を受けた。茶臼山古墳や茶臼山祭杷遺跡、

茶臼山遺跡はその時に発見された遺跡である。昭和 30年以降、加賀三湖干拓工事に伴い、額見町遺跡、から北東

へ伸びる台地は土砂採取により大きく削平を受けたが、その際、埋蔵文化財調査を行った形跡はなく、存在した

であろう額見町遺跡の北側部は消失することとなった。その後、大規模な開発等が行われなかったこともあり、

当地は遺跡の発見が遅れ、昭和56年の石川県立埋蔵文化財センターが行った詳細分布調査まで、遺跡所在すら

確認されずにあった。石川県立埋蔵文化財センターが平成8・9年度に発掘調査を行った額見町西遺跡、にしても、

平成7年に小松市教育委員会埋蔵文化財調査室が地主の依頼によって行った試掘調査において新発見した遺跡で

あり、当台地上にはほぼ同一時期の集落遺跡が点在していたのだろう。明治42年及び昭和37年に行われた地形

測量図をもとに、これまで近隣で調査してきた成果、遺存する地形等から額見町古代集落遺跡群の台地地形を復

元したものが右図に示したも

のである。当台地領域は柴山潟

に面して北東方に細長く伸び

る台地で、馬渡川の開析谷に面

する台地よりも若干小高い独

立台地状を呈す、長軸2400m、

短軸 750m、約 150haにも及

ぶ広大な台地である。図に示し

た集落分布予想図は、旧地形を

もとに想定したものだが、今回

の調査所見で得たように、台地

には複雑に小支谷や鞍部が入

り込むため、さらに集落単位は

分断されていた可能性が高い。

今後の詳細な地形把握と分布

調査により、遺跡、分布の検討は

なされなければならないが、既

に削平を受けた地域は多く、こ

れから検証することは困難を

極めるだろう。

第2項平成7年度，...， 12 

年度発掘調査概要

今回報告する額見町遺跡は、

平成7年度から 12年度までの

6年間にわたる発掘調査報告

で、石川県立埋蔵文化財セン

ター調査分も含め、 38.500ぱの

面積を発掘調査した。当調査で 第1図 額見町古代集落遺跡群の復元地形と集落分布予想 (1/20，000)



第 1節 額見町遺跡と発掘調査概要

検出した遺構は、竪穴建物 119軒、掘立柱建物 330棟、土坑424基(うち土師器焼成土坑 10基、製炭土坑7基、

墓坑 15基以上)、炉状遺構(うち鍛冶炉跡 12基)、井戸3基、溝状遺構53条(うち道路状遺構5本)、集石遺構

2基で、他に土器溜まり遺構を20箇所以上確認している。後述するように調査面積の多くが削平されていたため、

相当数の遺構が既に消失した状態であり、遺跡が完存していれば、どれだけの建物数が存在していたのか、悔や

まれるところである。14世紀頃の集石遺構2基と縄文時代に遡るであろう落とし穴土坑1基以外は全て、 7世

紀前半から 12世紀に位置づけられる古代遺構であり、多くの遺構が密集、重複する状況であった。

当地の旧地形を調査所見に基づいて作成したのが以下の図だが、調査区の東仮IJに存在する標高26mの尾根頂

上部(臼のほぞ古墳立地)から南西側に張り出すようにして尾根筋が延び、そこから北側へと緩く標高を減じる

形で、馬の背状に尾根筋が延びていく 。東側尾根頂上部から北側へ延びる尾根筋の聞には谷部が入り込み、尾根

頂部との比高差は 15mにも及ぶ。谷部から見て、臼のほぞ古墳の立地する尾根頂上は、見上げるような高さに

あり、集落立地に際して古墳を意識したような選地を行っていたことは間違いない。また、北側へ細く延びた尾

根筋から北西方へは緩く張り出してテラス状の部分(テラス状部分の中央は鞍部が入ったように若干下がり気味

となる)を形成しており、そこから柴山潟の潟縁へは比高差7m以上の急傾斜となる。この張り出し部の南西側

では、柴山潟から南東側へ延びてくる支谷に続く小さな谷が入り込み、楕円形状を呈する緩い傾斜地を形成して

いる。比高差6m程度を測る傾斜面で、南西側へ谷は広がっている。

極めて起伏に富んだ複雑な地形を呈していることが復元地形コンタから見て取れると思うが、耕地整理におい

ては尾根筋部分を削り取り、鞍部や谷部へ土砂を埋めるという造成を行っている。この結果、約 14.000rri、調

査面積の36%が削平による破壊を受けてしまっていた。一部深い遺構に関しては、遺構基底部が遺存していたが、

大半は遺構痕跡も残さない状態であり、特に尾根筋部分は遺構がどのような分布をしていたのか、把握できる状

況にない。ただ、尾根筋でも削平を受けていない部分もあり、その箇所での遺構分布が確認できないことや鞍部

から尾根部へと徐々にではあるが、遺構密度が希薄となる傾向などから考えて、尾根筋上での遺構分布はもとも

/ 

/ 

⑧ 
第2図 額見町遺跡発掘調査区域内の復元地形 (1/2，000)
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⑧ 

尾根頂上

。

第3図 額見町遺跡主要遺構配置図 (1/ 1，000)
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第2節 今回報告の調査区 (H地区及びF地区の一部)概要

第1項遺構の概要と分布

今回の報告区域は、本調査区全域の西南地にあたり、 H地区と東に隣接する F地区を含む区域である。H地

区報告分3，485ぱ、 F地区報告分375rrl、総計面積は 3.860rrlとなる。前固までの報告で、本遺跡には、昭和初

期の農地開発により段状に切り盛りが行われていたために、完全削平され遺構の検出されない区域や上層削平に

より遺構基部のみ検出される区域が認められている。A地区から F地区においては、このような削平区域の面

積が112以下を占める状況となっていた。前回報告区域の中心である G地区では、削平面積が比較的少なくなっ

ており、今回報告区域の主体となる H地区でも完全削平された区域はなく、南側のみ削平が認められるものの

建物の掘方が残る状況となっている。この削平は、標高の高さによるものであり、最も標高の高い尾根筋ライン

が最も削平を受け、標高が低くなるにつれ削平割合が減ってゆくためである。

本遺跡の南北に走る尾根筋ラインから西側に着目すると、南西では、 H地区から G地区にかけて楕円状の谷

部を形成している。北西側では、 B'C地区を中心に F地区西側から G地区の一部にかけ、テラス状となる緩や

かな平坦区域を形成しており、ここに遺構が極めて密集する。今回報告区域は、テラス状区域の南側に位置し、

尾根筋ラインから谷部へ下る途中にあたるが、その中でも比較的緩やかな傾斜地を形成する区域と言える。その

ため、テラス状区域の遺構密集区から続く形で遺構が広がっている。

今回報告区域から検出された遺構数は、本報告のために遺構整理した結果、竪穴建物1軒、掘立柱建物31棟、

土坑60基、製炭土坑4基、鍛冶炉4基、土師器焼成坑?1基、井戸1基、道路状遺構I本、溝状遺構 16条、炉

状遺構7基、集石遺構4基である。この他、土器溜まり遺構、土器集中遺構がある。土器溜まり遺構は、現地

調査時に、土坑のような落ち込みを持たずに、多量の遺物が検出されたものである。F地区側である東側から H

地区そしてG地区にかけて延びてゆく大きな谷部にかけ、 H地区内の標高の高い南側部分以外のほほ全区域と

いう広範囲に及んでおり、谷部地形に伴った土器廃棄を行っていた可能性を考え、土器溜まり遺構と名称、付けた

ものである。しかし、整理段階で見直してみると、出土遺物に明確な時期差もなく、殆どが包含層的なレベルに

至るものではないかと思われる一方、古代遺物の明確な時期が認められる、特に集中する箇所も確認できており、

-惨i:i

第5図

6 

これを土器溜まり遺構“集

中"とした。土器集中遺構

は、皿が重なって廃棄され

た箇所であり、何か意味を

持つ廃棄場であった考えか

ら、遺構として取り扱うこ

ととしたものである。

前固までの報告でも述べ

てきているように、本遺跡

は、黒色土系地山を地山上

層レベルにもち、 G'H地

区の西側谷部には、質の異

なる黒色堆積土が認められ

ている。そのため、黒色土

系地山での遺構検出のしづ

らさに加え、前述した土器

溜まり遺構や、流れ込みと

も捉えられる多量の包含層

遺物出土により、遺構検出

は一層困難を極めるもので

あった。こういった状況で

の調査であったため、今回
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報告遺構でも、本当に遺構であるのか疑問を抱かせるものが確認できる。しかし、前固までと同様に、図面上の

判断は現地判断に及ばないと言う考えから、現地調査を重視し、そのまま報告してゆくことを基本とする。ただ、

土器溜まり遺構は、遺構はなく遺物のみに限られるため、変更を可能とした。

今回報告区域での遺構は、前回のような遺構密集区域はなく、比較的空間に余裕があるといった分布となって

いる。調査区南端にて検出された唯一の竪穴建物は、最も標高が高い位置で近代削平を受けている状況である。

掘立柱建物や土坑などの遺構が検出される区域に対し、この1軒のみが離れる形をとり、前回報告のSIl05と似

たような役割をもっていた可能性が窺える。竪穴建物1棟以外の建物は、全て掘立柱建物である。掘立柱建物は、

基部のみが検出されている状況で、古代建物桁行・梁行が直行しないような建物や簡易な建物が多く見受けられ

る。中世建物でも小規模建物に、このような現象が認められる。中世建物とは、古代末から中世の構造主体とな

る低い床をもち、柱が碁盤目状に並ぶ、柱穴規模の小さな総柱建物を示しており、時期は本遺跡の終駕期でもあ

る11世紀-12世紀にあたる。これら建物の遺構時期の推移については、 1軒のみの竪穴建物は8世紀後半であり、

掘立柱建物では、 7世紀末-8世紀初頭が1棟、 8世紀中頃が1棟、 8世紀後半が1棟、 8世紀末-9世紀初頭

が3棟、 9世紀前半が4棟、この他、出土遺物はないが古代の建物と考えられるものが7棟、本遺跡の古代以外

で終罵期までにあたる 11世紀-12世紀の中世建物が16棟である。古代掘立柱建物の時期は、 8世紀末以降の

9世紀前半代が主体であり、中世掘立柱建物の半数を占めることになり、前固までに比べかなり増加する。これ

は、今回報告区域が、本遺跡の変遷で最も新しい時期にあたるためと考えられる。

今回報告区域で報告する井戸跡は、段状の土坑を伴ったもので、前回報告した SE02の外周土坑をより簡素に

した印象のものである。この他、生産遺構、特に鍛治炉や製炭土坑は多く、製炭土坑は比較的まとまった区域に、

2カ所に分かれて集中する。同様にまとまった区域に集中するのは集石遺構であり、 4基のみの検出であるもの

の、東西軸ー列に並んで、検出されている。

第2項基本層序

本遺跡では、遺跡全体の包含層を含めた基本層を一貫して記録してきており、これは本遺跡調査全域に打設さ

れたGr杭のライン軸で設定して土層観察を行ったものである。完全削平を受け、包含層の残っていない区域では、

耕作土や表土を取り除いた時点で、黒色地山土よりもさらに最下層となる褐色地山土や黄褐色地山土が露出する

といった現象がみられ、このような区域では極一部を除き土層断面図は作成していない。

今回報告区域で、地形傾斜を捉えられるものは、GriやJiる」ラインと、 i18Ji22J i26J i30Jラインである。

i18J i22J i26J i30Jラインでは、ライン中央が最も低くなって谷を示す。この浅い谷は西へ行くに従って次第

に深まり、 G地区への谷部へと繋がってゆくのである。このような地形を示すためには4本も提示は必要ないか

もしれないが、上層で検出されている土器溜まり遺構の土は、標高の高いものと、谷部へ近づくものとで、土に

違いが認められるため記載することとする。

基本土層として土層註に記載はないのだが、本遺跡では、最も下層に黄褐色系地山が存在し、この上の層に褐

色系地山、さらに上の層に暗褐色系地山、この上の層に黒色系地山土との聞の漸移層で、ある黒褐色土地山、この

上層に黒色系地山が確認されている。黄褐色系の粘土地山と黒色系地山を中心に、この両層の聞に土色差によっ

て分層されるといったものである。質的には、壌土や埴壌土を基本としており、下底にゆくに従い粘質性が増す

傾向にある。そして、前回報告では、谷部での堆積層には地山が酸化する現象が認められた。

谷部を中心に検出されている古代末や中世の上層土器溜まり層も確認されるが、意図的な遺物廃棄としての土

器溜まりは、部分的に留まっている。今回報告区域では、H地区と F地区境から中央の小谷にかけての範囲一体に、

土器溜まり遺構を捉えている。但し、整理段階にて、造物時期のまとまりがみられないことから、包含層的な要

素が強いものある考えは前述のとおりである。しかし中には、極一部に限り小皿が集中して廃棄されるなどの遺

物のまとまりがみられ、大規模なものを土器j留まり遺構としている。

さて、今回報告区域では、 H地区中央の小谷から南側にかけてと、小谷から東側にかけての基本層に違いが生

じている。これは、どのラインでも同じ様な現象が見られるものである。小谷から東側にかけては、提示する土

層断面図中には殆ど地山層は図示されていないが、下底に近い所で、黒褐色系地山である四層、この上位に E層、

この上位にW層、さらに上位にはW'層が認められる。これに対し、小谷から南側にかけてでは、同じく提示す
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第6図 今回調査区の座標軸とグリ ッド配置図 (8= 1 /400) 
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第ア図 今回報告の調査区 (H地区・ F地区の一部) (S = 1 /300) 
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額見町遺跡の概要と今回報告の調査区

る土層断面図中で殆ど図示されていないものの、下底に近い所で黒褐色系地山である四層があり、この上位に医

層、この上位にXN層、さらに上位にW層やN'層が認められる。医層は、 黒色系地山の可能性をもち、両者では、

地山の色調に違いが認められる。谷部堆積であるがゆえの影響と考えてよかろうか。

このような層が基本となり、遺構はあらゆる層位で掘り込まれている。前回までの報告と同様に、W層やN'

層で掘り込まれるものは多いが、 XN層やE層、 W層で土坑等の遺構の掘り込みが認められる他、土器溜まり的

な層であり包含層として認識しでも よいと思われる⑫層 ・⑬層、確実に土器溜まり遺構土層である①層 ・④'層 ・

⑥層 ・⑦層 ・⑦'層においても掘り込みは認められる。土器溜まり遺構土層の④'層 ・⑥層、また包含層レベルと

も考えられる土器溜まり遺構土⑪層 ・⑫層 ・⑬層の上層には、 N'層が確認でき、土器i留まり堆積後に、 N'層が

堆積していることがわかる。⑪層 ・⑫層 ・⑬層を切る様に掘り込まれるのが、土器溜まり遺構であり、土器溜ま

り遺構を切る形で存在するのがSD23である。なお、 W層面で掘り込まれる SK426やSK425は田嶋編年Nl期

を示し、 W層・医層面で掘り込まれる SK425は田嶋編年N2-V2期を示しており、これは、本遺跡C地区以降、

今回の調査区でも認められる傾向である。そして、中世1-1期である SK419の上層にN'層堆積が確認できる

ことも、前回報告区域である G地区と同じ傾向をもち、 N'層は中世以降に堆積していったものと判断できる。
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今回報告

対象ライン

イ
ン
①

包合服ライン遺構覆土土居註

任漕黒褐色土(10YR2/2) 黒縄色土(10YR3/2)混在。若干砂質帯びる.土師器片を極多量含有。焼土ノl嶋炭制、塊多め合
有。古代末の土器混在.上層土器溜まり層。

②膚 黒褐色土(10YR2/2) 所々砂質土が混じる.焼jyl岨・炭{じj岨多め含有.①膚より黒〈、土器咽混在少な川土師器

片劃、.古代と古代末混在。上周土量困層まり風

③層 熟褐色土(10YR2/由 民土中塊多め、土師器破片多量官有o (前回報告SK泊7土居)

④膚 黒褐色土 (10YR2/2l焼土キ有量多め土師器破片多量含有。(前回報告SK387土居)
④・層黒褐色土 (10YR3/2-2/2l 炭化中塊含有.砂質土がシミ状に入り、土器含有する層ム W膚とγ膚の中間層.
喧漕黒褐色土 (10YR3/2-2/2) 上層土器溜まり膚よりも土器の混入少なし土器溜まりに含めなかった層L土師器片を多
量含有.炭化中塊多め含有.黄褐色小塊・焼土小塊少量含有。

軍糟 黒褐色土 (1 0YR2/2) ー 土鵠混准少な〈土師器片少量含む程度。炭化中塊・黄褐色1Iゆ，~少量含有.

d漕黒褐色土 (7町胞12-10町2/2) やや砂質帯びる。焼土塊・炭化塊多量含有o 8世紀中頃からの遺物を遺物集中層.
⑦町黒褐色土仔 5YR21目黒色土(7町限/1)塊4宮居説ら焼土・炭化・褐色地山の小塊カ匂膚より少な〈、土器も少なめ.
喧凋基本は也漕と同じだが.比較的遺物少ない。

哩凋黒褐色土 (10YR3/2-2/2) 砂質IIIぴ私炭{I:/J、塊少量入賞縄色土小塊少量含有。土器溜まり膚最上層の砂質帯びる土.
⑩眉黒褐色土 (10YR2/2) 焼土ノj、塊多目、黄褐色土塊多目含有.
⑪眉 黒褐色土 (10YR2/3l 若干妙気締び褐企Eまあり。焼土・炭イ1:/1嶋多目、黄縄色土粒を多量含有.
@漕黒褐色土 (10日2/2-2/1) 黄褐色土1I嶋多目、炭化・焼土ノ1嶋沙量含有.土器含有する.
⑮層 黒褐色土(10日2/2) 黄禍色士1I嶋 ・中境多量、炭化中境少量含有。 やや締まりあり.
@帽黒褐色砂質土 (10YR3/2) 黒褐色土(10YR2/2-3/2)4割が混在。炭化中塊が少量含有.土器片倉む。軟質土.却おの
上面土oSIJ23'1膚に対也

@帽黒C禍)色土(l0YR2/2-2/1) 費制色土 ・炭刷物少量含有国D23・2膚に対b

額見町遺跡 基本士眉註

I層黒褐色土 (10四瑚 焼土れ塊・黄褐色土粒少量含有。

E層黒色土 (10可R1.7，凡)黄褐色土粒少量ι焼土小塊・炭化粒微量含有。
町層黒色土 (10YR1.71由貿褐色土粒多量焼土d、塊・炭北粒多量含有.
E層黒色土(叩喧R2/1)焼土粒・土器片を少量含有する。地山に類する.
N層黒縄色土 (IOYR2I2)焼土小嶋 ・賀補色土粒・炭化粒少量含有。

V膚黒褐色土 (10叩瑚焼土粒 ・炭化粒少量λ黄土粒相官有。
V層黒褐色土 (10YR2l2)黄褐色土粒・焼:bl、塊炭化粒・土器片を多目に合
有する。竪穴建物の覆土上層の土。

v!層線色土(lOYR2l1)黄褐色土粒・炭化粒・焼土小境微量含有。

明層略褐色土 (7町R3/4l極晴褐色土(7.5YR2I訟を多量含有。砂賞。
咽層 黒褐色土 (IOYR2I2-2/1)・黄褐色土粒多目、炭化粒少量含有.

E層黒色土 (10喧R1.7/1) 土器の混在もなく、地山土の可能性大きい.
政?層 医層の酸化土鳳地山土の一つo G寝前回報告ではE層となっており.n 
層からK層へ訂正.) 

X府県褐色土 (7町RI.7tl):m屑の酸化土層。 極暗褐色土C7.5YR剖)と混払
X 1層黒褐色土 (7.5YR2/2)炭化塊少量、土器片やや多〈混入e

xn層黒褐色土 (10司R2庖-2/3)地止嶋混入少量λ 土器混入~I'. 締まりあり.
xm層馬術色土 (10YR3l2-2/2)炭化中塊含有。 xn層に比べ締まり劇、
XN層操裕色土(7.5YR3I1)黄褐色土中~大塊少量含有。
xv府 県褐色土 σ500/1) にぷい黄褐色刷、塊少量含有.炭化小境微量合
有。土器包含少ない土層.

xv!層黒褐色土 (l0YR2/3) 暗褐色土(1000/3-3/4)4割混在。賞掲色土大
塊・焼土塊・炭化塊多量含有。

額見町遺跡基本土層断面位置図
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第E章 今回報告区域検出遺構

第H章今回報告区域検出遺構

第1節建物遺構
第 1項竪穴建物

今回区域で報告する竪穴建物は 1軒である。H地区南端に位置するものであり、本遺跡A地区からの遺構番号

の連番でSIl19にあたる。前固までの報告と同様に、規模については、縦長×横長cmで‘記載し、建物主軸は、カ

マドを奥に向けた位置を中心として北・南からの角度を表示した。面積においては、竪穴外も建物空間として使

用した可能性をもつものがあるが、竪穴の部分のみの面積を示している。面積による建物類型は、特大が55rrl 

以上、大型が55-39 rrl、中型36-25 rrl、小型が25rrl以下としてこれまでの報告にしており、これに準ずる

ものとする。掘方土坑の位置づけも前固までの報告に準じた。竪穴建物の出土遺物については出土量を破片数換

算で数量とし、時期については田嶋明人氏の北陸古代土器編年で表記する。

平面図(堀方)・断面図 (S=1/60) 

/A' 

B 

H・全て12.1∞m

ー-r〈でこ立二メ二重ミミ土J
C C' 

⑧ 

ー-B' 

B' 

胃事プ てR三乞ア

2m 

(1/60) 

S 1 119 橿十・掴方士眉駐

q漕 黒褐色土(lOY昭 2) 貰褐也土町中塊多め古有.炭化中塊とか量官有.置土.

ミ|

<1 

1}留品縄色土 (10YR21回 線色土中塊多助、貧褐色土中壇多量、焼土中壇多め含有。揖褐色硬化粘土嶋が
上面に混じる.貼慌土.部分的に硬化面もつ.

2眉黒褐色土 (100012) にぷい貰褐色土(l0YR4/3)と5劃率で混喧斗黒色土中境、焼土中塊少量含有.歯
褐色中塊多め昔有.

3層黒褐色土(1肝隠12) 補色(7.5YR4/4)硬化粘土の中壇多量含有.締まりあり.
4層 褐色 (7.5YR4/4) 硬化粘土中に、にぷい貴褐色土(l0YR41却が混在.蹄まりあり.硬it.
5圃 黒褐色土(l0YR2/2) 貰褐色土地煩多量含有.やや砂質宇野びる.黄褐色土が砂賞3院の土.炭itJJ嶋、
焼土小塊多め含有.

6層 にぷい貰褐色土 (lOYR4/3)黄禍也土中塊極多量(4哩O含有.炭化中境・鳳色土中塊少量官有.
7層 にぷい貰褐色土(lOY旧/3) 貰褐色土(l0YR5/6)7酬との盟在土.炭化 ./Il色土中塊少量含有.
8圃 黒褐色士(lOYR3/2)にぷい貰褐色土(1町制13)4割.IM色土中塊2劃.黄褐色土中嶋l酬との樫在土.
やや輔まりあり.

9閣 にぷい黄褐色土(lOYR4/3) 黄褐色土(lOY路16)3割、黒色土2容IJOJ混在土.
10眉県褐色士(lOY胞/2)貰褐色会j塊・中塊多め告有.焼土中塊・炭化中塊少量含有.軟質.
11眉黒褐色土(lOYR3/2)貰褐色IJ、塊多量合払焼土中嶋・炭化中塊少量全有.

【

ー

ーー

(SI119) 

カマド平面図・断面図

(S = 1/30) 

E 

/ 
F 

H~全て 12.100m

転用支脚

図Nn3 ¥E' 

~羽町一
F p 

カマド置土土眉駐

'¥ 6片宇佐b-¥ 5../ 
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¥ 41 2c 2 
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(1/30) 

E 1119カマ F彊士・姐方士眉註

⑧ 

E' 

1m 

1}冒暗褐色土(lOYH3/3) 砂質縄色土(7.5刊4/3)小塊極多量(3齢含有。焼bJ嶋多量官有.カ
マド内覆土。焼土が混じるカマドソデ土か?

2周黒褐色土口 5刊3(2) 焼土中塊多量含有.補色土(7.5Y刷13)小塊多量含有.炭イtJJ、塊少量告
有。カマド内覆土。焼土が混じるカマ ドソデか?

3膚県出色土 (lOY胞/2) 貰褐色土町中嶋多的合有.炭化中塊少量含有。建物哩1ニ江凋と同眉.
4眉 にぶい黄褐色土(l0YR4/3) 貰褐色合1岨多め合私締まり民〈土。ソデ石銭き取り穴の土.
5眉胤褐色土 (lOY殴/司 黄褐色土ノl岨多め含有.焼土IJ"X少量含有.締まりやや欠<.
日置 にぷい貰褐色土(lOY刷/泊 費褐色bJ岨極多量(21!1D含有.焼土中塊多量含有.僻まりあ
り.ソヂ石被き取り穴に踏めた土.

カマド掴克土土眉註

a眉褐色土 (7.5YR4/6):硬化結土プロック眉.締まり強〈硬ヒ弘に品、黄褐色土が混在する.
建物底地山硬化床1.
bll 赤褐色被熱床 (5YR4/61: 111が被熱して焼土:it.カマド燃焼床面.
c層赤褐色被県土 (5YR4/8) カマド主脚に使ヲた小釜内に踏められた貴褐色土が被熱して焼土
化.1I!i.焼車側のみが焼土化している.4眉土の焼土化したもの.焼けは2眉より強い?
d層構色土 (7.5YR4/41 カマ ド宜邸内に結められた土.地山土に近い土.

e周 にぷい貰褐色土(叩Y副13) 黄褐色中塊 ・小塊多量含有.焼土中塊、炭化中塊少量含有.桂
熱しているカマド貼床土.

第 12図竪穴建物遺構図 (SI119)
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第1節建物遺構

1. SI119 

〈立地・規模・形態) H地区南端、れ・ろ 20Gr、当遺跡、の最南端に位置する建物で、孤立して立地する。上層

削平されている区域にあたり、覆土は極一部で検出されているものの、削平は著しく、床面までも削平を受けて

いる。カマド周辺に残る床面のラインと、掘方土坑の端を建物規模として想定すれば、410(残存380)cm x 320 cm、

推定面積 15.58rriの小型建物で、プランは方形状になるものと思われる。内外に柱穴はなく、南端にカマドが造

り付けられており、カマド‘底部が低かったために辛うじて残存する状態である。建物主軸はN-1520 -w。
〈カマド〉 カマドは、ソデ端に設置されていたと思われるカマド石の抜き取り穴と、ソデ土も基底部から除去し

たと考えられる穴状の痕跡と床面が検出されている。焚口被熱や抜き取り痕跡の位置から、当カマドは、南端寄

りの壁と直行して焚口が位置するもので、壁から離れていたものと思われる 。 カマド規模は、推定縦 80~90cm、

推定幅90cmになるものと考えられ、焚口幅は内寸50cm、ソデ厚は推定で20cm以下と思われる。支脚には径15

cm程の小型釜を逆位置に据え転用しており、焚口床被熱は顕著でL、支脚にも被熱が及んでいる。支脚内部に埋め

込まれた土も、手前側のみ被熱している。床面は、焚口から支脚までは床傾斜2。とほぼ平坦で、あり、支脚より

奥の床は傾斜角 10~ 13。となる。床面の構築士は、建物床構築土と同様のものである。なお、カマドは建物床

レベルよりも 5~6cm下がる 。 建物床自身が削平されているため、本来はかなり下がった位置に焚口が設けられ

たと考えられる。

〈掘方と出土遺物〉 貼床は、上面削平された状態で部分的に残存し、黒褐色土に黄褐色粘土塊を多量に混在させ

た土を貼ったと考えられる。部分的に掘方土坑土も床として使用した可能性が高く、掘方土坑は、やや規模の大

きな掘方土坑 3 に接して合計 6 基が速なって位置している。 カマド支脚に転用された小型釜はNl~N2 古期、

掘方土坑内から出土する杯蓋や盤B も Nl~N2期を示すことから、当建物の時期も同様と思われる 。 なお、出

土遺物は総数で、須恵器食膳具2点、須恵器貯蔵具1点、土師器煮炊具97点である。

第2項掘立柱建物

掘立柱建物は殆どの建物がH地区から検出され、遺構番号は、本遺跡全体で通し番号を付しており、今回対象

となる掘立柱建物は、 SB214~215・218・243・303~ 320・326~ 334の総数31棟である。前固までの報告では、

本遺跡の遺構は、近代削平により、標高の高い部分が削平を受け遺構が消失する状況が多かったが、今回報告区

域の掘立柱建物は、 11.000mの標高ライン内に収まる形をとり、思いの他削平を免れていたと思われる。

今回報告区域から検出された掘立柱建物の基部構造をみると、側柱建物、古代末頃から登場して中世へと繋がっ

てゆく大型の総柱建物、あるいは床束建物と言ってもいいのかもしれないが、低床構造である総柱建物が検出さ

れている。また、 2間x2聞のしっかりとした柱穴と規模をもっ棟持柱建物が検出されており、構造的にも特異

な事例と考えられ、前回報告では「杜的建物」として位置付け(望月精司2009r額見町遺跡の古代「村寺」に
関する考察Jr額見町遺跡Nj石川県小松市教育委員会)しているものである。
これら建物の検出数は、古代側柱建物が14棟、棟持柱建物1棟、中世建物である低床の総柱建物が16棟であ

る。前回区域に比べ、側柱建物が減り、古代の高床総柱建物は見られなくなった。さらに低床タイプの総柱建物

が格段に増加していると言える。ここで、触れておくべきことがある。低床構造の建物の特徴として、柱が細い

こと、柱穴規模の小さいものが多いが、柱関規模が大きなことが挙げられる。このような構造のものに中世遺物

が出土する例が多く、似た構造であるのに古代遺物しか出土しないものも見られる。もちろん、出土遺物も重要

な判断基準と言えるが、このような建物に対しては、古代の建物とするのではなく、中世建物として判断した。

文中表記では、長軸側を桁、短軸側を梁として、桁行×梁行として表示する。建物主軸については、桁行を主

軸と設定して、北からの角度を表示した。但し横向きに配置するものに関しては考えられる主軸を提示した。掘

立柱建物の各名称は、奈良文化財研究所 2003r古代の官街遺跡 I遺構編』を参考にした。出土遺物については
出土量を破片数換算で数量とし、古代遺物の時期については田嶋明人氏の北陸古代土器編年で表記する。中世遺

物としたものは、本遺跡の古代以外の終鷲時期までのものを示しており、これは中世1-1期~中世1-II 2期

(11世紀2/4期前後から 1110~ 1150年頃)にあたるもので、詳細は遺物観察表凡例《南加賀地域古代土器編

年軸と歴年代観》に掲載されている。なお、出土遺物破片数について、中世遺物の破片数が突出した数値を示す

ものについて記述しておく。今回報告区は、上層中世遺物がまとまっている区域でもあり多量混入があったもの
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と考えており、また、中世遺物は古代遺物に比べ極細片が殆どであることから、突出した数値を示したと考えて

いる。

1. 58214 

む26Grで、標高の高い側の柱穴7本のみが検出された建物である。柱穴規模も小さく浅いため、本当に建物

であったのか疑問も残るが、側柱建物として報告する。残存2間×残存3問、桁行 ・梁行とも残存で2.4mを測る。

主軸はN-150 -E、柱穴は円形 ・不整円形プランを呈し、断面形状は柱部分のみが下がって段掘りとなるものが

多い。柱穴規模は、径24-44cm、深さは 16-28 cm、基本的に旧地表に添った深さをもつものの、深さ自体は

一定ではない。柱関寸法は、桁問 104-132 cm、梁間72-88 cmを測り、寸法は極めて小規模、柱筋の通りは概

ね良い。建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物はないが、構造的に古代建物と判断される。

2. 58215 

む・め-26・27Grに位置し、桁行・梁行が直行しない、南側が出っ張る形状のひしゃげた側柱建物である。

建物規模は、桁行6.2-6.8 m、梁行4.12-4.88 mの3問x2 (3)間で、面積は29.25rriを測る。柱関寸法は、

桁問 132-260 cm、梁間 108-268 cm、寸法を同じにもつ柱間はない。柱穴プランは、円形、不整楕円形、楕円

形と様々で、径は30cmを主体に 24-64 cm、深さは20-36cmで、基本的に旧地表に添うものの、一定値ではない。

掘方断面形状は、柱位置を深くする段掘りが多い。柱筋の通りは悪く、廃絶時に柱は抜き取られているが、方向

はランダムである。径10cm程の柱圧痕が残存、 全体の形状や規模から簡易な様相が否めない。建物主軸はN-25

。-E。出土遺物はないものの、形状から古代のものと判断される。

3. 58218 

む37Grで、桁行と思われる 1本のみの柱の並びが検出されたものである。残存3間分で4.12mを測り、柱間

寸法は 120-160cm、主軸はN-390 -w。プランは円を呈し、径は28-36cm、深さ 20-32cmを測る。柱筋は良く、
廃絶時に柱は抜き取られ、抜き取り方向は東側である。出土遺物はないが、古代建物の形状を示している。

4. 58243 

み・む-30・31Grに位置する、低床の総柱建物である。規模は、桁行5.2-5.8m、梁行4.8-5.2m、2間x2問、

建物面積27.5rriを測る。西側の柱穴配置、特にP7が大きく飛び出す形で配置されることにより、歪な形状をな

している。建物主軸はN_10 -w。柱間寸法は、桁間224-352 cm、梁間 196-272 cmを測る。柱穴掘方プランは、
円形、長方形を呈し、柱穴規模は径45cmを主体に 28-64cmを測り、深さは44cmで旧地表に良好に添い、四隅

が深めとなる。柱圧痕が検出されており、径は7-16 cm、11・12cmが主体で、ある。柱筋の通りは悪く、掘方に

はP1やP7のように斜め配置をとるものが確認できる。建物廃絶時に柱は抜き取られており、方向は外側である。

出土遺物は、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具5点、土師器煮炊具5点と古代のものしか出土していないのだが、

構造的には中世建物と判断される。

5. 58303 

よ・ら-31・32Grに位置する。規模が桁行6.92-7.08 m、梁行4.8-4.96 m、3間x2問、建物面積34.16

dを測る側柱建物である。P4が飛び出して配置するため、若干査な建物プランとなる。建物主軸はN_6
0 -E。

柱問寸法は、桁間208-248 cm、梁間224-256 cmを測る。柱穴掘方プランは円形、断面形状は段掘りを呈し、

柱穴規模は径52cmを主体に40-88cmを測り、深さは40-60c皿、P5が最も浅く 22cmを測る。深さは基本的

に旧地表に添い、隅柱を深めにもつ。柱圧痕が残存しており、この径が10-15 cmであった。また、覆土では.柱

のあたり'がP8のみ認められ、この径は20c皿。柱筋の通りは、建物がひしゃげているものの良好で、廃絶時

に柱は抜き取られている。出土遺物総破片数は、須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具7点、土師器食膳具1点、土

師器煮炊具2点、中世土師器食膳27点、灰粕陶器1点であり、時期はN2新-v期と判断される。

6. 58304 

ら・り-30・31Grに位置、建物規模が桁行8.08-8.52 m、梁行5.4-5.6 mの4間x2問、建物面積45.65rri 

を測り、主軸はN-100 -E、P1がずれて配置されていることから全体的にひしゃげた形状の側柱建物である。桁行 ・

梁行が直行するのはP7位置のみである。柱間寸法は、桁間 132-264 cm、梁間248-292 cmを測り、掘方柱穴

プランは円形、柱位置のみ底面が若干深くなるものも見られる。柱穴規模は、径36-48cm、最小で28cmで、あ
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第 13図掘立柱建物遺構図 1 (SB214・SB215・SB218・SB243)
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り、深さは24-40cmで、基本的に旧地表に添いながら、中柱の深いもの浅いものが認められる。柱圧痕が残存

しており、径は 10-15 cm。なお建物廃絶時に柱は抜き取られ埋め戻されたとみられる。柱筋の通りは、東桁行・

北梁行が良く、西桁行 ・南梁行が悪い。S]69、S]71が当建物内に収まる形で位置するものの、掘立柱建物検出

レベルよりも 30cm以上高位で、あり、関連性がないものと判断される。出土遺物は、須恵器食膳具1点、須恵器

貯蔵具6点、土師器煮炊具4点、中世土師器食膳具42点、石製品 1点である。時期は中世とされるところだが、

極細片で信理性に欠けるとともに建物形状は古代であり、この古代遺物の時期はV期前後である。

7. SB305 

ら・り・る-30・31Grに位置する側柱建物である。P7にて桁行・梁行が直行しないために、やや台形状の建

物プランとなる。規模は、桁行8.68-9.2 m、梁行5.6mの4間x2関で、面積50.06ni、建物主軸はN-13
0

司E

をとる。柱閉す法は、桁間 180-272 cm、梁間232-328 cm、柱穴掘方プランは円形・方形状を呈し、断面形状

は柱部分が一段下がる状態で段掘りを呈する。柱穴規模は径40-52 cm主体に最小30cm、深さは32-40 cmを

主体に、浅いもので24cmを測る。深さは、基本的に旧地表に添っている。柱圧痕が検出されているが、径が8

cm前後であるため、部分的に残存したものだろうと判断する。柱筋の通りは良く、掘方配置に関してはPllや

P7の方形状プランが斜め配置されている。建物廃絶時に柱は抜き取られており、 SB305内に収まるように位置

する S]69は検出レベルが30cm以上も上位であり、当建物には伴わないものと思われる。出土遺物は総破片数で、

須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具2点、土師器煮炊具5点である。中世土師器食膳具の極細片70点が出土する

ものの混入品である。時期はN-V期になるものと判断される。

8. SB306 

り・る-30・31Grに位置する、 3間x2問、低床の総柱建物である。柱穴規模は、古代の様相を伴って大き

くしっかりしているものの、柱関寸法が大きく、中央に位置する柱が認められることもあり古代末以降の低床総

柱建物とした。建物規模は、桁行7.64m、梁行5.4m、建物面積42.78ni。主軸はN-10。ーE、柱間寸法は、桁間

240 -272 cm、梁間280cmである。柱穴掘方プランは、円形・方形状を呈し、掘方断面形状は柱部分が下がる段

掘りを呈す。柱穴規模は、径52-88 cm、深さ 40-44cmが主体となり、 28-50 cmを測る。深さは基本として

旧地表に添うが、 P10のみ浅い。なお、 Pllの深さは27cm、P12の深さは24cmを測る。柱圧痕が残存しており、

径は 10-20cmで、ある。柱筋の通りは、桁行・梁行とも良く、掘方の配置では P1が北側へ出る形状、 P6は南側

へ出る形状で不整楕円形を呈す。柱は廃絶時に抜き取られているが、抜き取り方向はランダムであった。また、

重複する S]72鍛冶炉は、検出レベルが40cm以上も上位となるため、関連性はないものと思われる。出土遺物総

数は、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具4点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具27点で、中世土師器食膳具122点、

白磁片1点、石製品3点が出土する。時期は中世1-1期と判断される。

9. SB307 

り・る-29・30Grに位置する、規模が桁行5.0m梁行4.8m、2間x2聞の低床総柱建物である。面積24.0

d、建物主軸はN-120 -E。柱間寸法は、桁間240・260cm、梁間240cm、掘方プランは円形 ・方形 ・楕円形を呈

し、掘方断面形状は柱部分が下がる段掘りとなる。柱穴規模は、径60-72 cm主体で、最小36cmとP1-P3の

径は小さいのだが削平影響によるものだろう。深さは40-44 cmが主体で最小26cmを測り、旧地形に添いなが

ら、全てにおいて中柱の方が深くなっている。なお中央P5の深さは 36cmで、ある。柱筋の通りは、桁行は良好で、

梁行はP8がずれているため悪い。ピットプランに方形が認められるものの、縄張りされたとは言えない。なお、

建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物総数は、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具l点、土師器食膳具1

点、中世土師器食膳具16点であり、時期は中世l期とされる。

10. SB308 

ら・り・る-25・26、り 24Grに位置する、低床の総柱建物である。建物規模が、桁行11.72m、梁行 10.52m、

4間x4間で面積 123.29ni、建物主軸はN-100 -E。柱間寸法は、桁関252-320 cm、梁間240-280 cmで、柱

穴プランは円形・方形 ・楕円形を呈して、規模は、径52-60 cmを主体に42-88 cm、深さ 40-52 cmを測る。

深さについては、南北軸に対して顕著な旧地形に添う深さをもち、柱筋の通りは概ね良好である。なお、廃絶時

に柱は抜き取られている。出土遺物は総数で、須恵器貯蔵具 13点、土師器煮炊具34点、中世土師器食膳具223点、

石製品2点、白磁片1点が出土しており、時期は中世1-1期を示す。
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第1節建物遺構

11. S8309 

ら25、り・る-25・26Grに位置。建物規模は、桁行 10.6m、梁行8.8m、建物面積93.28rri。柱聞す法は、

桁間 480-580 cm、梁間420-520 cmo 2間x2問の低床の総柱建物と現地調査で判断したものの、柱間寸法が

大き過ぎることや、桁問 ・梁聞が何れも直行せず、建物として成立するのか懸念を抱いているところである。ただ、

挿図上に薄く示したように、柱間に小ピットが確認でき、 4間x4間である可能性がもたれる。掘方柱穴プラン

は円形・不整楕円形を呈し、規模は、径56-84cm、最小径でP1の46cm、深さ 40-60cmを測って、基本的

に旧地表に添うものの、中柱に深いものも認められる。査な建物の割に、しっかりと掘り込まれた良好な柱穴を

もっ。柱筋の通りは良く、径6-10 cmの柱圧痕が残存し、建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物総数は、

須恵器食膳具2点、須恵器貯蔵具2点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具5点と古代遺物のみが出土するが、建

物形状から中世建物と判断するのが妥当であり、古代遺物は混入品になるのだろう。建物主軸は N400 -E。

12. S8310 

ゆ26・27、よ 26-28、ら 25-27Grに位置する、低床の総柱建物である。建物規模は、桁行 12.2m、梁行8.2

mの5問x3問、建物面積 100rriを測り、主軸は N-200 -E。柱間寸法は、桁間 216-280 cm、梁間248-300 cm、

柱穴掘方プランは円形・不整楕円形 ・楕円形を呈し、規模は径52cm主体に 44-72 cm、深さは 36-80c皿で基

本的に旧地表に添いながらも、浅いもの深いものが認められる。径10-20 cmを測る柱圧痕が残存し、柱は建物

廃絶時に抜き取られて埋め戻されている。なお、埋土の上層に石が埋められ、石の混入が認められるのは P3・4・

6・9-11 . 16・17・19-21で、最大20cm四方の不整形を呈す。柱筋の通りは悪く、当建物内では、多くの炉

状遺構や鍛冶炉が重複するものの、この建物の検出レベルと似たような検出レベルをもつものはSJ67のみであ

る。出土遺物は総数で、須恵器食膳具21点、須恵器貯蔵具 17点、土師器食膳具4点、土師器煮炊具59点、中

世土師器食膳具246点である。この他、ミニチュア土器・カマド型の土師特殊品2点、須恵質の馬形が1点、水

晶や璃瑠を含む石製品が18点、白磁片 1点が出土する。時期は、中世 1-11 1期とされる。

13. S8311 

よ・ら 26・27Grに位置する。建物規模が、桁行7.2m、梁行4.4-4.88 mの4問x3問、 P1が飛び出すよ

うに配置するため建物全体が台形状となる側柱建物である。面積は 33.41ぱ、主軸は N-25。岳、柱穴は円形・

長方形状 ・楕円形を呈し、径48cmを主体に 38-64cmを測り、深さは 32-48 cmで、 Cラインのみ深さが揃う

ものの、他は様々な深さをもっ。柱間寸法は、桁問 136-212 cm、梁間 128-160 cmで、寸法を同じにする箇所

はない。これら値のばらつきから簡易で建物設置時の無計画さが窺えるのだが、柱穴はしっかり掘り込まれてい

る。柱圧痕が2本のみ残存、この径は 18cm . 20 cmを測る。柱筋の通りは悪く、建物廃絶時に柱は抜き取られて

いる。重複する炉状遺構の SJ65は、 当建物検出レベルから上位 10cm以内で、検出されており、関連性が窺える。

出土遺物は総破片数で、須恵器食膳具4点、須恵器貯蔵具4点、土師器煮炊具3点、土師器食膳具2点、中世土

師器食膳具45点である。中世遺物は極細片で信恵性が低く、時期は古代N期頃になるものと判断される。

14. S8312 

ゆ・よ-27・28Grに位置する、低床の総柱建物で、北梁行が直行しない台形状プランを呈するものである。

建物規模は、桁行8.2-9.32 m、梁行6.28mの2関x2聞で、柱間寸法は桁間328-488 cm、桁間 300-320 cm 

を測る。P1やP9が飛び出して配置、建物プランの歪さ、桁行の柱間寸法が大き過ぎるといったことから、果た

して建物として成立したのか疑問を払拭できないものの、現地調査で良好な柱穴と柱圧痕が検出された。建物主

軸は N-170 -E、建物面積は44.87rri。柱穴掘方プランは円形・不整形・楕円形を呈し、断面形状は柱位置が一

段下がるか窪むものが多い。柱穴規模は、径52cm主体に 40-70cm、深さは 28-56cmを測る。深さについて

は、基本的に四隅が深いタイプだが、中柱P5のみで深い。柱筋の通りは悪く、残存する柱圧痕は6-14 cmを測

り、建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物総数は、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具2点、土師器食膳

具1点、土師器煮炊具6点、中世土師器食膳具 14点で、時期は総じて中世 1-11 1期と判断される。

15. S8313 

や27Gr主体に、や 26-28Grに位置する、建物規模が桁行 5.88-6.4 m、梁行 5.6-6.8 m、建物面積38.07

ぱ、 2間x2聞の低床の総柱建物である。建物主軸N-320 -E。柱間寸法は、桁間 284-340 cm、梁間 272-388 

cm、桁行・梁行の何れも直行する箇所がない歪な建物である。柱穴は円形・方形・不整形で、断面形状は柱部分
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第1節建物遺構

が下がる段掘りが多い。規模は、径が40cm主体に 30-60cmを測り、深さは32-44 cmを主体に20-60c皿で、

基本的に旧地表に添いつつ四隅深めタイプだが、 P6.P9のみ中柱が深くなる。残存する柱圧痕の径は6-10 cm 

で、ひしゃげた建物の割に柱筋の通りは良く、建物廃絶時に柱は抜き取られている。出土遺物総数は、須恵器食

膳具2点、須恵器貯蔵具1点、土師器煮炊具2点の古代遺物のみだが、建物構造は中世と判断される。

16. SB314 

ゆ ・よ -25・26Grに位置する。建物規模が、桁行6.0-6.6 m、梁行4.08-4.48 mを測り、建物面積29.96rri、

3間x2聞の側柱建物である。P6位置の桁行・梁行のみ直行し、これ以外は直行しないため、全体的に歪な建

物プランである。柱間寸法は、桁閑 120-260 cm、梁間208-220 cm、建物主軸はN-190 -wにとる。柱穴掘方
プランは円形・不整円形を呈し、柱穴規模は径40cmを主体とするもののP6で最大56cmを測り、深さは24-

40cmで、ある。径12cmの柱圧痕を 3本のみ検出しており、柱筋の通りは概ね良い。出土遺物は、皿-N期にあた

る土師器煮炊具1点のみで、遺物時期からの時期判断は難しいが、建物は古代の構造をもっている。

17. SB315 

も・や-24・25Grに位置する側柱建物だが、 P1位置のみ桁行・梁行が直行、 P8が出っ張るためにひしゃげ

た形状をもつもの。建物規模は、桁行9.0-9.24 m、梁行4.92-5.68 mの4問x3問、建物面積48.34ぱ、建物

主軸はN-520 -E。柱閉す法は、桁間が176-332 cm、梁間160-220 cm、柱穴掘方プランは円形 ・方形 ・楕円

形を呈して、規模は径40-60cm、深さ 10-32 cmを測る。残存する柱圧痕の径は6-12 cm、柱筋の通りは悪

い。なお、重複する炉状遺構SJ74は当建物検出レベルよりも 25cm上位にあたり、関連性はないものと考えられる。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具5点、須恵器貯蔵具3点、土師器煮炊具6点、中世土師器食膳具 16点、総じ

て時期はW期前後になるものと判断される。中世遺物は混入品であろう。

18. SB316 

む・め-26・27Grに位置する側柱建物で、 P1. PlOがかなり外側に配置されているため、建物プランが台形

状を呈す。建物規模は桁行6.08-6.16 m、梁行4.88-5.72 mの3間x2問、面積32.37rri、主軸N-150 -E。柱

間寸法は、桁間 180-244 cm、梁間220-320 cm、プランは円形や楕円形を呈し、規模は径40cmが主体で、西桁

行のみ60cmを主体にもつ。深さは20-36cmを測り、旧地形に添いながら四|鳴を深めにもつ。残存する柱圧痕の

径は6-lOcm程度で、柱筋の通りは査な建物形状の割に良好である。出土遺物は、須恵器食膳具2点、須恵器貯

蔵具1点、土師器煮炊具9点、中世土師器食膳具1点であり、時期はN2期を主体に、 I. II期のものが混在する。

19. SB317 

み28・29、む27-29、め27・28Grに位置するものである。建物規模は、桁行 10.4-10.92 m、梁行4.8m 

の3間x2閥、建物面積51.17rri、南梁行が歪となる低床の総柱建物である。建物主軸はN_10 -E。柱問寸法は、

桁問 300-408 cm、梁間232・248cmで、柱穴は円形・不整形を呈す。柱穴規模は、径48cmを主体に 32-52 cm、

深さは西梁行のみ48cm主体で、この他は8-32 cmを測り、梁行は旧地表に添った掘り込みをもつものの、他は

様々な深さとなる。なお、 P6の深さは 25cm、P7の深さは 10cmで、ある。柱筋の通りは良好で、出土遺物は須恵

器食膳具3点のみだが、柱間寸法が広いことから建物構造は中世を示すと思われる。

20. SB318 

め22・23、も・や-22 -24、ゆ 23Grに位置、低床の総柱建物である。桁行 13.12m、梁行 10.68m、5間×

4間で、面積 138.84rri、建物主軸はN-200 -E若しくはN-700 -w。柱間寸法は、桁間260cm、梁関248-280 cm。
柱穴掘方プランは、円形や不整楕円形で、柱穴規模は径52-60cm主体に40-72 cmを測り、深さは 16-64 cm、

東西梁行は旧地表に添い、これ以外は様々な深さをもっ。柱筋の通りは、南桁行は良好、東梁行は概ね良好だが、

北桁行・西梁行は悪い。なお、建物廃絶時に柱はランダムな方向に抜き取られている。P18上層からは、鉄製鍋

が出土している。出土遺物総数は、須恵器食膳具25点、須恵器貯蔵具33点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具

74点、中世土師器食膳具 104点、白磁片1点、石製品7点で、時期は中世1-II 1期と判断される。

21. SB319 

め~やー 21・22Grに位置、桁行7.0-7.2 m、梁行7.2-8.4 mの2間x2閥、低床の総柱建物だが、桁行・

梁行とも直行する箇所がないため、かなりひしゃげた建物である。柱間す法は、梁間340・360cm、桁間320-

440 cmを測り、寸法が広すぎるため建物として成立するか懸念を抱かせるもので、形状がSB309やSB313と似
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第l節建物遺構

ている。建物面積は54.94rri、建物主軸は N-220 -w。掘方柱穴プランは円形・不整円形・楕円形を呈し、径は
34 -54cm、深さ 14-60cmを測る。基本的に旧地表に添う深さをもちながら、四隅を深めにする。柱筋の通りは、

桁行は概ね良く、梁行では南梁行は良いが北梁行はP2が完全にずれていて悪い。柱は建物廃絶時に抜き取られ

ており、かなり締まりをもっ土で埋め戻されている。出土遺物総破片数は、須恵、器貯蔵具5点、須恵器貯蔵具1

点、土師器煮炊具4点、中世土師器食膳具1点である。建物形状と合わせ、総じて時期は中世1期と判断される。

22. S8320 

め・も 23、め 24Grに位置する。北梁行側のみ桁行と直行し、南側が酷く査な低床の総柱建物である。建物規

模は、桁行4.28-5.12 m、梁行4.4-4.48 mの2間x2問、建物面積は21.06rriを測る。柱閉す法は、桁間 176

-292 cm、梁間 192-248 cm、建物主軸はN-200 ーE。柱穴は円形 ・楕円形プランを呈し、径は40cm主体、深さ

18 -46 cmを測り、基本として旧地表に添う掘り込みをもっ。柱筋の通りは良く、建物廃絶時に柱は抜き取られ

ているが、確認できるものでは全て外側へ抜かれている。出土遺物は総数で、須恵器食膳具8点、須恵器貯蔵具

3点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具 13点、中世土師器食膳具7点が出土する。建物時期は中世I期とされる。

23. S8326 

む30、め ・も-29・30Grに位置。建物規模が、桁行8.64-9.0 m、梁行5.4-5.68 mの4間x3聞の、側柱

建物である。柱穴はしっかり掘り込まれた良好なものであるのに、建物が意外とひしゃげており、特に東桁行・

南梁行が歪む。桁行と梁行が直行するのは P1の位置のみである。建物面積は48.86rri、建物主軸はN-190 -E。

柱閉す法は、桁間 192-280 c皿、梁間 120-244 cm、柱穴は円形 ・方形・不整形・楕円形と様々なプランをもっ。

柱穴規模は、径52-56 cmを主体に最大74cm最小28cmを測り、深さは 16-60 cmで、基本的に旧地表に添う掘り

込みをもちつつ四隅深めとするタイプである。但し、 P2やP9のように深いものもある。残存する柱圧痕は 10

-16cm、14cmに主体をもち、建物廃絶時に柱はランダム方向へ抜き取られている。埋土内で確認できる.柱の

あたり'の径は 16-24 cm、柱筋の通りは、桁行は良好で、梁行も概ね良い。出土遺物は総数で、須恵器食膳具

11点、須恵器貯蔵具3点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具13点、この他特殊品として須恵質埴輪1点が出土

する。時期はN2期を主体とするものである。

24. S8327 

や22・23Grに位置する、低床の総柱建物で、桁行5.2m、梁行3.12-3.92 m、2問x2聞で面積 18.3rri。主

軸はN_110 ーEoP7が外側に外れて位置するため、建物が台形状を呈す。柱間寸法は、桁間220・300cm、梁間

192・200cm。柱穴は円形 ・不整形プランで、径36-76 cm、深さ 20-50cmを測る。柱筋の通りは概ね良く、

建物廃棄時に柱は抜き取られている。出土遺物は、須恵器貯蔵具6点、須恵器貯蔵具5点、土師器煮炊具 12点

が出土するものの、細片であり時期を判断できるものではない。ただし、建物形状は中世建物を示している。

25. S8328 

ゆ24・25Grに位置、低床の総柱建物で、桁行6.32m、梁行4.0mの2問x2問、面積25.28rriを測り、主軸は

N_110 -E。柱間寸法は、桁問312・320cm、梁間200cmで、柱穴プランは円形 ・不整楕円形を呈し、断面形状で

段掘りするものが多い。径は40cm前後が主体、深さ 24-56cmを測り、若干旧地表に添いながら四隅深めとす

るタイプである。但し中央の P5のみ深くなっている。柱筋の通りは、東桁行のみ良く、この他は悪い。廃絶時

に柱は抜き取られている。なお、重複する S]73は当建物検出レベルより下位層となり、関連性は薄いものと判

断される。出土遺物は総数で、須恵器食膳具3点、須恵、器貯蔵具1点、土師器煮炊具7点、中世土師器食膳具7

点である。時期は中世1-II 1期とするものである。

26. S8329 

ゆ ・よー 23-25Grに位置する、建物規模は、桁行7.8m、梁行3.8m、3間x2間で面積29.64rriの側柱建

物である。建物主軸は N-44O -wにとる。試掘時のトレンチ撹乱により、谷側方向の柱穴を 2本分消失している。
柱間寸法は、桁間208-300 cm、梁間 160-212 cm、円形や方形の柱穴プランを呈し、断面形状で柱位置が若干

下がる柱穴も認められる。柱穴規模は、径60cm程が主体で、最小32cmを測り、深さは 16-44 cm、旧地形に添

いつつ四隅深めとするタイプである。柱筋の通りは、桁行は悪いものの梁行は良好で、建物廃棄時に柱は抜き取

られている。出土遺物は、須恵器貯蔵具2点のみで、これらは古代 1. II期を示すものの、遺物から時期を判断

することは難しいが、建物構造から古代建物と判断してよいだろう。
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第25図掘立柱建物遺構図 13(S8328' S8330・S8331)
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第E章 今回報告区域検出遺構

27. S8330 

め ・も-24・25Grに位置、桁行5.48~ 5.8 m、梁行4.8~ 5.l6 m、3問x2聞で面積28.09mの側柱建物である。
主軸はN-230 ーE。柱問寸法は、桁間228~ 260 cm、梁間 156~ 216 cm、柱穴は円形・不整形を呈して、径40cm

主体に 32~ 56 cm、深さ 20~ 52 cmで、梁行が旧地表に添い、四隅深めとするものである。柱筋の通りは、西桁

行・南梁行のみ概ね良いが、他は悪い。特に東桁行は全く通らず、桁行・梁行も直行箇所がなく、酷く歪んだ建

物となる。挿図で示した P11. P12が本来の柱穴であった可能性を考えれば、 P9位置のみ桁行・梁行が直行せ

ず、柱筋は通ることとなる。ちなみにこれらの柱穴の底面レベルは、 P11が標高 10.26m、P12が標高10.32mで、

P5やP6と同じ様な深さをもっている。出土遺物は、須恵器食膳具11点、須恵器貯蔵具6点、土師器食膳具1点、

土師器煮炊具 17点、中世土師器食膳具7点、石製品1点である。ただし、時期判断可能な遺物は限られており、

判断できた時期はE期である。

28. S8331 

め・も -30・31Grに位置、桁行4.2~ 4.92 m、梁行4.8~ 5.24 m、2間x2聞の側柱建物である。面積22.89

ぱ、建物主軸はN_IO -E。桁行・梁行の直行する箇所がない査な建物である。柱間寸法は、桁間236~ 268 cm、

梁間 192~ 288 cm、柱穴は円形 ・不整楕円形を呈し、径は48cmを主体に 36~ 68cm、深さ 24~80cmを測って

旧地表に添いつつ四隅深めとするタイプである。径8~ 14cmの柱圧痕が残存し、廃絶時に柱は抜き取られてい

る。柱筋の通りは、桁行は概ね良いものの梁行は悪い。出土遺物は総数で、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具3

点、土師器煮炊具 6 点、中世土師器食膳具 3 点である 。 建物時期は II2~II3 期と判断される。

29. S8332 

め・も 30Grに位置する低床の総柱建物で、桁行4.2~ 5.04 m、梁行3.8~ 3.92 mの2問x2問、面積 17.83

d、主軸はN_20 -E。桁行 ・梁行の直行するところがない歪な建物である。柱間寸法は、桁間 180~ 272 cm、梁

間180~ 208 cm、柱穴は円形・方形を呈し、底面柱位置が若干窪む。径は 60cm主体で、44~ 72 cm、深さ 16~ 

56 cmを測って旧地表に添いながら、西桁行と中央町以外は四隅深めとする。径8~ 18cmを測る柱圧痕が残存し、

建物廃絶時に掘方土が残る状態で柱は抜き取られ、径16~ 18 cmの‘柱のあたり'を確認できる。柱筋の通りは

良い。出土遺物はないが、中世建物の形状を呈している。

30. S8333 

も27・28Gr、SK400・SE02を取り囲むように位置する側柱建物である。桁行6.04~ 6.08 m、梁行5.52~ 5.92 m、

3 (2)間x2 (3)問、建物面積34.55ぱで、主軸はN-280 -E。建物プランは P7が内側に位置するため台形

状を呈している。柱間寸法は、桁間 156~ 340 cm、南梁間 140~ 300 cm、柱穴は円形・楕円形を呈し、径44cm 

を主体に最大60cm、深さ 28~ 52 cm、P9.PI0 のみ深さ 14~20cmと小さく断面形状も他に比べ異質である。

基本と して旧地形に添った深さをもち、柱筋の通りは良く、建物廃絶時に柱は抜き取られている。SE02・SK400

を取り閉むように位置することから、井屋の可能性がもたれるが、簡易な構造をなしていたと思われる。出土遺

物は総破片数で、須恵器貯蔵具1点、土師器食膳具3点、土師器煮炊具6点。土師器からの時期は古代1. II期

されるものの、建物の柱間規模が広いといった中世建物の形状を捉えることができ、中世建物の可能性が高い。

31. S8334 

も30・31Grに位置、 2間x2問の近接棟持柱建物である。規模は、桁行2.0m、梁行l.92m、面積3.84m、
建物主軸N_IO -Eで、ほぽ真北にとる。柱閉す法は、桁間88~ 112 cm、梁間92・100c皿、柱穴はほぼ方形を呈す。

柱穴規模は、径60~ 72 cm主体で、 P4・P5のみ50cm、深さは 24~60cmで、若干旧地表に添う 。 棟持柱である

P7・P8は同じ深さをもち、両者の柱間寸法は300cm、側柱の梁行中間にきっちり直行して配置され、柱筋が通る O

棟持柱以外の柱筋の通りは、 P3が外れ気味だが通らないということはなく、概ね良い。残存する柱庄痕径は 18

cmで、方形掘方は P4のように斜めに配置するものがある。P3が少し気になるところだが、総じて計画設計され

た建物と言える。しっかりと掘り込まれた柱穴を有す点、形状・規模・柱筋とも良好な点、小型の近接棟持柱建

物である点から、特殊な事例と言うことができる。似た構造のもので 「門」が挙げられるところだが、付随する

築地塀などがなく、周囲の建物との関係からも門とは判断出来ないと考えられる。前回報告の考察内で、望月に

より 「社的建物」と して位置付け (望月精司2009r額見町遺跡の古代「村寺」に関する考察Jr額見町遺跡N.I
石川県小松市教育委員会)されている 。 出土遺物は、須恵器食膳具 4 点のみで、時期は II~頂期を示すものである 。
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第2節土坑 ・井戸

第1項土坑

第E章今回報告区域検出遺構

土坑には、他遺構と同様にA地区からの連番で土坑番号を付している。今回の報告対象となるのは、 SK393

-415・419-456・460・461・466・468・469で、この内SK405・437・438は欠番であり、生産遺構でSK番号

が付されているものがある。SK394が土師器焼成坑の可能性をもつもの、 SK404・412・415が製炭土坑であり、

これらは第3節手工業生産関連遺構で述べる。この他、 SK400はSE02外周土坑と認識し、 SE02内で同時に報

告することとする。よって、今回報告対象の土坑数は総数61基となるのだが、この内、遺物が多く出土するも

のや特徴的なものを 23基選んで、ここに報告することとする。

今回の報告区域では、前回報告まで確認できたような様々な特徴をもつものではなしかなり偏った傾向であ

るということができる。これまでの土坑の分類は、 A類土坑を通常の土坑、 B類土坑を遺物の比較的多い大型土

坑で、当初は粘土掘削が目的とされ、その後土器廃棄として利用されたとするもの。但し今回粘土掘削が目的で

あったか不明なものが多く、大型で遺物出土の多い土坑をB類土坑に含めた。C類土坑は柱穴状の小型土坑。D

類土坑は竪穴建物の掘方土坑状を呈すもの。E類は被熱焼結した小型炉の床下土坑と位置づけされるもの。F類

土坑は焼成土坑であり、土師器焼成坑でないが何らかを焼いたとされる土坑である。墓域またはその可能性のあ

る土坑をG類土坑とし、方形プランで小型竪穴状のものをH類土坑とする。といったように8種類に分類されて

いたのだが、今回報告区域では、 A類土坑 ・B類土坑 .F類土坑のみに限られている。1基のみ墓墳の可能性を

もつものもあるのだが、これは確定できないため、 A類土坑としておいた。概して、今回調査区では、殆どが廃

棄を目的として掘り込まれたものとなっている。

出土遺物については、出土量を破片数換算で数量とし、時期については田嶋明人氏の北陸古代土器編年で表記

する。なお、中世と時期を記述しているものについては、古代遺物以外の当遺跡廃絶期までの 11世紀2/4-

12世紀中頃、中 1-II 1期や中 1-II 2期を示している。

1. SK393 

る31Grにおいて、時期を古代末にもつ土器集中が認められたため土坑と判断したものである。上面でのプラ

ンは検出できておらず、遺物取り上げ後の精査により下層でプランを検出している。上層遺物は、長径100cm X 

短径70cmの範囲に、瓶を中心に同一レベルで集中出土し、これを除去後に下層プランと落ち込みを検出、この

時の規模は長佳190cm、短径100-130cm、深さ 15-20cm、底面は平坦を呈す。本来はこれよりも規模が大きかっ

たものと考えられるものである。土坑類型は、通常土坑と位置づけているA類とする。出土遺物は総数で、須恵

器貯蔵具4点、土師器煮炊具 105点、中世土師器食膳具 10点、匝鉢片 1点、石製品4点で、土師器からVIl-

VI2期の時期が確認できる。

2. SK395 

SK393と検出状況は同じである。古代末の土器集中が認められたため土坑と判断したもの。上層遺物は、長

径 180cm X短径80cm範囲に同一レベルで集中出土し、これを除去後に下層プランと落ち込みを検出、規模は長

径260cm、短径126-130 cm、深さ 12cmを測り、底面は平坦を呈す。SK393と同様に本来の規模はもっと大きかっ

たと思われるが、土坑類型は通常土坑と位置づけているA類とする。出土遺物は総数で、須恵器食膳具5点(摩

耗痕跡1点含む)、須恵器貯蔵具 12点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具144点、中世土師器食膳具49点、石

製品 13点、匝鉢片32点で、時期はVI2-Wl期と判断されるものである。

3. SK396・397

ら30Grにおいて、土器集中が認められたために土坑として取り扱い、 SK393やSK395のように下層でもプラ

ンを捉えられなかったもので、 2基が並んで検出されたもの。SK396は長径280cm X短径200cm範囲に、 SK397

は長径200cm X短径 110cm範囲に、完形や略完形の椀・血が目立って出土している。土坑分類は、いずれも A

類土坑としておく 。出土遺物は、 SK396で、須恵器食膳具1点、須恵器貯蔵具 14点、土師器煮炊具17点、中

世土師器食膳具290点、製塩土器片2点。SK397で、須恵器食膳具1点、須恵器貯蔵具8点、土師器食膳具1点、

土師器煮炊具2点、中世土師器食膳具73点、灰粕陶器片2点、石製品 1点である。SK396・397とも時期は中

世 1-II 1期になるものと思われる。

37 



第2節土坑 ・井戸

(SK393) (S = 1140) 

図版I 告J'n，
占Jヌ作J'n
リ吟bv
↑司

上層遺物図Gr⑭ 

図ぬ2 A 

---
S K393士層註

1府 黒(褐)色土 (l0YR2/2-2/1)阿t.tl嶋・焼bl岨
少量含有。黄褐色1I塊少量含有.土器やや含む。
2層煤色土 (JOYR2/J)炭イt.tl嶋少量、焼土小塊微量
合有。

H=全て8.300m

て平三三ア

A

山地
v

⑭

、官T

(SK395) (S = 1/40) 

上層遺物

⑭
パ

h

町議

(SK396) 

24t;: 
図ぬII

岡地l

図版6

図No.5

~l Q u'曹司$ 1I2ι I (S= 1140) 

;3123 (SK397) 

Gゐ
(S=1I40) 

図No.4

⑧ 
、事 H=全て8.300m

図No.46

A A' 

に 2 )一一二/
園地34

B B' l図No.32

℃工手ヲア
l層f!l渦色土(J0YR2/2)炭it.tl嶋・焼土小 凶N/a33 図No.45 ¥ ¥ γ 図ぬ42
塊少量、貨掲色1I、境多目含有。土器含有. 図No.38 図No.49 図No.41
2層黒(褐)色土 (JOYR2I2-2/1)炭化小
場・焼土小塊少量告有。土器官有殆どな[..0

(1140) 

第 27図土坑遺構図 1 (SK393' SK395 • SK396・SK397)

38 



図No.53

;2132 

(SK401) 

(S=1I40) 

ー

上層遺物

⑨ 

A 

(SK399) (S = 1140) 

A H=全て8割削m A' 
図ぬ57

三ン/
図No.50

3 ， 

B ~ 

〈ミ三ナ

S K399十周 量生

11曹黒褐色土(1町胞由 貿補色土中明世量、炭イI:;J嶋、焼:bJ、塊各自含有。土器を多〈合.tr。
2層保褐也土(10YR2田 黄褐色土中塊多目、炭{I:;J嶋焼土小塊多目含有.土器含有.
3層黒(褐)色土(10刊212-2/1) 黄褐色土小塊少量含有.

H-全て9.600m

A' 

3 

(SK402) 

(S=1I40) 

(/i) 

誠司

A 

B 

第E章 今回報告区域検出遺構

上層遺物除去後
平面図

¥ぞ
図No.56

図ぬ581( 、、~ア』十図No.54

うン
図No.60

⑧ 
;2|;2 

H=全て10.300m

A' 

B' 

史認t
B B' 、くと~、 1 /予千戸 内

、くご~ー一一 /グ1 3 

τ呂
8 8 

S K401土層註

l層線縄色土(1OYR2I3) 縄色土σ5YR4/6)塊少量含有。
2膚換褐色土 (10YR2l2-2/3) 暗褐色土(10YR2l3)3割、褐色土(7.5YR41日)中塊・
大塊が3哩11lIltE.
3層黒色土 (7.5YR2/1)縄色法少量合宥。軟賞。

4層暗倒色土C10YR3/目黒褐色土大塊(10YR2!Z)2飢褐色土境σ5YR4f.柏混在.
やや蹄まり有り.

5府県栂色土(叩刊2/3) 褐色士(7.5YR4/6)小境・中塊争最含有.
6層処褐色土 (10YR2!Z) 褐色土(7.5YR4/6)，J、塊・中塊多量含有.
7膚県褐色土 (7.5YR3/2-2/3) 褐色土塊σ5YR416).焼土小塊含有。
8膚明掲色土 (7.5YR5/6) 特大塊開制に県縄色土σ5YR2!Z)が2割混入.締ま
り有り。

、，"-~ 3 、-、五三叫/ー 5 

5 2 2 5' 

B K402十周 註

I唐無褐色土 (7.5YR2/2-2司 黄褐色土小身少量含有。炭化塊含有.やや砂
質。やや締まり有り。

2膚黒褐色土 σ5叩212) 貨褐色土の地山中境多目含有。締まりない
3膚黒褐色土 (10YR2/2-2/3) 黄褐色土大塊微量古有。締まりなし.
4膚黒褐色土 (10YR2/2-2/3)硬化する黄褐色土中塊少量含有。締まりなし.
5膚黒褐色土仔 5叩212) 褐色土σ5YR4/4)塊3割合有。黄褐色土中塊・大
塊多量含有.焼土塊少量含有。締まりない

5層 5膚と似るが賞縄色土境が少なL、
6層黒色土 仔5YR21l)締まりない
7層県褐色土 (75Y防12) 褐色土境(7.5YR4/4) 4割混在.極締まりあり。

。 2m 

(1/40) 

第 28図土坑遺構図2 (SK399・SK401・SK402)
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第2節土坑・井戸

4. SK399 

り29Grに位置、長径148cm X短径120cmの円形プランを呈し、深さ 30cm、底面は平坦を呈し、北側端にピッ

ト状の落ち込みを有するものである。上層遺物のみならず、ピット内からも完形や半完形が出土、土坑規模から

A類土坑とするのが妥当だろう。出土遺物総数は、須恵器食膳具1点、須恵器貯蔵具11点、土師器煮炊具9点、

中世土師器食膳具140点、石製品2点である。時期は中世1-II 1期とされる。

5. SK401 

や28Grに位置する土坑である。後述のSK402. SK403とよく似たものであり、これら 3基の土坑は SK400

を取り囲むように展開することも特徴である。SK401は、長径 174cm X短径 102cmの楕円状で、深さ 60~ 70 

cmと深く、壁面にテラスをもち底面に2箇所の落ち込みを有す。土坑類型はA類土坑と位置づけておく 。出土遺

物は総数で、須恵器食膳具 17点、須恵器貯蔵具1点、土師器煮炊具5点であり、須恵器食膳具でE期W期の遺

物が確認できるが、詳細は不明で、ある。

6. SK402 

め 27 ・ 28Gr、 SK400東側に近接する 。不整円形プランの長径 174cm x 短径 100~ 145cm、深さは 40~55cmを測る 。

オーバーノ、ングする壁面、底面も凸凹状を呈す。覆土は締まりをもたず、自然堆積したものと考えられる。土坑

類型はA類土坑と位置づけておく 。出土遺物は総数で、須恵器食膳具 10点、須恵器貯蔵具 12点、土師器食膳具

2点、土師器煮炊具8点だが、時期を判断できるものがなく不明である。

7. SK403 

め28Grに位置、長径205cm X短径120~ 164 cm、深さ 34~54cmを測る不整円形土坑である 。 テラスをもち、

底面は凸凹としてピット状の浅い落ち込みを有す。SK400北側に近接、両者間には小土坑やピットが連続する。

覆土は自然堆積層を示し、土坑類型はA類土坑と位置づけておく 。出土遺物は、須恵器食膳具 15点(摩耗痕2点、

泊痕2点含む)、須恵器貯蔵具21点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具 10点、石製品 1点、古代でW期 ・V期

のものが確認でき、この他、中世土師器食膳具27点が出土する。

8. SK407 

れ27・28Grに位置し、 トレンチ掘削により約 1/4を欠損してしまった士坑で、楕円状プランになるものと

思われる。規模は長径370cm X短径残存 180cm、深さ 30cmを測る。土坑類型は土器の比較的多い大型土坑とす

るB類ということができる。出土遺物は総数で、須恵器食膳具14点(摩耗痕跡1点含む)、須恵器貯蔵具227点、

土師器食膳具8点、土師器煮炊具41点、中世土師器食膳具9点、円筒形片2点であり、 N2期を主体として H

期のものも認められる。

9. SK408 

る27・28Grに位置する。不整長楕円プランで、長径368cm X短径260cm、深さ 24cmを測る。底面は平坦を

呈しながらも南側に向かい若干下降し、覆土は、黒褐色土を基本に砂質褐色土が混在するものである。土坑類型

はB類と位置づけられる。出土遺物の総数は、須恵器食膳具61点 (摩耗痕跡3点含む)、須恵器貯蔵具86点、

土師器食膳具11点、土師器煮炊具516点、中世土師器食膳具58点、石製品1点、円筒形片1点であり、時期は

N2古段階を主体とする。

10. SK409 

る28Grに位置し、不整長楕円形プランを呈し、長径240cm X短径 160cm、深さ 25cmを測る。底面は平坦で、

出土遺物は多く、典型的な A類土坑とすることが出来る。出土遺物は、須恵器食膳具40点(摩耗痕跡1点含む)、

須恵器貯蔵具49点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具 153点、カマド 1点、支脚1点、中世土師器食膳具2点

である。時期はN2古段階~新段階が主体である。

11. SK410 

ら27Grに位置、方形プランをもち、長径100cm X短径60cm、深さ 12cmを測り、底面は平坦を呈する。覆土

は黒色土や黒褐色土の混在土を主体に、炭化塊を極めて多量に含有するという特徴をもっ。壁や底面での被熱は

認められず、また規模が小さく深さも浅いので、墓墳とも言い難いため、灰などを廃棄したものと思われ、 A類

土坑と位置づけておく 。出土遺物は、土師器煮炊具3点、匝鉢片1点と少なく、時期判断は難しいものの煮炊具

でV期を確認している。
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111 黒褐色土(10刊2/2)
やや締まり有り。

2眉品褐色土 (1OYR2/2) 砂質の暗尚色土(10YR3/3)塊が5曹j車で混入e軟質。
3層黒色土 (1.5YR21ll 砂質の暗褐色土(10YR3/3)混入a 焼土塊少量含有。締まり有り。
4眉黒色土 (1.5YR2/1) 焼土ノ1岨微量含有。砂買の晴褐色土(10而313)塊少量含有。地山土に似るの
だがiI'物を含む。

S K407士 層詮

砂質の暗縄色土(1 0YR3/3)塊混入e 焼土境多量、貸褐色粘土4、Jl1I~少量含有。

B K403士 胴註

1層処褐色土仔 5YR3/2-21幻炭化褐色土小塊を少量合仏
2層黒褐色土σ5YR2/2) 褐色土塊微小を含有。
3膚黒褐色士σ5YR3/2-2/2)褐色土(1.5YR4/4)小-;k塊多量
含有。炭化塊含有。

4膚黒褐色土 (1.5YR2/2) 褐色土大塊少量含有。
5層黒褐色土σ5YR3/2-2/2)褐色土仔 5Y百:4(4)と5酷l串で混
裂。炭化塊多量含有.

6膚熟褐色土(10羽2/3) 褐色土仔 5YR:4(4)中~大塊多量含有。
7膚褐色土硬化塊 (1.5YR4/4) 附聞に黒褐色士げ 5YR3/2)1割
混入.黒色士風多量含有.締まりあり.

6 

B 

2m 

(1140) 

(5=1140) (SK409 ) 

B' 

S K409十 周註

l周耳漏色土 (10YR2/2) 黒褐色土(10YR2田4割混在。遺物多量L炭化肱焼土
小塊、褐也土の地山微小塊を多量に含有。締まり有り。

Z層耳鳴色土 (10YR2/2) 焼土ノj嶋少量含有。地山土に似るが品物音帯。遺物量
は1府より少ない。やや締まり有り.

3府県色土 (10YR21ll褐色土地山小嶋を少量全有.遺物合有。やや締まり有り.

A' 
H-全て9.4∞m

A 

B 

(SK403 • SK407・SK409)
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(SK408) 
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S K408十周 註

l層 1.¥1褐色土σ5刊2/2) 砂質褐
色土が3割混在e捜土境、炭化

塊多量含有.遺物多量含有層。

2唐無褐色土(7.5YR2/2)焼土小
境微量官有.

3層黒褐色土(7.5YR2/2) 砂賀町

褐色土(l0YR4/6)塊合有.炭化
塊、腕土塊含有oiI物多量告有.

4周黒褐色土σ5YR2/2) 砂賀町
褐色土と5割車で程在。軟質.
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S K 4 1 0十周 註

I層黒色土 σ5YR2/11 炭化塊が4制晦底焼土小
塊 ・褐色の地山粘:l:!J嶋告量含有。締まり有り。
2厨黒色土 σ5YR2/1) 黒褐色土(7.5Y回却と5制
車で混荘。炭化塊・焼土塊 ・地山 l塊多量告有.

3贈賄色土σ5YR2/1)黒褐也土(l0YR2/2)6割と混
在@炭化塊含有.

4膚炭化眉炭化塊m問に黒縄色土(l0YR2/2)混入。
5唐無縄色土(10而212)大塊黒色土σ日砲/1)が5
割車混在。炭化境・焼土鍾多量含有.締まり有り.

上層遺物

図ぬ120

S K 4 1 9土 周註

l府県色土(lOYR2/1)黒褐色土(l0YR21田4割混在.焼土境、にぷい蹟褐色(l0YR5/3)
塊微小が多量合有。 土緯4f，!l:.，

2膚黒色土(l0YR2/11 焼土境や褐色地山粘土塊を少量含有。やや締まり有り。
3府県色土σ日砲11) 黒褐色土(10刊2/3)大塊と5割陣で混在.焼土境、にぷい貨
褐色(l0YR5/3)塊を多量含有.遺物音有。
4府 3層に似るが、黒色土7割の比率oi量物、焼土塊、にぷい賞褐色塊を多目合有。
5府泉色土 σ5YRl.7/1)焼土札制色地lJ小塊を多量含有。締まり有り.

6層線色士 (7.5YR2/1) 明褐色土σ5YR5/6)小塊いにぷい賞褐色ノj嶋を多量含有。
7府緑色土仔 5Y昭八) 黒褐色土σ5YR2由と5割準で混弘焼土塊、にぷい黄禍

色塊少量含有.遺物少ない.

8府県色土 σ5YR2/1) 明黄褐色土(lOYR6/6)小塊の砂粒多量合省。ピット土鳳

第30図土坑遺構図4(SK408 0 SK410・SK419)
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12. SK419 

よ25.26Grに位置、洋梨状の不整円形プランで、規模は長径240cm X短径 140-200 cm、深さ 30cmを測る

ものである。底面を平坦にもち、極めて多量の遺物を伴い、完形や半完形の椀・皿が目立つ。底面から 10cm以

内に出土する遺物を下層遺物としているが、上層・下層とも同量の出土である。土坑類型は、 A類土坑とする。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具 11点、須恵器貯蔵具19点、土師器食膳具4点、土師器煮炊具57点、石製品

1点、分銅土師器1点、匝鉢片1点。中世の土師器食膳具1.372点と中世の鉢2点である。時期は中世1-1期

と判断される。

13. SK421 

よ25・26Grにて域・皿の集中出土があり、下底にて落ち込みは確認できなかったものの、土坑として判断し

たものである。長径220cm X短径100cmの範囲に遺物は集中しており、類型はA類としておく 。出土遺物は総

数で、須恵器食膳具2点、須恵器貯蔵具4点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具 14点、管状土錘1点、石製品

1点、中世土師器食膳具134点である。時期は中世1-1期と判断される。

14. SK422 

や26Grにて、まとまった遺物時期がみられたために、土坑と捉えたもの。上層遺物を除去後に、下層プラン

を検出した。上層での遺物範囲は、長径310cm X 150 -208 cmを測り、下層で検出したプランは楕円形を呈し、

径276cm X 164 cm、深さ 12-16 cmを測る。底面は平坦だが、南に向かつて若干下がり、覆土は上下2層からな

るもので、下層は締まりが強い。土坑類型はB類になるものと思われる。出土遺物総数は、須恵器食膳具96点(摩

耗痕跡4点含む)、須恵器貯蔵具72点、土師器食膳具 19点、土師器煮炊具351点、支脚や匝鉢等の土製品3点、

石製品3点、中世土師器食膳具12点である。遺物の時期は、 II3-皿期が主体と判断されるが、頂期からVI期

までの時期が確認できる。

15. SK423・424

め・も 25Grで検出されたもので、現地調査では深さに違いが認められたため2基が連続しているものと判断

した土坑である。但し、遺物整理段階で、接合可能であった土器が多く、 1つの土坑であった可能性が高い。長

径は、両者あわせて 675cm、個別で、 SK424の長径は400cm程×短径305cm、SK423の短径は 200cmで、ある。

両者とも底面は平坦を呈し、深さは両者共20cmを測るものの、確認できた覆土の深さであり、 SK424では底面

から 20cm以上、 SK423では 30cm以上のレベルで多くの遺物が出土している。遺物出土状況は、 SK423では須

恵器と土師器が5割程の割合をもち、細片が多い。一方SK424では、須恵器大斐破片がまとまっており、獣脚

や陶馬といった特殊品、鉄製品や鉄浮も多く出土する。土坑類型は、両者とも B類土坑である。出土遺物総数は、

SK423で、須恵器食膳具245点(油痕跡2点含む)、須恵器貯蔵具72点、土師器食膳具7点、土師器煮炊具268

点、カマド石1点、円筒形4点で、時期はIV2期を主体に E期-V2期までが確認できる。SK424では、須恵

器食膳具360点(摩耗痕跡 12点含む)、須恵器貯蔵具 183点、土師器煮炊具560点、中世の鉢片1点、中世土師

器食膳具50点、土錘1点、土馬1点、カマド2点で、時期はE期-V期が認められるものの、 Vl期が主体と

考えられ、中世遺物は混入した可能性がある。

16. SK425 

め26Grに位置する楕円形の小土坑で、長径172cm X短径 124cm、深さ 38cmを測るものである。底面の北側

に若干窪みをもつものの、ほほ平坦を呈し、土師器釜が目立つことから、これを主体に廃棄したと考えられる土

坑である。類型はA類とする。出土遺物は、須恵器食膳具21点(摩耗痕跡1点含む)、須恵器貯蔵具11点、土

師器食膳具8点、土師器煮炊具225点、支脚破片1点である。時期はIV2新段階が主体と思われるものの、 V期

のものも認められる。

17. SK426 

め25・26Grに位置し、方形状プランを呈した土坑である。規模は、長径272cmX短径180cm、深さ 36cmを測り、

底面は北側の一部に若干の落ち込みを有するものの、ほほ平坦を呈す。規模から、類型はB型とするのが妥当

である。出土遺物には鉄浮が目立ち、特に下層で多い。出土遺物は、須恵器食膳具90点(摩耗痕跡1点含む)、

須恵器貯蔵具41点、土師器食膳具19点、土師器煮炊具215点、円筒形土器片2点、カマド石1点である。時期

はIV2新段階が主体と考えられる。
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l府 県補色土 (75YR3/2-2/2)。暗褐色土(7.500由l割
が混払側ヒ塊多量含有.焼土塊多量含有.締まり有り。

l'層 1層と同府だが、暗褐色土2割、焼i:l1、~中塊2削の
比串で混在。民日ヒ塊多量含有.締まり有り。

2層県縄色土 σ5日3/2) 陪褐色土σ500/3)塊と5割車
で混在。極締まり強〈、粘性あり.

2屑 2層に、焼土塊、炭化塊が多量含有。
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1厨県御色土 (75YR2/2)補色土(7.5YR4/4)塊
を多量含有。砂質暗褐色土(I0YR3/3)が筋状に
混入喝焼土鹿炭化塊多量含有.締まり有り.

2層耳鳴色土 σ5YR21幻褐色土σ5YR4/岨多
量含有。焼土塊多目、炭化塊を多量含有。締

まり有り01層と似る.

3膚県褐色土 (7.5YR2/2) 褐色土(7.5YR4/4) 5 
割と混在。粘性強〈、締まり強.
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l層暗褐色土(10YR3/3) 極晴褐色土(7.5YR21司4割と
混在.焼土塊、褐色土地LlYJ嶋を多量含有.砂質強〈
ざらつくが締まり有り.土器集中して混入e

1・層県褐色土σ5YR2/2)ー極暗褐色士(7.5YR213) 4割
と暗褐色土(10YR3/3)4割が混在.黒褐色土は塊状.焼
土塊多量.土器混入層。

※l層も l'膚も土器細片多量含有@

2膚熟褐色土 (7.5YR2/2): m色土塊仔 5YR1.7/l)4割
と混在.焼土焼や土器細片少量含有。

3膚黒褐色士仔 5YR2/2)焼土塊い褐色地山塊少量含有@
遺物入らない.

4膚黒褐色士 (7.5YR2/2) 呆褐色土(75YR3/2)の油状
が混入.焼土塊多量やや締まり有り。

5唐無褐色士 (7.5YR2/2) 暗褐色土(7.5刊3/3l!弘焼
土塊い褐也地止峨を多量含有.土器細片多量』ややざ

らつきあり.

日眉黒褐色土 (7.5YR212) 黒色士σ5YRl.711) 5割、
晴褐色仔 5YR3/3)砂質土2割と混在。焼土塊告有.遺
物集中層ー 8膚と基本閉じ。
7膚黒褐色土 (7.5YR3/2-2{2) 明褐色地山小紘焼土
塊を多目含有。締まりない

8膚黒褐色土 (7.5YR2/2) 黒色土σ5YRl.7/1) 1割、
暗褐色。 5YR3/3)砂質土4割と混在.焼土塊含有。遺
物量中層.
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1膚 黒色土 σ5YR211) 黒褐色土σ5YR2/2)塊5割と混在.褐色土小境、焼土塊
多量含有。締まり有り.

2膚基本はI膚と同府.焼土は入らなL、.

3膚黒褐色土 σ5YR212) 褐色土(7.5YR4I6)多量入浅黄色士α5YR7/3)'J嶋多目
合有。焼土塊多目含有.粕性あり.

4膚黒褐企土σ5YR212):補色土小塊、焼土塊を多量含有.粘性あり.
4'111: 4層と基軸ヲに同じ.焼土焼、褐色:bJ叫が4膚に比べ少な川
5層明褐色土塊 (7.5YR5/日) 隙聞に黒褐色土(7.5YR2/2)が4轡l車で混入する.粘
性あり.焼土塊微量含有.
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11曹黒褐色砂質土 (7.500/2-212) 檀色土境
(7.5四日 的、焼土塊官有.この層より鉄棒等の遺物が集
中して出土する.

2唐無褐也土 σS刊212) 焼土境多量合有。明褐色白地
山塊多目音宥。やや締まり有り.

3暦黒色土 (7.5YR21I)鳳褐企土σ5YR212)4割と混在.
焼土，j岨、褐色地山機多目古私締まりなし。
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1層処褐色土(10YR2/2) 炭化材・大塊多目含有.

焼土ノ1嶋少な目合有.他の侠雑物なく、軟質b
211 燥褐色土(10YR21泊 。炭化材・小境少量告有。
焼土ノ1嶋微量合情。やや締まりあり。

SK429十周註

lJII 且湘色土 (7.5YR212-2/3) 附褐色土
(1000/3) 2割と混払焼土境、補色の地山境を
多目含有.遺物はこの膚より出土する.

Z層処掲色土 (7.5YR2/2-2/3)暗補色(10OOi由
塊4割と混払焼土塊少量含有する程度.
3層鳥偏色土 σ500/2) 黒褐池土(10YR2/却と
5割車で混ぬ炭化境官有.
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18. SK428 

め24・25Grで、遺物の集中が認められたため土坑と判断したものである。長径346cm X短径推定200cm、深

さは最大20cmを測る。底面は平坦で、出土遺物では鉄i宰が非常に多く目立ち、土坑周辺からも出土している。

当土坑はSB330に収まる形で位置、類型はB類としておく。出土遺物は、須恵器食膳具47点(摩耗痕跡2点含

む)、須恵器貯蔵具28点、土師器食膳具6点、土師器煮炊具142点、カマド石1点、円筒形土器1点である。時

期は、 N2古段階~新段階が主体である。

19. SK429 

む・め 16Grに位置、長径120cm X短径110cm、深さ 20cmの小型土坑で、ある。上面から遺物が出土し、鉄i宰

が非常に目立ち、土坑周辺からも出土している状況である。土坑類型はA類土坑とする。出土遺物は、須恵器

食膳具5点、須恵器貯蔵具7点、土師器煮炊具 17点である。時期は、 W期・ V期が確認でき、食膳具にもV期

のものが出土している。

20. SK434 

り24Gr、SB308に近接して位置する。規模は、長径150cm X短径130cm、深さ 15~ 18 cmを測る、円形プラ

ンの小型土坑である。遺物は少ないものの、上下2層からなる覆土で、炭化材を多量混在することが特徴である。

被熱を有しないため、製炭土坑とは言えないものの炭廃棄の目的で掘り込まれた可能性がある。類型は A類土

坑とする。出土遺物は、土師器煮炊具1点のみ、時期は不明である。

21. SK443 

ら26・27Grに位置、楕円形プランで、規模は 156cm X 110 cm、深さ 50cmを測るものである。非常に深く、焼

土や粘土が混じる覆土をもっ。また、南北の壁面や底部立ち上がりの一部で酸化被熱を検出しているため、焼土

坑と考えられ、土坑類型は F類と判断する。出土遺物は、須恵器食膳具 12点、須恵器貯蔵具14点、土師器食

膳具7点、土師器煮炊具 102点であり、時期はE期 .N期が確認できる。

第2項井戸跡

本遺跡では、井戸跡が3基検出されており、今回報告対象となるのは SE02である。SE02の上層レベルでは

SK400が連結するように検出されており、現地調査においてSE02の外周土坑と判断しているため、ここで同時

に報告する。また、これら井戸と外周土坑を取り囲むように、前述した SB303も検出されており、簡易な井屋

として機能していた可能性がもたれる。

1. SE02と外周土坑SK400

〈立地、外周土坑SK400の規模) H地区め・も 27・28Grに位置する。SK400外周土坑は、歪な不定形状プラ

ンをもち、土坑西端にあたる最下底平坦面に SE02井戸が位置する形である。外周土坑は、内部に段や窪みをも

ちながら検出面から平坦面にかけ 80~90cmの深さをもち、西側方向から平坦面へ飛び降りる形となるものの、

東側からは段状を呈している。いわば、井戸へ向かつて降りてゆく形状をもっ。外周土坑の規模は長軸径415cm、

短軸径270cm を測る 。 深さは、東側から井戸へ向かつて次第に深さを増しており、東端で 30~35cm、次の段階

の深さが 50cm、最終的に深さ 80~90cmに至る 。 なお、土坑平坦面の標高は 9.1 00 ~ 9.200 mを測り、この面で

SE02プランが検出されたのである。

〈井戸の規模と形状・埋土) SE02井戸は、プランがやや椅円状の円形で、長径138cm、短径118cmを測る。深

さは検出地面から 336cm下で一旦平坦を呈し、この面から先細りのビットが50cm程掘り込まれている。この井

戸最下底面では、標高5.100~ 5.200 mを測る。調査時に、人力による招削作業が危険を伴うため、途中段階の

標高6.700mまで重機で掘削、なお、標高6.700m地点で、のプランは円形、長径84cm、短径80cmを測るため、

井戸の断面形状は、上端から次第に先細りする形状となる。

理土は、基本的に軟質で脆く、上層にあたる 11層内で人為的な挟雑物である炭化塊が少量、中層にあたる 14

層で少量の遺物が認められるものの、この他は、殆ど焼土塊や炭化塊を含まないものである。自然堆積というよ

り埋め戻されたものとみている。下層にあたる標高6.700m以下では、特に砂質土を主体とした軟弱土で、井戸

壁面も砂土が地山土となっており、埋土と壁面地山土の聞に流水があったためか、砂土が凝固し砂岩状になる現

象が壁面周囲で認められた。前述したように、調査時に標高6.700m以下人力掘削しているが、軟弱層のため、
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SK400 置土
l層 黒縄邑土 (7.5刊2/2) 鋭化・焼土壇.土器細片を多量含有.暗褐色土(7.5YR3/4)塊告有.
l層保褐色土σ日間.(2-2/2) 炭化焼土塊明褐色土(7.5河5/6)の小塊、土器制片を極多量含有.
1..眉 111と間層.炭化焼土・暗褐色塊がやや少なめ.塊が細かい.

2層黒褐色土 (10YR2/2-2/3)褐色土(7.5Yl!4/6)大塊晴褐色土(7.5YR3/4)大塊・褐色土微小塊を多量、炭化塊含有.
3層臥補色土 (7.5YR2(2-2(3) 褐色土(7.5YR4(6)小塊~大塊を極多量倉釘.蹄まりなLo
3層基調引こ3眉と同風 3眉に比べ褐色土塊少な目.

D' 

4層 黒褐色土 (7.5四3/2) 褐色土(7. 5四4/6)壇4棚、県褐色土(10四2/2)壇 2~Jと混在。炭化塊少量含有.粘性有り。軟賞。
4眉 4層と岡層.央雑物の比率が遭う.褐色土塊3割、黒褐色土塊2割。

5層処褐色土(10Y胞(2) 締まりなLo
6層明褐色土塊 (7.5.明4/6)隙間に鼎褐色土(7.5YR2f2-2/3) 2割混入e
7膚褐色土壇 (7.5YR4/4-41目 黒褐色土(7.5YR3/2)が2樹混在.締まり有り.
8層黒褐色土(叩四2/3) 明梢色土(7.5Y伍.(6)大塊が2・耀罷在。締まり弱い.焼おl岨炭化塊を少量官有.
9層黒褐色土 (10YR3/2-2(2) 褐色土境(7.5Yl!4/4)が微量含有.焼土徴量含有.

SE02 橿土
10層明褐色土塊 (7.5YR5/6) 県褐色土(7.5YR3/2)が2智腿弘明褐色土塊は締まりもつが、全体的に軟質.
10眉 8層と岡層.明褐色土塊と黒褐色土町比識は5制撤.
11府県補色土 (7.5YR2/2) が5割、黒色土(7.5Y胞11)4割、褐色土(7.5YR4/6)小~中境l劃が担色炭化壇音有.締まりな

〈、頗る敏宵.

12層保色土 (7.5YR2/2) 締まりない
13府県褐色土 (7.5YR2/2) 3割、暗褐色土(7.5刊3/4)3割、明褐色土(7.5刊5/6)中~大塊4割と坦私やや締まり有り.
14膚褐色土塊 (7.5Y旧il4-41目 黒褐色土(7.5YR3/2) 4割、黒色土(7.5叩2(1)塊1割と混在。砂質明褐色土(7.5YR5/6)の大
塊多目含有。締まりなく軟賞。土器少量含有。

15暦 褐色凋砂土 (7.5YR4/4)暗褐色粘土(7.5YR3/3)塊がI1習l混在。品縄色粘土(7.5YR2/2)小~大壇少量含有.軟質で締まり
な〈脆い。

16層 褐色(7.5YR4/4)砂岩状が4割と、暗褐色油土(7.5YR3/3)大境4割の隙間に粗砂褐色土(7.5四4/4)が2割混入.炭化塊少
量含有。締まりなく脆い。 ※15眉・ 16層は調査掘削時に胤獲した。

井戸遺構図 (SE02・外周土坑 (SK400))
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途中で埋土が崩れ崩壊している。総じて埋土は、前回報告の SE01やSE03に比べ、極めて締麗な状態で生活痕

跡の爽雑物が少ないこと、壁面等にも使用痕跡が認められないことから、井戸掘削土をそのまま埋め戻した可能

性が高いとみている。平坦底面以下に掘り込まれたピットは、湧水を求めて掘削してみたという印象であり、調

査時での掘削中も湧水は全く認められなかった。よって、この井戸は使用されなかったのではないかと考えてい

る。

〈遺物出土と関係性> SE02井戸からの出土遺物は、須恵器食膳具5点、須恵器貯蔵具7点、土師器煮炊具6点、

中世土師器食膳具34点と非常に少量である。時期は、下層から出土する中世1-11 1期が主体であり、混入す

る古代遺物はW期・ V期のものである。

SK400外周土坑からの出土遺物の総数は、須恵器食膳具 105点、須恵器貯蔵具 118点、土師器食膳具 10点、

土師器煮炊具99点、中世土師器食膳具269点、灰粕・白磁片7点、管状土錘や製塩土器の土製品2点、石製品

3点である。時期は、古代遺物はV期、中世遺物は中世1-11 1期で、 2時期が確認吋・きる。

以上のように時期を確認すると、 N2-V期段階で土坑が単独で機能し、その後、中世に入った段階で井戸と

土坑が関連性をもって機能していたものと思われる。なお、同じく重複する SB303は遺物からの時期判断は不

明だが、建物構造的に中世である可能性が高い。とすると、SB303も同時に機能していた可能性がもたれる。よっ

て、当井戸には簡易な覆屋が付いていた可能性がある。

第3節手工業生産関連遺構
これまで報告書Eから前回の報告書Nに渡って報告してきたように、本遺跡では手工業生産を生業としていた

ことは明らかである。遺構では、土師器焼成坑、鍛冶炉、製炭土坑が多く検出されており、遺物では土師器焼弾

品、鉄浮・鍛造剥片 ・椀型浮をはじめ、鉄浮が付着する石、多くの鉄製品や鍛冶道具類など、遺構を裏付けるも

のが多く出土し、この他にも、南加賀窯跡群で出土するような窯道具である焼台や窯壁など、多くが出土するか

らである。

さて、今回報告区域では、土師器焼成坑1基、鍛冶炉4基、製炭土坑4基が検出されている。平面的な位置関

係を述べると、 H地区の中央、 H地区と G地区の境にある遺構密集区域より南側のひらけた空間を挟むように、

それぞれの遺構が位置している。今回報告の生産遺構が、比較的まとまった区域にて検出されたことは、これま

での様相とは少し異なっている。それは、この位置関係が、意図的な配置か否かはわからないものの、製炭土坑

を中央にして東西に2基ずつ鍛冶炉が位置することである。

なお、ここで前回報告分について、訂正がある。前回報告分布図で示されている SK415は土師器焼成坑でな

く焼土坑と判断し、ここに訂正する。また、前回分布図には掲載されていなかったのだが、SK412の西側隣りには、

S]66製炭土坑が位置することを付け加えておく。

第 1項土師器焼成坑 (SK394)

今回報告は SK394の1基である。酸化被熱焼成が認められるものだが、焼き損じ品が検出されていないので、

土師器焼成坑と断言できず、可能性が極めて高いだけに止めておく 。規模は長径117cm X短径60cmを測り、こ

の範囲が酸化被熱する。上層部分がかなり削平されているとみられるが、南側から北側に向かい、底面を平坦に

もちながら立ち上がって緩やかな壁面を形成していたものと考えられる。また、この土師器焼成坑には、掘方が

確認されている。掘り込んだ地山に 3-5cmの黒褐色土を投入し、この上位層に3-8cmの厚みの粘土を貼って

床面を形成しているものと考えられる。なお、重複する掘立柱建物SB304との関連だが、掘立柱建物の検出レ

ベルよりも 50cm上位で当遺構が検出されていること、被熱面のレベルも掘立柱建物より 30cm上位で、あり、両者

に関連性はないものと考えている。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具1点、須恵器貯蔵具2点と極めて少なく、時期を判断することは難しい。

第2項 製炭土坑

今回報告の製炭土坑は4基である。2カ所に分かれる鍛冶炉群の中間、鍛治炉に挟まれるように位置しており、

鍛冶炉近くで検出されている。
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第3節手工業生産関連遺構

1. SK404 

ら28Gr内、ら 28Gr杭 ・ら29Gr杭の中聞に位置する。方形土坑状を呈しており、規模は長径75cmX短径58

cm、深さは 20~22cmを測り、底面をほぼ平坦にもつ。 壁立ち上がりは緩やかで、底面から 5~6cm上位で、炭化

層が検出され、壁際まで及んでいる状態である。この炭化層は4層にあたり、 4層に接する壁面が被熱する。ま

た、炭下層の中央には、大きめの炭化材が集中して検出されている。

出土遺物は総数で、須恵器貯蔵具 1 点、土師器煮炊具 4 点と極めて少ない。 煮炊具は皿 ~V期の特徴を備えて

いるものであるが、当土坑の時期は判断しかねるものがある。

2. SK412 

ら28Gr内だが、り29Gr杭に近く、 SJ66のすぐ南西に隣接するものである。土坑状を呈して底面は平坦、底

面からの壁立ち上がりは緩やかで、北側のみ傾斜が強く、西側・南側には幅の狭いテラスが設けられている。土

坑規模は、長径100cm X短径85c皿、深さは 17~ 18 cmで、底面となる。上面から 10cmで、炭化層をもち、テラス側

の壁までも続く 。壁面には、部分的な酸化被熱が認められ、この被熱は、明赤褐色塊の隙聞に黒褐色土や炭が混

入するものの弱い被熱である。

出土遺物は、須恵器貯蔵具2点、土師器煮炊具29点である。土師器煮炊具破片は、北陸型煮炊具の特徴を備

える破片であり、時期はII3期以降が確実と思われるものの、断定することはできない。

(.-土師器焼成坑、.一製炭土坑、 A ー鍛;台炉)

第35図 B・C・F'G'H区の手工業生産関連遺構分布図
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第H寧 今回報告区域検出遺構

3. SK415 

り27Grの南側、 SK431を切って構築されているもので、胴張りの楕円形を呈したプランをもち、規模は長径

60cmx短径43cm、i奈さ 6cmを測る。北側壁が酸化被熱し、底面には炭化層が認められ、特に西側に炭化材が集

中する。残存状況があまり良くないのだが、北側から南側の斜面に掘り込まれ、南側奥壁をしっかりもった構造

であったと予想している。また、底面は若干窪んだ状態をしていたものと判断される。製炭土坑で、この 1基だ

けが少し離れて位置している。

出土遺物は、土師器食膳具3点、土師器煮炊具4点のみである。土師器食膳具では、 8世紀代の内黒高杯が認

められるものの、時期判断は難しい。

4. SJ66 

ら28Gr内になるのだが、り 29Gr杭に極めて近く、 SK412の北側に隣接して位置するものである。プランは

不明で、、土坑状の落ち込みは検出できていないものの、長径75cm X短径70cm範囲に、粘土分布と被熱面と炭化

層が検出されたことにより、製炭土坑の可能性があるものとして報告する。粘土は3-4cmの厚みをもち、この

粘土の東側が被熱する。粘土の下位は地山となるため、恐らく最下底面が辛うじて検出されている状況だと思わ

れる。よって、人為的に粘土を貼った、貼床をもっていたものと考えられ、粘土層の東側には、弧を描いて幅の

狭い炭化層が、地山に食い込んでいる状況で検出されている。

出土遺物は須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具7点、土師器煮炊具9点、中世土師器食膳具が1点であり、時期

は須恵器食膳具でill-Nl期を示すものがあるものの、時期を判断することは難しい。

第3項鍛冶炉

今回報告となる鍛冶炉は、 S]65. S]70・S]72. S]75の4基である。鍛冶炉には、精錬鍛冶と鍛錬鍛冶があり、

精錬の場合には、炉を壊して鉄素材を取り出すため上部の構造がわかる例は少なく、炉に付属する遺構としては、

送風管(羽口)座、送風管に空気を送る鱗座がある。鍛錬の場合には、叩き台石、鍛冶場を被う施設などがある。

本遺跡でも、炉の上部構造がわかるものは 1つも検出されておらず、炉面下底のみ検出される状況である。し

かし、鍛冶炉内や周囲から出土する遺物により、本遺跡、では、精錬 ・鍛錬鍛冶の両方が行われていたものと考え

られている。当遺跡で検出されている炉底部に残された流動浮や大型の境形鍛冶淳、羽口は精錬鍛冶に付随する

ものであり、一方で、炉床土内で検出された鍛造剥片や粒状淳、叩き台石など精錬鍛冶を行った痕跡があるから

である。両方を分業する形で炉を設けていた可能性もあろうが、額見町遺跡皿第H章第2項では、穴淳氏教授

により、様々な行程を可能とする鍛冶炉であったものと推測されている。

さて、 4基の鍛冶炉のうち、 S]70・S]72. S]75の3基が古代末から中世にかけての建物構造をもっ低床の総

柱建物内で重複する。本遺跡では、これまで報告されてきた事例から、掘立柱建物内に収まる形で検出される例、

竪穴建物内で検出される例、屋外で、単独の炉として検出している例がある。鍛冶炉の炎色を識別するために室内

に設けられる方が都合がよいとされることから、掘立柱建物の重複は覆屋としての可能性が考えられると、これ

までの報告で指摘してきた。また、屋外単独炉の事例においても、本来は覆屋があった可能性を掲げている。そ

して総柱建物との重複については、構造的に無理があるとして、これまで除外してきた。しかし、 今回は総柱建

物内の重複のみとなっている。中世掘立柱建物は低床構造であり、建物内には低い床が設けられているのが特徴

である。こういった建物構造の中で鍛冶炉を設置するためには、土聞が必要となるだろう。しかし、本遺跡では、

鍛治炉周囲の硬化、総柱内部の部分的な硬化というような検出がされておらず、確実に土問とも判断できないこ

とから、建物との共存を証明するに至っていない。

1. SJ65 

ら27Gr、H地区内中央を走る浅谷の中央の、今回報告の鍛冶炉で最も標高が高い9.500mに位置する。鍛治

炉上部はなく、中心が窪む小型円形状の還元炉床が残存しており、 5.5-7.0 cm厚の覆土により埋まった状態で

ある。還元炉床は、粘土を貼って構築されており、黒色を呈して被熱焼結 ・硬化する。炉床の規模は、径30-

32 cmで、厚みは2-5cmを測る。還元層の下位層では、還元が及ばず、粘土質が残る状態である。覆土は、黒

褐色土がベースで、黒色の焼粘土塊が極めて多量に混じって焼土塊も含まれる土で、 1層には小鉄淳が多量に含

まれている。当鍛冶炉は SK443やSD69と重複するが、両者を切って構築されている。また、掘立柱建物や総
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第3節手工業生産関連遺構

(SK394:土師器焼成坑) (S = 1120) (SK404:製炭土坑〉
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第36図手工業生産関連遺構図 1 (SK394' SK404・SK412)
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第E章今回報告区域検出遺構
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第37図手工業生産関連遺構図2 (SK415' SJ66 • SJ65) 
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第3節手工業生産関迷遺構

柱建物との重複は認められないものの、極めて近接して位置する。当鍛治炉が、屋外炉である可能性もあろうが、

やはり極めて簡素な覆屋があった可能性ももたれる。S]65内からは、鍛治浮・含鉄鍛冶浮が出土し、周辺から

は椀形鍛冶浮(含鉄品含む)の極小片 ・羽口 ・含鉄鍛冶津・鍛冶浮 ・含鉄流動浮 ・鍛造鉄製品・鋳造鉄製品が出

土している。精錬鍛冶を主体として、鍛錬鍛治も行われた可能性がもたれる。

出土遺物は総数で、須恵器食膳具2点、須恵、器貯蔵具2点、土師器煮炊具6点、中世土師器食膳具2点である。

須恵器食膳具ではN1-N2期の時期が確認できるものの、中世のものである可能性もあろう。

2. SJ70 

る30Gr、SB306に収まるように位置し、SK396とも重複する。炉床の下層に還元被熱層が認められ、この上層に、

粒状鉄浮を多量に含む砂質系暗褐色土が確認されている。要するに、敷砂の痕跡が確認できているものであり、

本遺跡、での同事例は、 S]03やSI37鍛冶炉があり、境形津の剥離をたやすくするためであった可能性をもっ。還

元炉床は、粘土で構築された貼床が還元して黒色を呈しており、規模は長径25.5cm X短径21cmで、ある。断面形

状は椀形状を呈して中央が窪み、なお、鍛治炉南側を中心に壊されたと恩われる。この鍛冶炉は、 SB306内に位

置しているものの、 SB306は低床の総柱建物であり、両者の共存があったか否かは判別できない。これに関して

は冒頭で述べた通りである。S]70からは、鍛冶浮・椀形鍛冶浮(含鉄)の極小片 ・鍛造鉄製品・炉壁 ・炉材石

が出土しており、周辺からは、鍛冶浮 ・椀形鍛治浮(含鉄品含む)の極小片 ・鉄塊系遺物 ・炉壁が出土する。総

じて、精錬鍛冶を行った炉である可能性が高いと思われる。

出土遺物は、須恵器貯蔵具1点、土師器煮炊具2点、中世土師器食膳具9点が出土する。時期の判断出来るも

のは中世遺物であり、中世ト I期?と確認できる。

3. SJ72 

S]70から 1Gr分南、る 29Grにあたり、 SB307内に収まるように位置するものである。S]70と同様に SB307

も中世掘立柱建物・低床構造で、両者が共存していたか不明である。S]72は、上位層のかなりの部分が削られ

てしまっており、炉床が露出して上面が剥がれている状態で検出されたもので、よって埋土はない。炉床は還元

被熱し、規模は長径37.5cmX短径25-33.5 cmを測る。炉床中央には、特に硬化し黒灰色を呈した強い還元被熱

箇所が認められる。この還元層は、最大のもので長径20cm X短径9cm、5-8cmの厚みをもっ。炉床付近から

は、羽口破片や石、境形鍛冶浮が出土している。石は、石囲炉の炉材石や、石座の可能性をもっと思われる。ま

た、周辺のグリッド内からも炉材石や流動浮が検出されており、これらからみると、精錬鍛冶を行った炉という

ことができる。一方で、鍛造の石製品が検出されることから、鍛錬鍛冶も行われた可能性をもっ。

S]72からは、鍛冶浮・域形鍛冶浮(含鉄品含む)の極小片 ・羽口 ・含鉄鍛冶浮 ・鍛造鉄製品が出土しており、

周辺からは、鍛治浮 ・合鉄鍛冶浮 ・域形鍛冶i宰(含鉄含む)の小片・鍛造鉄製品 ・炉壁・炉材石 ・流動浮が出土

する。この他の出土遺物は、須恵器食膳具3点、須恵器貯蔵具5点、土師器煮炊具7点、中世土師器食繕具9点

である。須恵器食膳具ではVI2-VI3期の時期が確認できる。

4. SJ75 

S]65東側に隣接して位置する鍛冶炉である。包含層掘削途中に鍛冶炉を検出した経緯で、周囲と上面がかな

り削られてしまったものの、炉床のみが残存していた状態である。炉床は青灰色に還元して焼結する粘土層と、

その下層に黒(褐)色に半還元する粘土層の2層が認められる。炉床土の下位層で、地山土が被熱する層が認め

られるため、炉床粘土は地山に貼っているおり、炉床面は中央が窪む形状をしていたと思われる。なお、還元炉

床の規模は、長径12.5cm X短径9.0cmで、ある。

S]75から出土する鉄関連遺物はないが、周辺からは、鍛冶淳・椀形鍛冶浮・含鉄鍛冶浮・椀形鍛治浮(含鉄

品含む)極小片・鍛造鉄製品・鋳造鉄製品が出土する。これらの出土品が全て当鍛冶炉に伴うものとは言えない

ものの、精錬鍛冶 ・鍛錬鍛冶行程の最終段階の作業を主とする小型の鍛冶炉と予想する。鍛冶関連遺物の他に土

器などの遺物出土がないため、時期は不明である。よって、近接する S]65とS]75が同時併存かどうかは確定出

来ないものの、鍛冶関連出土遺物がよく似ている。S]65も精錬鍛冶・鍛錬鍛治を同じ炉で、行った可能性がある

としたため、一方で精錬鍛冶・鍛錬鍛冶の炉として、それぞれ分担して使い分けがされていた可能性も推測した

しミ。
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(SJ70:鍛冶炉〉

(S = 1/10) 
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粘土 〉
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A A' 

c 

鉄津 a b 

B B' 

六丸野〆

S J 7 0十回註

I膚黒褐色土 (l0YR2/2) 炭it/J嶋多目含有。噴)褐色土小塊少量合
有o'J>II講争量官有.
a層階褐色砂質土(l0YR3!3) 粒状鉄棒を多量脅有。灰賞褐色
(l0Yll5/2)粘土小塊を極多量合有。炉床土.
b膚黒色還元被熱粘土 (2.5YR2!1) 貼った粘土層が還元被札
c膚灰賞褐色砂質粘土層(l0YR4!2) 灰貧褐色(l0Yll5/2)粘土小境を
極多量含有.炉壁粘土?

(SJ75:鍛冶炉〉

(S = 1110) 
1mで~ I 
26・27ライン可

¥ぞ
黒色化した

粘土部分

¥ミ

3mで
ら・りライン

⑧ 

。

第E章今回報告区域検出遺構

(SJ72:鍛冶炉〉
十→ h

(s= 1110) り・るG2r9・30

@ 

A 

還元炉床

よく硬化する

H=8.900m 

S J 7 2土眉註

a層保色粘土(lOYRI.7/1) 還元して黒色化した炉床粘土。
硬化しており、強〈還元被熱

b層処{褐J色土 (lOYR2/2-2/1)烈色(lOYRI.7.ハ)粘土中
塊・大塊を多量含有.如氏tだが、粘土が剥がれた状I!to
還元告主熱している.

C膚黒褐色土(10日212) 黒色(1OYR 1. 7八)粘土中境多目合

有.焼土l嶋、賞褐他土小塊多目官有。

A H=9.800m 
A' 

S J 7 5 士屑註

A' 

a層灰直結土 (7.5Y5/1-4/1) 焼結してカリカ ')0炉床の貼床粘土
が強〈還元した膚ー

※a膚とb周の鹿は、灰色と黒褐色土との中間色調。
b層黒(褐J色還元粘土膚(1000/1-、211)被熱が甘く還元して黒色
化した貼床粘土周.

c眉黒褐色土σ50012): d暦が被熱して赤味帯びた層。
dl!l 黒縄也土(10刊212) 賞褐色小塊多目官有。

50cm 

(1/10) 

第38図手工業生産関連遺構図3 (SJ70・SJ72. SJ75) 
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第4節 その他の遺構と包含屑

第4節 その他の遺構と包含層

第1項道路状遺構と今回報告部分

本遺跡で検出された道路状遺構は、路面

の検出、道路幅員と思われる溝状遺構、道

路の付帯的構造痕跡と思われるピッ ト列や

波板状凸凹面の検出が個別になされ、削平

により路面削平や消失もみられるものの、

それぞれつながり全体として面的に捉える

ことが出来たことから、最終的に大きく 3

本の道路状遺構であると判断したものであ

る。道路状遺構1・道路状遺構3は、前回

の「額見町遺跡mJで報告済みである。こ

れに加え、道路状遺構1から分岐するよう

に位置する道路状遺構2の北側にあたる分

岐地点を、道路状遺構1と共に「額見町遺

跡NJにて報告している。今回報告区域は、

道路状遺構2の南側区域にあたり、遺構番

号はSD23である。

今回報告の道路状遺構2は、 F地区とH

地区にまたがるものである。平成9年度

に(財)石川県埋蔵文化財センターがE地

区とした区域の調査で道路状遺構を検出し

た。平成 11年度の当教育委員会調査で、

隣接区域であるF地区にて続きの道路状遺

構が検出され、平成 12年度にH地区の調

査を実施するという経緯をもち、調査年が

またがっている。道路状遺構2は、 他の道

路状遺構に比べ近代削平を免れた区域に位

置していたため、比較的良好な遺存状態で

あったものの、次第に谷部となるH地区区

域では、土器溜まり遺構との重複により、

検出においては困難を極めたと言っても よ

し、。 o

1 .道路状遺構2 (5023) 

(立地・規模〉 溝状を呈する道路状遺構で、

本遺跡全体の南端、東尾根付近から西側

⑧ 
‘。
1
0
・u
u
v ミ50m 

(1/1ω0) 

第39図 額見町遺跡道路状遺構全体図

の谷部へ下ってゆく本遺跡の中でも最も標高差をもっ傾斜地に立地する。Grでは、め 14、も 14-16、や16-

19、ゆ 18-22Grにあたる。これより北側では検出できていない。これは、 H地区における路面硬化が、南側

から北側へ進むにつれ、次第に顕著でなくなっていったことによる。あわせて、土器溜まり遺構(調査当初に土

器溜まり 5と名付け、当報告では土器溜まり遺構とするもの)との重複により、遺物の出土量が尋常でない状況

であり、硬化の顕著で‘なくなってゆく路面の検出ができなかったためである。

検出された SD23の全長は 22.5mで、ある。東西を横切るように位置しながら、ゆ 20Grで自然に北側へ向きを

変えており、そのま ま道路状遺構lの分岐地点に紫がるものと考えられる。上端幅は、170-330 CIDを測り、F

地区では 230CIDが最大となる。断面形状は血形で、内面に路面と、路面下の路床をもっ。路面までの深さは、 F
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第4節 その他の遺構と包含層

5023覆土出土土器状況図2 (5=1160) 
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今回報告区域検出遺構第E章

(S=1I60) S023平面図1

図No.54
(①右図 ②左図に)
接合あり

日二

|一一一惣定ライン

平而図2左側へ続く

A
M
h
e

A

v

e

s

。

か
，
t-
J

。

・・4
h

l
et
's
Jf

‘

.

H
n判

官

t

t
a
l
J

P
，f
e
l
e
-
-
t
I
・e
-
1
m
h
l
Ih
--t
illh
ド

イ
/
J
l
L
o
f
e
0

・

5i
ぃ!
6
・

i
Lト
ト
ハ
@

‘
 

.

J
t

硬
化
弱
め

Q

a

¥

黒
褐
色
土
塊
主
体

-

i
li-
-
-
1

.

D

l

¥

s

e

 

t
'
c
i
l
i
-
-

O

・D

・-

e

o

‘

・

.

-
J
I
l
l
-
J
j

川
リ
リ
げ
1
11

1
ド
l
lト
ド
い
'

i
J

F

 

E 

図No.44

(255:) 

@ 

一

図No.61
J①右図・②左右図、1
I@左図・土器溜まり1
i ¥遺構集中5に接合j
1あり / 

図ぬ8

図ぬ46

(④左図 ②左図)
に接合あり

右側へ続く

※破線は硬化範聞(断面)
下端ライン(路床)

」想定ライン

A' 

一屯0・.
:OQ ...。、
. 

~ /if:..VJI4 
り 13

図No.45

(銑図 ④左図に)
接合あり

⑨ 

左側からの続き
2m 。

(1160) 

(8023③〉

※遺物は全て、はりつきまたはこれより
下府内にて出土するもの。

道路状遺構2遺構図3

59 

第 42図



その他の遺構と包含層

園地55

日

。

t 

S 

. 
， 

• d 

日斗ー

しー上端想定ライン

1 P'ゆ2!+ア21
「ー ゆ201キ20

斗9'

ぺN …-ゆ2015'20
ゆ19や19

0' 

図Nu63

第4節

図Nu61

図Nu66

図Nuω

。-

@ 

列

。D
O 山。 i

， . 

av 

@

h

 ・
3

J
吋

由

。

図Nu55

M' 
、/

⑧ 

SD23平面図2

(5=1160) 

左側からの続き

h 
叫¥L' 
ν〆

¥ 
¥ 
¥ 1・

、 f

、・、 a、、、、
。'¥ ，̂ ，、， 
t 

也

忠告会

、
【
V

白

⑧ 

※細敏線は弱硬化範閥(路面)
F端ライン(路床)
※遺物は全て、はりつきまたは
この面より下層で出土するもの。

平岡図I右側からの続き

'" 2m 
(1160) 

(8D23④〉道路状遺構2遺構図4

60 

第 43図



S023区割り全体図

(S=1I3仰)
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第E章 今回報告区域検出遺構

S023(F地区側)断面図 (S=1I60)
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l周画音褐色土げ 5Y昭/剖 檀色土σ5Y間/酎壇が少量、炭化塊含有.嗣まり有弘

2膚極靖褐色土σ5Y胞/司暗褐色土仔 5YR3J3)3割と混広笹色土酌j唱を多量含有.ざらつきあり.やや

締まり有り.

3層褐色土 (7.5YR4/4) 時褐色土(7.5而3/3)4割と混払被色土塊が少量音丸 2眉と3層の間町レペルで

聾破片有り.3眉下底カ明化する。

4膚黒褐色土 (7.5YR3/2) 暗褐色土(lOYR31司と5曹l事で現在する.褐色土境少量合有.蹄まりなし.地山土
に似る.

S023(H地区側)断面図

(S=1I60) 

_f_ H-12.800m F' 

ムー H-12.100m 

¥ ¥トミなオ寸門ゴ----
3E 9富5

G' 

..M: 
~ H=12.8∞m 

』ιH=12.似JOm

且 H=12.7ωm

路路 9
面 床 H' 

K1ヲFJK
ベミ三平ブ

S D23 (H地区:F-Tライン〕十周世

l層線褐色砂置土(lOYR3/2) 黒褐色土(l0YR2/2-3!剖4酬が混弘開化中塊少量、土器片合'u.軟質j;.， SD23の上面土.

211黒(働邑土(lOY胞12-2/1) 貴褐色土ノ'I"i山量含有.炭itJI嶋』官官有.
3層県褐色土 σ5刊3/2) 貰尚邑中塊少量.焼土中塊少量含有.土器片を含有。やや砂蝿あり.

4層貼褐色土(l0YR2/2-3!2) 貰褐色土ノl嶋少量官有.2膚に近い土だが‘やや砂置おび、措置目味あり.

5層黒褐色土(l0YR2/2-2目 黒補色土(l0YR3J目硬化粘土式場を多量理主.締まり強〈、硬it.貼床状.
6層 5膚に近いが、黒褐色土硬化結土境の混じり少な〈、硬化少ない.

7層 保褐色土(10河2/2) 貰褐色土中塊多目に含有。炭化中塊少量含有.締まり有り.

7層黒(働色土(lOY胞12-2/1) に品、黄褐色土(10Y岡田中塊多匙炭化中塊多目古私 2層に世話るが黄褐邑土が多川

8層 鼎補色士(10YR2/2) 砂質帯びる.1層より砂質ではないが、 2眉より褐邑晴があり、砂気あり.白色徴砂粒を含有。

民itJI、塊少量、黄褐色土1I岨を少量含有.
9層線褐色土(10YR3/2) にぶい貰褐色土(10YR4/3)が11割世立.貰補色中塊多量官有.

10膚黒褐色土 (10YR2l2) 貰褐色土中境 にぷい黄褐色土中塊を多量含有。締まり有り.所々.帰褐色土白硬化壇混じる.

111曹 黒褐色土(lOYR2l2-3!2)の砂質帯びる土に、鼎(揖)色土(10YR2/2-211)の礎化中~大塊が2御率で官有.貰褐色土
中塊多量含有.やや締まりあり.

12唐無楢也土(1町砲 2) 晶(縄)色土{叩Y昭12-2/1)の硬化大塊を極多量(4l!l日混&蹄まり有り.

q滑鼎燭色土 (10YR3/2-2/2) 砂質表土周.炭イtJI唱"'量、賀補色土A岨少量含有。土器溜まり5-11'の6層に対比.

喧凋1/.1褐色土(10YR2I2)歯褐色土中塊炭ルl嶋ー焼i:tl'塊t量含有.土時片特に須恵韓片多量混在.土器だまり5-11'

の4層に対比.

4凋県縄色土(10刊2/2-10YR3l1)賀補色炭化中塊少量官有.土器片やや少なめ含有.土器だまり5-1¥1の5層に対比。
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SD23(F地区内)検出のピット列

(S=1I60) 
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SD23(F地区内)検出ピット断面図 _Q_ H~13醐m
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S D23 (F岨匡}揖古ぜ ッ ト十圃 世

l層黒色土げ 5YRI.7/1) 締まりなL...
2層圏色土塊 (7.5YR4回 融褐色土σ5Y胞12)4割と混准ミやや蹄まり有り.
3眉褐色土塊 (7.5YR4/目 指時届色土σ5叩U白5割と混在与やや締まり有り。
4層黒補色土(lOY胞 2) 締まりない

5層蝿色土 σ5YRI.7.ハ) 褐色土姐(7.5YR4回微量含有.締まりなL...
8眉黒褐色土(I0YR2/2-2剖 褐也土大塊l割が混在。締まりない
7眉 褐色土大塊 作5YR4/6l間柑引こ蕪褐色土σ5YR3I2l3割が混入e 締まり有り.
8層県褐色土 廿5Y限/2) 褐色ヰ繍多量含有.やや締まり有り。
9眉 黒褐色土 (7.5Y限目 暗褐色土σ5Y岡田と5事揮で混在斗褐色土塊を極多
量含有.極軟賞。

1 0 層自層と似るが、比率は(烈暗 褐~ 4 : 4 : 2)。極軟賞一
11層晴褐色土ワ 5YR3/3) 褐色土(7.5刊4/4)4曹カ寝込 締まりな〈、極軟質.

k' 

第46国道路状遺構2遺構図7 (SD23⑦〉

地区内あたるA-Dラインで 18-20 cm、H地区では20-40 cmで、より標高の高いF地区の方が浅い。路面幅

は74-140 cm、路床幅は60-100 cmで最小50cm、但し j区から北では 60-70 cmとほぼ一定幅を呈す。F地

区の方は、路面幅が狭くなることが特徴となる。

〈路面の状況と路床〉 路面は、断面形状が皿形の溝底面がそのまま路面となっており硬化する。特に、 a区-j

区までは顕著な硬化が認められる。j区途中-k区-1区途中までは、硬化ブロックが認められるものの全体の

硬化は弱く、 l区途中から以降北の区域では明瞭な硬化ブロ ックが認められる。F地区にあたる a-d区では、

路面下と路床聞の埋土は2-4cmと頗る薄いものである。路面白体は平坦で、須恵器斐に見られるような土器細

片が張り付いているものの、道路状遺構1・3で検出されている量と比較すれば極めて少ない方だと言える。

路面と路床の間には、埋土を伴うが、区域によって埋土や硬化に差違が認められる。

路面下の路床は、 F地区での検出にあたる区域、 SD23をセクションポイント間で区割りした a-d区で、顕

著な硬化が認められる。極めて硬化しており、 土そのものは貼り付けたものではなく地山である。明褐色土塊

(7.5YR5/8)粘質の地山土が硬化しブロック化したもので、この隙聞に暗褐色土 (7.5YR3/3- lOYR3/3)が2

割程混入する。いわば竪穴建物の硬化床に類似するところがあり、踏みしめられ、晴天風雨にさらされた通行痕

跡であるのだろう。この地山面が、当初の路床として機能していたと思われ、補修によるものか次第に上位に土

を補充し、新たな路面を形成したものと考えている。一方路床は、浅い皿状底面を呈して平坦面が狭まり、 F地

区で検出された路床では僅かだが硬化面に土器が張り付いている。路床が第1路面として相当の期問機能してい

た可能性をもっ。薄く張り付いて検出された3層土は、流土堆積や部分修理の補填であった可能性がもたれる。

63 

b' 

， e 



第4節 その他の遺構と包含屑

また、 2層と 3層土間で、聾破片がまとまって検出されていることからも、部分的に強度をもたせるため施され

た痕跡として理解する。

H地区の路床は黒褐色地山土内にあり、この上位にやはり黒褐色土を補填する形で路面を形成している。路床

を歩行したものか、硬化が認められないため不明だが、 F地区での検出状況から自然路が形成きれいたものと判

断でき、 H地区では黒褐色地山に自然路を形成していたものと思われる。路床上位に 5-14cmの路面土が充填

されており、路面土は黒色土系を主体に、硬化する黒褐色土ブロックか、同じ主体土に黄褐色土・褐色土 ・にぶ

い褐色土ブロックが混在するものであり、 F地区に近づくに従い混在ブロックの硬化が顕著となる。このような

状況の中、硬化ブロックの検出をもって路面と判断している。しかし、前述した土器溜まり遺構との重複により、

谷部に近づくにつれ、硬化ブロックを検出できない状況になっていったのである。

〈覆土と出土遺物 ・時期〉 覆土は、自然堆積していったものと考えられ、出土遺物はH地区調査分のe区より以

北の区域では極めて多量の遺物を伴っているものの、土器溜まりと重複の関連で量が増加した可能性が高い。土

器溜まりと重複しない区域での出土量をみると全体に満遍なく出土している。路床から出土するものは、張りつ

いたり食い込んだりして検出されている。出土遺物は SD23全体で、須恵器食膳具884点(摩耗痕跡7点含む)、

須恵器貯蔵具1.626点、土師器食膳具49点、土師器煮炊具1.050点、中世土師器煮炊具532点、白磁片6点、土

製品(円筒形3点、カマド2点、製塩土器1点、土鈴1点) 7点、砥石を含む石製品 14点が出土する。出土遺

物の時期は、 I期からV期まで非常に広い時期幅をもっ。この中でもN2期新段階、 V1期、 V2期にまとまり

がみられ、このあたりが当遺構の時期に相当すると思われる。

SD23は、土器溜まり遺構集中 3 (ill-N期)を切り、土器溜まり遺構集中 5 (V期)に切られる。出土遺物

時期においては、路床に張り付く遺物がV2期に相当し、これ以前の遺物は検出できていない。よって、 SD23

はV2期に機能し始めたと考えられる。道路状遺構1の場合、 N2期段階で自然路を発生し、 V1-V2期段階

で幅を拡げる等の改修を行い、 VI期には通行をやめ埋没してゆく変遷をもっ。これを踏まえれば、今回報告の

SD23 (道路状遺構2)は、道路状遺構1の改修期に通行し始めることになる。道路状遺構 1と道路状遺構2の

分岐地点には、同時期のSB259四面廟建物が存在しており、この建物を中心とした道路形成がなされた可能性

がもたれよう。

〈外内ピット群の検出〉 路床精査時、内外に小ピット群を検出している。佳 16-50 cmが主体で、大規模なもの

は径 125cmと土坑に近いものの内部にいくつかの小ピットを伴う。深さは、道路の溝内外で違いが認められる。

F地区においては、 j茸際・溝内のものは、路床の深さと同等かこれより深いものが多く、溝外東側では路床と同

等か、 10cm以内で、浅いものが多い。H地区検出分では、構際・構内のものは路床よりも深いものが多く、溝外

東側にまとまって検出されるものは路床よりも深い。H地区のこのような状況は、標高 12.000mより標高が低

くなるにつれ、より顕著となっているようである。また、 H地区の西側に連続するものは、路床よりも 10cm以

内で浅いものが多い。このように、大まかな傾向はあるものの、小ピット底面も平坦なもののあれば、すり鉢状

のものもあり、規模 ・形状は様々である。埋土は軟質であることが特徴で、底面に硬化面をもつものはない。埋

土には、ごく一部で検出される‘杭のあたり' と考えられる痕跡をもつものも認められる。この径は4-10 cm 

を測るが、これが本当に杭であるのかは疑問を抱いている。

第2項 溝状遺構

今回報告する溝状遺構は、 SD26II . 36 -38・43・56・57・61-71であるが、この内 61・62・70は欠番と

なっている。今回報告する溝状遺構の特徴は、まず、前回報告した道路状遺構3主軸に並列・直交する形で位

置する溝群の続きが、北区域で確認できることである (SD26II . 36 -38・43・56・57)。このような溝状遺構

と性格が異なると考えられる不整形状を呈すものが、中央よりやや南に位置して検出されている (SD63-66・

SD69)。この他、小規模なものが点在するように検出されている (SD67・68・71)。

SD26 II . SD43は、建物や空間を区画したと考えられる直線的な講で、 SD26IIの長径は1.045cm、幅30-

50 cmを測り、断面形状は域形で深さ 13-14cm、東西軸に平行に配置する。SD43は、長さ 740cm、幅55-120 cm、

深さ 10-18 cm、底面は平坦面を形成、 SD39と平行し SD26IIに対して直行する形で位置するものである。
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S D26ll・36-38・43十周註
5036・37・38 覆土
l膚黒褐色士(l0YR2/2) 黒褐色土小塊多目含有.黒色土中塊少量含有.炭
化ノl、塊多目含有.焼土粒少量含有。
2膚黒褐色土(l0YR3/2-2/2) 貧褐色土中塊極多量合有。
3層黒褐色土(10刊3/2) 黄褐色土中塊・大塊極多量 (4割程)含有。締
まり有り.

4唐無褐色土(l0YR2/2) 賞褐色土粒うか量含有。やや砂質幣びる.
5層黒褐色士(l0YR2/2-3/2) やや砂賀帯びる。にぷい賞褐色:bJ嶋多目
合有.

8層黒褐色土(l0YR2/由貿補色土中塊多量含有.

502611 .土
7層 黒褐色土(l0YR2/2) 黄褐色土小塊多量含有.黒色:bJ場少量含有.
811 黒褐色土(l0YR3/2) 黄褐色土小塊極多量含有。
9層黒褐色土(l0YR2/3) 縄色土塊(7.5YR4/6)多量含有.やや締まり有り.
10層黒褐色土(叩而2/2-2/3) 褐色土塊σ5YR4I6)少量含有。やや締ま
り有り.

11層階褐色士(l0YR3/3) 褐色土塊(7.5YR4/6) 3割、黒褐色土(l0YR3/2)
3割が混払締まり有り.

5043 置土
12膚黒褐色土(l0YR2/2-2/3) 炭イI:.<J嶋・焼:bJ嶋少量含有.賞褐色士
小塊多目含有.

13膚黒褐色土(叩YR2/幻 賞褐色土小境少量官有。炭il:.<J嶋少量含有。
1411 黒縄色土(I0YR2/3) 焼土小境多量含有。貨褐色合I峻多目含有。

15膚黒褐色土 (I0YR2/3) 焼:bJ嶋・中塊極多量 (3御胆)が混在。炭化
小塊多目含有。

第47図溝状遺構遺構図 1 (SD26n ・ 36~38 ・ 43 -①〉
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SD26ll ・ 36~38 ・ 43 断面図 (S=1I30)
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第48図溝状遺構遺構図2 (5026n ・ 36~38 ・ 43 ー②〉

SD36 -38は、 SD26II西側で同軸をとり、建物の区画溝内に位置するもので、 SD26IIのような直線形状で

はなく、歪で曲がりくねる形状をもっ。3本がほぼ並列、 SD38はSD37から分岐する形をとる。SD37・38は

底面にピットを伴い、特に SD38には連続ピッ トが確認できる。これらの規模は、 SD36が長径450cm、幅40-

45 cmを主体に最小26cm最大62cm、深さ 6-13 cmo SD37は、長径1，170cm、幅32-80 cm、深さ 13cmで、ピッ

ト底面までで15-22 cmo SD38は、長径510cm、幅40-45cm、深さ 10-13 cmで、ピット底面までで20cmを測る。

SD56は、前回報告のH地区西側で並列して検出された溝状遺構群の最南に位置。このSD56の南端から連結

し直行してL字をなして西に延びるものがSD57である。SD56の規模は、長径1.020cm、幅50cm主体に最大76

cmを測り、深さ 13-22 cmをもっ。SD57は、長径が分岐地点から屈曲地点までで500cm、これより端まで240

cmの計740cmを測り、幅は50-70cm、深さ 11-15 cmと浅い。両者の埋土に若干の違いがみられ、 SD56の方

が爽雑物量は少ない。尚、SD56北端の方が高く、SD57末端に向かい緩やかな傾斜をもち、高低差は36cmを測る。

SD63 -66は、 H地区建物遺構群のほぼ南末端に位置するもので、 4本の溝状遺構が並列するものである。

SD66の東側が高く、この遺構のみ高低差33cmを測るものの、この他は高低差が認められない。SD63は残存長

径300cm、幅90-104 cmと比較的幅広で、、深さ 7-13 cm、底面は平坦を呈す。SD64は、西端が二股に分岐す

ぶv尽を 26 36 37 38 43 56 57 63 64 65 66 69 
須恵器食膳具 。 。25 3 l l 2 2 。 7 
須恵器貯蔵具 2 。 3 3 7 。 2 4 。l 9 
土師器食膳具 。。 。2 。 。。。。I 
士郎器煮炊具 2 1 2 23 4 7 9 2 2 l 48 

土製品 。。。。。。。。。。。 1 
石製品 ・その他 。。 。l 。 。。。。。
中世土師器 。。。。4 I 3 。。。。 5 I 
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第50図 溝状遺構 遺構図4 (S056・57・63-66・69ー②〉

l眉馬絹邑土(1町R2/2J焼jyJ、
塊炭河1'11岨少量含有.黄禍色
土小塊少量含有.土持片倉む。

るものであり、長径740cm、幅 112cmで、 二股部分で、は40~ 52 cm と 46~86cmを測り、深さは 8.5 ~ 14 cmo 

SD65は、長径268cm、幅50~ 60cm、深さ 10cmo SD66は、うねるようなプランをもち、長径940cm、幅45cm 

主体に最小32cm最大74cmで、深さは7~ 13 cm。これらの溝状遺構は、深さに類似点が見いだせるものの、幅

やプランは様々である。覆土は、 SD63とSD66に類似点が認められ、締まりのないことも特徴である。SD64と

SD65は、覆土は同質層となっており、 SD66がSD65を切っているため、時間的な差をもっていた可能性がある。

SD69は、前述の SD64~ 66の東側に 1Gr以上離れて、単独で位置するものである。東から西へ延び、り

26Gr杭位置付近で北方向へ屈曲する。規模は、長径が東端から屈曲地点まで940cm、屈曲地点から北端まで

650 cmで形1.590cmを測る。幅は、最小で 105cm、東側へ行くに従い幅広くなってゆき、最大270cmを測る。深

さは 10cmを主体に最大14cmと非常に浅く、底面は平坦を呈すが、底面レベルに高低差が認められ、東端と北端

ではおよそ60cmの差をもっ。

出土遺物の破片総数は 66ページ表のとおりである。各遺構からの出土遺物は極めて少ない。特筆できるもの

として、 SD37からはヘラ切りの油痕付き小皿、 V期と考えられる土師器煮炊具が出土している。SD43では、

W期と判断される須恵器食膳具や土師器煮炊具が出土するほか、中世遺物が4点出土している。SD56では、 W

期からVI期の須恵器食膳具が確認できる。SD57'SD63からも W期・ V期の遺物が多く、 SD65もV期を主体と

する。これら遺構から出土した中世遺物は混入品である可能性がある。

第3項集石遺構

河原石が多量に検出されたことで、集石遺構として位置づけしている集石遺構は、前固まででSX01(C地区)
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tおH章 今回報告区域検出遺構

とSX02(G. H地区境)の2基が報告されてきた。今回報告区域の集石遺構は、続き番号にあたる SX03-06で、

全てH地区からの検出である。すべてH区中央北寄りに広がる空間の南端に集中、東西軸にー列に並ぶ。Grは、

ら27-28.り28にあたる。4基の集石遺構は、河原石の除去後に土坑やピット状の落ち込みは検出されず、

河原石が黒色土系地山に直接張り付いくものである。なお、 SX03では鉄浮も張り付いており、 SX04では土器

の検出がみられる。

SX03は、長径85cmX短径70cm範囲に川原石が検出されており、石が出土するレベルは標高9.220-9.225 m 

を示す。SX04は、 4基の中で最も西に位置し、川原石の検出範囲は200cm四方、出土レベルは標高9.150m前

後である。SX05は、長径100cm X短径80cm範囲で、最も川原石がまとまって検出されているものであり、出

土レベルは標高9.150mを示す。SX06は、 SX05と比較すれば散在しているといったもので、長径190cm X短径

90 cmの範囲に及び規模としては大きく、出土レベルは標高9.100-9 .150 mで、ある。

これら集石遺構の出土造物は次の通りで、いずれも総数である。SX03から出土する遺物はないため、時期は

不明である。SX04からは、須恵器食膳具2点、須恵器貯蔵具 11点、土師器煮炊具30点が出土しており、時期

を判断出来るものでN2期を確認できる。SX05からは、須恵器貯蔵具1点のみの出土で、時期は不明である。

SX06では、須恵器煮炊具1点、須恵器貯蔵具1点、土師器食膳具1点、土師器煮炊具1点のみであり、時期を

判断するには難しい。

。
j nO 
Ili-

第51図集石遺構 位置図 (8= 1/250) 
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第E章今回報告区域検出遺構

第4項土器集中遺構

土坑やピットのような掘り込みがなく、現地調査で土器集中と名称づけられた遺構である。特筆すべき遺物出

土状況をもつもので、何れも、地山面で検出されている。「り 23Gr土器集中」は、小皿が正位・合わせ口で7

-8枚が重なって出土していたもので、桃核を伴っており、土器埋納されたものと考えられる。後述する第7項

の「中世3号土器溜まり」と同じ遺構である。「ら 21Gr土器集中」は、支脚が一括廃棄されていたものである。

支脚は癒着等の焼成痕跡が確認できることから、本遺跡で焼成されたと考えられる。但し、固化区域以外からも、

よく似た支脚が出土している。それは、“よ21Gr"と、その隣りのGrである“ゆ 21Gr"内のSD23に重なって

いた SK435からであり、 SK435は、今回図化していないが、支脚が主体に出土する土坑である。“よ 21Gr"の

みならず、この付近一帯に関連が及んだものだろうか。

⑧ h-
〈り23土器集中) (S=1I20) 

上層

⑥ 
3mで
ら・り23・24Gr

十 ⑧ 
図No.は

。
中世3号土器ダマリに対応

がud 

くら21土器集中〉

(S=1I20) 

よ・らライン

-+-¥⑧  
1m 

得、。
(1/20) 

第53図土器集中遺構 遺構図

第5項炉状遺構

炉状遺構は、被熱面を有し炉として機能したと考えているものを示し、本遺跡全体を通じて連番にて遺構番

号を付けている。今回報告する区域で対象となるのは、 SJ64-SJ74にあたるが、この内SJ65. SJ66・S]70・

SJ72・S]75は鍛冶炉や製炭土坑であり、第3節手工業生産遺構において述べている。

今回報告の炉状遺構は、全てH地区から検出されたものである。H地区内では南側にまとまりが認められ、こ

れはH地区とG地区との境の遺構密集区域に相対する位置にあたる。単体で検出されるものが殆どだが、掘立柱

建物内にて検出され、検出時の標高が極めて類似するものが認められるものの、非常に少なく、掘立柱建物に伴

うものと確定できないことからも、地床炉や屋外炉となるものが殆どになろう。但し、 S]73のみ、被熱層が土

坑状の底面にあたる地山となり、規模も大きいことから、焼土坑の可能性をもつものと思われる。

前固までの報告では、以下のような特徴を持っていることが確認されている。

1.人為的な構築 (貼床)が見られ、掘方を伴っているもの (A-①タイプ)

2. 人為的な構築(貼床)が見られ、掘方は伴っていないもの (A ②タイプ)

3. 人為的な構築はなく、地山が直接被熱しているもの (Bタイプ)

4 竪穴建物や土坑内覆土で検出され、貼床の構築が見られるもの (C一①タイプ)

5.竪穴建物や土坑内覆土で検出され、貼床の構築はなく、下の遺構覆土が被熱するもの (C一②タイプ)

今回報告区域では、竪穴建物や土坑内覆土で検出されたものはなく、上記1-3のタイプに限られている。4・

5は、竪穴建物や土坑が人為的埋め戻し・自然埋没後の窪みが利用されたと考えられ、また、当区域での竪穴建

物が極めて少ないこと、土坑埋没時期と炉状遺構構築時期に隔たりがあったために、検出されなかった。

SJ64は、被熱面標高9.550-9.560 m、被熱長径12cm X短径8cm、被熱下の長径23cmX短径 18cmに地山被

熱が認められるもので、厚み3.5-4.0cmを測る。よ27Gr、SB310・SB311内に収まるように検出されているが、

これらの掘立柱建物の検出時レベルよりと違いがありすぎるため、関連はない。特徴としてはBタイプとなる。

SJ67は、よ 26Grにてピッ ト等で破壊されつつ検出されたもので、被熱面が辛うじて残存する状況である。検

出レベルを同じにしてSB310に収まるよう位置するため関連の可能性をもっ。被熱標高9.600m、長径30cmx
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第E章今回報告区域検出遺構

炉状遺構平面図・断面図 (S=l/40)
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第55図炉状遺構 遺構図 (SJ64・67-69・71・73・74)

短径12cm、貼床厚5cmを測る、 A ②タイプのものである。

S]68は、り 27Grで検出されているもので、被熱標高9.450-9.500 m、長径49cmX短径32cm、被熱厚8cm 

を測るもの。黒色土系地山が被熱し、被熱自体は締まりをもたない、Bタイプの炉状遺構である。

S]69は、り 31Gr杭付近で検出されているものである。被熱標高8.340-8.365 m、平面規模は長径22cm X短

径 17cm、厚み4cm、炉床として人為的に構築 した粘土床が被熱する。A-①タイプで、 SB304. SB305内に収

まる ように検出されるが、SB304は検出標高に大差があり関連はないものと考えられる。一方、 SB305の検出面

は当炉状遺構よりも 5cm程標高が低いだ、けで、あり、両者が関連性をもっ可能性はある。

S]71は、も・り30Grにまたがり、り31Gr杭の近くに位置するもので、被熱層が北側のaと、南側のbに分

かれている。S]71aは、被熱標高8.490-8.510 m、長径35cmX短径21cm、厚み 11cmを測るもので、黒褐色系

の炉床を構築後に被熱しているものである。S]71bは、被熱標高8.490-8.520 m、長径32cmX短径24cm、深

さ18cmのピッ ト状掘方をもち、最上面が被熱する。S]71abとも、 A-①タイプを示し、 SB304・SB305内に収

まるように位置しているものの、検出レベルに 30cm以上の差をもつため、関連はないものと思われる。
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第4節 その他の遺構と包含層

S]73は、ゆ 24・25Grに位置する。土坑状の窪みをもち、底面の地山が被熱する。埋土的な層でもある地山被

熱面上位層には焼土が多量に混在、この層も黒褐色系の土が被熱しているものと考えられる。被熱層は長径236

cmX短径230cmと大規模で、、底面の被熱標高は9.920-9.970 mを測る。炉状遺構というよりは、焼土坑に近く、

土坑状の窪みを作って何かを幾度か焼くと同時に、土も堆積していったものと考えている。被熱そのものは弱い

ものである。地山が被熱するためBタイプとする。

S]74は、や26Gr中央に位置し、ピットによる破壊のため部分的に被熱層が検出されているものである。それ

でも被熱層は焼結して頗る硬く、規模は復元で長径75cmX短径65cm、被熱標高9.960-9.980 mを測る。被熱

層には、粘土が貼られており、 7-11 cmの厚みをもっ。これより下位層では地山土が被熱を受けている。よって、

A-②タイプの炉状遺構となる。SB315内に収まる形をとるが、検出レベルに25cm以上の差が認められるため、

両者に関連性はないものと判断する。

これら炉状遺構の出土遺物だが、S]71からのみ出土するものの、これ以外からの出土はない。S]71での総数は、

土師器煮炊具2点、中世土師器食膳具18点である。

第6項土器溜まり遺構

土坑としての掘り込みやプランが不明瞭であるのに、極めて多量の遺物を伴うものを、土器溜まり遺構として

いる。H地区には、 SD23東側一帯にかけて広く古代遺物土器溜まり遺構が確認され、特にH地区南東、建物遺

構が途切れる境の、め~ゆ21Gr、や・ゆ 20Gr、も・や22G内で、極めて多量に集中する箇所が認められている。

これを 「集中 1-5Jと名付けて遺物を取り上げている。全体規模が長径1.740cm、短径1，120cmの広範囲に及
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第E章 今回報告区域検出遺構
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第4節 その他の遺構と包含層

ぶものであり、出土遺物に時期差をもち、時期も含め分布にまとまりが確認できるために、「集中 1-5Jと分

別した。この他にも集中 1の南に接して集中が認められた箇所があり、現地調査で土器溜まり遺構として認識し

たものがある。これは規模も小さく、明確な円形プランと明確な掘り込みが確認でき、土坑と判断してよいと思

われ、整理中に SK437と変更している。

集中1は、他に比べると細片が多く、土器分布は比較的疎らである。集中3は大型の長頚瓶のまとまりが検出

される他、須恵器・土師器どちらも出土する。集中4は、土師器釜が主体に出土し、須恵器は8世紀代中頃のも

のと考えられる。集中5は、比較的須恵器が集中し、深さをもち、 SD23を切っている遺構である。

出土遺物総数は、集中 lでは、須恵器食膳具 123点、須恵器貯蔵具 104点、土師器食膳具31点(摩耗痕3点

を含む)、土師器煮炊具316点、中世土師器食膳具 114点、白磁6点、須恵製品の硯1点、打製石斧2点であり、

時期はN2期が主体にもつ。

集中2では、須恵器食膳具424点(摩耗痕6点を含む)、須恵器貯蔵具385点、土師器食膳具42点、土師器煮

炊具 1.330点、中世土師器食膳具 112点、土師製品5点(支脚 1点、円筒形3点、カマド 1点)、灰紬・白磁3点、

石製品5点が出土しており、時期はN2期-V2期に位置付けされるものである。

集中 3では、須恵器食膳具587点(摩耗痕5点、墨痕1点、油痕 1点を含む)、須恵器貯蔵具617点、土師器

食膳具51点、土師器煮炊具 1.663点、中世土師器食膳具 120点、土師製品として支脚3点、砥石を含む石製品

4点である。これらの時期は、皿期-N1期主体で、 N2期やV期も認められる。特筆すべきものとして、突帯

付獣足壷が出土している。

集中4からは、須恵器食膳具208点(摩耗痕4点含む)、須恵器貯蔵具 180点、土師器食膳具 10点、土師器煮

炊具1.656点、中世土師器食膳具42点、須恵製品として硯1点、土製品6点(支脚3点、円筒形1点、匝鉢2点)

この他カマド石がl点出土する。これらの時期はN1期を主体に皿期-N2期と判断されるものである。

集中5からは、須恵器食膳具422点(摩耗痕5点含む)、須恵器貯蔵具645点、土師器食膳具23点、土師器煮

炊具1.151点、中世土師器食膳具 105点、土製品7点(カマド片 1点、管状土錘3点、円筒形3点)、石鍛を含

む石製品3点が出土する。これら遺物の時期は、 N1期-V1期に相当するものである。

第7項包含層と中世土器溜まり

包含層として提示したものは、第4項や第6項のような「土器集中遺構」ゃ「土器溜まり遺構」以外の、遺構

を認定できずに取り上げた遺物を示している。これは、土坑のように落ち込みを検出できないものであるものの、

出土状況にまとまりが見られるなどの特質をもっ。

古代の包含層遺物は、これまで本遺跡が報告してきた中で最も出土量が多い。やはり、近代削平箇所が少なく

包含層がよく残っていたことが一番の原因と思われる。出土遺物は時期幅をもち、 I期のものから時期が確認で

き、古代全般に及ぶ。特質すべき痕跡をもつものとして、転用硯、墨書、油痕跡、漆付着のものが認められる。

今回報告区域では、南端にあたる区域での出土は削平のため少なく、前回報告区域の続きにあたる西側、ほほ中

央にあたる東側ではまとまった出土が認められる。このまとまりを前回は、谷部への流れ込みとした。しかし、

中央から東側にかけての分布は、谷部への流れ込みだ‘けで、は済まされない分布状況となっている。分布に満遍さ

が欠け、地形ではない明らかな集中箇所が認められるからである。

中世の包含層遺物は、古代遺物破片数の約2倍の数となっているものの、 Gr毎の出土点数を見ると、前回報

告と同じような値をもっ。中世遺物は細片が多いということもあるが、近代削平が少なかった分、出土点数の多

量区域が多い。最も多いのは、ゆ 26Grの828点、次いで、ら 31Grの656点となる。500点以上を示す Grでの

出土点数は 600点前後が主体である。この値と比例するように、土器にもまとまりが認められるため、ら・り

31Grを中心とするー画を「中世 1号土器溜まり」とし、ゆ ・よ26Grと中心とした一画を「中世2号土器i留まり」

としている。「中世3号土器j留まりJは、り 23Grにおいての完形皿出土を示しており、これは第6項で記述した「り

23Gr土器集中」と同じものになる。中世遺物には、土師器食膳具や土師器鉢の他に、白磁や青磁、加賀焼といっ

た陶磁器があり、これらの点数は 1Grに20点以内である。これらは、中世土器溜まりの分布と相対しており、

多量の遺物量がある Grでは陶磁器出土点数も多くなっている。
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グリッド肉に示す記号や括弧書き数字は、包含層出土の
古代土器破片数を示したものである.記号の・は食膳具、
・は貯蔵・調理具、企は煮炊具で、 ~ê号の大きさは出土量
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右下の括弧書き数字は、出土土器破片総数で、土器破片
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竪穴建物や土坑など遺情内出土は総数に含めていない。
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第皿事 今回報告区域出土の遺物

第皿章 今回報告区域出土の遺物

第1節 出土遺物の概要

第1項 出土遺物の総量と時期別比率

今回の報告の対象とした区域は、 H地区の大半と報告書Eから除外したF地区の南端区域である。8世紀以降

を中心とする E群集落の分布域であり、調査グリッドでは、ら~れ-31・32Grとむ~ろ-26 ~ 30Gr、め~ろ

-14 ~ 25Grの区域だが、遺構の広がりや土器の分布のまとまりから、ゆ~ろ-30 ~ 33Grでは前回報告した

部分も一部存在する。

今回報告する区域より検出された遺構は、竪穴建物 1軒、掘立柱建物 31棟、土坑63基、井戸1基、炉状遺構

12基、集石等祭杷遺構4基、道路状遺構1本、 i霧状遺構 15条、土器溜まり 4箇所ほどで、出土した遺物は遺物

収納箱(645x 380 x 145阻)で 190箱を数える。内訳は須恵器(陶磁器含む)が89箱(F地区3箱+H地区86箱)、

土師器が72箱(F地区5箱+H地区67箱)、石製品が 10箱 (H地区のみ)、鉄浮 ・鉄製品が 19箱 (H地区のみ)で、

遺物片総数で示すと古代の須恵器28.856点(食膳具14.524/貯蔵具14.319/土製品13)、古代の土師器27.732点(食

膳具 1.494/煮炊具25.968/土製品270)、中世の土器20.339点(陶磁器401/土師器食膳具 19.896/煮炊具41

/土製品1)、石・石製品 385点、鉄浮・鉄製品約 7.800点となる。

今回の報告区域は過去の造成工事によって完全に消失した区域はなかったが、遺構下底面のみで包含層や遺構

埋土層が削平された区域が600rriほどあり、これを今回の報告面積3.600rriから差しヲ|いた約 3.000rriが実質調

査面積となる。これまでの報告でも示したが、遺跡における遺物出土指数(1.000rri換算での箱数比率。田嶋明

人「古代の土器と中世の土師器Jr中世前期の遺跡と土器 ・陶磁器・漆器』第5回北陸中世土器研究会 1992年)
は遺跡の格付けを示す要素となるものとされているが、今回報告区域の出土量から割り出した遺物出土指数は

63.3であり、報告W区域の 54.2や報告E区域の 43.4よりも高い数値となる。遺物出土が多い竪穴建物が密集す

る報告E区域の 59.lよりも高い数値であり、これは大規模なH区古代土器溜まりが存在すること、そして中世

の土器廃棄土坑が数多く存在することが要因であろう。

遺物の時期は、これまでの報告区域と同様、田嶋明人編年の北陸古代土器編年と北陸中世土器編年案(田嶋編

年で示す場合の古代土器は「古代O期」、中世土器は「中世O期Jと示す)、そして筆者が報告Eと皿、Vで考察

した三湖台集落資料を基軸とした土器編年案 (1三湖台O期」と示す)で示す。

額見町遺跡は、 I群集落、 E群集落が古代 11期から古代田期までを中心とし、古代W期以降はやや衰退傾向

を示す集落群であるのに対し、 皿群集落は古代田期以降に中心をおく傾向があり、竪穴建物の数は I群、 E群集

落よりも著しく低下する。それに比例して掘立柱建物が増加するわけであるが、特に中世1期に位置付けられる

掘立柱建物が広く展開することが当群集落の特徴である 。 また、今回の報告地区では、古代N2新期~V期の遺

構がm~Nl 期の遺構の数を凌ぎ、それが土器溜まりの主体的時期に反映されている。 前回報告した仏堂や大型

出土遺構名 須恵器食騰具 須恵器貯蔵具 土師器食膳具 土師器煮炊具 土製品 石製品 遺構別計

竪穴建物 2( 2.0%) 1 ( 1.0%) O( 0.0%) 97(97.0%) O( 0.0%) O( 0.0%) 1∞( 0.2%) 

掘立柱建物 130(21.6%) 106(17.6%) 18( 3.0%) 314(52.2%) 3( 0.5%) 31 ( 5.1%) 602( 1.1%) 

土坑 1，348(20.7%) 1.196 (18.4%) 218( 3.3%) 3，628(55.7%) 69( 1.1%) 52( 0.8%) 6.511 (11.4%) 

炉状遺構 ・集石遺構 11 (11.6%) 27(28.4%) O( 0.0%) 57(60.0%) O( 0.0%) O( 0.0%) 95( 0.2%) 

道路状遺構 お4(24.4%) 1.626(44.8%) 49( 1.3%) 1.050 (28.9%) 7( 0.2%) 14( 0.4%) 3.630 ( 6.4%) 

i存状遺構 59(22.7%) 44(16.9%) 5( 1.9%) 146(56.1%) 3( 1.2%) 3( 1.2%) 260( 0.4%) 

土器ダマ リ内集中 1.764(17.7%) 1.931 (19.4%) 134( 1.3%) 6.113(61.3%) 23( 0.2%) 9( 0.1%) 9.974(17.5%) 

土器ダマリ・包含層・ピ7ト l臥326(28.8%) 9.388(26.2%) 1.070 ( 3.0%) 14.563 (40.7%) 178( 0.5%) 276( 0.8%) 35，801 (62.8%) 

言十 14，524 (25.5%) 14.319(25.1%) 1.494 ( 2.6%) 25，968 (45.6%) 283( 0.5%) 385 ( 0.7%) 56，973 

H地区及びF地区南端区域出土古代遺物集計表(破片数表示)

※なお、土器ダマリ内集中とはH区古代土器ダマリうち集中 1-5のみを別に集計したものである
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第1節 出土遺物の概要

井戸を中心とする仏教施設は皿群集落の中核であり、その仏堂施設の存続時期や繁栄の様相が、そのまま当地区

の遺構や土器の中心的時期に相当していると理解されよう。なお、これまでの報告においては古代遺構の盛衰の

様子を述べたが、当地区の古代建物遺構は、竪穴建物が1軒、掘立柱建物も 17棟と少なく、集落群のはずれに

位置している感がある。古代においては当地区が建物空間という よりも土器廃棄場(祭杷場)という性格をもつ

ものであり、それは上記に示した遺物集計表の、土器i留まりや包含層出土が8割という高い数値を有し、土坑が

11%程度に留まるという状況からも明確であろう。

次に、中世土器についてだが、全て中世 1期の範騰におさまるもので、11世紀2/4期頃から 12世紀中頃の

100年を超える程度の時期幅に入る。大型掘立柱建物をはじめとして 14棟が存在しており、当集落群の中で最

も中世遺構が分布する地区である。遺物出土は、中世土器溜まり遺構を中心に、掘立柱建物、土坑からも多く、

土師器食膳具をはじめとして、白磁碗皿や灰紬陶器碗が多く出土する。前回報告地区の1.5倍近くの出土量があり、

この時期の加賀地域の白磁出土量としては突出した量と言えるだろう。なお、遺物の時期は、中世1-1期(南

加賀8A期)が3割弱、中世 1-Il 1期(南加賀8B期)が7割弱、中世 1-Il 2期(南加賀8C期)が1割程

度といったところである。

出土遺構名 土師器食膳具 土師器煮炊具 白磁食鵬具 纏勅陶食勝具 陶磁貯蔵具

掘立柱建物 954(99.4%) O( 0.0%) 5( 0.5%) 1( 0.1%) .O( 0.0%) 

土坑 ・井戸 2.620(99.3%) 5( 0.2%) 5( 0.2%) 6( 0.2%) O( 0.0%) 

土器ダ71)・包含層・ピット 16.349(97.4%) 33( 0.2%) 273( 1.6%) 1l0( 0.7%) 17( 0.1%) 

百十 19.923(97.7%) 38( 0.2%) 283( 1.4%) 117( 0.5%) 17( 0.1%) 

H地区及びF地区南端区域出土中世遺物集計表(破片数表示)

第2項 出土遺物の分類と器種名

1 .古代遺物

土製品 遺構別計

O( 0.0%) 960( 4.7%) 

1( 0.1%) 2.637(12.9%) 

O( 0.0%) 16.782 (82.4%) 

l( 0.1%) 20.379 

古代遺物は大半が土器・土製品で構成されるものだが、少量の鉄製品と石製品が出土する。石製品は、砥石 (大

型砥石含む)、鍛冶炉材石などの鍛冶関係の遺物とカマドや炉の芯材などの部材があり、鉄製品では馬具、万子、

鉄銀、鎌、釘、加工途中品などがある。鉄鉱の出土は多く、馬具の轡部分の完形品も良好な資料である。

古代の土器 ・土製品は、食器と して分類される須恵器と土師器、施紬陶器、そして須恵質製品と土師質製品と

がある。施粕陶器で古代に位置付けられるのは緑紬陶器のみで、近江産と推察される有台碗が2点出土する。須

恵器は食膳具と貯蔵具、土師器は食膳具と煮炊具に機能分化している。各器種を食膳具、貯蔵具、煮炊具に大分

類する中で、各個別の器種名を付しているが、須恵器の鉢や甑などの調理具機能を持つものについては貯蔵具に、

土師器の鉢類については煮炊具に分類しである。各器種名並びに土師器粘土素材における分類、胎土特性に関し

でも、これまで報告してきた 『額見町遺跡Il-NJの分類案に準拠しているので参照いただきたい。

以上の食器類を除くと、各土製品は283点出土する。土製品については分類案提示とするまでもないので、今

回報告地区出土の概要をここでまとめておく。

まずは、須恵質の土製品だが、文房具類である円面硯の破片が8点、土製形代である馬形土製品片が3点、南

加賀窯跡群で使用された貯蔵具専用焼台2点が出土する。当地区の円面硯出土量は多いとは言えないが、時期的

に古代N-V期に位置づけられるものが主体であることが特徴であろう。転用墨i留め・転用硯は6点、墨書土器

は3点と少なく、油煙痕跡をもっ灯明皿転用杯類も 26点と前回報告地区に比べて少ない。ただ、当地区では漆

付着痕跡のある須恵器杯類が5点確認されており、注目される。

次に土師質土製品だが、煮炊きに伴う竃関連用具として、竃形土製品が87点、円筒形土製品が31点、支脚形

土製品が51点出土する。前回報告地区の竃形21点、円筒形2点、支脚形29点に比べるとその差は歴然で、A

地区-c地区の出土量iこ近い (A区=竃・ 84点、円筒 :6点、支脚:103点、 E報告区=竃:38点、円筒 :5点、
支脚:60点、 E報告区=竃:64点、円筒:23点、支脚:100点)。今回報告地区の掘立柱建物の数から考えて、

意外な数値だが、出土箇所が古代土器溜まりに集中しており、古代田-N期の煮炊用土師製品をまとめて廃棄し

た感がある。なお、 他に製塩土器片が8点、漁労網錘と して使用される管状土錘が8点、土師器焼成に伴う焼成
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道具として使用される匝鉢状土製品が79点出土している。

2.中世遺物

第田章 今回報告区域出土の遺物

当報告地区より出土する中世遺物については、大量の土師器食膳具でほぼ構成されることは前述したとおりだ

が、これに灰利陶器と白磁類などの陶磁器類が定量含まれることが特徴である。灰利陶器は碗類が117点、瓶類

が4点確認され、ほとんどが東濃窯産と推察され、灰粕陶器から山茶碗の過渡期的な段階のもので占められる。

型式的には丸石2号窯式から明和27号紫式、そして一部西坂1号窯式を含み、年代的には 11世紀 1/4-12世

紀初頭頃に位置付けられる。白磁類は碗皿類283点が出土する。細片での出土が多いが、接合可能なものは少なし

かなりの個体数が使用廃棄されていたものと見られる。山本B期から山本C期に位置付けられ、中世土器の年代

と合致する。この他に、中世焼締陶器 12点、中世須恵器L点が確認される。中世焼締陶器は加賀または越前と

思われる斐で、中世須恵器は珠洲のすり鉢である。破片のため時期はわからないが、当中世資料には中世1-II 

2期に位置付けられる土器群も存在しており、共伴する可能性もある。なお、中世土器の分類並びに胎土や焼成

状況などについては、古代土器と同様、『額見町遺跡ll-NJ]報告の分類案に準拠しであるので参照し冶ただきたい。

第2節古代の遺構出土遺物解説

ここでは、古代に位置付けられる遺物について述べるが、遺構出土の個別の遺物説明は観察表に譲るとして、

特徴的なものや特記的事項、時期を代表できるような一括資料の土器様相などを中心として、竪穴建物、掘立柱

建物、炉状遺構、集石遺構、土坑、道路状遺構、ピッ ト、土器溜まり遺構の順で提示する。なお、本報告におい

ては、鉄棒や羽口、炉壁等の製鉄及び鍛冶に関連する遺物は除外しである。これは、当遺物群の取り扱いについ

て、遺跡全体との検討が必要であり、地区別に報告する性格のものではないと判断したからである。当遺跡、は生

産・鉄加工の工程を行っていることが、集落の成立や遺跡と しての性格を物語る重要な要素と見ており、遺跡総

体での報告を科学分析結果とともにまとめ、報告書羽として別冊で刊行する予定である。よって、今回の報告で

は、鉄生産に関連する遺物群の報告は一切行わず、それと切り離して処理できる鉄製品のみを報告する。

第 1項 古代竪穴建物及び古代掘立柱建物、古代炉状遺構、古代集石遺構出土遺物

当地区で検出された古代の建物遺構は、 1軒の竪穴建物と 17棟の掘立柱建物があるが、出土遺物が少ないため、

炉状遺構、集石遺構などもふくめて、ここでは述べておきたい。

1.古代竪穴建物出土遺物 (51119)

小型竪穴建物で床面の一部まで削平を受けているため、遺物出土量は極めて少ない。カマド掘方や掘方土坑か

ら少量の須恵器杯B蓋や杯A、土師器煮炊具が出土しており、概ね古代N1期からN2古期に位置付けられる。

なお、同様に掘方土坑から鉄製鎌の刃先部分が出土している。直刃鎌の破片と思われるものである。

2.古代掘立柱建物出土遺物

掘立柱建物の柱穴から出土する遺物は、遺構としての一括性や同時期性を問いにくい資料が多い。それは遺物

出土量に少なきにも起因するが、遺構重複するものが多い点と土器混入が多い点がその要因である。よって、こ

こで図示した遺物がこの掘立柱建物に伴うものであるのか、微妙な部分があり、最終的には出土遺物全体の様相

と遺構から時期決定するしかない。以下では特筆すべき遺物のみを取り上げ、その他は一覧表に代えたい。

SB326は四面雨落ち講をもっ仏堂的建物の南方に主軸をあわせて建ち並ぶ付属屋的建物で、仏堂的建物の時期

と同様、古代N1期からN2期の土器が出土している。器種は須恵器杯B.杯A.盤A・横瓶・費、赤彩土師器

杯B葦、土師器煮炊具で、杯Aは内外面に厚く油煙痕の付着する転用灯明具が出土している(15)。当建物が仏

教施設に関連することを示唆する資料と言えよう。なお、時期は6世紀に位置付けられるため当掘立柱建物に関

係しないが、須恵質に還元焔焼成された埴輪片 1点 (18)が出土している。注目すべき遺物なので、ここで取り

上げておきたい。

〈須恵質埴輪〉 当埴輪は所謂、高火度還元焔焼成された須恵質埴輪で、表面はチョコレート色に酸化冷却される。

底径の大きさから見て、人物埴輸の円筒部と思われるもので、胎土から南加賀窯跡群産と推察される。外面は縦

方向のハケ目調整、内面は縦方向のナデ調整で、底部内面を倒立させて、底部内側にはみ出した粘土をケズリ取っ

ている。矢田野エジリ古墳出土の人物埴輪と同一技法であり、焼成具合や発色の状況から見ても、矢田野エジリ
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第2節古代の遺構出土造物解説

遺構名 遺物の概要 遺構名 遺物の概要

SB214 遺物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。 SB316 遺物13点。古代N2期主にI-O期の須恵器・土師器。

SB215 遺物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。 遺物28点。古代N2期主にV-Vl期の須恵器・土師器。

遺物出土なし。掘立柱建物の形態から古代認定。
SB326 

杯A灯明具2点、須恵、質の人物埴輪l点。SB218 

SB303 遺物14点。古代N2新-VJ!llの須恵器・土師待。 SB329 造物2点。古代 I-O期の須恵器。

SB304 遺物11点。古代V期前後の須恵器期・土師器。 SB330 遺物35点。古代V期頃の須恵、器・土師器。

SB305 造物11点。古代N-V期の須恵器・土師様。 SB331 遺物10点。古代目期の須恵器・土師得。

SB311 造物39点。古代NJ!Il頃の須恵器・土師器。 SB332 造物出土なし。撫立柱建物形態から古代認定。

SB314 遺物1点。古代ill-V期の土師器。 SB333 遺物10点。古代 I-O期の須恵器・土師器。

SB315 遺物14点。古代W期前後の須恵音寺・土師器。 SB334 遺物3点。古代目~皿の須恵得。

今回報告地区の古代掘立柱建物出土遺物一覧表

の埴輪と同一窯産と考えられよう(小松市教育委員会『矢田野エジリ古墳.J1992年)。額見町遺跡からは極めて

少量ではあるが、 6世紀前半に位置付けられる須恵器杯Hが出土しており、特にH地区からは定量出土する。近

隣にそのような時期の古墳、特に人物埴輪を伴うとすれば、それは埴輪の性格からして、首長墳として位置付け

られるものであり、額見町遺跡の北東に近接立地する三湖台古墳群最大の前方後円墳、自のほぞ古墳が最も可能

性が高い。当古墳の時期は、中司照世氏が古墳の形状から示した6世紀中頃という時期と(中司照世「加賀にお

ける古墳時代の展開Jr古代文化j29巻9号、 1977年)、伊藤雅文氏が埴輪や葺石を持たない点から示した5世
紀中頃という時期とがあるが(伊藤雅文「加賀国の大型古墳の特質についてJr発掘された北陸の古墳報告会資
料集』まつおか古代フェステイパル実行委員会、1997年)、当埴輸を臼のほぞ古墳からの流出資料と位置付ければ、

有力な時期判断資料となりえるだろう。中司氏の6世紀中頃説を支持したい。

3. 古代炉状遺構出土遺物

古代炉状遺構としたものには、鍛冶炉、製炭土坑、屋外炉的な被熱遺構がある。S]65、S]72、S]75は鍛冶炉で、

S]66は製炭土坑、他は屋外炉と思われるものである。遺物も少なく、特筆すべき遺物も出土してないが、鍛冶

炉や製炭土坑の時期を示す遺物を図示しているので、解説しておきたい。

まず、 S]65だが、 10点の須恵器と土師器が出土している。 1の須恵器杯Aが炉床下から出土 しており、概ね

古代W期に位置付けられる。

S]66は 19点の須恵器・土師器が出土しているが、図示できたのは2と3の須恵器杯B蓋・杯Aで、いずれも

古代Nl期に位置付けられる。他の遺物も概ね同じ時期に位置付け可能で、ある。

S]72は 15点の須恵器・土師器が出土しているが、図示できたのは4の須恵器椀のみで、古代VI2-VI3期に

位置付けられるものである。他の遺物はV期に位置付けられるものもあるため、遺構帰属時期は、古代V-VI期

とするのが妥当だろう。

4. 古代集石遺構出土遺物

本報告の古代集石遺構は4基確認されるが、図示した SX04以外はほとんど遺物の出土がない。

SX04は古代W期に位置付けられる図示した須恵器杯B蓋と盤A以外に壷瓶類の破片、土師器煮炊具の破片等

43点が出土している。概ね同様の時期のものである。

第2項古代土坑出土遺物

古代土坑から出土する遺物は総点数6.511点と、 今回報告地区の中では 11.4%の高い割合を占める。ここに図

示 した遺物も 140点と多いが、一つの遺構で出土する一括性高い資料群となると、その数は少ない。ここでは、

編年資料として比較的一括性をもっ土器群を中心として、遺物解説を行う。また、出土遺物の中には特筆すべき

資料、特殊な資料もあるため、それらについては一括資料と しての性格を有 していなくとも、解説を加えること

としたい。
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第2節古代の遺構出土遺物解説
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第田章今回報告区域出土の造物

1. SK393出土遺物

当土坑は通常規模の土坑で、出土遺物も多いとは言えないが、時期的にまとまった土師器煮炊具が 105点ほど

出土しており、浅鍋6割、長胴釜3割、短胴小釜1割で構成される。図示したものは2点とも土師器浅鍋で、古

代VI1期頃に位置付けられ、外面スス痕跡、内面ヨゴレ痕跡など、煮炊き使用の痕跡を持つ。共伴する須恵器は

貯蔵具のみで、使用済みの煮炊具をまとめて廃棄した感がある。

2. SK395出土遺物

SK393に隣接する土坑で、土器の時期は若干後出するが、時期的にまとまった土師器煮炊具が多く出土する

点で SK393によく似ている。須恵器は 17点出土するも、ほとんどがV期以前のもので、図示した3のみが当土

坑に伴うものと理解する。南加賀窯産の椀Aで、 4の土師器椀Aや5の椀Bと、口縁部内面が肥厚する点や器形

特徴など類似しており、同時期のものと判断される。全体的な器形や法量、口縁部内側が肥厚する特徴、椀Bの

高台がやや足高風となる点など、南加賀 7A期の標識資料とした当遺跡SK49の土師器焼成坑に特徴に近い。つ

まり、古代四 1期に下る可能性があるが、 3の腕Aは古代VI3期新段階に位置付けられよう。なお、須恵器腕A

は内外面にスス痕をもち、 5の土師器椀Bも内外面にススの付着が見られる。これに土師器煮炊具が共伴する訳

だが、古代VI3期的特徴を持つもので、 144点出土する。図示したものは6点と少ないが、いずれも外面被熱に

よる剥落やスス付着、内面頚部にコゲ帯痕跡など煮炊き使用痕跡を伴う。

以上の土器以外に匝鉢形土師製品と鉄製品が出土している。匝鉢形片は 32点出土しており、 12・13のとおり、

円筒形の土師器焼成道具で、口径 14cm台のものである。鉄製品は刃部を欠損する雁又式鉄鉱で、箆被部は突関

形態、茎部は刺突形態を呈する。

3. SK400出土遺物

当土坑は中世井戸 SE02の外周土坑として掘削されたものであるが、古代遺物が定量出土している。須恵器食

膳具 105点、須恵、器貯蔵具 118点、土師器食膳具 10点、土師器煮炊具 99点を出土しており、図示した須恵器食

膳具に示すように古代V-VI期に位置付けられるものが大半を占める。同時期に位置付けられる土師器鉢Eも2

個体 (21・22)出土しており、図示していないが須恵器鉢E片も 12点確認される。土器の時期や仏器的器種の

出土から見て、仏堂的建物に関連して掘られた可能性もあるが、井戸は中世に位置付けられるものであり、周辺

からの流れ込みゃ混在と見るのが妥当だろう。

4. SK407出土遺物

通常規模の土坑で、概ね古代W期に位置付けられる土器が出土している。当土坑において特筆すべきは須恵器

聾の出土量である。大童65点、中聾 81点、小聾 68点が出土しており、図示した須恵器小斐25は略完形品であ

る。南加賀黛産の焼き歪み品で、焼成の際の胴部亀裂が入っている。製品出荷されずに廃棄されたものと見られ

るが、当土坑の聾類片は同様の意味で廃棄された可能性があろう。なお、有段式の円筒形土師製品が2個体出土

しており、内面にはススの付着が見られる。

5. SK408出土遺物

通常規模の土坑で、須恵器食膳具61点、須恵器貯蔵具86点、土師器食膳具 11点、土師器煮炊具 516点を出

土するが、図示できたものはさほど多くはない。概ね古代N2古期を前後する時期に位置付けられるもので、須

恵器はほとんどが南加賀窯産、土師器も南加賀窯産でほぼ占められる。特筆すべき器種として 40の台付き鉢が

出土している。脚部に方形スカシをもつもので、内面には被熱の際のススの付着が顕著に見られる。

6. SK409出土遺物

SK408に連結する土坑で、規模、形状ともに類似し、出土土器の時期も近いが、古代N2古~新期と若干後

出するものが多い。須恵器食膳具40点、須恵器貯蔵具49点、土師器食膳具2点、土師器煮炊具 153点が出土し

ており、須恵器、土師器ともにほぼ南加賀窯産で占められる。なお、 42の須恵器杯B身であるが、古代N2古

期に位置付けられる略完形品で、外底面には焼成前の「生」刻書が確認される。当刻書須恵器については、 『額

見町遺跡N.lの第4章総括において、他の「生j墨書と共に考察しているので参照願いたい (187頁)。

7. SK422出土遺物

通常規模の土坑で、須恵器食膳具 96点、須恵器貯蔵具72点、土師器食膳具 19点、土師器煮炊具351点が出

土している。図示したように、古代II3-ill期に位置付けられるものが主体で、当地区の中では古い時期の土坑
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第2節 古代の遺構出土遺物解説

J 噌戸空Irc二孟ご可

5主三一二三三f里里竺竺ー、
28 

(SK408出土遺物〉

f ーSTと 「
fどこ一一------1-ー『ヲ町、

f 77d{i-.園、

32 

35 

:! 37 

言「 ーヲ
ト二二「二1

41 

」三ゴ干1二五 千二LJ
¥¥¥¥¥¥¥、1~t

三二--二=ιι二
ii/ に孟二l二二

ζ二2 4 
第64図古代土坑出土遺物3 (SK408・SK409-1、全てS=1/3)

88 



第四章 今回報告区域出土の遺物

い1 ーイ

一(1二ゴ
01Ocm  

ー--

¥JiJお
くに二量二三~~:J58

ー、、ー
、、

『
『

¥ーユ二J

γ川
在二五:」叫 ω

V三s1j 
第65図古代土坑出土遺物4 (SK409 -2・SK422・SK423-1、全てS= 1 /3) 

89 



第2節古代の遺構出土遺物解説

資料である。須恵器、土師器ともに南加賀窯産がほとんどを占めるが、 60の鉢状器形を呈す土師器短胴小釜は

北加賀に多い砂粒質の素地粘土を持つもので、搬入品に位置付けた。また、 63の支脚形土師製品だが、 地元B

類胎土のもので、脚端が三叉に分かれる形態のものである。形態などから同時期に位置づけるべきものと考える。

8. SK423・SK424出土遺物
2基の土坑が連結しており、出土遺物が同時期であることと、接合関係にある遺物が多かったことから、同時

期に廃棄、埋没した土坑と位置付けた。SK423で須恵器食膳具245点、須恵器貯蔵具72点、土師器煮炊具268点、

円筒形土師製品4点、SK424で須恵器食膳具360点、須恵器貯蔵具 180点、獣足盤や鳥形などの特殊須恵製品3点、

土師器食膳具50点、 土師器煮炊具560点、支脚形や円筒形、 竃形、管状錘などの土師製品5点が出土する。遺

物の出土量が多く、器種も豊富で、古代N2新期前後の良好な土坑資料と言える。須恵器胎土は 91の盤Aで能

美黛産が確認できた以外は全て南加賀窯産で、南加賀窯産でも良質な胎土を使用するものが多い。この点も当期

の特徴と言えよう。当土坑の特筆すべき遺物は多く 、杯部内面に「大」 と思われる墨書を施す須恵器高杯A(74) 

や胴部に波状文を3段施し、小型鉢状器形を呈す作りの良い優品の小型壷 (76)、把手付鉢Bの半完形品 (92)

などがあるが、その中でも以下の須恵器について、詳しく述べておきたい。

〈須恵器獣足盤:94) 獣足盤は按本体部分が欠損するものの、完存する 2本の足部が出土しており、接着部の

様子から盤の高さが8-10 cm程度を測る平底の大型三足盤であったと推察される。足部の盤との剥離面には櫛

目状線刻が入れられており、膝が曲がり、足が真っ直ぐ立つように付けられている。獣足装飾は5本の爪(指)

が写実的に描かれ、極めて精巧に作られており、大きさや作りなどから見て優品価値の高い特注品と位置付けら

れる。古代N2期-Vl期頃に位置付けられる南加賀黛産で、仏堂的建物で使用される火舎として特注生産され

たものだろう。

〈須恵器大聾:95) 南加賀窯産で、他の器種よりも半世紀ほど古く位置付けられる。破片での出土だが、口縁

部から底部まで復元できており、大斐の成形方法が復元できる数少ない資料である。復元される成形方法は、 ①

鉢状底部成形:底部円盤に粘土紐積み上げ成形し(高 15cm程度)、丸底に叩き出し成形した後、内面をハケ目調

整、外面をナデ調整する。②胴部積み上げ成形:①の鉢状底部が乾燥した後、その上へ粘土級積み上げ+叩き成

形(内面亀裂の入った Db当て具)をしながら、胴部上位まで積み上げ成形する。③胴部上位叩き出し成形:胴

部中位の張り出しと頭部への絞りのための叩き出し成形 (内面Dc当て具)をする。④胴部中位の形を整えるた

めの叩きを施す(内面亀裂の入った Db当て具)。⑤口縁部成形:ロクロ成形で口縁部を成形する。⑥頚部接合:

胴部乾燥の後、胴部上端を切り揃え、その上に粘土紐積み上げし、 ⑤の別作り口縁部を接着して、接合頭部をユ

ピナデして仕上げる。⑦黄土塗布:成形完了の聾の胴部上半内外面に黄土(赤色酸化鉄粒を混ぜ込んだ土)を塗

布する。

以上が成形方法だが、黄土塗布により当部位の叩き具痕、当て具痕は目地が埋まった感じで、光沢のない黒色

利と化し、その上位では濃緑色の降下粕が垂れて付着する。鉄紬とも呼ばれる黄土塗布による化粧は、猿投窯の

大斐を中心として6世紀には確認できるものであり、南加賀窯では8世紀前半から散見される。

〈馬形須恵製品:96) 馬形は頭部、尾部、脚部四本を欠く胴体部分の完存品で、太い粘土紐を何本か合わせて

中実の胴部と している。背の部分には線刻とともに粘土の剥離痕があり、粘土貼付による鞍の装飾が施されてい

たものと予想される。南加賀窯産で、 II3期以降のものだろう。

9. SK425出土遺物

小型の土坑で、須恵器食膳具21点、 須恵器貯蔵具 11点、 土師器食膳具8点、 土師器煮炊具225点の出土遺物

の構成が示すように、士郎器煮炊具を主に廃棄している。特に、土師器浅鍋が多く、図示したように煮炊具の9

割以上が浅鍋である。ほとんどが外面スス痕、内面ヨゴレ痕の煮炊き痕跡を持つもので、何かの目的で浅鍋を大

量に使用 し、まとめて廃棄したものと考えられよう。時期は古代N2新期を前後する時期にほぼまとまり、 99

の須恵器瓶Dもほぼその時期に位置付けられる。口頭部を欠損する胴部完存品で、頭部剥離痕から見て欠損後に

使用した痕跡は認められない。肩に2個対で、胴部下位に 1個の三耳が付される当器種の古形態で、耳の成形も

粘土塊を貼り付けで整形し、穴を開けて作るものである。底部糸切りを行うもので、南加賀黛産である。なお、

南加賀窯産の須恵器貯蔵具専用焼台(100)が出土しているが、口縁部がやや内傾して立ち上がる形態のもので、

古代N2新期に位置付けて問題のないものである。口縁部は欠損している。
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第2節 古代の遺構出土造物解説

94-a 94-b 

10_ SK426出土遺物

方形プランを呈す土坑で、 SK425に隣接して掘られる。出土土器は古代N2新期を前後する時期にまとまる

傾向があり、 SK425と関連性を持って掘られた土坑なのであろう。須恵器食膳具90点、須恵器貯蔵具 41点、

土師器食膳具 19点、土師器煮炊具215点、円筒形土師製品 2点が出土しており、須恵器、土師器ともに南加賀

窯産で占められる。特筆すべきものとしては、 110の特殊蓋がある。口縁部折り曲げのない素口縁の大型蓋で、

天井部に沈線を施すなど錦蓋と位置付けられる。また、 118の円筒形土師製品は玉縁状有段式のもので、内面に

はスス痕跡、が残る。

m
 

n
u
i
l
-t
 

第 67図古代土坑出土遺物6 (SK424ー2、全てS=1/3)

92 



今回報告区域出土の遺物
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第2節古代の遺構出土遺物解説

11. SK427出土遺物

小型の土坑であり、 出土遺物も須恵器食膳具70点、須恵器貯蔵具 18点、土師器食膳具8点、土師器煮炊具

150点と多くはないが、須恵器食膳具を中心に比較的残りの良いものが多い。古代V1期を中心にV2期に下る

ものも含む資料で、当地区では数少ない当期の良好な土坑資料である。須恵器、土師器ともに南加賀窯産が大半

を占めており、杯Bを中心に出土している。南加賀窯産特有ともいえる突帯付銃蓋(119)の出土が確認でき、

130の須恵器鉢Eが出土する。鉢Eは薄手の精巧な作りのもので、当期に多い土師器鉢Eに比べると優品に位置

付けられるだろう。

12. SK435出土遺物

遺物出土総点数が40点未満の土坑であるが、図示したように支脚形土師製品が4個体廃棄されていた。当遺

跡では一般的な支脚形の形態である、中心に孔をもっ円筒形のC類 (137-139)が主体だが、下端がハ字に広

がる低い形態の特殊な器形を呈すものが出土しており (140)、これは基部に横からスカシ孔が穿たれていた。支

脚形と して他に例のない特異な形態である。なお、C類の略完形品 137には ixJのヘラ記号が記されている。

支脚形に ixJ記号を記すものは少なからず確認されており、土師器煮炊具の底面に見られる ixJのヘラ記号

との関連または何か火にまつわる呪術的な意味が込められていた可能性もある。この ixJ記号を持つ同形態の

支脚形が当土坑の位置する、ゆ 21・22Gr-ら21Grの古代土器溜まり遺構において広く出土しており、古代土

器廃棄場にまとめて捨てられたものか、または、この区域がそのような煮炊き行為を伴うような飲食儀礼祭杷の

場にあたっていた可能性がある。
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第皿寧 今回報告区域出土の遺物

第3項古代の道路状遺構出土遺物
今回報告を行う区域には、道路状遺構2が存在している。道路状遺構2は、溝状遺構SD23の掘削とその下底

面の整地により道路構築する切通し形態のもので、ここで扱うものは全て SD23より出土した遺物である。なお、

SD23はH区古代土器i留まり遺構と重複し、土器j留まり層を掘削して構築しているため、 SD23として遺物取り

上げしたものの中に古代土器溜まり遺構に帰属すべきものが多く混在している。極力、そのようなものはH区古

代土器溜まり遺構に帰属させて報告したが、抽出しきれていないものが一定量含まれていることを予め断ってお

きたい。

SD23から出土した遺物は、須恵器食膳具884点、須恵器貯蔵具1，626点、土師器食膳具49点、土師器煮炊具 1，050

点、土師製品7点、石製品 14点と多い。その多くは溝状遺構の覆土より出土する遺物であるが、溝の底面整地

土の中にも遺物が含まれており、これが道路構築年代を示す資料となる。H区部分では先に示したように、下層

に存在する古代土器溜まり遺構のために整地土層の土器の抽出が困難だが、 F区部分では下位に遺構重複がない

ため、整地土に食い込む遺物の抽出が比較的容易で、ある。細片資料の遺物の詳細を確認していないため、不確定

要素はあるが、図示した8の須恵器銚葦や 10の須恵器杯B蓋、 20の須恵器杯B身が整地土層出土であり、概ね

古代V2期に位置付けられよう。これよりも古い時期の土器は確認されるが、古代VI期まで下る資料は確認でき

ておらず、 H区についても VI期に下る資料は確認されない。H区では、 26・27の須恵器杯Aや32の須恵器盤A、

44の須恵器瓶Bが整地土層に伴う古代V2期資料と位置付けられょうか。以上、出土遺物から見て、道路状遺

構2の構築年代は古代V2期であり、以下にそれよりも古く位置付けられる遺物も含め、特筆すべき資料を中心

として解説する。

〈古代12期の須恵器〉 この時期に位置付けられる遺構資料はなく、当資料が今回報告地区の中では最もまと

まった当期資料である。1の杯G蓋と 41の躍、 49の平瓶、 55の壷I、56-58の中華が該当し、杯G蓋と魁は

能美窯産、中華は南加賀窯南群産、平瓶と壷Iは南加賀窯北群産である。杯G蓋は当期の典型的な形態の半完形

品であり、壷 Iも典型的な当期の器種である。また、躍の注目部外周には註口具を差し込んだ際の欠けが認めら

れる。なお、時期は古代ll2期に下るが、杯A蓋の半完形品が2個体近接して整地層に埋められており、杯G蓋

の出土地点と近接するなど、意図的な埋納も感じられる。

〈古代N2新期~V2期の須恵器食膳具〉 当遺構出土土器の中心となる時期で、 4-7の杯B蓋、 15-22の杯

B身、 25-28の杯A、29-32の盤A、33・35の盤Bが該当する。31の盤A (転用墨溜め)と 35の盤Bが能

美窯産である以外は、全て南加賀窯産である。能美窯産を始めとして、南加賀窯産でもこの時期の須恵器には白

色に高火度焼成するものが多く、白色胎土を選択するなど優品生産の意識が感じられ、この時期の南加賀地域産

須恵器の特徴となっている。

〈古代N2新期~V2期の須恵器鉢・壷・瓶類> 38の鉢F、39・40の小型壷F・小型瓶A、42-44の瓶A.

瓶B、51-54の壷Fが該当する。38の鉢Fや39の小型瓶A、42の瓶A、44の瓶B、53の壷Fは半完形など

の遺存度高いもので、特に瓶A、瓶Bは口縁部を欠くが、胴部は略完形のものである。破片で出土しており、完

形に近いものを破砕した感がある。なお、 45-47の丸底で球胴形の胴部を呈し、広口の口頚部が付く、他に例

を見ない瓶が存在するが、全体的に薄手に作る点や口頭部がラッパ状に聞き、口縁部端を外側に折り曲げる形状、

焼成具合や色調の点から、当期に位置づけるものと判断した。南加賀窯産であり、瓶Gと器種名を付した。この

ような胴部球胴器形で頚部を絞る器形の瓶類は、胴部上端にあたる部分を円盤閉塞してから球胴に変形させる風

船技法で成形するものが多いのだが、当器種については、瓶Dのような胴部端からそのまま粘土紐を積み上げて

口頭部成形している。胴部から頚部への繋ぎの部分が薄くなる特徴や口頭部器形は瓶Dに近似しており、技法的

に共通性を見出せる。

〈古代N2~V期の須恵器蔓〉 これまで報告した道路状遺構において、路面造成する際の土器として須恵器菱を

使用する事例が多かったが、当遺構においてもそれは共通しており、遺存度高く復元できる須恵器聾が5個体出

土している。いずれも中華で、 59の胴部が長胴化する古代V期に出現する形態である以外は、いずれも古代N

2期に位置付けられる。胴部上端から口頭部へ粘土紐を積み上げて外反器形を作り出すもので、口縁部端を面形

成して仕上げる。4個体とも全体的な器形は似ているが、 60・61が胴部径44-48cm、器高45-51 cmの通常

規模なのに対し、 62・63は胴部径38-40cm程度とひとまわり小型を呈す。小型のものは底部欠損のため、全
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第72図 古代道路状遺構出土遺物1(道路状遺構2-1、全て5=1/3)
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第田章 今回報告区域出土の遺物
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第73図 古代道路状遺構出土遺物2 (道路状遺構2-2、全てS=1/3)

99 



第2節 古代の遺構出土遺物解説
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第74図 古代道路状遺構出土遺物3 (道路状遺構2-3、全てS=1/3)
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第田章 今回報告区域出土の遺物

体的な成形方法は不明だが、 60・61の斐は遺存度が高く、成形方法の分かる資料で、両個体に共通する叩き具

や成形方法が看取できる。成形手順を示すと次の通りとなる。①胴部1次成形:底部円盤に粘土紐積み+横軸成

形叩き(外面Hc類叩き具、内面Da類当て具)をして胴部上端まで積み上げる→②胴部上半2次成形:肩部の

張り出しと胴部上端への絞込みを横軸成形叩き出し(外面Hc類叩き具、内面Da類当て具)により成形する→

③口頭部成形:胴部上端から口頭部へ粘土紐積み成形し、回転ナデ調整で仕上げる。④胴部調整:外面カキ目調

整 (61のみ内面横~斜め方向のハケ目調整)→⑤底部町き出し成形:成形台からはずし、底部叩き出し成形を

縦軸叩き(外面Hc類叩き、内面He類叩き)により行う→⑥底部調整:底部付近外面をカキ目調整工具にて縦

方向ハケ目調整。以上、両個体とも同じ成形工具を使用し、底部叩き出し後に外面ハケ目調整で仕上げるという

特徴を有しており、同一工人による製作の可能性が高い。

E三

~ 
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第77図 古代道路状遺構出土遺物6 (道路状遺構2-6、全てS= 1 /3) 
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第2節古代の遺構出土造物解説

第4項古代のピット出土遺物
古代に位置付けられるピットは数多く存在するが、図化可能な遺存率高い遺物を出土する事例は少ない。意識

的な埋納を思わせる完形品出土や複数の土器がまとまって出土する事例もなく、ここでは墨書土器と朱墨転用硯、

緑粕陶器、鉄製品を取り上げる。まず、墨書土器は外底面に「林Jと読める 6の杯A底部片と外底面に「吉女」

と読める 11の杯A半完形品がある。6はV期、 11はVIl期に位置付けられる。朱墨転用硯は四期に位置付けら

れる 9の杯B身半完形品で、内面全体に朱が付9着し、内底面広く摩滅痕が確認される。劣化も著しく長期使用

された可能性が高い。緑粕陶器は4の近江産軟陶の底部片で、底面糸切りナデ調整や紬色から近江中相に位置付

ける。鉄製品は刃部が10cm以上を測る 1の大型万子で、直刃形態を有し、聞は両角形態、背は平造りである。

P3 

(H区ピット出土遺物〉

P161 P313 

二三コ::;亡

3 2 

、二 ;ぞ

P987 

失墨痕

Fh
u
 

I
 t
 t
 

t
 I
 J
 

P1009 ミι二ノ

(¥安、
JO 

ー

三三三J

第78図 古代ピット出土遺物(全て8=1/3)

11 J 
104 



第田章 今回報告区域出土の造物

第5項古代土器溜まり遺構出土遺物
今回報告を行う区域には、 H区め~ゆ-18 -26Grにおいて大規模な古代土器i留まりが確認される。今回の

報告でH区古代土器i留まり遺構としたものだが、特に、も~ゆ-21Grにおいて集中箇所があり、その周辺の Gr

においても土器集中が確認された。調査段階ではも~ゆ 21Grの集中箇所について、特に土器溜まり 5として

取り上げたが、その集中区の中にもまとまりを持った集中単位があり、単位ごとに時期に若干の差異があったた

め、今報告ではH区古代土器溜まりと大きく捉える中で、土器溜まり 5とした箇所を5つの集中区(集中 1-5)

に分けた。集中 1-5以外はH区古代土器j留まりとして一括して扱い、調査時に土器i留まり 4としたものについ

ても、隣接Grの集中区と特に差異が認められなかったため、 H区古代土器溜まりの中に包括して報告する。

1 .集中 1出土遺物

須恵器食膳具 123点、須恵器貯蔵具 104点、土師器食膳具8点、土師器煮炊具315点、総点数551点と、 5つ

の集中単位の中では出土量が最も少ない。出土土器は古代 I期の須恵器をはじめとして、古代N1期からN2新

期まで時期幅をもって土器が出土するが、 N2古期に位置付けられる須恵器が主体を占め、いずれも南加賀窯産

で占められる。当集中区で特筆すべきは、 9の円面硯と11の鉄鉱である。円面硯は脚部中程に 「十」字スカシ

をもっ南加賀窯産の圏足円面硯で、脚径は復元で 17cmを測る。低平で大型の形態を呈すが、古代阻期まで上が

る可能性は低く、 W期頃に位置付けられょうか。鉄鉱は広身柳葉形鍬で、刃部先端と茎部を欠損するものである。

当遺跡、では検出例の少ない形態の鉄鉱である。

2.集中2出土遺物

須恵器食膳具424点、須恵、器貯蔵具385点、土師器食膳具42点、土師器煮炊具 1，330点を出土する集中単位で、

古代皿期からVI期の幅で土器が出土する。ただ、図示した 12-16・18・20-22の須恵器食膳具に見るように古

代N2新期からV1期に中心があり、この時期の土器廃棄遺構と位置付けた。須恵器は南加賀窯産が大半を占め、

12・18のような当期の特徴である良質の白色粘土を使用した須恵器が定量確認される。特筆される出土品として

は、 22の盤Bがある。21の盤Bと器形や法量が酷似しており、同時期のものと位置付けられるが、 22は体部カ

キ目調整、底面ケズリ調整を伴う点で異なる。外底面中央には脚部の痕跡も見られ、脚付器種になる可能性が高い。

盤Bに脚の付される器種は、赤彩土師器でV2期頃に金沢末窯跡群で確認例があるが、他に例を知らない。8世

紀後葉-9世紀前半の時期に信濃地域で有台杯や無台杯の杯部器形に脚部が付される特徴的な高杯が生産されて

おり、その影響で越後頚城地方のi竜寺窯跡群においても生産が確認されている(新潟県教育委員会『滝寺古窯跡

群・大貫古窯跡群.12006年)。南加賀窯跡群や能美窯跡群では、 8世紀後葉-9世紀前半に東海系器種の生産を

受容する傾向が見られており、当器種の存在もそのような東海系器種の受容の中で生まれたものと理解されよう。

3.集中3出土遺物

須恵器食膳具587点、須恵器貯蔵具617点、 土師器食膳具51点、土師器煮炊具 1.663点を出土する集中単位で、

H区古代土器溜まりの中では最も土器の集中が顕著な単位である。集中2同様、土器の時期幅はあるが、図示し

た27-45の須恵器食膳具に見るように古代田期からN1期に中心があり、共伴する完形の大型瓶A2個体と獣

足付羽釜についても同時期と位置付けた。須恵器は南加賀窯産でほぼ占められ、赤彩土師器も南加賀窯産と思わ

れる。当集中で特筆される出土品は貯蔵具である。出土点数を見ても貯蔵具割合が高く、完形品や半完形品が多

い。特に、 50・51の瓶Aは器高32cm、胴径23cm程度を測る大型品で、いずれも底部や台部を一部欠損するだ

けの略完形2個体が横に潰れる形で出土した。口頭部の長さや外反して広がり気味となる器形、胴部の算盤玉形

に張り出す形態から古代E期頃に位置付けられるもので、当器種の一般的な法量である器高25c皿、胴径 18cmと

比べるとひとまわり大型を呈す特殊品である。南加賀窯産であり、祭杷的な意味合いを持つ特殊容器として特注

されたものだろう。

同様に祭秘的容器として使用され、当集中単位に廃棄されたものとして、 53の南加賀窯産獣足付羽釜が上げ

られる。高台を持たない丸底気味の短頚査を原型として、胴部中位に鍔が付され、それにかかるように長めの獣

足が三足付されるもので、獣足意匠は膝状の作り出しと下端接地部の刻みによる簡易な指装飾によって表現して

いる。羽釜は本来銅製品が原型であり、それをモデルに8世紀代に多彩紬陶器や緑粕単彩陶器として生産される、

竃とセットをなす煮炊具である。胴上位に張りをもって頚部へと窄まり、口縁部で極めて短く 立ち上がる器形が

基本であり、竃に掛ける煮炊具のため、足を付すことはない。どちらかと言えば、当遺跡出土の羽釜は、短頚壷
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第79図 古代土器溜まり遺構出土遺物1(集中1・集中2-1、全てS=1/3)
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(集中3出土)
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古代の遺構出土遺物解説第2節
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(集中3-2、全てS=1/3)古代土器溜まり遺構出土遺物3
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第2節古代の遺構出土遺物解説

に三足の獣足が付される獣足壷に鍔を付したものであり、鍔付き獣足壷とするのが適当かもしれない。ただ、そ

うしなかったのは、当羽釜の足部が獣足壷の獣足形態とは形状に大きな違いがあったことと、獣足壷に鍔付きの

ものがなく、三足を付さなければ、施粕陶器羽釜に近似していたことにある。時期が新しくなれば、土師器羽釜

に三足を付すものも出現していることを考え、竃に掛ける羽釜から竃を必要しない足付きの羽釜へという発展形

態とし、獣足羽釜と位置付けた。なお、同じ南加賀黛産で同一形態を持つ足付羽釜の胴部片が加賀市松山C遺跡

で出土しており(石川県埋文 『加賀市松山C遺跡j2001年)、これに関しては胴部上位に沈線文が施される。

他の貯蔵具としては鉢類や斐類などの出土が多いが、議類では特に中斐が多く、図示した 54・55も通常法量

の中斐である。破片が小さく、集中2、集中3、集中5に散在して分布しており、一括廃棄という出方はしてい

ない。また、 56・57は土師器浅鍋を須恵器窯で還元焔焼成したものである。器形や調整等から、古代N1期か

らN2古期に位置付けられるもので、土師器煮炊具同様に砂礁を多く混在させた胎土を使用している。土師器煮

炊具の還元焔焼成品は意識的に生産されたものではなく、焼成失敗品としての位置付けがなされるものである点

から、このような煮炊具の出土は須恵器生産関連遺跡であることの傍証となろう。

4.集中4出土遺物

須恵器食膳具208点、須恵器貯蔵具 180点、土師器食膳具 10点、土師器煮炊具 1.656点を出土する集中単位

である。図示したものは須恵器主体だが、土師器煮炊具が破片で多量出土している。出土須恵、器は一部古代N2

新-V1期に位置付けられるものも混在するが、 63-69.71・72の須恵器食膳具に見るように古代田-N1期

に位置付けられるものが主体で、図示した貯蔵具についても同時期に位置付けられる。集中3と時期的に符合し

ており、この時期の土器廃棄場として一体的な存在であった可能性がある。須恵器産地は 79が金沢末窯産かと

思われる瓶Cが確認されるが、他は南加賀窯産で占められている。当集中単位で特筆すべき遺物としては、 74

の銃と 76・77の小型壷Fがある。鋭は体部沈線を 2条2段に施す体部内湾器形のもので、口縁端部で内側に若

干肥厚させる。全体的に薄手で丁寧な作りをしており、金属器を強く意識した製品と位置付けられる。小型壷F

の2個体はいずれも完形品で、 76は厚手の作りでやや粗製、 77は薄手で作りの良いものである。76は胴部下位

に外側からの孔径8皿程度の穿孔があり、 77は外底面に「排Jのヘラ記号がある。穿孔を有す小型壷は注目器

種として開けられたものと祭把的意味合いで開けられたものとがあるが、焼成前であることと穿孔の大きさから、

前者が該当しよう。ただ、完形品の小型壷廃棄は祭杷的行為であり、特に 77の底面ヘラ記号には呪術的意味合

いがあるのかもしれない。

5.集中5出土遺物

須恵器食膳具422点、須恵器貯蔵具645点、土師器食膳具23点、土師器煮炊具1.151点を出土する集中単位

である 。 須恵器貯蔵具の出土量が多く、その中でも斐類が 7 割近い破片数を占める 。 ~類の中には遺存度高いも

のもあり、中聾をまとめて廃棄した感がある。須恵器は古代田-N1期に位置付けられる食膳具を含むが、主体

は古代N2新期からV1期にかけてのもので、 82-85・87・88・91・96-104・106-109が当期に該当する。

産地は一部能美窯産が含まれるが、主体は南加賀窯産で、この時期に見られる良質の白色胎土による須恵器はあ

まり目立たない。

貯蔵具では 112の鉢Fや114と115の壷Aの半完形品は当該期のものであり、略完形の小型鉢 (111) も同時

期に位置付けられる。半完形の2個体の壷Aは114が底部糸切りによる平底で胴部に張りを持つ薬査形、 115が

内底面からの突き出しによる丸底成形の長胴気味の器形と、異なるタイプをしている。潰れて出土したというよ

りも、破片が散在する廃棄の仕方をしているが、この時期は短頚壷の完形が出土すること事態が特殊であり、 2

個体を廃棄する行為は祭杷的と位置付けられよう。次に聾類だが、図示したものは古代皿期からN2古期頃に位

置付けられるもので、食膳具や壷瓶類よりも 1-2段階古く位置付けられるものが主である。これは大型貯蔵具

の使用年数の長さ、伝世的な使用に起因したものであり、集落における大型貯蔵具の在り方としては普遍的に確

認できる現象である。費で特に注目されるものはないが、他の集中単位同様に、破片での出土が主で、広く散在

して分布する様相が見られる。なお、時期は古代田期頃と古いが、 113の瓶Aは注目される須恵器である。瓶A

は通常、胴部円盤閉塞をした後に算盤玉形に変形させて、胴上端を円形切り取り後、別作り口頚部を接合させる

器種だが、当製品においては、円形切り取り後に頭部に粘土紐を積んで胴部上で口頭部を水挽き成形した感があ

る。金沢末窯産のものと思われ、特徴的である。
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第86図 古代土器溜まり遺構出土遺物8 (集中5-3、117・118は8=1/3、119は8= 1 /5) 
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6.集中単位以外の出土遺物

H区古代土器溜まり遺構として提示するものは、土器溜まり 4と各Gr土器i留まり遺構並びに包含層として土

器上げしたものであり、その中から上記集中単位を除外したものについて以下に述べる。須恵器食膳具9，580点、

須恵器貯蔵具8，767点、土師器食膳具1，000点、土師器煮炊具13，132点、須恵製品9点、土師製品 151点、石製

品245点で構成され、ここにおいても須恵器貯蔵具の割合が高い。須恵器食膳具は、古代II3期からVI2期まで

と幅があり、時期的にまとまるとは言い難いが、集中単位出土土器の時期である古代N1期からV1期までの土

器が多く確認される傾向はある。この時期のものは灯明痕をもっ杯Aが破片で22点確認されており、漆の付着

するものも 4点確認される。転用硯は杯B蓋で4点だが、量産Aの内底面に磨耗痕の顕著なものが10点ほどあり、

これに関しでも転用硯の可能性がある。前回報告のG地区古代土器i留まり遺構に見られた仏教系遺物の様相に近

く、その縁辺的な位置付けだろう。このようなG地区土器溜まりからの流れで分布する土器溜まりに対し、も~

ゆ一 21Gr周辺の集中単位を中心としてその周辺に分布する土器溜まりがある。それ以外にも土器出土はあるた

め、 H地区古代土器溜まり遺構を明確に2分できないが、大きくはそのような2つの土器廃棄場が存在していた

ものと理解されよう。以上を視野に入れつつ、以下では、特筆される出土遺物の項目ごとに解説する。

(6-ア世紀前半の須恵器> 120と121の杯H身、そして 123の蓋が6世紀、古墳4様式に、 122の杯H身と

183の鉢、 184の鉢F、190の蕗、 191の台脚が7世紀前半、古代I期に位置付けられる。

古墳4様式の須恵器はいずれも南加賀窯産で、 120は口径や口縁部端の内傾面の形成特徴から4様式I新期に、

121は立ち上がりの長さと口径の大きさから4様式II2期にそれぞれ位置付けられる(望月精司「南加賀窯跡群

における在地窯の出現都地方窯成立Jr石川考古学研究会会誌j2009年)。今回報告地区で出土した人物埴輪は
4様式II1-2期に併行するものであり、同時期の須恵器と言えよう。なお、123は鐙を欠くため、確証はないが、

6世紀後半の長頚瓶に付される瓶蓋と理解した。ただ、特徴的な天井部のロクロヒダ形成は仏器的でもある。

古代 I期の須恵器は、 122の能美窯産杯Hが当器種の最小径段階にある点から古代 12期に位置付けられる。

当段階の典型的な形態であり、図化していないが、同時期の杯G蓋も能美窯産、 190の魁も同時期の能美窯産と

位置付けられ、能美窯産が定量を占める段階と言える。他の器種としては、体部内傾する無頚壷的な金属器系鉢

(183) と、体部に施した沈線区画内に櫛歯の連続刺突文を施す鉢F (184)があるが、いずれも南加賀窯南群産

であり、この点も当期の産地構成を示す特徴と言えよう。なお、 191は小型の台脚片であるが、基部にスカシ状

の切込みがあるもので、小型長頚瓶か磁の台脚になるものと理解する。台脚端部の形態は若干異なるが、類似し

た台脚の付く聴が南加賀窯跡群で生産されており、小型丸底瓶的な器種に付されるのが穏当だろう。

〈須恵器小型鉢類〉 小型鉢は平底で低い器高を呈し、口縁部で外屈した後に口縁部端を上へ摘み上げる形態の

ものが基本器形と言えるが、形態には器高の高いタイプのもの(集中3: 47、集中5: 110)や口縁部摘み上げ

をしないタイプのもの(集中5: 111)があるなど様々である。ただ当土器溜まりで報告するタイプは前述の基

本器形のものばかりで、 7個体 (176-182)とまと まった数が出土する。胎土は全て通常の須恵器胎土であり、

油煙痕をもつような灯明具使用のものはない。当器種の用途の主な部分に灯明兵があるが、灯明具使用は通常、

粗い砂礁を混在させるような土師器煮炊具的胎土を持つ傾向が強く、その点から見ても異なる用途、仏教系行為

に伴うものではなく、祭記具的要素の強いものだ、ったのだろう。供物を捧げる小分けの容器的存在だろうか。

〈特徴的な須恵器貯蔵具> 195の四耳壷と 199の大聖、 201の中聾のみを取り上げる。四耳壷は胴部上位の破片

だが、上下に貫通する方形把手形態と肩の張る胴部器形から、短頚壷器形を呈す四耳肩と判断した。南加賀窯産

で、肩部外面に雨垂れ状の連続刺突文を施す。このような短頭壷器形の四耳査は古代N-V期に能美窯や南加賀

窯で生産が確認されているが、胴部に連続刺突文を有すものはなく、文様構成も特徴的である。

大斐 (119)は口頭部外面に櫛描波状文を2段に施す古代II3期頃に一般的に見られる形態のものだが、口頭

部成形痕跡が遺存する数少ない事例であったため、成形方法と手順について以下に解説を加える。①胴部成形完

了後上位端部を切り取り整形する→②別作りで口頭部を下から!II買に粘土紐積み叩き成形して口縁部端まで積み上

げ成形する (外面平行線文叩き、内面同心円文当て)→③ロクロ回転を利用し、内外面をナデ調整し、口縁部端

挽き出し成形する→④横走沈線文2条と櫛描波状文2段を施す→⑤口頭部を成形台からはずして、胴部上端に繋

ぎ粘土を挟む形で接合する→⑥繋ぎ粘土部分をユピナデにより内外面調整して仕上げる。

中斐 (201)は底部平底気味に仕上げる古代VI2-VI3期に特徴的に見られる長胴気味器形のもので、遺存状
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態が良く、成形技法が観察できる数少ない事例であったため、以下に復元できる成形の手順を提示する。①成形

台の上に底部円盤を固定し、順に胴部粘土紐積み成形(胴部張りの少ない器形や横軸叩き痕跡が見えない点か

ら、粘土紐積み成形時に 1次成形叩きを伴わない可能性が高い)を行いながら、胴部上端まで積み上げる→②頚

部をロクロ回転を利用しながら絞り、口縁部へと開く器形に積み上げ成形する→③胴部上位から口頭部にかけて

ロクロ回転を利用したナデ調整を施すとともに、口縁部端を挽きだし成形する→④胴部の器面を整えるため、下

から上への縦軸整面叩き(外面Ha叩き、内面芯持ち材の無紋当て具.中央にキズあり)を施す→⑤成形台から

底部をはずし、製品を横に抱えた姿勢で、胴部下位から底部縁辺までにかけての上から下への縦軸整面叩き(外

面He叩き、内面He当て)を施して仕上げる(底部中央内外面には叩きが及ばず、平底部を残して仕上げる)。

〈円面硯} H地区古代土器i留まり遺構からは、先に述べた集中単位出土のものも含め、 7個体の圏足円面硯が出

土している。いずれも南加賀窯産で、遺存度低く、全形を復元できるものはないが、脚部スカシ形態は、長方形

スカシを有すタイプや楕円形スカシを有すタイプ、十字スカシを有すタイプ、円孔スカシを多く配すタイプなど、

様々な脚部スカシ形態のものが出土しており、集中単位出土のものも含め、ここでまとめて述べたい。

長方形スカシ 圏足円面硯で最も多いタイプだが、当土器溜まりでは203のみ確認できた。硯面に陸と海の区画

を行う内堤をもっ形態を呈し、堤が有台杯の高台形態に似る。その作りから古代N期に位置付けられよう。

楕円形スカシ 当遺跡では比較的確認されるタイプで、当土器溜まりでも 204と集中3-58が確認される。204

は縦長楕円形を4方に、 58は上下2段に開けた検長楕円形スカシを3方に穿つもので、前者は脚の厚さから 8

世紀前半に、後者は8世紀後半以降に位置付けられるだろう。

十字スカシ 集中1で硯面部を欠損する 9が、集中単位以外で脚部下位を欠損する 202が出土する。いずれも 4

方にスカシをもつが、脚の厚さや径が異なるため同一個体とは考えがたい。前者は脚下位で稜を形成し、査瓶の

台脚状形態を持つもの、後者は杯B高台のような小さな周堤を有すもので、硯面に顕著な磨耗痕と墨痕をもっ。

円孔スカシ 205の円孔スカシをもっタイプは、脚径が10cm未満の小型のもので、間隔狭く、円孔を 1列に配

すタイプである。なお、図化していないが、円孔を上下2段に交互配するものも確認されている。

〈馬形須恵製品} 208は胴幅が6.3cmを測る大型の馬形須恵製品で、胴部前方と足部、尾部の先端を欠損する。

表面は指ナデ調整するもので、鞍等の表現もなく、裸馬として作られている。大型のためか、胴部中央に空洞を

有し、その気抜き穴が後ろ足後方に開けられている南加賀窯産のものである。

《支脚形土師製品〉 支脚形土師製品は、中心に孔をもっ円筒形で上下端を若干広げるC類が出土するが、 226・

227はその中でも小型で、脚の太さが2.5cm程度と細い形態を呈す。完形に近い2個体であり、胎土から南加賀

窯産と思われる。それ以外は一般的な形態、大きさをもつもので、特にゆ~ら 21・22Grにまとまる傾向がある。

SK435において同形態の支脚形が3個体廃棄されており、 SK435の位置から考えても一連の廃棄品の可能性が

あるが、当土器i留まり出土の219・221-225は強い焼成による剥離痕や黒斑の顕著なものが多く、焼成時の焼

き損じに伴う廃棄品である可能性が高い。

《鉄製品〉 図示したもの全てが古代に位置付けられるものか不確定要素があるが、鉄鋭、万子、馬具、鎌、釣針、釘、

棒状製品等を古代の遺物として図示した。鉄鉱は柳葉形鉄鎌と雁又式鉄鉱とが出土する。柳葉形はこれまでの報

告地区においてはほとんど確認できなかったものだが、 H区古代土器i留りでは238と239の他、集中1でも大型

の11が出土している。その中でも 238は刃部が4.8cm、鎌身8.6cmを測る大型尖根式のもので、長い茎部にかけ

ても遺存する良好な資料である。関部が突関形態を呈し、茎部の付け根付近から強く折れ曲がっている。239は

刃部先端を欠く小型の柳葉形で、関部は突関形態を呈す。次に、雁又式鉄鉱だが、当遺跡で最も出土事例の多い

形態で、ここでは 240と241を図化した。両資料とも関部が突関形態となるものだが、 241は茎部が長く、 240

は茎部が短く刺突形態をとる。なお、 254の棒状製品としたものは、断面方形のもので、中央付近が幅広くなる

ものであり、柳葉形鉄鉱の未製品の可能性がある。他の地区でも鉄鍛未成品は出土しており、当遺跡内で武器類

を生産していたことの証となろう。万子は複数出土するが、遺存度よいものは242の略完形品のみで、他は断片

的な資料である。242は刃幅1cm程度の小型の万子だ、が、刃部長は推定で9cm程度を測り、関部は直角片関を呈

する。馬具は轡類にあたる部分 (247)が出土している。両端が円環状となる棒状製品で、片側の円環に角度が

付いていることから、引き手部と理解される。長さは 14.7cmを測り、完形品で出土している。なお、 248は曲鎌、

249は釣針、その他、釘と棒状製品、不明鉄製品が出土する。

116 



第田章 今回報告区域出土の遺物
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第2節 古代の遺構出土遺物解説
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第凹章 今回報告区域出土の遺物
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第2節 古代の遺構出土遺物解説
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第皿章 今回報告区域出土の遺物

第3節 中世の遺構出土遺物解説
ここで述べる遺物は、中世遺構出土遺物としているが、田嶋編年の古代W期から中世1期までのもので、望月

の暦年代観では 10世紀後半から 12世紀末までにあたり、厳密には古代末期頃にあたるものである。

今回の調査区においては、掘立柱建物、土坑、井戸、土器溜まりなど、当期に位置付けられる遺構が多く、掘

立柱建物から 960点(土師器食膳具954/灰利陶器1/白磁5)、土坑から 2，306点(土師器食膳具2，296/土師

器煮炊具5/土師器土製品1/灰軸陶器3/白磁1)、井戸から331点(土師器食膳具324/灰紬陶器3/白磁4)、

土器i留まり及び包含層から 15，309点(土師器食膳具14，894/土師器煮炊具33/灰軸陶器104/白磁267/焼締

陶器10/須恵系陶器1)、その他、溝や炉状遺構、ピットから1.473点 (土師器食膳具1，455/灰利陶器10/白

磁6/焼締陶器2)が出土する(古代遺構に混在する土器が多かったため、含めて示した)。以下に個別遺構出

土の遺物説明を行うが、分類名称、や編年区分は、筆者が 『額見町遺跡mjの中で示した総括論稿「南加賀地域の

平安後期土器群に関する編年的考察」に基づくものとするので、参照いただきたい。

第 1項 中世掘立柱建物出土遺物

中世掘立柱建物の柱穴から出土する遺物は、以下に示す一覧表のとおり、 l∞点を越える遺物出土量をもっ大

型掘立柱建物が確認されている。以下に出土量の多い掘立柱建物のみを記述する。

1. 58306出土遺物

各柱穴から出土遺物があり、総点数123点を数える。図化できた土師器食膳具には通常のロクロ成形の土師器

以外に、非ロクロ成形の大皿1点がある。近隣のピット出土のものにも非ロクロ成形の大皿片があり (P393、

第99図33)、別個体だが、同じ胎土と色調をしている。この非ロクロ成形皿については、体部下位から底面に

かけて成形時の指ナデ痕が残り、内面はハケ目工具によるナデが施されるもので、口縁部内側に面を形成し、外

面に2段ナデを施すものである。口径14.4cmを測る大皿で、胎土はA類胎土に近く、在地産と思われる。加賀

地域における非ロクロ成形土師器食膳具の出現は、これまで藤田編年のn-1 1期に位置付けられる白江梯川遺

跡410号井戸が初出とされているが、当資料が他のロクロ成形土師器と同時期のものと位置付けられれば、それ

を遡る資料となりえる。ロクロ成形土師器は図示したとおり、柱状椀の存在や平底小皿の器形などから、南加賀

編年8B期、藤田編年では 1-n 1期に位置付けられるもので、非ロクロ成形土師器皿の出現期とは聞に1型式

ないしは2型式を挟む。ただ、京都系土師器における口縁部2段ナデを施す大皿の定着は 11世紀中頃にはあり

そうで、その点から能登の矢駄アカメ遺跡出土非ロクロ成形土師器皿も 11世紀末-12世紀初頭の年代観を与え

ている。口径や器形の類似性、口縁部2段ナデの特徴など類似しており、当資料も初源期の非ロクロ成形土師器

皿と位置付け、図示したロクロ成形土師器と共伴するものとしたい。なお、詳細は確認していないが、ほほ同時

期の加賀市田尻シンペイダン遺跡大溝資料において、同様の非ロクロ土師器皿が出土しているとされており、南

加賀地域においても、在地の中で京都系土師器皿の生産を単発的にだが、受容していたことを物語る。

2. 58308出土遺物

柱穴から 204点もの土師器が出土するが、図示できたものは少なく、柱状椀と平底小皿、内黒輪高台椀のみで

ある。いずれも南加賀8B期頃に位置付けられるものと判断されるが、これらに伴ってP13からは鉄鍋片が出

土している。口径40cm程度を測ると推察されるもので、胴部下位付近の大型片が捨てられていた。大型鉄製品

が遺跡に遺存することは稀であり、意識的な埋納の可能性もある。

遺判事名 造物の概要 遺構名 遺物の概要

SB243 古代遺物11点出土するも、掘立柱建物形態から中世認定。 SB313 古代遺物5点出土するも、掘立柱建物形態から中世認定。

SB306 遺物123点。中世 1-11 J羽の土師器と白磁。 SB317 古代遺物2点出土するも、掘立柱建物形態から中世認定。

SB307 遺物16点。中世1期の土師器。 SB318 遺物79点。中世1-11 1の土師器と白磁。

SB308 遺物204点。中世1-1 J剖の土師器。 SB319 遺物l点。中世l期の土師務。古代遺物10点混在。

SB309 古代遺物10点出土するも、掘立柱建物形態から中世認定。 SB320 遺物7点。中世1期の土附器。古代遺物29点混在。

SB310 遺物247点。中世1-11 1期の土師器と白磁。 SB327 古代遺物23点出土するも、掘立柱建物形態から中世認定。

SB312 遺物14点。中世1-11 1期の土師音寺。 SB328 遺物7点。中世1-11 1期の士郎総。古代遺物11点混在。

今回報告地区の中世掘立柱建物出土遺物一覧表
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第3節 中世の遺構出土造物解説
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第皿章 今回報告区域出土の遺物

3. S8310出土遺物

各柱穴から土師器食膳具が出土しており、半完形の土師器皿など246点にのぼる。図示したものは平底小皿や

柱状小皿の器形から、ほほ8B期に位置付けられるもので、中では24の輪高台小皿は特徴的である。D類胎土

のもので、 H区土器溜まり集中Bでまとまって出土している。

第2項 中世土坑出土遺物

今回報告の区域では、多くの土師器食膳具を出土する埋納土坑が確認されている。比較的遺構数は多く、土師

器食膳具を大量廃棄する SK419をはじめとして、 SK396、SK397、SK399、SK420、SK421でもまとまった土器

の廃棄がある。以下に各土坑出土遺物の解説を行う。なお、各器種の器形類型について、アルファベット表記し

ているが、これは 『額見町遺跡nj報告のB区上層土器溜まりでの分類を基本とし、 『額見町遺跡IIIj報告の筆

者編年試案にて使用した小皿分類、 『額見町遺跡IVj報告の SK472での器形分類に基づくものである。

1. SK396出土遺物

浅い土坑であるが、土師器食膳具が290点出土している。図示したとおり、平底椀、平底小皿、内黒輪高台椀

が多く、柱状高台器種は少ない。破片での数値割合では、通常土師器77%、内黒土師器23%で構成され、図示

したものでも内黒が多い。内黒は大半が輪高台椀で、ほとんどのものが比較的丁寧な内面ミガキ調整を伴う。24

-26のような深椀器形を呈すものが主体だが、底径は小さく厚手で、椀形を呈すもやや外傾気味といった感じ

である。ただ、これに混じって体部外傾器形のものが存在しており、内面ミガキ調整を伴わない新型の27が確

認される。通常土師器でも平底椀1が体部外傾器形の a類系統を呈し、柱状高台器種も少ないが定量確認される

ことが時期決定の要素となろう。昨年度報告の SK472に極めて近い様相を持つもので、時期的には南加賀 8B

期に包括されるものの、多分に8A期の様相を引き摺る資料群と言えるだろう。胎土はA類とD類が措抗して存

在し、平底小皿は8-11がA胎土のa類系統、 14-16がD胎土のc類系統、 17-19がD胎土のd類系統に分

類される。つまり、椀形系統の小皿①類型に該当するものばかりで、他類型のものは確認されない。

2. SK397出土遺物

SK396に隣接する土坑で、出土遺物は土師器食膳具が73点と少ないが、半完形品など遺存度高いものが多い。

図示したものではA類系胎土が8割以上を占め、特に澄褐色に発色するB類胎土が目立つ。破片点数での内黒土

師器の率は48%の高率で、当資料が内黒再興期に位置付けられることがわかる。平底椀の体部外傾器形や内黒

輪高台椀の内面ミガキ調整の省略、白磁系②類型のb1類が主体的に存在することなどから考えて、南加賀 8B

期の典型的な資料群と言えるだろう。なお、平底小皿で1点確認される北加賀系のC類胎土は、底部大きく体部

が短く立つ器形の③類型である。SK472以降、定量確認される類型だが、 SK472でも C類胎土にのみ確認され

ており、当器形が北加賀から持ち込まれたことを示唆する。以上の土師器食膳具に共伴して、 1点灰粕陶器碗の

底部破片が出土している。東濃窯産と思われるもので、高台の特徴や底面ナデ消しを伴うなどの点から、明和

27号窯式に位置付けられる可能性がある。

3. SK399出土遺物

小型で浅い土坑だが、土師器食膳具が 140点出土する。土師器における内黒率は 18%あるが、図示できたも

のは 64の輪高台椀の底部破片だけで、内面ミガキ調整が施されないものである。土師器胎土はA類系統が主体

で、器形は平底椀で体部外傾の a類系やd類系が主体を占める。B区上層土器溜まり資料に近い様相を持つもの

で、平底小皿も当資料で主体的であった a類系と c類系が主体を占める。SK396と同様、南加賀 8B期の典型

的な土師器資料と言える。

4. SK419出土遺物

大型の総柱建物SB308、SB310の柱穴と重複して存在する大型の土器廃棄土坑で、 『額見町遺跡III.Jにおいて

平安時代後期の土器編年案提示を した際に、南加賀 8A期の標識資料として既に土器様相の概要を提示したもの

である(望月精司「南加賀地域の平安後期土器群の編年的考察Jr額見町遺跡III.l2008年)。ただ、今回の整理
に伴い再検討した結果、一部内容変更した部分もあるため、その辺を修正提示する。

当土坑からは、土師器食膳具が1.372点出土しており、鍋等の煮炊具も 2点出土する。土師器における内黒率

は破片数で 17%あり (r額見町遺跡IVJI報告で提示した際に 12%と報告したが、今回報告精査の結果 17%となっ
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第皿主主 今回報告区域出土の遺物
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第3節 中世の遺構出土遺物解説

た)、この数値はSK472の18%に近い数値である。また、当資料では白磁を含まないことも特徴の一つにあげられ、

灰紬陶器の共伴は半完形品の東濃窯産の輪高台碗が確認できる。高台の器形や底面ナデ消し調整、体部外傾器形

の特徴、無紬を思わせるような口縁部のみの漬け掛けなど、明和27号窯式に位置付けられ、時期的にも当資料

群と符合する。暦年代観を示すーっの根拠資料となろう。

次に土師器食膳具の組成についてだが、底部個体識別数値では、通常土師器で平底椀23%、輪高台椀2%、

平底小皿62%、柱状小皿1%、内黒土師器で輪高台椀8%、柱状椀1%、柱状小血3%であり、通常平底小皿

が過半数の高い割合を持つ。以降、通常平底椀の増加と柱状高台椀皿の増加とともに減少傾向を辿るが、当期は

その過渡的様相を示す段階で、柱状高台器種は依然少ない段階である。8期成立の指標のーっとして柱状高台器

種の出現をあてているが、当期はその初期段階と言えるわけで、ある。以下に、各器種の説明を行う。

通常平底椀はA類胎土主体で構成される。通常法量、小型法量ともに深椀型と浅椀型があり、どの形態が主体

的に存在するかというのではなく、各形態とも定量存在の様相をもつが、通常法量深椀型 (65-67)は当期に

顕在化する器形法量のものと言える。A類胎土で、口径 14cm前後、厚手の底部と体部下位の張り、外反気味の

口縁部が特徴であるが、類似形態がD類胎土でも見える (78)0SK472報告でe類とした器形に該当しよう。こ

れに対し、ひとまわり大型の口径15cm前後を測るのが、通常法量浅椀型 (69-71・80)である。A類胎土で、

底部は厚く、体部外傾気味をなす。B区上層土器溜まりでa類とした口径 16cm程度の大きく開く器形のタイプ

ではないが、そのような器形へ変化する椀形態であろう。小型法量は、口径12.5-13 cm程度のもので、器形か

ら何種かに分けられるが、やや体部下位に膨らみを持つ e類系統 (72-75)と底部から体部へそのまま外傾す

るa類系統 (76・77)とがある。いずれもA類胎土で、 D類胎土は浅椀形のものが確認される。

通常輪高台腕は破片での出土であるため、様相を捉えにくいが、 83・84の高台器形は当期より出現し、 8B

期に増加する新たな輪高台椀器形で、そこから体部外傾の強い皿形輪高台椀が出現してくると予想される。数量

的に少ないことも当期の特徴と捉えられょうか。なお、 82の高台の低い形態については、古代以来の系統を引

く椀器形の可能性があるが、内底面にミガキ調整が一部見られ、色調の感じから、本来内黒土師器であったもの

が焼成の加減で内面の炭化吸着が酸化消滅した製品と判断するのが妥当だろう。

通常平底小肌は、口径8cm台の小型の一群や 10cm台の大型の一群が存在するが、 8割近くは9.0-10.0 cmの

範囲で分布する。胎土別では、 A.B類が69%、D類が27%、C類が4%で存在し、 A.B類胎土は、大きな

底部から体部直線的に聞き口縁部端に面をもっa類系統 (85-92・94・95)と、体部下位で膨らみをもち口縁

部で外反する bl類系統 (104-112)、砂粒多く古代的胎土 (A3類)で、小型底音防、ら体部が開く器形をもち、

ひとまわり大型法量を呈す薄手作りの f類 (113-118)の大きく 3つに分類される。 f類は7期からの古代的

小皿の系譜を残すもの、 bl類は白磁模倣系の②類型にあたるものである。なお、口径8cm台の小型で、体部が強

く聞く扇平な器形が定量存在するが (99-103)、これを i類として分類する。D類胎士は、比較的径小さく突

出する底部から体部開く器形の cl類系統(127-129)、底径大きめで口縁部内側の肥厚する c3類系統(130)、

やや大ぶりで体部開く器形のd類系統 (131・132)、そして体部下位で膨らみを持ち、口縁部で外反する②類型

が定量存在する (121-126) 0 A類胎土のものよりも扇平器形であることが特徴で、底径大きくやや底部薄手に

作られる。また、底径大きく扇平盤形器形を呈す③類型 (133・134) も少量確認される。胎土は北加賀のC類

に限定されるが、次の8B期古相に位置付けられる SK472で定量確認される器形のもので、当期が初出だろう。

8C期に定着、主体化する器形と言える。C類胎土の平底小皿は量が少なく、類型抽出には至らない。

内黒輪高台椀は、口径13.5-16 cmのなかで、幅を持って分布するが、法量分化する様相はない。胎土はA'B

類とD類胎土とがほとんどで、 C類胎土は少ない。A類胎土は、内面に粗いミガキ調整を施すものがほとんどで、

ロクロナデのみで仕上げるものは 140と143のみである。やや深椀気味に立ち上がる器形のもので、底面ナデ調

整が基本である。D類胎土は 145の浅椀器形と 146-149のやや深椀気味となる器形、 150のやや小型で深椀器

形を呈すものとがある。内面ミガキ調整を基本的に施し、 A類胎土よりも丁寧に作られる。なお、小型深椀器形

のものは内面ロクロ調整のままのもので、底面に糸切り痕を残し、高台は小さく丁寧に作られる、特徴的な作り

のものである。C類胎土の 151は体部外傾器形のもので、底面に糸切り痕を残し、内面に比較的丁寧なミガキ調

整を施すものである。SK142で出土したC類胎土のものに類似する。

柱状高台小皿は通常のものが僅かに出土するが、内黒焼成が主体の段階である。出土量が少なく、胎土はA類
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第3節 中世の遺構出土遺物解説
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第皿章今回報告区域出土の遺物

のみ、器形はいずれも椀形を呈し、内面ミガキ調整を施すものが主体的に存在する。いずれも、柱状高台器種の

出現期様相と言えるもので、これ以降、量が増えるとともに通常土師器化、皿形化が進行する。なお、当器種に

は柱状高台椀を小型にした器形を持つ 152が存在する。底面に成形時の粘土振れによって生じる隙聞が底部を貫

通しているもので、これは故意に穿孔したものではないので、底部に穴が聞いていても当器種の用途には何ら問

題がなかったことを示すだろう。当器種の用途の一端を物語る資料と言える。

その他の器種としては、 156の土師器鍋、 157の土師質権状錘、そして159の錘状石製品がある。

土師器鍋はA類胎土のもので、外面ヘラナデ、内面ヨコナデを施す。胴部下半の破片だが、外反する口縁部が

つく浅鍋器形の中世的土製鍋の初源的な事例と言える。外面にはススの付着が見られる。

土師質権状錘はA類胎土で、共伴関係と胎土から当期に位置付けているが、当土製品は7世紀後半に出現し、

以降古代において生産され続ける竿秤の錘、つまりは権衡の土製品である。筆者は当土製品について、 北陸の事

例を集成し、論述したことがあるが(望月精司「古代権状錘に関する一考察一北陸出土権衡資料の検討を中心と

して一Jr北陸古代土器研究』第 10号 北陸古代土器研究会)、このような花弁状の線刻をもち、中軸に貫通孔
をもっタイプは、権状錘の出現期から継続的に生産され続ける代表的なタイプである。錘の頂部に別作り鉦が取
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第3節 中世の遺構出土遺物解説

り付くタイプで、穿孔はそのためのものと理解される。欠けなどもみられない完形品で使用痕も確認されない。

錘状石製品は、石材が砥石に使用されるような白色凝灰岩で、各面が磨かれる砥石転用かとも考えられるもの

である。ただ、磨かれていない部分に径 1cmほどの穴が斜めに扶りこまれている点、断面台形を呈す形状など、

獣脚状のものの接地部分の破片を転用したようにも見える。この原型石製品を楕円形加工し、四隅に紐掛けのた

めの扶りを刻んだもので、四方結束による用途、つまりは錘として転用されたものと位置付ける。だが、漁携網

錘とは考え難く、同じ土坑で出土する土師質権状錘の存在を考えれば、権として使用された可能性もある。

5. SK420出土遺物

当土坑は、 SK419に隣接して存在する浅い小型土坑で、 SB308、SB310の柱穴と重複する。土坑内から 84点

の土師器食膳具が出土しているが、図示できたものは少なく、土坑一括として提示できる資料ではない。ただ、

略完形の輪高台小皿2点(163・164)が出土しており、 SB310で出土する同器種と同じものと理解される。いず

れもD類胎土のもので、口径lOcm前後、台径5.5cm前後を測る。柱状高台小皿よりも若干口径が大きいが、全

体的な作りや法量から、古代に遡る性格のものとは考え難く、柱状高台小皿の輪高台タイプと考えたい。体部が

血形に開く器形から考えて、柱状高台器種の変化過程に位置付け、 8B期と判断するのが妥当だろう。なお、こ

のような輪高台小皿は北陸地域の中では確認しにくいが、越後や出羽、陸奥においては柱状高台器種の出現とと

もに出現、併存してくる器種である。当遺跡においても、前後の脈絡なく突然出現する器種であり、単に柱状高

台が輪高台となった偶発的なものの可能性もあるが、越後や東北との繋がりの中で出現した器種の可能性もあろ

つ。

6. SK421出土遺物

当土坑も SK419に隣接して存在する浅い小型土坑で、 SB310の柱穴と重複する。土坑内から 109点の土師器

食膳具が出土しており、内黒土師器の率は約2割、器種は平底小皿を中心とする。

主体を占める平底小皿は、 A.B類胎土が主体で、古手器形を呈す f類(167. 168)と底径大きく体部が開く

a類系統で構成される(169-173)0 f類に比べて a類はひとまわり小型で、厚手のものが多い。

柱状高台小皿は底部付近の破片だが、体部の立ち上がり器形から、椀形を呈すタイプと判断される。内黒土師

器ではないが、出現期的器形を呈すものと判断される。

輪高台椀は、通常土師器の 166と内黒土師器とがある。通常土師器は体部椀形となるもの。内黒土師器は深椀

器形を呈し、体部薄手に作られるもので、内面ミガキ調整を施す。A類胎土 (179)とD類胎土 (178)とがあり、

D類胎土の方が薄手で内面ミガキ調整が丁寧に施される。

以上、平底小皿の器形や柱状小皿の椀形器形、内黒輪高台椀の作りなど、 8A期に位置付けて妥当と判断する。

第3項 中世井戸・炉状遺構・ピット出土遺物

1.中世井戸出土遺物

(1) SE02出土遺物

形状や深さから井戸と判断されるものだが、埋土状況や下底面の掘削形状から、掘りかけ途中で廃絶された井

戸と判断される遺構である。埋土中に土器が含まれており、中世に位置付けられる土師器食勝具が34点出土する。

破片が主であるため、遺構の時期決定には不確定要素が含まれるが、いずれの土器も概ね8B期に位置付けられ

るものである。SE02の外周土坑とした SK400の出土遺物も概ね8B期であるため、そこから紛れた込んだ可能

性もあるが、掘削、埋め戻し時に混入したものだとすれば、井戸掘削段階は、出土遺物の時期よりも新しいこと

となろう。類似する中世の素掘り井戸SE01が西方で検出されているが、これは8C期に位置付けられる遺構で

あり、 SE02の掘削断念の後に、場所を谷の下方へと改めて、掘削し直した井戸とすれば、 SE02の掘削もこの時

期に下る可能性があるだろう。ただ、 SEOlの掘削から廃絶までに時間差がある可能性もあり、その場合は8B

期という考えも成り立つことになる。

(2) SE02外周土坑 (SK400)出土遺物
大型の不整形土坑で、古代土器と中世土器とがほぼ同量程度で出土する。ただ、古代土器は時期幅があり、特

定時期にまとまらない点と中世土器に遺存度高いものが定量確認される点から、中世に位置付けられる遺構と判

断した。土師器が食膳具269点、煮炊具1点に対し、白磁・灰粕陶器は7点と多く、図化できた資料も多い。
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第3節 中世の遺構出土造物解説

土師器食騰具は、内黒土師器率が2割強であり、小皿類が主体的に存在する。体部浅椀形または皿形を呈す柱

状高台小皿が定量存在する点や、定型的な柱状高台椀が少量ながら確認される点、内黒輪高台椀が内面ロクロナ

デ仕上げを主体としている点、平底小皿形態が典型的な a1類、 b1類を主に構成される点などを総合して、 B

区上層土器溜まり遺構に極めて近い様相と判断し、 8B期と位置付ける。なお、これら土師器食膳具に伴って、

白磁や東濃窯産灰紬陶器が出土する。灰軸陶器は碗23の高台形状や回転ミガキ調整、皿24の体部開く器形、施

軸範囲などから、明和27号窯式期に位置づけられるものと判断される。白磁に関しでも、 25の碗は玉縁日縁部

形状と粕調などから山本N1 b類、 26の皿は口縁部形状から山本V2類に該当可能なものであり、いずれも 8

B期の暦年代観に矛盾はない。

2. 中世炉状遺構出土遺物

中世に位置付けられる炉状遺構は少なく、 S]70では内黒土師器輸高台椀を、 S]71では通常土師器柱状高台小

皿を掲載した。S]70の内黒輪高台椀は、底部付近の破片だが内面ミガキ調整が残る点から 8A期に、 S]71の土

師器柱状高台小皿は、浅椀形を呈する器形の定型化した柱状小皿の形態を持つ点から 8B期に位置付ける。

3. 中世ピット出土遺物

今回の報告地区では中世の掘立柱建物が多いこともあって、中世ピットの数は多く、特に半完形復元可能な土

師器食膳具を出土するピットのみを図示した。38の内黒輪高台椀は、高台が断面方形で体部下位から底面にか

けてケズリ調整が入札内面ミガキ調整も丁寧に施される点、全体的な器形、法量から 7A期から 7B期に、 37

の通常平底椀は、胎土や器形、法量から 7B期か7C期に、 32の通常平底椀も、同様の時期と位置付けられるが、

小型法量となっている点から 7C期に位置付けるのが妥当だろう。それ以外は全て8B期に位置付けられるもの

と見られる。小皿類はいずれも略完形に近いもので、ピット埋納の性格を考えられよう。特に、 3個体の小皿類

を埋納する P242は、 SB310の建物脇に掘られるピットで、建物の地鎮に伴う可能性がある。

当ピット遺物の中で最も注目されるのは、 P393より出土した 33の土師器大皿である。P393はSB306P 8 

の横に掘られるピットで、 SB308の建物に伴う可能性を持つものだが、その可能性を示すように、同形態、同胎

土の土師器大皿がSB306で出土している。この土師器大皿は体部下位から底面にかけて成形時の指ナデ痕を残

し、内面はハケ目工具によるナデ調整、口縁部内側に面を形成し、外面に2段ナデを施す非ロクロ成形の半完形

品である。先の掘立柱建物出土遺物の中でも説明したが、加賀地域における在地産非ロクロ成形土師器食膳具と

しては最古事例であり、 8B期に南加賀地域においても、在地の中で京都系土師器皿の生産を一部ではあるが、

開始していることを物語る資料と言える。

第4項 H区中世土器溜まり遺構出土遺物

G地区からH地区の谷部には広く中世土器の廃棄が見られるが、大きくは5つの土器集中区に分けられ、西か

ら順にG区で1と2、H区で 1-3の番号を付した。つまり、前回報告のG地区では、り・る ・れ-44GrをG

区1号土器i留まり、れ・る -36・37GrをG区2号土器溜まりとして報告し、今回報告のH地区では、よ・ら ・り・

る-29 -33GrをH区1号土器i留まり、や・ゆ・よ・ら・り-24 -28GrをH区2号土器溜まり、り-23Grを

H区3号土器溜まりとして報告することとした。以下に 1-3号の3箇所の土器溜まりについて述べる。

1. H区中世 1号土器溜まり出土遺物

H区の西南端区域、よ・ら・り・る-29 -33Grに分布する土器i留まりで、土師器食膳具片4.196点、 土師器

煮炊具片8点、陶磁器片 103点を出土する。土師器食膳具から大きく 7B期、 8B期、 8C期の3時期に区分す

ることが可能で、土師器食膳具様相については各時期に分けて、陶磁器類については土師器食膳具に帰属させて

報告することは困難であるため、一括して述べる。

78期の土師器食膳具 数量は少ないが、り 30Gr付近を中心に当期の土師器食膳具が分布する。口径 12crn前

後の土師器平底椀と輪高台椀を主に構成され、これに口径 10crn前半台の平底小皿 (8)が加わる。口径の大き

さや小型椀的な器形など、平底小皿出現期の様相を有しており、定型的な小皿とはなっていない段階である。胎

土は全て A3類で、古代的土師器発色を有する。なお、 8の平底小皿の底部には焼成前の穿孔がある。

88期の土師器食膳具 ら31Gr、り 29・30Grに多い傾向はあるが、特に集中するわけで、はなく、広く散在する

様相である。通常土師器平底椀の器形が体部外傾する新型器形である点や、平底小皿の法量とa類系統、 b類系
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統の器形が主体を占める点、柱状高台小皿が通常土師器主体で存在する点、内黒土師器輪高台椀の体部外傾器形

と内面ミガキ調整の省略化傾向、内黒柱状高台椀の器形と内面ミガキ調整の省略などから、 8B期と位置付けた

土師器群である。なお、注目されるものとしては、 30の内黒輪高台椀がある。北加賀産と思われるC類胎土の

底部破片で、内底面には入念なミガキ調整、底面には「菊花状かき出し高台技法」の痕跡を残す。北加賀の8A

期に顕在化する内黒輪高台椀の高台技法であるが、 8B期にも残存する可能性がある。

8C期の土師器食膳具 ら31~ 33Grを中心に比較的多く土師器食膳具が出土する。土器溜まりという性格から、

一括性に乏しい資料だが、当期の数少ないまとまった土師器資料群と言える。器種は通常土師器の平底椀と柱状

高台椀、平底小m、柱状高台小皿、内黒土師器の輪高台椀と柱状高台椀・小皿であるが、内黒土師器は8B期に
比べると減少しており、特に輪高台椀の減少が著しい。主体を占めるのは平底小皿で、 36~ 54を上げたが、口

径8cm台に主体を置き、全体的に厚手の作りをもっ。各胎土類型により器形が異なり、 A類胎土では古代から続

く椀系統①類型36~ 38と、底径大きく扇平型③類型の 39~ 41が存在。D類胎土では③類型は確認できず、い

ずれも椀系統の①類型で構成 (42~ 46)。北加賀産C類胎土では椀系の①類型は 47のみで、 ③類型が器形にバ

リエーションをもちながら、大半を占める (48~ 54)0 C類胎土が多い点と③類型が主体を占める点が特徴と言

えるだろう。また、当期の特徴として柱状高台器種が定量加わることがあげられる。59・60の体部皿形に広く

器形のものと 55~ 58の底径大きくやや椀形呈すものとがあるが、全体的に厚手の特徴を持つ。なお、 66の浅

鍋も当期に位置付けたが、非ロクロ成形の厚手のもので、石英状の細砂粒素地をもっ北加賀系の胎土である。当

期以降、散見される中世的煮炊具で、外面にはススが付着している。

陶磁器類 陶磁器類は 8B~8C期の土師器群に伴うものである 。 灰利陶器の碗と小瓶、白磁の碗と皿が出土

しており、図化可能な遺存度高いものが多い。まず、灰粕陶器だが、碗はいずれも東濃窯産と思われるもので、

67・68は口縁部外反器形や無利である状況から西坂1号窯式に、 69は内面体部に施利が認められる点から明和

27号窯式に位置付けられる可能性がある。なお、 70の小瓶は碗類とは胎士が異なり、やや赤味を呈す。胴部下

位に沈線が施され、底面ナデ消しの比較的丁寧な作りのもので、猿投窯産の可能性がある。白磁は、いずれも玉

縁口縁をもつもので、玉縁の形態と胎土や紬調から、中規模玉縁で胎士は硬質、柚調は水色系を呈す71・72と、

小さな玉縁で体部内湾器形、陶器質の胎士、白く化粧土がのる 73~ 75、薄く長い玉縁で体部は外傾、内面に段

があり、 化粧土を伴う 76、大きく厚い玉縁で、全体的に厚手、硬質の胎土を持ち、粕調は灰色を呈す77に分け

られる。それぞれ、 山本信夫氏の太宰府白磁分類での氾 1類、 II1類、 II5類、 Nl類に該当し、 XIl類は山本

B 期、 IIl~Nl 類は山本C期に位置付けられる 。 山本B期は 10 世紀末~ll 世紀に、山本C期は II 世紀後葉

から 12世紀前半に対比されることから、山本B期の白磁は 7B期に伴う可能性もないとは言えないが、加賀地

域における白磁の共伴は主に8期以降であり、伝世品と見るのが穏当だろう。

2. H区中世2号土器溜まり出土遺物

1号土器溜まりの北東方、 H区古代土器溜まりの南西側に隣接して分布する土器溜まりで、分布域は、や・ゆ・

よ・ら・り -24 ~ 28Grと広く、土師器食膳具片 6，607点、 土師器煮炊具片 13点、陶磁器片 178点を出土する。

内黒土師器率は比較的高く、陶磁器類の出土が目立つことが特徴として上げられよう。当土器i留まりは出土土器

に時期的なまとまりがあり、特に、図化可能な遺存度高いものは、概ね8B期に位置付けられる。出土地点は、

ゆ 26 ・ 27Gr~ よ 27Gr と、ら 25 ' 26Grに集中しており、比較的一括性高い土器廃棄遺構と捉えられる。

通常土師器食膳具では、平底椀、柱状高台椀、輪高台椀、平底小皿、柱状高台小皿、輪高台小皿が出土する。

平底小皿と平底椀が主体的に存在し、定型的な柱状高台椀が存在している。

平底椀は8個体図示したが、やや小型を呈す80・81・87が存在することと、深椀器形を呈す85が存在するこ

と、 82の古手 f類器形を呈すものが存在することが特徴であるが、一方、 83・84の椀は体部開く新型器形であり、

それらが共存する様相を持つ。胎土はA類胎土とD類胎土とが措抗して存在し、柱状高台椀に近い深椀器形を呈

す86はD類胎土のものである。

柱状高台椀は、数は多くないが、体部外傾器形の定型的な器形のものを 2個体図示した。いずれもA類胎土で、

口縁部端を面形成する特徴を持つ。8A期の深椀器形を呈すタイプが、体部外傾化の器形変化を行ったものだろ

う。なお、輪高台椀は底部破片のみで、様相は掴めないが、 94の北加賀系C類胎土は大型法量を持つ。

平底小皿は遺存度高いA'B類胎土 16個体とD類胎土6個体を図示した。口径は8cm台のものや 10cm台のも
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のもあるが、ほぼ9cm台に中心を持つ。器形は古代以来の椀器形の系統にある①類型が主体で、白磁模倣の②類

型は少数派。③類型は確認できない。①類型ではB区上層溜まりの小皿分類で示した a類系統が主体を占める。

当器形はA.B類胎土の7割を占め、 D類胎土では②類型が目立つ。

柱状高台小皿は少ないが、内黒土師器の同器種よりは多く、当器種が通常土師器として定着し始めたことを物

語る。ただ、図示したものは全て底部破片であり、様相を捉えにくい。遣存する体部の様相から、椀形呈すもの

と皿形呈すものとが確認でき、椀形から皿形へ変化する過程の段階と位置づけられよう。なお、当資料では柱状

高台小皿の輪高台タイプとも言える、輪高台小皿が定量出土する。SB310、SK420のところでも述べたが、北陸

地域には定着しない器種で、新潟や東北からの影響下で出現した可能性がある。口径10.5cmを測る 118とそれ

よりやや大型の 119とやや小型の 121があり、底面糸切り後のナデ調整を施す。SB310、SK420と同様に、全て

D類胎土であり、体部器形は強く開く皿形を呈す。これら皿形器形に対し、 117は椀形器形を呈す同一器種の可

能性がある。小型輪高台椀とも位置付けられるが、口径9.6cmと柱状高台小皿と同じ口径である点と輪高台の作

りが小皿とよく似ている点などから、輪高台小肌の椀形タイプと位置付けたい。

内黒土師器食膳具では輪高台椀を主に、少量の柱状高台椀、柱状高台小皿が出土する。

輪高台椀は口在 15cm台を中心として、 13cm台の小型一群と 16cm以上を測る体部外傾器形がある。胎土はA

類とD類が措抗して存在する。128の体部外傾器形は8B期に新たに出現する新型器形で、内面ロクロナデで仕

上げるが、他の椀は粗いながらも内面ミガキ調整を施す。131のようなミガキ調整を入念に施し、シャープな作

りの高台を付すものも存在し、古い様相を残す。器形も先の体部開くタイプを少数派とし、深椀器形が体部外傾

化してきたような器形が主流など、 8A期の様相を残す傾向があり、小法量の一群の存在も同様と言えるだろう。

柱状高台椀はD類胎土のみで、深椀器形を呈す。内面ミガキ調整が丁寧で、作りの良いものである。

柱状高台小皿については先に触れたように数が少なく、内黒土師器主体から通常土師器主体へ移行する段階と

言えるだろう。内面にミガキ調整をもたない浅椀形を呈す。

以上の土師器食膳具については、冒頭で8B期に位置付けられると述べたが、平底椀や内黒輪高台椀の小型法

量、深椀器形の残存傾向、内黒土師器のミガキ調整の残存など、 8A期の様相を残しており、 G区SK472の土

師器様相に近い。過渡的段階とは言えないが、 8B期の中では古相呈す一群と言えるだろう。

土師器煮炊具では新旧2タイプの鍋が出土している。新型の 142は、口縁部が「く」字屈曲する内外面ユピナ

デ調整する厚手の非ロクロ成形品で、胎土は北加賀系の胎土。同種のものが、 H区中世1号土器溜まりで出土し

ている。8B期以降に出現してくる煮炊具と言えよう。これに対し、旧型の 140・141は、体部が大きく聞き、

口縁部端で内側に屈曲するもので、古代以来の北陸型の系譜を引く、ロクロ成形の浅鍋である。体部外面に手持

ちケズリ調整を施し、底部は丸底に仕上げる。胎土は地元A類胎土で、当期をもって消滅する器種だろう。

陶磁器類は灰粕陶器碗と白磁碗が出土するが、白磁の出土量が多く、冒頭で述べた一括性高い土師器食膳具

集中廃棄区域でほぼ出土している。灰軸陶器碗は東濃窯産と思われるもので、 145・146は施紬を厚めに施すこ

とと高台形態から丸石2号黛式に、 144・147は施紬が極めて薄いか無紬で、器形等から明和27号窯式に位置付

けられるものと見る。白磁碗は数が多いが、 149-151が中規模の玉縁日縁をもち、粕調や胎土から山本信夫氏

の白磁分類での班 1類、山本B期に位置付けられる以外は、全て山本C期に位置付けられるものである。C期の

ものは玉縁口縁をもつものと、やや外反する口縁部をもつものとがある。玉縁状口縁の中で、小型玉縁を呈す

152・154は陶器質胎土や化粧土の特徴から山本n1類に、長く薄い玉縁となる 153・155・156は山本n5類に、
厚く大きな玉縁を呈す 158・159は山本N1類に分類される。外反口縁のものは、底部付近の見込み段と底部形

態から、 160を山本n3類、 161を山本V1類にそれぞれ分類する。

3. H区中世3号土器溜まり出土遺物

り23Grの一角に通常土師器平底小皿8枚が完形ないしは半完形でまとめて廃棄されていた一括資料である。

全ての小皿が歪み、粗雑に作られており、同じ胎土 (A類胎土)、焼色をもっ。同時焼成された土師器小皿を一

括して持ち込み、当地に廃棄した可能性があるが、ただ、作りの特徴は数種類あり、口径にもばらつきがある。

つまり、作り手は複数存在している可能性が高く、底径大きな a類系の器形のものが主体だが、 168と169はb

2類系統のものだろう。また、 a類系統の中でも口径10cm近い大振りのものと 9cm未満の小振りのものとがあり、

体部の厚さにも違いがある。小皿の器形から、時期は8B期と推察される。
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付表1 額見町遺跡V報告区域出土古代遺物観察表

1 .竪穴建物出土遺物
111土地点

口232 1石川常 1 2~Y8/ 1 不良
1117.7.頭16.4、胴18.6 鶏場.'¥3 IOYR8/4-lHI 

5.1 x3.3x02 

2.掘立柱建物出土遺物
遺憾 帯サ 傾別ー器機 出土地点 法量 胎土 色焼

l 明恵杯B董中 5B303PI 口12.3 繭!l1I弘土 2.5Y8/1里線

58303 
2 調車杯B身中 5s303円+よ321'7リーよ31 口11.3、高3.7.台虫色 甫加通常 5Y6/1良肝

台高0.45

3 須車停B身大 5s抽3-1+ゆ33"叫よ32.33"マ'J [115.8 南湖!通常 2.5Y7/1良好

58四5 4 1JJl車均:A 5B3曲Pll I街勿}通常 2~Y812・不良

5 調車耳B董中 Ss315P12 口12.7 能'Ilサラ土 2~Y7/ 1'良野

5s315 
6 調車鉢8 SB315P3+SD23+土開r.1}4'や17 口18.4体18.5高11.4、 南加血常 2~Y6/1'良野

幻グマリ 底9.3

7 土飾長胴釜8 5s315P14 n212、覇地2 議場A2 7.5YR6/4且

8 IJJl;!!'均:A S田 16P9+む26 ロ13.8.両3.6 T+J加l通常 7.5Y6/1'U 

5s316 
9 須恵 小型 SB316P4 +も描 27 口17.9顕15.3 i+i加期解良 l iOYR4/1'"級
10 土防浅鍋B 5s316P6 ロ36.0、捌33.6 黛場1¥2 7~YR7I4 良

H 石製品砥石 5s316P3 7.9 x 4.3 x2.7 緩灰';{

5s317 12 型車。勾:B身小 5s317P2 口13.5 甫加通常 7.5Y7/1・不良

13 須恵河:8董中 5s326P4 口15.8 南加通常 2.5Y6Il堅級

14 須恵耳B司盛大 SB326P4 +も却 口16.7 南加通常 N6/0.M干

15 郷里坪A 5s326PIO IJI3.0、高3.15 I街加通常 2.5Y8I2不良
日I明f*)

5s326 16 調車時A 5s326PIO ロ12.8 下街加且土 IOBG6/1良好

17 須恵 盤A 5s326Pl 口17.8、商推2.4 甫加通常 2.5Y6/1'且昨

18 m軍人物積輪 5s326P2 底17.5 荷加通常 7.5YR512此師

19 士制勾:B董 5B326P1O 紐3.5、紐高0.8 野健場.41 5YR7/6良好

20 m車均 B壷中 Ss327Pl +土器，マ唱も剖ダマリ 1J16.4 南加通常 10YR6/1陸線

5s327 
や22・23r71J

21 須恵耳A SB327P5+ゆ26r7tJよ27r71} 口13.4，高3.4 南加過常 5YR5/4良

ら24' 33~'7 1}

22 劉E坪B葺大 58おOP2 口17.8 r+i加且土 5Y6/1・且
58330 

23 土師捜鍋B 5Bおor3 口35.4、覇32.6 無幼A3 7.5YR8/3且

24 掴車杯A董中 58おlP6 口14.2垣11.8 I有加北隣 10YR7ノl且鰐

Ss3Jl 25 調車杯B釜中 5s3J1P8 口15.8 甫加I何僻 2.5Yill且師

26 項型杯A 58おlP7 南加通常 2.5Y7/1良灯

5B担4
27 額車時B董 58お4P6 紐2.9、紐高0.95 I何加通常 lOY5/1品

28 頃恵勾:s董中 5B334Pl 口16.4 南加通常 2.5Y6/1堅綴

3.炉状遺構・集石遺構出土遺物
附土地市

5]65床下 甫加砂多 2.5Y8/1・不良

勾品4+ゆm マリ よ26'叫 |口14.8 耐加過'吊 2.5Y6/1堅線

明恵杯A 勾品1 口13.4.向3.8 南加通常 2~Y7/1- ，込

4 |調理f腕 15]72 I rllJ.O 市加通常 2.5Y6/1陸級

ー l調車杯B葺中 15x白一14.15 Im2.9_lft高0β I師加通常 2.5Y6/1-堅級

調車盤A 15X旧-43'44 口15.8 市加通常 2.5Y7Il且

4.土坑出土遺物
週十億 書吟 備制。器被 出土地点 桂量 胎土 色峰

l 土師理鍋B 5K393.26 口37.8、覇37:1 機場A2 IOYR7!4且

5K393 

2 土師捜鍋B 5K却3-8-10 口402、顕甜.0 議場1¥2 7.5YR6/5・反島T
3 領軍拙A 5K3.鈍;'113 ロ13.6、商3.6、底6.1 南!ll通常 2.5Y8/1且

4 土師摘A 5K391>168-171 r-I14.0、尚雄4.5、ほ5.4 高齢湯Al 10YR8川 県

5 土節機B 5K39l>87 -145 -178 口15.6、高6.5、台7.2_ 買健機Al 2.5YR6/4且

台高1.1

6 土師短調小蓋B 5K391>17 口8.8，甑82、胴9.8 軍総場1¥2 7.5YR7/4良

7 土師。姐胴小釜B 5K391>1凹 11132、朝日2 語録場.42 5YR6/4.rw 

5K395 8 土師桓胴小華B 5K391>59.6J 口15.6、頭13.8 持終局.42 7.5YR6/3・R

9 土師長胴釜B SK395は7 口21.0、顕192、胴19.6 烈場.42 7.5YR7/4・R

10 土師長胴董B SK却同 口22仏罰202 要車場.42 5YR7，ノ4良

11 土師連鍋B 5K395-2 口担4、車36.0 需IlIAl 7.5YR7/6・民

12 土師匝鉢状 SK395-131 円14.4 終場A2 7.5YR7/5不良

13 土師匝鉢状 SK391>127 口14.0 線岨Al 7.5YR8/4. J'l 

14 鉄雁又鍬 SK391>98 7.5x2.7xQβ 

15 壇車坪A SK398-3'7+よ3U'"1リ 口13.0高3.7 南加通常 10Y6/1良鮮

5K398 16 I!Jl恵盤A 5K398-9 口17.3、商2.2 甫加通常 2.5Y7/1'堅級

17 調車高坪A 5K398-S 口21.8停商2.1 南カ"砂多 5Y6/1且好

18 盟理坪B益小 SK400BC上層 +SK423-8-51'294+ 口11.6 市加通常 N5/0・堅級

もおや27

19 ItJO曹盤A 5K4叫 26+ SK422.335 + P969 +土器 口16.0，，1'1;1.8 I有加島土 2.5Y7/1堅敏

SK4∞ 
20 

"1'1)4+も26ら24や26

項車盤B 5K4田口上+SE02上層+め25 口212、高3.2、台17.0. 南加通常 7.5Y7/1・良

台高0.6

21 土師鉢E 5K4α~38'39-47'92'98 口18.0、体21.0 期場Al IOYRi/3且

22 土師鉢E SK4冊A'B'C-D上~下刷 口17.6.体22.6 鶏地Al 10YR7/3良

141 

醐隻等

ν叩 IVI 

1/5 1V2占 内タトヵキ日

|月先片 I - I 

Il存 時間 欄藍等

1/6 1V2l野 王ヘラ切りナデ

1/3 1V2新 血へ7切りナデ

1/6 1V21折 体外沈線2条

底片 IV2.li 底ヘラ切りナデ

口線片 v 

114 v 外カキ目、庇糸切り彼

目録片 IVl-1V2 

215 1V2古 底ヘラ切りナデ

1/却 11 外Ha叩き後カキ目、内Da当て

口揖片 1V2 内カキ目

4/忘

1/15 V 

1/6 Nl 王ケズリ

114 1V2 

1/3 N2 底へ7切りナデ

116 V2 

1/15 1V2 底ヘラ切りナデ

円筒部H 6 C2l4 外縦ハケ目、内縦ナデ後下

端ケズリ

錘片 IVl-1V2 内外ミガキ

1/5 IVl 天ケズリ

113 IVI 庇へ:;/))1)ナデ

日韓片 V2 

口融片 V2 

日韓片 02 

目線片 U3 

1/10 112 ほヘラ切りナデ

鑑片 03 

口惜片 03 

調整等

1/10 1V1-1V2 

116 IVI 王へフ切りナデ

114 n'l Jjfヘラ切りナデ

115 も.12-m

1/2 W 五ケズリ

1/6 1V2 庇へフ切りナデ

時存 時間 調整士事

1/5 1'11-'12 ロクロナヂ後外ケズリ、同

ハケ目

118 VII-¥II2 ロクロナデ後内カキ日

213 ¥11 底右糸切りjf{

1/2 ¥11 庇右糸切り痕

213 ¥11 底糸切りナデ消し

1/5 W 

U開片 '12 内外ロクロナデ

口輯片 '13 

1/15 '13 内外ロクロナデ

口矧片 河3 外カキ日

口頭片 '13 内外ロクロナデ

1/10 VJ-¥D 内外ロクロナデ

日韓片 Vl-租 内外ロクロナデ

刃先k捌

2/5 1V2 眠ヘラ切りナデ

1/6 1V2 底ヘラ切りナデ

1/5 1V2古 外勾:下ケズリ

213 V 天ヘラ切りナデ

1/4 V 底ヘフ切りナデ

1/6 V 成ヘラ切りナデ

1/6 v 内外カキ日
1110 v 内外カキ日

備考

重俊 l

有 119-2
SIII9-1 

量1110.4. 51119.H 

償考 2憶測骨サ

盟焼ll， 5s却3-1

世間機無 58却3.2

5s却3.3

5s却1>1

量焼0， 5s315.1 

他用剣道無 5s315.2 

Ss315ドl

使用痕無 5s3161 

同邑終的焼成 5s3162 

5s3161 

線復有.砥而4、重量盟g 5s3162 

5s317.1 

量班 I 5s3262 
量焼 I 5s32Eトl

内外泊痕 5ß326~ 

5s3263 

5s326.5 

5s3266 

f史mm不明、両面着、13 5s3261 

盟燥 し世JflIJ!舞、内天へ 5s327.1 

ラ記号

使用彼無

量処 I

車購 I

重機 I

車焼 I

備考

重俊I

5s沼7・2

583品 2

5s3却i

58331-1 

5s3Jl.2 

5s3Jl.3 

5a耳4-1

58334-2 

5]伍 2

5]72-1 

司R畑tOa、使川痕無 15出制 l

陸m.;;無 15X04-2

備考 実湖骨~}

外下半煤、内ヨゴレ 5K393-1 

外保、内ヨゴレ 5K393-2 

内外部煤、内成摩耗中、 5K395-1 
口輯に成車時ゆがみ

f吏mm餌 SK395-1 

内外煤彼 5K39l>4 

内外剥荷停 SK395-lO 

外煤、内焦げ SK395-9 

内口線1.1:¥げ111 5K395ト12

外煤、内ヨゴレ SK39忌11

内ヨゴレ外赤化剥落 SK395ト8

5K39~① 

SK395ド5

SK39l>6 

直披却型開.韮部刺突、重 SK395-14 

量92.

世間侠無 5K398-1 

世用jf{!!Ii 5K398-2 
生不内}if摩耗耳目 5K398.4 

重焼na、阻111m無 5K4α).1 

使用侠無 SK41JO.2 

使Jfl<t!無

世用ml!l 5K41JO.2 

f虫胤{良無 SK4叫 1 I 



付表1 額見町遺跡V報告区域出土古代造物観察表

置隅 番号 縄別・器jj /1¥土地出 法量 胎土 色焼 残存 時期 調墜等 備~- 自臨調帯サ

SK4田 23 土師浪鍋8 SK4叫il3 口37.6顕話。 !!!I給A3 ¥oYR7/3. !. 口融円 V2 SK4α)-3 

24 調車勾'8身中 SK407-57 IJI2.4 市加通常 2.5Y7/1堅級 1/6 1¥'2古 SK407-1 

25 調車小型 SK407-11 ・13-19-21-23-24・26-27 口17s聞14.8、刷23_9 I何加通常 2.5Y7/1畷級 4/5 ~' 2 外カキ日植1-1311]1き、内D川崎 使!IIt反無.鍵ゆがみー焼け SK407-2 
29.30.34・43-<7-50-56'60-157 割高3_3刷協27.7 て ひずみ品、焼成中町刷亀裂

158-160-161'163'165-172-174-高31.0 有

SK407 176'178'181-1制 189-197'1明 201

-203.210.211 +SK4岨s+る27

26 続車中安 SK407.149+れ28'-叫 口2制覇18.6 市加通常 抑制11良貯 日朝日 W 外Ho叩き能力キH、内Db当 SK407-3 

て

27 土師内問形 SK4昨 214 胴15.6 R拠地A3 7.5YR7I5-n 破片 1V2 外カキ日 内煤付着 SK407-1 

却 調車郎B週度中 SK4(洛216剖9-A 口14.2高推2.5紐2.8 I軒1111通常 2_5Y7/1臨敏 112 1V2古 五ケズ'1 可{揖 l、世!IIjf{無 SK401>-4 

紐高推0.9

29 鏑恩師B董中 SK408-175.!制 B+S則的+る28 [113.1、時2.9、1I!2.5、 T有加通常 IOY6/1凪好 2/5 1V2古 王ケズリ 重幾llb、佐川被無 SK4伎!-3

紐高0.95

却罰車 1不B董小 SK40剖 47.3曲+る20.27 1J¥O.2 前加通常 2.5Y7/1-n昨 213 JV28 王ケズリ 重終日a使!11m無 SK4佼H

31 掴恵盤B SK408-187・194-199'293 + SK409-2 口19.4、高35.台l目、 下旬加砂多 lOYR7/1堅級 3/4 JV21~í 底ヘラ切りナデ 使!11m;!眠、底突出 SK.俊弘5

+る27.28り却 台高0.4

担割里小型鉢 SK.08ト116+り27 口10.6、期9.1、胴9.9‘ 市ml通常 10YR7/1堅敏 1/. W ~へ7 切り 世11!l1!無 SK408-6 

高'.9

SK.岨 33 土師。柚A SK4叫8 低7.8 百拠地AI 7.5YR8/6良 4/5 1V28 底来回りケズリ後内外ミヌf世別筑!!i.iOl耐靖、彩 SK.従与i
キ

担 士郎ー盟胴l、釜B SK408-21 口13.6、由12.1、胴13β 出繍A3 75YR8/5且 11却 11'2 内外カキ日 SK.阪!-5

話 t師・短胴小量B SK4従!-330 日142、掴12弘明1.2 鱒渇A2 ¥oYR8/4且肘 1/6 11'2 内外カキ日 内顕都民げ SK4略4

36 土師長胴釜B SK40!ト108 rJ222、朝団O 熊場A3 5YR6/6・良野 LI軍m.. JV2.lj タトヵキ日 SK4O!与3

37 土師長胴韮B SK408-2日 口232.覇l側、刷却β 烈場A3 ¥oYR7/4'!il 1/20 1V2，li Iii.形叩き後カキ日 SK4従!-2

38 土師浬i118 SK.08-2蝿 口'0.2顕37.0 !!!，島A2 10YR7I"1< 1/20 11'2 内外カキ目 SK.俊弘7

却土師甑B SK408-214剖3.247 ，n5.6 臣認場A3 7.5YR8!4品肘 '1片 11'2 内外カキR.内下端ハケ目 内成簿焦げ SK4佼!-9

40 土師白付鉢 SK.Oふ9'18 口32_0.鉢商5.3、基l剖 lIII場A3 IOYR7I4良 11却 11'2 内外カキH‘ハケ日 内盤、胸部方形スカ シ SK4悟8

4¥ 土師円筒形 SK408-181 +SK407.192 口11.8 調場A3 7.5YR7ノ5且 円緑片 1V2 SK408-6 

42 I~.坑!.!!.-t不8 身中 SK.悦み21 ロ12.8、高3.7.台8.3、 市1m通指 7.5Y6/1且師 5/6 11'2古 底へラ切りナデ 内h王国医院小、外聴聞ヘラ捕 SK4臨石

台高0.4 き「生」

43 ItJUM.均'A SK4悼-44 口13.9.高4.35 南加通常 5Y5/1良肝 1/10 11'2 SK40!み2

44 調理杯A SK.昨 75+ら却"1，).t1.却 口推13.8、問機3.3 前加通常 5Y6/1・nff 2/3 11'2古 ほへラ切りナデ 他111m. SK4凹4

45 夜F里町'A SK40!み39 口12.4.高2.9 甫加通常 2.5GY6/1良好 1/5 1V2 底へラ切りナデ 使111m無 SK4的 3

46 項車勾'A SK4叫 69 口11.9 南加通常 5Y6/1品If 1/6 1V2 SK409-① 

.7 項型鍍B SK4肌}-119+P648 口220荷3.2、台18.7 j~加通常 7.5YR7/4良 1/5 1V2 庇ヘラ切りナヂ 世間痕無 SK4田7

台高0_7

SK4曲 48 担恵鍵B SK409-描-38'103 口22.1、高3.9、台19.1. 南加通常 JOY6/1・iを 1/4 1V2 i!!ヘラ切りナデ 世間彼蛤 SK4凹-6

台高0.5

49 調理償阪 SK409-88'1叩-102'105-107'116口11.8、閉92、高23.4 南加通常 2.5Y7/1陸線 1/3 ~， ~Hla叩き桂カキ日、内ロク 両面閉饗推怯 SK4α)-9 

+ SK408+よ24r7リら26却 31'1'7 ロナデ後Dc当て後ナデ

リり却-31ダマリる却却グマリ1也

開 土飾ー恒胴小量B SK40!み41 日14.0、朝12_9 書提場A2 10YR7/5・1<1干 1/10 1V2新 外カキtl SK4αみZ

51 土舗恒胴小量B SK409-97 口13β、頭12.7 黛渇A3 5YR7/4.H_師 1110 11'2古 内カキ日 外剥帯 SK4使み3

52 土師毘朝韮B SK4使)，，31 口20.5、開17.6 黛場113 75YR8/，'j込 口顕H 1V2占 SK4院弘1

53 土師支脚車 SK409-I15+も249"71) 下8.5 地冗B2 5YIミ7/3'Jiltf 114 ll-IV 被熱功、ft SK'I殴)..1

同 壇~ll 均'8 身中 SK4担.174+ 513315P3 +土器"7リ4+ ロ14.5、高35、台9.0、 南加F有群 2.5Y6/1堅敏 114 ll3 }If.へ7切りナヂ 世JIJ彼'" SK422-2 
や26'1'71) 台高0.3

55 調理坪B身中 SK422-1 口14.5.向45.台9.8‘ '+i綱1通常 ¥oYR7I2良貯 5/6 日3 底ヘラ切り後ミガキ 内氏閣僚It:強 SK422-3 

台高0.5

国 顎車。勾'A SK422-121.129.321 口14.9.高3.1 市加通常 ¥oY6/1 ・Jl 112 国 底ヘラ回りナデ 阻川痕鍵 SK422-4 

57 調~旗A SK422-118'123'1剖 153.1刊 +土器 車52、刷17.0.嗣;1);9.8、 I悔1JI通常 2.5Y6/1堅鰍 2/3 ll3-1V 外厩下位ケズリ 同健問者協技法 SK422-7 
ゲ，IJ4回7.492.493+ら25?"IJ 台11.0、台高0.4

SK42'2 国 土師綜F SK422-125 円権17.2、商推3.0 f拠場AI IOYR8/4良 1/6 回 底ヘラ切り、内外ミガキ 両而M担 SK42'2-1 

59 土師短胴小量8 SK422-273' 345 口15.8、車14.8、酬16.8 鶏場A3 5YR6/5良貯 1/10 s3 刷外カキ目、内ハケ日 内口融薄j相T SK422-2 

曲 土師短胴小韮B SK422.3茄ー374+や出 口162、覇15.8、胴15.6 般入 5YR6/5叫 T 1/10 日~田 内外ロクロナデ 内口輯I.~げ帯 SK'22-5 
(北加賀?)

61 土師 E胴益B SK422-1田 口222顕19.2 潟地A3 引守宅715良好 円賓iJt ll3 外ハケ日後慣ケズリ SK422-3 

62 上師浅鍋8 SK422-231 口39.0.覇36.6 無場A3 5YR6/5良金T n頻片 m 外カキ目 SK422-4 

63 土師支脚形 SK422-218・219 下7.4.脚~8、残高4.0 地π:82 7.5YR7/4良好 1/3 ll3 指顕彼 被熱靖化、煤痕省、下部一 SK422-7 

主形鯉

制 型車杯B査中 SK423-171.261 + SK424.ISS.425 鉛2.8.録商0.7 I有加通常 lOY7/1且 2/5 11'2 -Ji.ケズリ 重焼llb、f削IIlII無 SK423-4 

65 覇軍偲B董中 SK42み11.15+SK424-同5.176.323 口132高1.7紐2_2、 I何IAI通常 N6/0里線 2ノ3 VI 天ヘラ ~J りナデ 百E焼 llb.f~lIljf(無 SK423-3 
D 紐問。6

剖 伺車昨日晶'1、 SK423-C上層+SK424却8 Ll12.2 南加通常 IOYR8/1略級 1/2 Vl 天へラ切りナデ E曜 日b、世刈痕無 SK423-2 

67 須車旅B身大 SK423.79・143.147.148.150.152 円16.0.1X6.25、台10.0 南加通常 2.5Y7/1良肝 2/3 Vl 底へフ切りナデ 世用IJ!無 SK423-5 

168'182'183 台市0.5

団 調車坪B身大 SK423A上層+も23"'1リ 口I目、高刷、台10.4、 市加サラ 1: 5PB5/J .~軽微 1/10 1V2新 嘩ケズリ 世JII彼無 SK423-6 
台高0.8

69 F九曹 t不B身中 SK423円9.2凹 202.205・206'208-口12.8、高425.台9.6、 市加通描 N6/0良好 516 11'21荷 鹿ヘラ切りナデ 内U輯f1lIiU倍率E中 SK42J.7 

2叩ヨ]()'301 台高0.5

70 掴:t，!':.j:;不A SK位;山O剖3-269+SK4叫 37 口12.0高3.35 甫加通常 2回 Y6/1.Jillf 113 VI 庇ヘラ切りナデ 世!II jf{~ SK42，レ9

71 額思耳A SK423-146.2担+SK424-11-180'248 口12.2、高3.15 I軒加砂多 5Y6/1'不良 2/3 VI l証へ7切りナテ' 使JII伎舞、外底嗣へラ配号 SK423-8 

flJ 

72 須恵盤A SK423-21 + SK424-67' A +上器"..1)4U14.8、高2.3 南加サフ士 2.5Y6/1'!:毛虫干 112 1V21野 底へ7切りナデ 内庇間俊民強 SK42J.10 
+も26ダマリや'n'l'7リめ2Sr，l)

SK423 
73 須恵盤A SK423-41-45'C下層+土器，.7'14+ ロ15.2.高1.6 南加通常 2.5Y6/1堅級 1/4 V2 底ヘフ切りナヂ 使川1m無 SK423-11 

も25""7')・や26'1'，IJ

74 須車高原A SK423-1剖 +SK424419+仁器ゲマ'}5rJZ1.7 市加通常 2.5Y6/1良町 均:部1/4 1V2新 t不都内Dc当て 世用痕無、副将「大ヵJ SK42J.13 

+も26'"リ

75 調車鉢F SK423-35.245 庇叩7 南)}]I通常 5B5/1'且好 116 1V2 底ヘラ先刺突、応外側而ケ 内成摩耗tド SK42J.18 

ズリ

76 調理。小型車 SK423-52・56.82.238+ SK424-153 円143、開11.1.胴14.4 l何 ~I逝i常 25Y6/1里線 114 W 外カキH後、 3条波状文を SK24J.14 

164-21]'212+も25ダマリら31グマリ 3段

n 掴恵小型壷 SK423-4-251 +も26"，リーや26r7・1 口92.顕8.4.刷12.8. F何加砂多 5田/1'良好 112 ~' 2 庇右糸切り痕 世111m無、底面制圧痕 SK423-16 
や担 高10.8成52

78 朝恵小型車 SK423上層+SK424D+色白 25'1'711ロ62、聞4A 南(qlサフ上 2.5Y6/1堅鰍 口車11 w SK423.15 

79 tIi車壷A董 SK423.217+SK424-217 口11.8.高4.8.紐2.7. 市IJII砂多 2.5Y6/1里線 112 v 盟後正位 SK423ト12

紐高2.0

開 須車中型 SK423-50-290+土器"'71)5+ゆ27" 口15.7号車16.2 繭IJiI通常 2.5Y7I1堅級 廟 ~. 11 Il-IV 外1111[1き、内Da当て SK423-19 
マリ

81 上師浬鍋B SK423-37 口39.4、軍i37.0 自相場A2 2.5Y8/2艮 1120 VI 内カキ日 SK423-2 

82 上師 i斐鍋B SK423.259 円38.0顕剖O 織場A3 7.5YR8/4・良 1々。 VI 外カキIJ SK423-1 

83 調車勾'B竃大 SK424-183 .293. 305.326.327. A. D 円172.高推4.3.銀2.7 南加通常 5Y7/1良好 時完 VI 天ケズリ 車焼Ua、色却H縦無 SK4剖 2

SK424 
+も26'1'7')め25

84 調車崎:s董大 SK424守口0+め26 L116_9.i¥'I;3.4、鉦32、 市加通常 2.5Y6/1.!'o級 1/3 VI 天へラ切りナデ 盟後ll.、使Jlit挺無 SK424-3 

紐術1.2
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第凹章 今回報告区域出土の遺物

温情 骨号 種別器揖 出土地点 法量 肱上 色焼 ，~干f 時期 網整等 備考 笑測骨号

白 罰草原B董中 SK424-61・257・379+SK423C上層+ 口132 南加通常 IOYR6/1・堅級 1/3 VI ヲEケズリ 重娩u，、世111m:無 SK4剖一l
も25ダ7'J

師 須恵耳B董中 SK424-162+も26 口122 南加通常 IOYR5/1堅級 2/5 v 天ケズリ 重構u，、値用痕無 SK424-1 

87 )JI~坪B 身中 SK424-197' 261.281.285.368'369 口11.2、高4.5、台82、 F何加通常 N5/0-1HJ 516 VI 車へ7切り 使用仮無 SK424.5 

459'C 台高0.5

曲 須恵杯A SK424ト279，370+め25ーや26 I何加通常 IOY6/1且好 1/2 v ~ヘラ切り ナデ 使JII痕無 SK4244 

89 調車 盤A SK4剖与田・却4・3届剖1-475.D 口13.9、商2.3 I何加通常 7.5Y6/1・良 3/5 1Y2新 l在へ7切りナデ 世JII!良無 SK424-6 

叩 IR想。盤A SK424-31S却7・402'D+も25'261"す口15.8、高2.6 I何加通常 2.5Y712・長 2/S VI 底ヘラ切り ナヂ 内底摩耗~ij SK424-7 

91 掴~.r.t A SK424-178 + SK387下層 + も 24~' '1 !J 口18.8商2.0 能1; 2.5Y7/1且肝 1/4 v 底へ 7~)~ ナデ 内~摩耗強 SK424-8 
+め25

目 盟理刊す鉢B SK424-344 ，345-347 + SK400B12 + ロ26.5、体四3、高17.9、 下街加通常 2.5Y6/1且好 112 v 外カキ日後下半ケズ'J.内 使IIIl1l帳 SK424.10 

S023')46+土器YマIJ5+も20，24- 底14.0 ド位カキ 目 件七位2条it
26t"'Jら231'叫や27'28'-マリゆ27 線

，マリ他

93 明車鉢A SK424-214'405-"剖 口33.0 I相加砂多 2.5Y812・不良 1/却 W 内外カキ目、外上位2条比 SK424-14 
SK4剖 車

制 調車 蹴且鉢(盤) a:SK4剖-54 a底6.7)(4五‘高14.0、 甫加通常 2BY6/1良好 前瓦略 1Y2 爪。指車現ケズリ面取り 世m痕無 SK4剖 11

b5K424-371 b成7.7x 4.8.高14.0 12 

95 調理大型 SK424.96' 106. 167. 184. 198・201 口52.8掴422胴掛O、 T何 ~I砂多 IOYR7I1堅級 114 田-IYI 外HaU[Jき、内上半0，当てー 外底僧粍中、胴上半内外に SK4剖・13
203.205.208.230.231品3.267.2曲ー 車高10.6、刷高76.0、 下半Ob当て『下降ハケ目 前土塗布焼虚{鼎色施紬)
273.276.2剖盟副6.288.2曲 307.313 前86.6
314.316.317.320・322.324'329-
332.339.340.356.361-363.398 

407・456・457'467' 487 + SK387 + 

SK4凶 +SK407 + SK408 + SK420 + 
SK423 + SK426+ SK'130+ 5D50+ 

SD69+SE03+SB312+土器r1'114+

土器グマ時+その他土器ダマリ

明 調車 蝿形 SK4剖 95 鵬φU、残畳13.5 I何加I通常 IOY6/I.j屯 胴体部門 IY? 指ナヂ 到。四肢。尾をk倒、脊に級 SK424ト15
状痕跡

97 土師 高耳A SK424-47-105' Ll3・125.A上層+み 口19.2 再起喝AI 7.5YR6/5且好 杯偲1ノ5 VI 内外ミガキ 使用痕不明，両面本彩 SK424.1 

25も25・26ダマリゆ26'叫

98 罰恵 坪A SK425B上層+SK427.22'23'四 口12.0、高3.0 I街加通常 2.5Y7/1・良好 2/5 1V2軒 庇へラ切りナヂ 内体外底摩耗'P SK4251 

悼 郷軍 紙O(耳) SK425ドl 園町、馴172、成10.5、 前加通市 2.5Y6/1且虫干 刷完尼 1V2新 ほイT糸切り111. 使IIIl1l無 SK42Eト2

園高18.8

l朗 調恵理台B SK425-67 甫加通常 2.SY7/1堅級 116 1Y2 底へ7切りナデ SK425は

101 土師 憐A SK42544.82岨 Ul2忠商3.1、底6B 耳農地AI 7.5YR8I5']ミ 2/3 1Y2占 体下~ほケズリ後内外ミガ 世周痕無、I両面赤彩 SK425トl
キ

1但 土師長腕釜8 SK4258-9-15.23.59.77.84・101 口2 1.6、覇18~、胴2 1.4 鱒場A3 7.5YR6/5・良 1/5 1Y2草野 内外カキ目 内i事ヨゴレ SK425-2 

103 土師 長胴釜B SK42513 u却ふ朝18.9 禽渇A2 7.5YR6/5・長野 日朝片 1Y2輯 内外カキ日 SK425-3 

SK425 l制 土師 洩鍋B SK425.33・34.72.9，].97.103， 120 Ll37.4、朝34.0、胴担2 鶏場A3 7.5YR8I4艮 115 1Y2 内外カキ目後ド半外ケズ 外煤、内下半簿焦げ SK425-4 
125'132-1羽 リ、内ハケ目

105 土師浅鍋B SK42573 口却6、頭36.6、胴36.7 総場A3 7.5YR7I4血 1120 1Y2新 内外カキ目、内下半ハケ日 SK42ら8

1国 土師 檀摘B SK42582.68師団 l凹 121 口37.8、期34.4 *場A2 IOYR8/3・i込 1/8 1V2新 内外カキ日後下半外ケ ズ 外下半蝿 SK42ら5

リー内下位ハケ目

107 土師世鍋B SK425ト団 口37.2、顕~1.4 ，胴34 .6 烈場A3 IOYR8/3且 1/20 1Y21荷 内外カキ目、外下半ケズリ 外下半煤 SK425-7 

108 土師 浅鍋B SK42!与114 口38.7、11:35.6胴35.4 然場A3 IOY回/3'JUf 1/30 VI 内外カキ目 外煤 SK42~ト9

l曲 土師。謹鍋B SK42514.37・41'42-47-70.86.111 口四6.覇37.0.刷372 終場A2 IOYR8/4' b! 115 VI 外下半ケズリ‘内上半カキ 外下半煤 SK425-6 
目下半ハケ目

110 調車 摘華大 SK426-72-73・個+や26'・判 口18.8 前IJII通常 2$>'711堅級 114 1V2新 天ケズリ後沈線2条 重俊I、世用夜祭 SK426-2 

111 罰車勾:s董中 SK42ι-36+よ249"11) 口14.8、高2.95.師3.0、 市Ul通常 7.5YR5ノ3良肝 213 IVI 主ヘラ切りナヂ 盟焼I、f史用1II無 SK426-3 
紐高0.8

112 m曹勾:8董小 SK426.174 +め25 口11.0 甫加通常 5Y6/1 良好 113 1Y21野 王ケズ'J 重焼u，、世m彼無 SK426-1 

113 明車・勾:A SK426-166+ B下層 口122.高3.6 甫加通常 lOY7Il'良好 1/3 1V21野 底ヘラ切りナデ 世用a限界帳 SK4路4
SK4部

1l，1 ~.n: !T.. j:.不 A SK426-150'151 口12B高3.7 1街)Js通常 IOY6/1血鮮 1/3 1Y2新 底ヘラ切りナデ 世Jflll!無 SK426-5 

115 調理 盤A SK426B下層+も26""71)・ゃ2M'"7I) 口 142、高~3 甫加通常 Nfi/O'良好 1/5 1Y2古 庇ヘラ切りナデ 使}目痕無 SK426-6 

116 土師杯B蓋 SK426-210 銀3.7、紐高1.0 開場AI 7~Y岡市。良 紐H 1V2 内外ミガキ 両而赤蒋 SK426-1 

117 土飾長胴韮8 SK426-41 口21.9，IJI18.8 語習場A3 IOYR7川島 口覇片 1Y2lfr 内外カキ目 SK426-2 

118 土師内簡略 SK42u-35 口11.7 時湯A3 7.5YR8/5・良 1/15 11'2 内外ロクロナデ 内薄煤付着.玉悼式 SK岨6-3

119 須車。鏡益大 SK427-91'93+も23，.(1)や231'(1)・口22.6 市制l砂多 5Y6/1堅敏 1/10 V 王ケズリ 重焼sb SK427-3 
ゆ剖

120 調車 昨B査中 SK427-69+も23.25め231'(1)や24紐2.4， ~1高1.1 I制加通常 7sYR7I6良肝 215 VI 究へ7切りナデ 重焼n，、世用復無 SK427.1 

"7リ

121 調車 勾:Bil大 SK427ーお 37 口15.4 南加白土 2.5Y8/1竪綴 1/4 VI 五ヘラ切りナデ 宜境n，使用線無 SK427-2 

122 調車 勾:8身大 SK427-6'1I'17'18+ゆ261'(1) ロ15.6、商6.9、台11.3、 南加通常 2.5Y6/1堅級 1/4 VI 1在へ7切りナデ 内底成事E樹 SK427-8 
台高O五

123 調理 体B身大 SK427.5Q + SK428-80 +も24""71)+ 口15.9、府6.7.台9.1、 市111通常 IOYR612良昨 5/6 V2 底ヘフ回りナデ 世用痕無、外脱ヘフ記号 SK427.10 

も却 P879 台高0.5 rUJ 

124 m曹杯B身大 SK427-38+も23'2'W，リ'や231"，1} 口15.0 甫JJn通常 7.5YR6/4'良 1/6 V2 SK427.7 
SK427 P747 

I ~I 罰軍陣B身大 SK42744日同 B+ら321'<1) 台9.8、台高0.5 陶加通常 2.5Y7/1且岬 1/3 VI 底へ7切りナデ 使JIIj挺無、外出ヘ ラ記号 SK<127・9
rl) 

126 調車均:B身大 SK427.51 IJ16.0 期加過'吊 2.5Y7ノI堅依 1/8 VI SK427-6 

!27 壇車 庫B身中 SK427-3Q-32.D上層+や24，26"マリ 1:113.3 南加通常 2.5Y6/1堅鰍 1/3 V2 底へラ切りナヂ f自用lI!無 SK427.11 

128 項車坪A SK427る6・68 口12.7，高3.8 能~ 7.5YR8/4・不良 113 VI 底ヘラ切りナデ 外底へラ記号rx) SK427.5 

1四 調理 t不A SK427.i3+ゆ?:1r11) 口14.9.iOi3.3 I前加通常 2.5Y7/1堅敏 1/5 VI 庇へ7切りナデ 使用jJ{無 SK4274 

1却 型車 鉢E SK427-76 口22.6、体25.8 I何加通常 IOG5/}'良時 回線片 v SK427.12 

131 須恵瓶A SK427-13 口8.8、罰42、朝高10.2 T何加通常 2.5Y7/1・堅依 口覇片 1Y2衡 円111'閑第技法 SK427.13 

132 土師 長胴韮B SK42740 口22.2、車19.8 熊場A2 叩YR8I3不良 1/20 V2 内外ロクロナデ SK427.2 

133 調車 均:B董小 SK42島田6+土器r71J5+ら23r7リ 口11.4 能実 7.5Y5/1良 213 JV21持 天ケズリ 軍焼 1.内王摩続強、墨痕 SK42s.2 
(転用回)

134 覇軍 坪B董小 SK4品岨 ロ11.5、術2.1.鑑2.1. iIi加通常 N6/0堅級 1/2 1V2新 王ケズリ 重焼0，、使用被無 SK428-1 

SK428 紐高1.0

135 調車。均:A SK4耳目。-36 口13.0、術2.8 下旬加通常 5YR6/6不良 1/3 1Y2古 底へ7切りナデ 使用痕無、外雌へフ記百 SK4284 
rx) 

136 須恵 勾:A SK42s.79 口 12.4、向3~ 能型 2.5Y8/1'" 1/3 1Y2新 底ヘフ切りナデ 内底摩耗l!l SK.128-3 

137 土師・支脚形 SK435-9+5K43か14+よ21 上6.7、下7.4、高92，礼的 地JeBl 7.5YR7.ノ5且貯 時完 日1-02指ナデ 世間痕無側面へフ 配号 SK435-2 
rxJ 

138 土師 支脚形 SK435ト10.11+よ21 下7.0，'~高8.1、孔凹 地元82 IOYR8/4不良 112 01-02 指ナデ 世用疲無 SK43!i日
SK435 
139 土師 玄関車 SK435-32・35 下7.6，'~高5. 1.孔.0.8 地元B2 IOYR8/4'不iも 1/2 n I-U2 指ナヂ 世JU疲無 SK4354 

140 土師}宜岡部 SK4.主>-19 地冗B2 IOYR7/3'1込 112 E 術ナデ、 上締械にヘフ先穿 使用m. SK435-1 

1Ll 
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付表1 額見町遺跡V報告区域出土古代遺物観祭表

5.道路状遺構2出土遺物
遺情 骨号 掴11)器値 出土地点 法量 胎土 色機 残存 時期 自調整等 情J智 災副番号

l 調車勾'G董 5D23N-23'141・床下24'O.116'P-上 口10.3、返8.2、高3師、 龍笑サラt 2.5Y7/1良好 3/4 12 天ケズリ lfl健E、世用m無、主ヘラ 5023日
届+ゆ19'"マリ 紐1.3、紐高Os ge~j- ? 

2 須恵勾'A董中 5D23N.24・124-133.158.164上層 ロ13.5、単11.4、高2s、 市加jt6下 IOYR111'聾綴 4/5 02 主ケズリ 1<焼 I、世1II1lI!!; 5023.2 

床下11.23日 73田 紐2.1紐高O田

3 調車坪A筆中 5D23N.50'112 '131'115. 196・199+口13.7.返IIs、高32. 前畑I~t群 iOYR7/1堅級 1/2 02 夫ケズリ 重俊 1.世周波無、火ぷ〈 5023・3

ゆ19"'71) 紐2.0、紐術lβ It 

4 矧思杯B董大 5023N.73-95・105'162.219・床下お 口16.0、高3.15銃2.95 南加砂多 IOY6/1不良 2/3 1V2新 王ケズ'1 使m痕無 5D23.11 

上胤 紐鴨川

5 矧盟 t不B董中 SD23S-25 知2.15.紐高l.l 南加白土 2.5Y111・H 1/4 1V2新 天ケズリ 内天噛耗中 5023.12 

6 須車。杯日董小 5023N.94 口10.8、高2.4、紐1.7， 甫jm通常 2.5Y111堅扱 213 1V2新 支へ7切りナデ 量幾l、内買噌耗強と且#1 5023.13 

(転倒置) 紐高l.l

7 型車耳B蓋小 5023J..61 口12.1 I街加通常 IOY1I1且鮮 113 VI 米ケズリ 重俊llb、使1111直属 502314 

8 調理踊董大 502J.165 1]19.8 T何加1:1土 2.5Y8!I'堅級 2/5 V2 支ケズリ 重俊l、世1II!I!I号、突平野付 502，日

9 罰思耳B董大 5023p.16・20・21'上層 22・26-P+も 口11.1.高4.6‘紐2.8 南~I且土 N6/0・IHI 1/3 V2 天へ7切りナデ lIi:健lla、世ff1!1!!!; 502J.4 

15'16 紐高1.6

10 掴車坪8董大 5D23-148 +ほ19 口16.3 ili加白土 lQYR7/1堅鰍 lノ8 V2 1i.ヘラ切り ナデ 重構 I、世ff1j)(!!; 5D235 

11 須恵耳B蓋Eド 5023.上崩-42・F+も15'16 ロ13.4 i+I加白土 2.5Y8/1警敏 1/5 VI ヲピケズリ 量償lla慣用m無 502~ 

12 調理坪B身中 5023H.10.11.18.22.23.26.29.31 口15.0、高3.8.台11.0. I有加白土 IOYR6/1.且肝 112 四 底ヘラ切りナデ 使1IIj貰無 502325 
下順・1.10，104上層 台高0.45

13 IUF.!!:勾'B身中 5023N.I35 口14.8、高3.35、台Il.l、 F街加通常 lOYR7/1良好 1/3 m新 btヘラ切りナデ 使月!被無 5023ト26

台高0.4

14 調車勾'8身大 50田P-21・24+1:悟"'(1)5 口15.0、高色5、古11.9、 市J加砂多 IOYR111且M 2/3 1V2古 成へフ切りナヂ体冊外此 使用策無 502320 

台高0.6 線 l条

15 現m坪B身小 5023P-232田1+土器""1J5 ロ11.4高4.35台8.8 甫加l砂多 lOYR7/1良町 4/5 1V2街 庇ヘヲ切りナヂ 世111m無 502321 

台高0.5

16 型車昨B身大 5023Q床下20.R-8.S-39.60上層+ 口16.4、商5.7、台9.8. 南加通常 2.5Y7/2堅調設 2/3 VI 底ヘラ切りナデ 内底中央摩耗弱、外底ヘラ S023剖

P日8+や20-2U'7IJ+ゆ2U"，IJ-む 台高0.5 記号flJ

21・や22

11 明思杯B身中 5023Q-5I'IOI'III'202'2:剖 274下 口1-1.7.高6.3.台9.6‘ 耐tol通常 IOYR111・堅敏 4/5 VI ほヘフ切りナデ 使川lI!緒 502321 
届+土器'-.1)5+や22，'，'J.ゆ22f，l}台術0.65

18 剖~$!.杯B 身大 5023j.1・11-19'57 .66 .68.69下 口14s、高6.1、台9.0. 南加通常 2.5Y1I1. ...11- 112 V2 成ヘラ切りナヂ 使用線舞、外底而ヘラ妃 5D2J.22 

崩'1.上届+や17-18"，IJ + P60 台高0.6 骨'

19 調車郎B身大 SD23H-16-49・145.146床下5・上刷 口14s.向6.45、台9.4. T有加通常 5Y7/1'良好 1/2 VI 底ケズリ 使用彼無 502323 

下層 1-3S-C-I-4-1l 台高0.5

加調理停B身・l' 5023.221上層18 口13.9.高4.7.台8.1. 南加白 t 2.5Y6/1・良良子 112 V2 底ヘフ切りナデ 内底摩耗弱 50237 

台高0.55

21 須車 川'8身中 SD23T.29+土器"7%+ゆ22，'，IJ 口122，高4.5、台8.3、 南加通常 IOYR1I1-!11線 lノ3 VI J底へ7切りナデ 使用痕無 502329 

やおグマ'1 台高0.6

22 調理杯B身q1 5D230-110+土器ダマリ5 nll.7，高42、台7.2. 曲聾 2.5Y6/1良 213 V2 底ヘラ切りナデ 使別痕無 502J.国

台高0.4

23 剖型原A S023P-40'43.1上層 ロ132、高32 南加通常 2.5Y1I1'且 lノ4 1V2i!i 底へ7切りナデ f史周痕無 502J.17 

出須恵杯A SD23p-2剖 326'4白 口12s、高3s 飽ヨE 2.5Y8/1血 112 N2i!i 底へ7切りナテ' 内庇，.粍弱 502J.16 

話調車均'A SD23P-226+土時r，リ5 口12.9、高3.5 市加通常 N5/0・Mf 112 1V2l者 成ヘラ切りナデ 世用機無 502J.15 

26 調車 t不A SD23N-37・38'60・63・76・床下10 ド口13.1、高3.5 前加通常 25Y812・不良 213 V2 底へ7切りナデ 使用痕無、外戚ヘラ記号 502J.19 

届 fxJ 

21 相!l!:-t;不A 5023p.200.222.243盟3-437+土器 口12.6、高33 甫加通常 25Y7/1良軒 3/4 V2 臨ヘラ切りナヂ 使1111貰舞 502J.18 

，'-rIJ5+も19r，IJ

週開2
28 壇車均'A SO幻上層 24 口12.3.高3.0 南lJ]1通常 IOY6/1・且師 1/3 V2 底へラ切りナデ 世用4反無 5023-8 

5023 四 調理盤A S023上届-54・田・59-61'70 口16.4、商2.0 I何加I通常 IOY6/1且併 213 V2 .tヘフ切りナデ 5D2J.1O 

却 覇軍盤A SD23P.169田4+土器r1'1}5 口16.0、高2.2 陶1開通常 IOYR7/1略級 112 V2 庇ヘラ切りナデ 内底摩耗弱 S023却

31 調思盤A SO幻上属品。62・部ーC'F 口16.0.向2.4 曲聾 5Y6/1良好 1/4 V2 胞へフ切りナデ 内成品車と摩耗'1' SD2J.9 

(転用醍)

32 制~盤A 5023P-439.639.732 +土器γ;'115や 口15.6、高1.7 市加通常 5Y6/1'品 lノ2 V2 底ヘラ切りナヂ 使III!I!無 502J.31 

却Yマリらおグ叫

33 調車線B SD23R-31-S-74 +土器r7tJ5+や22口20.4、高3.75、台16.4. 耐加砂多 2.5Y6/1'良野 2/5 VI ぽヘラ切りナヂ 使用痕無 S02J.32 

ダマリ 台高0.6

34 覇軍盤日 SD23L-66-67+や19"71J ロ22.0、高3.8、台17.1、 南加砂多 2_5Y7/ 1 ・ I~ 1/4 1V2古 底ヘラ切りナデ 世Jjj~ミ無 5D:!:弘剖

台前0.7

35 明恵盤B SD田1-97+も17ゆ17 口18.8.高3.7.台12.2. 能揖 2~Y6/1 艮.f 1/3 JV2j野 成ケズリ 内底摩耗弱 SD2J.33 

台前0.45

36 調理小型鉢 50235-79+土器タボ')5 覇8.9.体制 市加砂多 2~Y7/1 堅縦 215 11'2古 九tヘラ切りl){ 世/flj震帯構 SD23.J7 

37 割思鉢F' S023P-9+ま17 口四D 期加通常 5Y6/1且 1/10 .'2 比線 S0234) 

38 郷軍鉢F S023P-128-140-147-14S-154 -361 口152、休日O、高19.3、 南加通常 2.5Y7fI. uor 5/6 1¥'21青 機成形台策、体部上位沈線 内政際持強、外取もみがら SD2J.41 

364-366'412'414 '465'467' 0.95 成12.6 3条 痕、ヘラ記号?

Q.I05'R・23-54+土器r，i)5+や21
剖タ叫・ゆ21・22"マリ・ら321・7'1り33

39 担車小瓶A S023p.IO 上脳 3'13.51 口4.9、顕4.0胴10.8、 I街加通常 官邸II堅敏 3/4 V 廟下半ケズ，).覇シボリ彼 SD23却

高102台5.9、台高0.55

40 期車小壷 SD23P-38+ゆ22r(1) 口72、顕7.6.胴11.4 陶加通常 5Y7/1'!Il級 1/10 1¥'2新 S02J.38 

41 罰車魅 5D230.152 盟3.5、開9.7.刷高6.5 曲~ 7.5YR6/4-a 胴完 I1 Iif.ケズリ.胴市街刺突士 住日韓欠け SD2J.40 

42 調車 IKA SD23上層 14円 32.35.39.41.43 顕6.0.胴17.7.胴高11.3、I何加通常 5B6/1・堅敏 9110 VI 刷下位ケズリ、1'1盤問機担 S02J.12 

44-47-P-20-S9+も15-17 台11.0、台高12 量

43 調'"舷A SD23p.201' 205.223.313床 f4 朝4.5胴16.8 南bu通常 IOYR7/1・里総 112 VI 円盤閉塞暗法 502J.43 

Q叫36-42-5-75+や22"マリ
判 剖M!.舷B SD23G.IO床下25.H-1'8' 120. J27 覇5.1.刷14.8.廟高14.1、I有加通常 IOYR6/1'l<l'f 9/10 V2 U主糸切り策、円盤附議技法、 外底ヘラ記号fxJ 5D2J.46 

床下43，1-15，19，22'23-114.床下2'台8.8.台高0.1 制下位ケズリ、車部位線、胴

床下11上層+土器'-7リ5+も171". 部沈U線4段
'Jや18，..1)

45 軍軍 IKG 5023D-9O' 133.2師・床下・N.14・17・口15.6、頭1.0、胴15.8. 前加通哨 5PB6/1里総 2/3 V' 開都楠み上If.胴下半ケズ SD2J.剖

18.21 .28.32.35 '18.98'114 '156 園高6.5

182.217.2却駅下14・床下回+土器

"1'1)4+土器r.1}5
46 劉;g瓶G SD23D-I37-N-117-139-147床 fl9・口13.6罰1.0 南加通常 5Ps6/1聾敏 1/5 v 5D23-49 

上廟.p下層+ゆ却9・7リ

47 項車甑G SD23N.134"依下30.43.64・81+ 口14.0、車9.4、胴17.6. 南加通常 2.5Y7/l毘敏 1/2 V 底』脅顕a花、胴下位ケズリ S02J.3 

SK441 +SK436+土器r71JSID-176 高16.2

1V-8-427-548・613・6開 VJ-884川渇

同70'1013.1019.I曲2+や22r叫
48 掴思瓶C SD23P423'Q-21 ・T-7+土器グマリ5 覇11.4 I何加通常 2.5Y7/1-Q高級 1/6 1V2古 円盤閉塞技怯 SD:お48

49 額m，.平仮 5023H"曲+ら31"叫，よ29 口叩4、車5.0、朝間62 南加通常 5Y6/1堅級 円覇片 12 SD23剖

剖 矧車叢A壷 SD23N.2O'149'0床下15 口11.2商4.4、距2s. 甫加通常 2.5Y7/1・堅級 2/3 v 王ケズリ 世IlIIIH眠、逆位蝿 502J.35 

紐高1.5

51 須車登F SD23j-2 '19. 121' 154庇下3.M.-f口12.0、顕11.3 I何lJ]1通常 2.5Y7/ 1' ~級 1/8 1V2新 ロクロナデ S023@ 
届 0.37，1下婦上層-65・66.194.19

+SK215+や田"'11)他

52 額思壷F SO却し11.2VF廟 K晶58+SK255 + 口17.4覇152 1有加油常 1OBG6/1堅鰍 1120 V-¥J12 外カキH SD23-a 
P732+も16-17
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第田章 今回報告区域出土の造物

温情 車号 種別器植 出土地点 怯量 肱土 色・犠 四"If 時剛 測量等 備考 '.I!測骨号

訪朝恵壷F S023p.8'34・54.58'146.239.258 ロ17.5、顕l刷、'同お4、 I何釧1通常 2.5Y6I1 担軽敏 112 v 胴内外カキ日後、外下半曜 5023-52 

279.287.306.350・443，床下5'12・開高2.8.刷高23.4、 ケズ'1

Q.5'38'47・81'92'98'117'140'1S.1 高26.2

155.1日成下2'R.27・$床下19・T床

ド13+土器グマリ5+ま22タ'判み23グ

マリ・も剖ダ叫ーや22'23'叫・ゆ加。22'

23.判他

倒 閣~磁 F S023G.20' 88 .95. H.10 .25' 56. 66 口12.8.顕11.8.刷172、 H何加砂多 2.5Y7I1・良好 4/5 v 内縦ナデ SD2J.53 

79.85.87-曲目 96'1師 108'109 園高2.8

113'117・132・1担 143・144・降下30

36'1.41'1l1'Q-88+も16-1肘'判+

や17

55 郷里壷1 S023R.'"下39+ SB327P4 +ゆ23・お rlI4.9.車13.0胴22.8. 附加北緯 5YR5/4・血 1/4 制外叩き後カキ目下位ケズ SD2J.3 

，'，t卜よ23'24'26，'，'jら23，'，1).り 向19.0 リ、刷内下位ナデツケ

n・23'引j他

56 壇車中型 S023F.甜 口25.0顕19.8、閉潟4.8 I何111/サラ土 IOYR7/1・且好 円割片 E 刷外HaUIlき S02J.59 

57 1m車中聖 SDZ3K-12+も20";1).や19.却，・7'1 口23.6.顕19.2、割高5.4 市Imi省幹 IOYR7/1里総 日開片 胴外HPIlき後カキ目、内Da S02J.60 

当て

語調理中安 S0230.s4 n23.4.園田'.2.園高2.5 附加砂多 2.5Y7I1'良 口顕片 w 刷外11.叩き.内Oa当て S02J.品

59 矧車中聖 SD2JO.1倒 l佃 11HI7.119・121- 口21.2覇15.5.1132.7 耐加通常 2.5Y7I1良時 118 V2 刷外He町き後ナヂーカキ目. S02J.55 

124，126-128，130-132，134，135 園高6J 内Da当て

162.198.199下層 P-6'23-248+土
器， マ叶15他

曲 領車中聖 S023}下層ー0.177'P.10'22 '33'46 口23.4.罰223.胴47.8、 市加サフ土 2.5Y6/1良肝 112 w 胴外Hc叩き『粗カキ目→下 世!IIt限無 SD2:><; 

52.120.142.172.1叩 210.215.218 覇病5.0.商権団7 半HcllllきJl1L→下半縦ハケ

268' 270. 273. 292-294' 297.3叩 日、刷内Oa当て→下半He当

309.315.319認5-3担割1・351.354・ て

356.3詔潔訓O珂2訂0.374.3田沼4

395'403・407-436・4日 4臼・時三下H

Q.8'9'11・24.28.30.34'40・49'52・

58-60，64・77'165'173'183-203.

道院2 206.237'253'291'床下30'R・111・

S023 112・床下6・21・5-62床下46+SK4岨

+SK449+上器"1'1)5+や2U'，.IJ・ゆ

21・221'判，よ缶ダポ1・ら29"'"リ・り却

，マリ他

61 調車中聾 S0230.179・K.18'P.1'18・19，28- U剖ふ額幻2、胴44.6. 南加通常 10YR6/1.n岬 4/5 1¥' 馴外HcP[Iき→カキH→下半 外底耳ヲ粍中 S02J.描

31.62・63'102-105-107'1岨 121 期i¥l)4.8.胴高40.5、 f1c叩き似しー下半縦ハケ

167-186'1回・却3'219'220.224.2却 高45J 目、胴内Oa当て→横ハケ日

269.304耳15・311お3.357.371.375 と下半斜ハケ目ー下半Hellll

認5'4甜・制4'床下7・Q.7・144'却5床 きIHL

下19'R.1曲 121'122.s.J2'77 +土器

ダ1%+も21r71Jや20-22，.7リゆ
却-22，25，26'叫

62 掴車中葺 S023P-4臨・四5・床下I'Q.162・床下 口19仏領18.2胴祖弘 前I加通常 IOYR6/1血鰐 1120 W 刷外Hcllllさ、向。b当て S02J.1 

23・R-10-14・47+583剖P4+t器，'7車両3.5

')5+や23"71'-ゆ22・231'世Jら田，'7

63 調車。中愛 SD230.83.171'183・186'P.1'5'13 n23.0.顎皿0胴40.3、 前~J通常 5YR6/1且 1/4 1¥'2 酬外H.叩き→カキ目→下位 SD2J.37 

55-57・60，69. 77， 79， 82.83 ，86- 園高4.5 HaU[Jき出L、胴内Oa当て

101.104.106.110-112.114.116 

1I8.119'11? .120'121'123.124 

126.134.137-140')44.145・日0-

153.155.156.158-160.164.168 

171.176.1回 185.202.235.2却 263

271.zn.319.338.341剖8.377・394

410・411-415・416・418-420'424

425'427・440-441-4同旅下9.Q.10

26'31，61，86保ド+土器，'7・'J5+も

剖;'11).ゆ却~おダマ'1

64 上師ー浅鍋B S0230-6 1113.0、朝刊2 烈地A2 7.5YR8J5・川下 l々。 v ロクロナデ S02J.2 

65 土師甑 5D230-170+土器グマリ "~ 1 9.0 E明A働A3 IOYR7/4.1'.t 嘩片 W 外H叩き後カキ目、内債ハケ 内興事コグ S02J.5 

出 土師支胸車 S023Q床下回+土器タマサ5+ゆ21 1:6.0.下7.8、高9.0.{LO.8 地元B2 10YR7/4・且11 3/5 E 指ナヂ 使I/IO{無 S023-3 

67 土師菅状錘 S023F一回 n x3.5、干し1.1 総場AI 7.5YR7/5. nlf 略完 拙ナデ 重量田.Ig S02J.4 

6. H区古代ピット出土遺物
温情 骨骨 峻別・器償 出土地点 佳量 胎土 色機 間存 時期 調畳等 備考 県測骨号

1 鉄刀子 P3 13.2 x 1.9 x 0.6 両靖欠捌 両!IJ聞‘盟.23.6g 日日⑥

2 土傷跡支脚車 P161 下5.4、高維7.6.孔1.0 地流;81 IOYR8/4且 4ノ5 目 冊ナヂ 世1/1被無、1!¥1lI P.9 

3 土Ij;寵胴小釜B P313 ロI-l.8.車13.8.胴15.0 艇場A2 IOYR8/3 ・ l~ 116 1V2 内外カキH 外銀内線げ P-3 

4 輯柏・布首班 P453+オ¥33 柚色壇幅色 7.5YR8I6軟陶 1/3 近江'1'相 底あ切り後ナデ 使111<<1無 p.g 

5 上師長胴韮8 P734 + P735 口23.2、覇却乱闘23.6 lII!渇A2 5YR6/5'IH1- 1ノ6 A'2 成車叩き→内外ハケ目→外 使II1fil! P4 

聞下学健ケズリー下半He"11

き出し、内胴下半躍ハケ日

ー下半Oa当て

6 描車界A P正予O 龍世 2.5Y7/1・fH下 底片 V 底ヘラ切りナヂ 使川O{!眠、外雌畢・「林'JP.5 

H匹
7 調車媛A P椙3 口15.0、高3.15 崎!島 2.5Y7ノ2且 112 VI 出ヘラ切りナヂ 植月HK不明 P-6 

i'rft 
8 土師椀A P987 度6.5 線治81 7.5YR8I4且 2/5 1¥'1 度来切り後ケズリ後内外ミ 両間荷、彩 P.2 

ピット
ガキ

9 須車勾:8身 円回1+も四ゆ25や31め四 口16.2.高3.5台10.9、 甫加通常 N6/0堅級 2メ5 E 底ヘラ切りナヂ 内全体朱畢艇と庇阜従強 P.2 

(朱畠転用硯) 台高0.3

10 土崎支脚lI> P1ぼ)9 上旦7.下5.5、高8.6.孔1.0 酒民地A1 5YR6I3良時 7/8 m-/V 指ナヂ 畿熱崎、ft p.g 

11 調理.，不A P1014 1112.8、高2.9 期加通常 IOY6/1且岬 215 ¥11 lifへラ切り彼 使用彼.IM.外底畢曾「古 P4 
女1J

12 矧車問、A PI015 口12.0高3.2 下旬~I通常 7.5YR7/6不良 2/3 /V2lJT Ji!へラ切りナデ 内外全体、保痕と抽侠 P.3 

日1111具)

13 土師椀F P21 +円O甜 口14.5、高335 織局A1 5YR7/5'!i昨 215 ll3 底ヘラ切りf量内外ミガキ 世JII彼無.両面亦彩 P.1 

1. 罰車勾:8身小 円043+刊【)44+ゆ29や27 口12.4.高'.7台7.8 前加I何Z手 5Y6/1・且11- 112 n2 lifヘラ切りナデ 内庇*.w P-l 

台高0.6
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付表I 額見町遺跡V報告区域出土古代遺物観察表

7. H区古代土器溜り遺構
直情 骨号 種別ー器姐 出土地点 佳量 酷土 色・蜂 残存 時剛 調車産等 備考 提t鋼番サ

l 調車 向'81(大 土器グ7リ51.113・162 口16.8 I督加通常 25Y7.ノ1良野 1/4 1V2古 天ケズリ 重俊Db、使用語E無 Hr.リ5-8

2 覇軍 隊8置大 上器グ"厄 1.213，215 口16.9.向42‘紐3.0、 耐bil白.l 75Y7/1且鮮 1/3 1V2斯 天へ7切りナデ 量発電 1.世111111無 Hタボ'/5-10

紐前1.3

3 調車体B身中 土器'-11}51-78+も24r1'リ 口15.4.高42、台9.2、 陶加I通常 25YR6/3且肝 1/5 IVI 鹿~7切りナデ 内底息災弱 Ht・ボJら31

台高0.5

Hli<: 4 現~.1不A 土器タマリ51.2田 口13.6‘商4.45 甫~I過常 25Y8/1・不良 2/5 1V2古 底ヘラ切りナデ 個別111. H1'11J546 

古代 5 割草原A 土器グボ'/5ト引 口13.8.術32 糊IJII通常 i.5Y6/1'且好 1/3 1V2古 底へ7切りナデ 内底**"両 H"'11)5-45 

土器 6 須軍 陣A t器，マ'151却7-219四4 口13.6向3.1 割何加通常 IOY5/1良好 1/4 1V2古 底ヘラ切りナヂ 使HH旋無 H!'('J与国

掴まり 7 領軍壷A董 土器グ71JS1 -122-N.191 +ら25"叫 UI2.6.高43、紐3.5、 陶加砂多 ~5Y7/ 1' 座像 1/2 1V2新 王ケズリ 正f~焼、内克磨耗硝 Hr....I)5.18 

集中 l 艦商1.8

8 軍軍 IfI:A 土器，'7')5ト28・73.1(崎 153'177+ 如5.6、胴15.8 I情加通常 2.5Y6/1堅級 1/3 W 円健閉型軽li法 H"，I)5.16 

も21

9 罰思闇足円面硯 土器"'1'%1+め20 脚17.0 i筒加通常 25Y7/1且貯 1/15 1V2 脚に 1':)，スカ ン Hタ叫Eト却

10 土師長胴蓋B 土器タマ崎 1.195-197 口25.8句顕21.2 機場B2 5YR7.ノ5・良肝 V初 1V2古 内外カキ日 Hグマリ5-7

11 鉄柳策形f!t 土器，.，リ51~2 6.8 x 3.3 x 0.5 岡嶋火銅 毘披都台問、重量11.6g H13-@J 
12 罰恵 蹄董 土器，.'"I}sms+ゆ25-27;'1'リ 口18.6 南加白土 25Y8/1堅級 115 VI 主ケズリ 重焼I、世用痕無 Hグマりら田

13 IlI1曹。町B董大 土器グマリ5m-s剖 鉛2.4、艦商1.5 I何加通常 IOYR6/1良好 1/4 VI 天ケズリ 量焼Da.内王府耗硝 Hグマりら9

14 型車 耳B益小 土器グマリ5皿393.787 口112.術2.9、値2.2、 iIi加通常 IOYR6/2血 112 1V21野 米ケズリ 重後日使用111無 日ダマ1)5.77

魁向u
15 項軍 隊B葺小 土器，マIJ5ID-(旧4+も22 口11.3向2.3翫2.1 i何加通常 5Y61】島町 1/3 1V2新 天ヘラ切りナデ ]i;鍵E、使IH!lU眠、内天へ H"-(1)5-16 

紐商0.8 ラ配号rxJ 

16 型車停B身大 土器，.マ時盟.19回 95.345.1V.剖4 円15.仏両6.6.台10.55、 市加通常 2.5Y8/1且11' 2ノ3 Vl 底ヘラ切りナデ 内天ItIlt弱 H"1")与担

6油田1-14曲I1C+や22"'7') 台高0.55

17 朝恩 師B身大 j器グマリ5m.372.691.718.806 口152.高5.35、台93. I前加通常 IOYR6/1・良昨 2/5 V2 庇ヘラ切りナデ 使111痕無 Ht"7リ5-26

10:括 I¥'C+や24"7') 台高0.45

18 調車 昨A 土器ゲマIJ5ID-295・B+SD23+め24r 口12.0、高4.3 南~I且土 7.5YR6/3. .l~J干 4/5 VI liXケズリ 使用痕無 Hr71J5 .. 6! 

下jや盟r叫+や25

日区 19 調型原A 土器r叫5田-577+け25"叫，る29" 仁川4.6、内3.5 I何加通常 IOYR7/1.'Il総 2/5 1V2 底ヘラ切りナデ 外1iX!IJ耗ιl' Htマり5-39

古代 7リよ剖，.判

土器 加 茸l型盤A t:器"7')5皿・250.261.793.1V.坦8+ 口16.5、向2.2 I何b!1通常 5Y7/1良 lノ5 11'2斬 11);へ7切りナデ HタマP品副

溜まり や22タマリ

集中2 21 覇軍 盤B 土器rマ'/5皿.208・452・778'828・口21.6、商4.4.台17.8、 J幅加通常 N5/0良野 1/4 JV2lfr JtEへラ切りナテ' 使用!){無 lUマ1)5..72

1014-¥'1-151 +も四 21'25タマ小よ26台高05

ダマ'/

22 覇軍 脚付盤B 土器，判5m.20・59時4.3四'1V.292'口組7、勾:高4お、台17.0 市加砂多 N6/0且好 115 n'2新 盤部庇ケズリ 世用痕無 Hr..リ5-71

1360-1439+や19.23，.'7リ 台高0.6

23 須車 中聾 土器p・7'JSID-8'岨 口242.盟四6、期高42 T街加通常 2.5Y812・不良 口車/¥ H 外Hflllき後カキ 1]、内D当て n"71)5.却

後ナデ

剖 規軍 '1'聾 土器9マ'15m -714 -802.919... ¥1-610 口22.5、掴21.5.割高3.5 市加砂多 2五Y6/1' 1~併 ロ顕同 11'2 刷外Ha叩き後カキ目、内Da Hタマ'/5-4

1178 + SK425 + SK435 + SK440 + 当て

5023+め25"7リや22"叫ら26".

お 土師 団鍋B 土器"71}5皿 7抽 口36.6‘覇35.3 掬場A2 7.5YR8/4'且H 1/40 VI 内外カキ日 内悠If彼、外嘩彼 H"，リ5-13

26 鉄 刀子 土器f71J5皿47 6.8x J.3xO.6 213 関部斜角I品j問、重量7.4g H13ll.(J) 

27 掴w:.!不8董大 土器r.'J51V -573 + SD23R93 +よ22 口17.7 陶加通常 N5/Q・堅級 113 回 王ケズリ 重燥し内夫府民強、蝿拠 Hグマ'/5-8

(転J[j脱) 国r.IJ-ら22;".')り24t'叫 有

甜 調車坪Bヨ1"' 土器グマリ51¥'-308-1011'12剖 1257'C口17仏高3.0、紐2.8、 iti加通常 2.5Y6/1里線 112 E ヲ巳ケズリ 量焼 i、内吏構耗11'1 Hr，1J5-1 

+や221"(1) 紐高0.6

29 調理均'8董中 土器グマ喝IV-ll曲 口16.4高3.6蹄2.9、 市加砂多 N6ノO畢鍛 3/4 11'1 王ケズリ 重機 l、世川!){無 H;・，%.5

経由Ll

却 軍軍 杯B董中 土器グマ時1V.1120・1121 口17.4.府1.7‘紐3.2、 術加通常 IOY6/1良 1/4 皿 夫ケズリ 量燥し使用彼無.後ゆが H"7リ5-7

紐術0.7 み

31 覇軍 勾'B董11l 土器タマ'J5JV.l辺 746'1.103 口16.8高1.5、紐3.4、 I何加通常 IOYR5/1睦級 112 m 天ケズリ 草焼 I、使1I!l!無 Hr(1)5-1l 

紐向。75

32 須:e..i不B盤中 土器ゲ7リ51¥1-1093-1095 1:115.8 I絢加通常 N5/0'lHT 113 11'1 天ケズリ 量燐 I、f削Il!){舞 Hタマ時3

33 調理均'B董中 土器，吋51¥1-1121-1421 口l削 市加通常 N6JO且好 lノ4 皿-1V1 夫ヘラ切りナデ 重焼 I‘使用彼無 IU マ'/5-4

34 剖草 月'B葺'1' 土器t"リ5¥11-470-509，792.V-520+ 口l目、高2.1、紐2.75、 I何加通常 N5/0且好 完庁5 11'1 王ケズリ 量焼 1‘内王中央際耗中 H"7!J5-! 

SK444 紐高0.7

35 覇軍 隊B董小 土器9マリ51V-7幻 783・開l 1:1122高2.5師2.5、 市加通常 5Y6/1良野 112 n'2新 王ケズリ 河t焼 Db、世lll!斑無、内正ヘ H""1J5-13 

紐両0.8 ラ配廿rllJ

36 調車。均'8身中 土器ゲマリ51V.1使)()-14個+ら27'マリ 口13.8.商3.8、台10.7. I何加通常 5Y6/1'lHf 1/3 町 底ヘラ切りナヂ 悼用jJ{無 H'"71応-s5
台高0.6

37 調理 坪B身'1、 土器タマ叩m-38-IV -713.1306.1318 口11弘前3.8、台8.8. 甫加通常 2.5Y7月良好 3/5 11'1 磁へフ切りナデ 内成'1'央摩耗'1' H"叫5却

l手16 台市0.45

38 調車 勾'A 土器グ7リSIV-856-g田 1181 口110、高3.5 i布加通常 2.5Y8/1且 112 11'1 底ヘラ切りナヂ 盟問機無 ~W7リ5-4 1

39 割車 勾'A 土器，.'7'J51VB+や22.24"'7リ n14.6、高3.1 市加通常 7.5Y6/1・且好 1/5 血 底ヘラ切りナデ 日グマ%-52

40 担璽埠A 土器γマリ51V.1048'1216 仁114仏海3.9 I値加通常 IOY6/1良好 lノ3 11'1 眠ヘラ切りナヂ 内出回提耗11' Hr71J5.47 

HIK 41 割tt:-t不A 土器タマ時1V-256-D+やおグ吋 口13仏高推3.'! I怖加通常 5Y6/1・且昨 1/5 IVI 底へラ切りナデ 使m由無 Hr7リ5-57

古代 42 明車 杯A 土器ダポ'/511'.8抽 口10.8高4.1 I何加通常 5Y6/1良岬 1/4 VI 底ヘラ切りナヂ 使111m無 Hr1'l}5.日

土器 43 鋼車 盤A 土器r7'JSmB-1V-898-1180+や22 口143、両2.05 市加通常 2.5Y8/2・不良 1/5 IVI 底へ7切りナデ f史llJ縦無 IH"，リ5-68
掴まり 田".1)
集中3 44 lI1車盤A 土器タマ唱1V-418.636-916.1453.B+ 日14.8、高2.0 I何加通常 5Y5/1且好 215 1V2古 底ヘフ切りナデ 出用I/!無 H'・マ'J5-2

SK且.141+や21"'71)

45 書I車 盤A 骨 土器"'7I}51V・686.B.11・1078・1088.口16.9.高2.1 南加通常 N5/0良肝 1/2 11'1 臨ケズリ 使刷復無 H;'"I品剖

1137 

46 調車 鉢F 土器，叫5m-4.315.34I'I¥'，!曲 444 口13.4、体14.4 I何加砂多 N6/0良野 415 11'1 ロクロナデ 耐用!){無 IU'71J5.9 

449'471'477'4剖 491.812伍7・862

1143・1175'1176'ロ05+や22'23""

リ・よ24;"判。も20

47 調理小型鉢 土器r71J5N-8曲 c.yる抽+や22r"口10.9、高7.6.覇9.0、 市加通嵩 585/1'且好 113 n'2 底へ7切りナデ 使1H!l!無 Hr.IJ5・8

'/ ゆ23'マリ 胴10.8

48 調理 小壷F 土器タマリ51¥'-1116 口息仏罰8.0.刷13.4 1何加通常 IOYR7/1堅敏 3/5 w ロクロナデ Hグマ%-17

49 調車仮A 土器タマリ5JV-I466'v1守甜9 顕5.0、胴16.5、胴高12.5.南加通常 N6/0・良野 刷完形 U2 円盤間進技法、九庇叩き 世用銀無 nr.I)5..ll 

台I~ I . 台高1.6

国 tJi軍大型仮A 土器タマリ511'酪3.B 口14.5.覇7.5、廟22.5. 前加砂多 2.5Y7/1・且軒 略記 組 円盤閉塞技法.刷外下位ケ H;".リ与13

台 15.4~覇術 183、 ズリ府郁と顕郁北線

刷高日4.筒32.9.台高1.3

51 頭車大型徹A 土器グマリ51V.661.861・863-865 口14.2、車7.4、刷23.9、 市加砂多 2.5Y7/1且好 台欠完車 皿 円Ii!間務桂桂‘刷外下位ケ i刊'71J5-12

1135.8 顕高17.0、商畢31.8 ズリ、胸部と顕都沈線

52 軍軍 甑A 土器グ判51¥'-528'1025 .1205. V1C + 開5且、朝18.4 市加通常 5Y5/1堅級 1/5 IVI rl鍵問:<<t:え法、車総沈Iil Hr，リ5-44

5023+も23，-，1/司?23.24r，リ
53 覇軍 献且付羽量 土器グ吋5m.572'1I'.659.773.915 口8.6、囲92刷20.1、 I有加通常 IOYR7/1良好 3/4 IVI 刷巾 f~ に開付設し、 3 足の .置器艦 1"・ 7略~I

田1.1(闘争1186，v品 3'7剖V1-274 園高2.2刷術132 献足(足端に犯lみ)貼付、刷

487・踊8+5D23+や田，'，11ゆ21"7向17.8且商122、 下位此線、その下ケズリ醐

'1 足端32x3.7 監
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第四章 今回報告区域出土の遺物

量梅 酢号 輔副器檀 出土地点 佳量 飴土 色焼 Il存 時間 調藍等 備考 :l1測帯号

制調車 中聾 土器タマ時国 37.46.76.292.323 口25.7朝22.0麟41.0 rli加1通常 IOYR7/1良好 1/6 日-1V1 外Hell[1き、内D，当て HT叫5】4

333.527.584・984.1V.376.541.574 男I高4J
576.687・726.7回 761臨5.8品供泊
日72.1却宮 1372.V .~1l .635. Vl.133 

国3.164.168.179却1.2却 242盟6

534' 545' 552 '645-928 + SB318 + 

SK4-1 1 +5K444 +5D23+も22-251'，
'1・ゃ221'叫・ゆ21.回ー26，';，')1也

55 須車中濃 土器"，;，'J5m -104，114-122，152，172 n23.0.覇20.0、顕高3.5 市加通常 N4/0・良好 1/却 田-lVl 口頭叩き桂ナデ、制外113叩 値m袋無 日ダマ'}&.5

HIR 210お2-466.528.1V・136.138-152 き後カキ目、内D，当て

古イt 154 -450-452-464・472.479.489・

土器 583.1010.1152.1153.1239.1416 

溜まり 1442'1443+SB318+5K4岨 +5K422

集中3 + SK424 + 5023 +や19'22-2H'，

リよ27?叫り25.2引吋他

56 割!~措鍋 土器グマ何回 127. 1033. !V.216.617 円沼S覇29.6 I何hlliJlj同時t 2.5Y8/1堅敏 1/10 IVI ロクロナデ 土師器遷Jt;焔焼成 Hr.I}5-18 

57 1m盟 理鍋 土器r7'15m.I69'324-NC+や回'1'，1)日指2、車32.2 南加出~I材 2.5Y8/1・堅級 1/20 IVl ロクロナデ 土師器量冗焔構成 IU.マ略19

58 調車圃足阿面硯 土器r"'JSIV.272.231 +り331'，'}る 勝13.2 甫加通常 2.5Y6ノ2.!'i!綴 lノ3 V !日下 2段物円形スカシを Hグマ1J5.3

担，'，IJよ32"'7リ 311 

59 土師線A 土器ダマリ51¥'軍調0.270.271剖4 口14.6、底7.4 様鳩Al 5YR7/6良野 112 E 出ケズリ桂内外ミガキ 両面赤事 Hタマ明石

曲 土舗盤A 土器グマリ51V. お3 無為崎AI 7.5YR8/4且 1/5 1V2 底ケズリ後内外ミガキ 両面赤事 H'引15-6

61 土節坦鍋B 土器ター引151V.1259 口36.0、朝32.8 烈場B2 7.5YR8/4良 lノ却 W 内カキ目 f愛用lI!不明 H'ポ1514

62 土師 主脚形 土器グ叫51V.s47 下刷、孔1.0 地冗B2 5YR7I3. f. 1/4 E 指ナデII! 被鈍赤it 日夕吋5ト却

回調車均;B身中 土器グマ叩V.370・4日 510.6加 712 口14.8、高3.45、台11.6、 南加通常 2.5Y7ノl堅級 3/5 皿 庇ケズリ 内底摩耗『ド H'引jら27
713.7剖 台高0.4

64 制~.!!:.t不B身中 土器'!'71}5V-387+や20，.'71} 口13.8、高3.85、台9.8、 甫加通常 2.5Y6/1品目 3/4 !VI "~へ 7 明りナテ' 内底峨耗弱 Hr，.リ5.25

台高O~

65 1m車杯B身中 土器"7')5 V .842 +土器，.，1)4-121+ 口14.6、高4.8、台10.0 商皿且常 5Y6/1良好 1/4 皿 底ヘフ切りナデ 使用仮無 11"71)5.84 

やお・26ダマリ・ら24・25タマリ 台高0.4

66 調理勾;8身中 土器ダボ')5V-40・154'171 口13牛肉.2.台9.8. I拘加通常 5G5/1凪飾 415 IVI 底ヘラ切りナヂ 内底摩耗弱 Hr71}5..29 

台高0.4

67 羽車j;FB身r[1 土器γマ叩V-405.863・864-\~ .143 口13.7.高4.4、内9.8‘ I何111通常 7~Y7/ 1.1'>JT- lノ3 IVI 底ヘラ切りナデ 内而謄粍 Hターマリらお

258.10却 台高0.4

国境!!'..t"fA 土器グマリ51V-455・V-787・788.790 口14.1、高3.65 甫加通常 2.5Y812不良 113 田 成ヘラ切りナデ 使IIHl!無 Ii?"マ'1544

793 

69 調車向;A 土器グマリ5V-653.654 ロ132.商3.4 市1111通常 5Y7/1且 1/3 IVI Iifヘラ切りナデ 阻用痕無 Hグボ1542

70 調車杯A 土器，・7IJ5Y.l20-122 口 12.7. 高3~ t持加通常 IOY7/1且 1/5 1V2新 臨へフ切りナデ 内底摩耗中 Hr7!J5..49 

日 I~ 71 須w..t不A 土器，・7叩V.73.160. 170・2曲 816 口13J、高3.4 i偽加通常 IOY7/1良 2/3 IVI 限ヘラ切りナデ 世用m:無 H"，I}5.剖

古代 72 割車盤A 土器γマ時Vる0.114 口15.8、高2.9 甫加通常 IOY6/1良好 1/3 !VI 底へ7切りナデ 使用lI!無 Hr，I}5 .. 66 

土器 73 須恵盤A 土器ダマ崎V-436 口15.4、高2.45 南加通常 7五Y6.ノl良肝 1/4 Vl Iif.ヘラ切りナデ 使用m:無 IU'，1}5.-70 

掴まり 74 項璽錦身 土器タマリ5V-804 口13.8 南加通常 N5/0.!'i!1l lノ10 皿 体沈線2条 x2段 IU" 下1573
集中4 75 調車鉢F 土器タマrJ5V.597・598 口19.6 南加通常 5YR5/2良好 1/6 日 内下位縦ハケ目 世!II!f{無 Hr1'I}5.-IO 

76 額控小輩F 土器タ押5Vお3 口7J、高7.95、朝6.5、 南加通常 2，5Y6/1・良好 完形 IVI 底へ7切り 世用仮無、胴中位円孔 Hグマ・品5

刷10.3.底7.8

n 罰車小量F 土器，'7'J5V-101.105.880. VIAB+ L17.3.顕7.3、高7.0、 南加通常 lOYR6/1堅級 9/10 IVl 底ケズリ 使用彼帳、外底ヘフ配分 H'マ略6

や18-19"-.リ・ゆ19.20'-"') 朝10.3 rmJ 

78 筑曹瓶A 土器'1'(1)5皿.641.V.75.108.109 顕6s、刷20.0 i+I1J11白土 IQYR7ノ1且M 1/3 IVl 円盤l羽進技怯 Hタボ'15-14

112.Vl.12・13.15・21'450'A +も21

や20

79 m車販C 土器"1")5V .294' ¥1.823-1144 + 罰色6廟却7 末烈' 2.5Y6/1良好 1/4 町-1V 刷上位中f~jt線各 Z 条、胴 1.{1"7%47 

5D23+も泣や18 下位ケズリ

回 IJil車検車 土器γ7'}S皿-703-V-471'490+ 口11.8、顕叩β、高22.4 甫加通常 2.5Y6/1良野 1120 IVl 聞外He叩き後カキ目、内03 Hr;o'J5-23 

SK387+SK4凹+土器?....'J4引 8+も 当て後ナデ

20・23r，'}・ゃ19.24"''''1ゆ23.25"7
リよ24"マリら16グマリる29タ.マリ

81 土師 主脚形 土器グマリ5V.223.326 上7.4、下8.4、高7.7、孔1.6 地χB2 5YR7/4不良 2/5 u 指ナデlJI. 依然株化 Ur7'J5-19 

82 調車摘蓋大 土器r，'J5V1-805脱却 1169+V-23;+ 口20.7.高4.0.担3.0. T有加通常 2~Y6/ 1 且肝 2/5 1V2新 天ケズ'1、主2条沈線 宜焼I、f史用痕無 Hrマ%-6

S023 紐高1.6

83 須恵杯B董大 !こ器r7'15 ¥1.327 + S023 I r層+ゆ 口16.0 南加通常 2.5Y7l1堅級 113 1V2新 王ケズリ 量健I、内王師耗強.墨痕 H"'7IJ~凶

(転用匝) 22訂 28グマ'1

制 調理耳B置中 土器グマ咽Vl.549 口142、高2.8、紐22、 市tnl通常 5Y6/1.j込鮮 115 1V2新 主ケズリ 重焼I、世用lI!無 Hr7'J5.15 

紐高0.9

85 郷軍勾;8董小 土器グボ15VJ-72-73-75 1:111.9.高2.7.罰'2.1、 南IAI通常 IOYR6/1'~飯 112 Vl 天ケズリ 重俊I、使用線無 ar7リ5-12

艦前12

師 調恩師B身大 土::H'，リ5NA'V.17.847.881'VJ 口172.向7.05、台12J、 I何加通常 IOYR7/1略敏 213 IVI 庇ヘラ切りナヂ 世IIH長無 十W71/5.却

495.518.6団-976+ゆ241'，リ 台高0.65

87 須車体8身大 土器ダマ叩1V494・495.1263.Vl.267 口16.0、高6.'.台11.4、 I調tnl通常 2.5Y7/1艮1， 215 1V2新 底へラ切りナデ 世間疲無 H"7'15-j9 

297+ら22"7'}や23t'71}-よ23-24r 台高0.5

マリ

88 型車 t司、B身大 土器ゲ7'/5V .153 .873' VJ.116-727 + 口16.6.高6.7、台10.6、 甫加通常 5Y7/1良好 215 VI 庇ヘラ切りナヂ 世間lJI.無 Hr7!J5.21 

も20ダマリ 台前0.4

89 筑~.昨B 身中 土器ダマ'}5¥11.368珂9田9 口13.5高3.7.台10.9 I何加砂多 IOY7ノ1.且 2/5 町 底ケズリ 世用仮無 H'叫532

台高0.4

同 jJ{曹界B身中 土器グ7IJ5VI-331-お3お5 口13.4、商4.1、台9.6、 南b日通常 2.5Y7/1良肘 2/3 IVl 庇へ7切りナデ 内底中央燦粍悶 Hr11}5-24 

台高0.6

H巨
91 m!，:.t;不B身中 土.:~，・ 7叩Vl .22 . 44 . 46 口12.3、商4.25、台82、 南加通常 2.5Y6/1.堅鍬 1/3 1V2古 底ヘラ切りナデ f史用痕無 H'・マリ533

台高0.4
i!ift 
92 罰車刈 A 土器，.，日羽田I 1113.6、高3.8 南加通常 5Y7/1・不良 1/5 IVl 底ヘラ切りナデ Hr....リら54

土器

溜まり
93 須恵勾;A 土器タ';OI)5V1.1007-I01O'II09 口13.2.高3.8 下街加通常 2.5Y8/2不良 3/4 IVl 底ヘラ切りナデ 111・7略 36

集中5 94 型車坪A 上器r7IJ5Vl-IH泊 1134-1135.1138 口 1 3.0、高3~ 下旬加砂多 2.5Y6ノH!鮮 1/2 IVI utへプ切りナデ f削IIlJ1.. Ht'，1J5-37 

95 調理師A 土器ダ1'I}5V[.334，340舶4 口13.6、高3β 甫加通常 7.5Y7ノ1・良 1/4 IVl 底ヘラ切りナデ 世期復. 日夕マ略53

96 mp.拝A 土器グマリ5 Vl ~8-由。 52・日 口12.8、商33 甫加通常 2.5Y7/1・艮 112 1V2新 底ヘラ切りナデ {車用lIt無 IUマ略38

97 須車川;A 土器グマ崎羽-843-846佼訓0-凪3 口13.3、高3.4 南加通常 IOY7/1.且 4/5 1V21野 底ヘラ切りナデ 使用狼無 IH'ボJ5-34

98 剖車杯A 土器ダマリ5ID.629・;].441・442-448 口13仏両3.4 甫IJiI通常 5Y7/1且 215 1V2 底ヘラ切りナデ 内底中"''*'粍弱、外庇ヘラ 日夕マリる~8

941 記号rlJ

同 須理主不A 土器グ.'1}5羽 755.841-1曲4'C+ら24口13.4、高3.1 龍;li 5Y6/1且師 2/3 VI 底へラ切りナヂ 内成摩耗中 日夕マ1J5.78

，が}

1∞ 須~.!キ A 土器，-，リ5Vl-637.652・749叩却 日12.4.高3.0 T何加通常 2.5Y7/1込町 3/4 1V21野 底へ7切りナデ 内底摩粍嗣 Hタボ1535

101 須車勾;A 土器グマリ5V'vlA+キ19・2Or，I'ゆ LlI1.6、高3.5 樹加通常 2.5Y8/I.J退a子 4ノ5 VI 底ヘラ切りナデ 使111m:無 Hタ・7'J5-62
19t'，'J 

102 調理勾;A 土器，マペ15皿 VI-181.226"sn 口12.5商4.0 I街加通常 IOY6/1良好 2/5 1V2新 底ヘフ切りナヂ 使用痕無 H:t'".1)5.43 

103 ~.n~坪A 土器，マリ5Vl田3.570.643.8臼 口12.5.商3.85 市加通常 IOY7/1且 2ノ3 1V2新 庇ヘフ切りナデ Hr.IJ5-40 

104 明車時A 土器タマリ5Vl.167・223・225.561'団4 口12.7、高3.3 南mlJ;U 10Y6/1良野 1/3 VI 底ヘラ切りナヂ 内低摩耗弱 Ht'叫5田

105 m~ 盤A 土器'1"7IJ5V1.14S-C+め23;-.・1+よ 円17J、高1.9 能量 7.5Y7/1艮 1/6 IVl 厳ケズリ 使用痕無 Hr.I}5-69 

21 

l国 1)(車盤A 土器グマリ5、~465.512・ 951 +SK444 W16.0、高2.75 南加通常 IOY61】良好 115 Vl 出ヘラ切りナデ 旭川jf(舞 H'マリ53

107 m:'!':.盤A 土器，・"応VI4S.718剖O田I.F 口16.7.高2.35 南加通常 IOY7/1良好 1/， VI 庇へ7切りナデ 世用jf(無 H'ーマり5-67

l曲 調車盤A 土器グマリ5Vl.II 円15.8、高2品 市加通常 5Y7Il且 lノ8 VI 成ヘラ切りナデ f直用jf(無 Hグマ1)5.79

l回 須~~盤A 土器，'7I}SVI.I72.987 口15.3.高1.85 府加通常 5Y6/1良町 1/5 VI 成ヘラ切りナデ 使用袋無 Hr.IJ5-65 

147 



付表1 額見町遺跡V報告区域出土古代遺物観察表

遺構 昨号 傾別ー器機 出土地点 佳量 !f;土 也・鰭 時存 時期 調lI!等 備考 ')(測骨号

110 明恵小型鉢 土器グマ帽VI-9'64'65 liA72 I何加通常 2.5Y6/1型仮 718 1V2 Iif.へフ切り痕 世IIHJI無 Hグマリ5-2

111 覇軍小型鉢 上器タマ百羽毛曲 Ll1U.高4.7.底8.5 I何加通常 lOYR7/1良鮮 9/10 1V2 庇右糸切りtII 世IIHII無 Hグマリ5-1

1121m車鉢F 土曜グマリ5illゃ557'567.636.989.1V 口19.0体19.6 I旬加砂多 2.5Y6/1血肝 <1/5 V1 外カキ日後下位綴ハケ体 使10m舞、体外へフ記号' H'マリ5-4

572・¥1-138'19H95・529.857'1058 下位枕線

+や22タマリ・ゅ221叫。も22・28.ゆ24

113 掴恵麗A 土器タ叫5¥'1-1037・川崎 覇8s刷19.4 求総予 2.5Y7/1且肝 1/5 目-1V 1'1盤問禽控昔、頭部‘胴上位 H'下'15-15

骨2粂

114 明恵 壷A 土器グマリ5Y-2'VI-97'1却 154・458・LI8.5.顕念O.刷19.4、 市hJ1通常 IQYR7/1良時 3/4 V iif.>I"， ~1 り ~i、刷外下半ケズ l-Jr7リEト5

459.4刷・466'47J-oJ80.485'491.633 閉向1.6、制高14s. リ、胴上位此線

654 -655 -827 -946-968 + SK435 + 高16.4

SK444 + 5023 +め剖"71)-や20'"リ

115 煩思壷A 土器，マ1}5N.439・羽一247・350.386 lJ8.1罰9.3嗣18.1 I街}JII通端 2.5Y7I1良師 3/4 1V2 廟外下半ケズリ、刷内下位 イI葺m陣 '-W71J5-51 

392'393・403'409.415'686'741+ 顕高1.6 叩き/11し後ナデツ ケ

5D23 +も19ダマリゃ21'叫

116 m!~. 中型 土器"7崎町50.62.113.19卜270 022.8、罰21.6、刷50.5 1何加通常 2.5Y6/1良肝 lノB 1V2 制外Hall[Jき→カキ目→廟ド 日グマリ5-7

Z制 297却7.378.1059.1V -372.389 顕高4弘前推45.0 学Hallllき出し、刷内0，当て

引9-421-498-539・556.586.588・ ー腕下半H，当て、 日朝外H

11巨
606'631'695'709'729'741・903・ 111)きーナデー波状文

古代
957・1121-1126-1157-1194-V.768-

土器
¥11.113.150. 236-285.371.373.374' 

澗まり
402・404・405'408'411-413-415-

~I!・ 5
417-423-424・427-432・737'903+

SK408+SK424 + SK<I36+ SD23+も

20-22'-71/ や19-23"'7リ・ゆ21-25

タマリよ22・2:1"叫ら幻グマリ IJ却グ

マリ1血

117 調車中型 土器ダマリ5皿49.167-1V四 l田7'Y n21.4、調19.4、刷43.8、 T+i加砂多 N5/0.lllf 1/3 四-IVJ 刷外I-Ia叩き→稽lカキ目→胴 JH'7リ忌6

-614' ¥11-70-132・292.314.319.367 朝高3.6 下半Hal1 11 きJlJ L. 刷内Dc~

514.571.591.593.6剖 611岨l凪2 て→胴下半Oc当て

694.697.712.715.726.758-776 

793.794. 798. 802.816. 817 .819.821 

835町8'1帥4'1削指 1012-1師2.1118

+ 5s31O + 58330+ SK422 + SK424 
+SK426+SD23+S回，2+土器デ71}4

+めおゲマ'1，も却 23-26グマ'1や19

四'22・26-28r71Jゆ幻 25.26ダマ'1

る31，'7I}f'也

118 須車 中lI! 土器1"(1)5目ー183'¥1・5蝿曲l 口22.2、罰20.4、頭商3.1 I有加具土 N4/0毘鰍 日閉片 日~皿 刷外Hall[Jきf愛カキ目、内D， Hr;，I)S..22 

当て後ナヂ

119 領軍大型 土時r;，IJ5VI.1凹 110+ら24";") 日55.4、顕47仏覇高9.3 I有加通常 2.5Y6/1良抑 口車片 W 覇締つなぎ粘土痕 11";，IJ5-30 

120 額思 1不H身 よ21 U9.9、畳122.立高1.6 商加通常 2.5Y6/1 イミ l~ 1110 ti.ttl U輯端内傾段形成 亜俊正世 111マリ3

4-1斬

121 須恵昨H身 ら19 口12.7.畳15.0、立高1.7 南加砂多 2.5Y7/1堅級 116 古墳 底ケズリ lII:焼正位.世川敏鰻 H";'I).2 

牛02

122 掴思 lfH身 ら国'29'-;'リ 1"19.2.畳11.6、立問0.6. 能美砂多 N6/0良肝 3/4 12 庇ヘラ切りナデ 重機正位、使川Hf{無 1-:1";").19 

高3.9

123 郷軍胤葺 P 土器，'''')4 口9.4、返6.6 I有刷l且土 2.5Y7/I.n 紐欠 事 韓状ロクロヒダ 耳【焼正i立 11";").1 

124 iR車向;G董中 よ26";") 紐1.7、紐高1.4 商加北酔 2.5Y6/1堅級 1/3 01 x.ケズリ 重俊 I 、 f~mlll~ Hr;，リー12

125 調車勾;B議中 ゆ22'-;，リ・や22・23r;，') 円16仏向2.7.紐2.9、 ffi)}n通常 IOYR5/1 里線 215 03 天ケズリ 重機 I、世用彼無 H"7IJ，5 

紐高0.7

126 明!，!.T:.t:不B董中 め剖"7IJ Ll13.8、高2伍紐1.7、 南加通常 lOYR5/1堅敏 112 1V1 買ケズリ lIi燦 1.1愛用車無 Hr7'J-4 

紐rI"li1.0

127 須恵杯B董小 ゆ27"7リ 円122、高2.1紐2.4 南机i通常 5Y5/1堅綴 1/2 1V2 五ヘラ切りナデ E焼 sb.内王尉耗弱 I-Ir，1J.7 

紐商0.9

128 調理耳B董小 め剖グマリ IJIl.4 T何 ~1通常 lOYR5/1堅級 1/3 lVl 天ケズリ 重俊I、使用車無 HグマIJ.I

129 調理抽叢大 もお，マリや24 1118.9 I何訓l通常 10YR7/1 局長級 1/3 v j(ケズリ 重機 l.i'I!lHli!!眠、健ゆが 1-1'・7'J.7

み

130 掴恵勾 B並大 や"1:1'-7')も27 口172舟U、経2.7. T句加通常 IOYR7/3'良 1/5 1'1 主ヘラ回りナテ' .!li燐 s，、使用痕無 "r7'J-6 
紐商i日

131 須恵杯B蜜大 め23，'7リ 円15s 耐加通常 2.5Y6/1'良併 lノ3 V2 天へ7切りナデ 亜蝶 H 司、山王'I'~磨耗q l H"7リ.2

132 ~1O.!!. 耳 B董 '1' も却タ 7'1 U12.3 能型且土 5Y6/1且貯 lノ3 V1 買ケズリ 内主oJ'央府耗強、国挺 Hr7')，3 

(転IIJ班)
133 須恵坪B:illト よおタ判ゆ23 口12.9高2.7.師22 I街加通常 10YR7/1堅級 1/3 N2，1i 五ヘラ切りナデ 亜後ト内天中央贈耗中 Hr71J.9 

紐高12

134 調車杯B置小 ら29r7'J 1112.4、高山、鑑2.2. l制 ~I通常 N6/0良野 113 1V2古 王ケズリ 軍機 I、内天中央陪従強、 1H マリ 10

(転用田) 紐高12 蝿縦

HIR 135 ~(iJ!~ 勾:8董小 ゆ26"71).も26ダマリ 口12s、高2.5、紐2.3. 南加通常 5Y5/1'b.!_野 2/5 V1 主へ7切り ナデ 重焼 l、内天磨耗強.朱畠 "r7'J，11 

古代 (転m暁) 紐高0.9 痕有

土器 136 調l!'.j;j:s身中 や28r7リーゆ27;-7'J 仁114.6.高3.9、台10.6、 llj~1通常 5Y5/1良好 112 m 眠ヘラ切りナデ f史刷痕無 Hr7'J，J5 

溜まり 台高0.4

集中 137 須恵耳目身中 め剖タ マり 口!日、高3.7."'11.4、 南IA1通常 2.5Y6/1.lH1 1/5 1V1 底ヘラ切りナデ f山11挺無 H"7リ8

単位 台高0.5

以外 138 項!.!!.耳B身中 やm マ'1，ゆ26・27グマリ n14.5尚3.7台10.6 南~I通常 2.5Y6/1・且肘 1/3 田 底へフ切りナデ 間刑痕無 Hダマリ32

台高0.4

139 須!!(.j.不B身中 ら剖・25"7') 口14.6.高4.2.台11.2、 南加凪11; lOYR5/1且灯 114 1V1 底ヘラ切りナヂ 使IHJII!'i H'-7'J，31 

台高0.7

140 須，.!!:.j.不B身中 り27 口13.9高3s台11.4、 甫加l通常 2.5Y8/1良 1/8 1V1 成ヘラ切りナデ 位mHi舞 Hr7リ4

台高aぉ
141 調車 t不B身中 め22'-7リ・ゆ23;-7'1よ27，.，1) U13.2、両4.0、合9.7. J栢IJJI通常 10Y6/1.fHf 1/4 1V1 ほヘラ明りナデ 世JIl痕無 11"7".29 

台高0.45

142 調車杯B身'1' よ27"7リ 口13.3、高3.7、台9.1、 甫iJJ1通常 2.5Y6/1.m級 1/5 1V1 Ii<へ7l;Uりナデ 日ゲボ1.却

台高0.55

143 須'"勾:8身中 t~品，マ'}4 + も 26" マ '1 口122、高3.8.台8.8. 耐~1通常 2.5Y6/1 個展敏 2/3 1V2古 ほヘラ切りナデ 他附彼 •. H"7リZ

台高0.4

14凶 調車 向:s身中 土器グマリ4 口12.0、高3.95、台8.4、 甫1m砂多 IOYR6/1'il!級 1/3 1V2新 1昆ヘラ切りナデ 世JIl痕無 H1'，I).3 

台高0.35

145 調~.!!.杯B 身 '1、 上器ゲマリ4 円10.7，商4β、台市0.5 l句加通常 N6/0且If 1/3 JV2新 1i~へ 7 1J1 りナデ 使用痕無 Hダマリ.5

146 調車勾:8身小 t器ゲボ14+も23"マリや23'26'・7'1 口10.3.高4.8、台7.4、 施揖白土 10YR8/1・且岬 112 1'1 庇ヘヲ切りナデ 世111m無 1-1"マリ4

台高0.45

147 mi~'!不 B 身小 や27.28"(1) 口9s、両3.9、台7.0、 市加凪常 7.5YR5ノl'U 2/5 V1 底ヘフ切りナデ 位JII彼無 H"マリ 27

台高0.55

148 須恵昨A め25~' .IJ r1J3.3、高3.3 I何加通常 5YR6/6・不良 2/5 1V1 IIfへ7切りナデ 位JII痕無、外股ヘラ記む H'-マリ 17

149 掴車坪A め23'-マリ 口14.1.高3.2 I何1JJ1通常 JOYR712不良 3/4 1V1 庇ヘラ回りナデ 使'"叡舞 HI'マ!).13

1田 須恵勾'A め24""リ U13.6、高3.6 I何加通常 2~Y7/2 良 2/5 1V1 J1"(:.へ7切りナデ 使liHJi無 H"""J.ll 

151 調車勾'A よ却r.IJ 口13.1.高3.65 甫加通常 5Y7ノl良 215 1V1 底ヘラ切りナデ 世111m無 1-'1"(1).団

152 調思耳A ら21.25"(1)り251'.小り23 口13.4.高32 能'11 5Y7/1良好 213 1V2新 1車へ7回りナデ 使用彼無、外底へラ 記号 Hr.IJ.34 

rlJ 

153 須市E坪A t器，叫4 円12.3、尚3.1 I旬1JJ1通常 25Y6/1且It 1/5 1V2新 厳へラ切りナデ H"'.').7 

154 須思昨A め25r7!} 口13.'1、高3.3 市加通常 IOYR8/4・ィ、民 3/4 "'2新 成ヘラ切りナデ 使JII彼無 1-1'/"(1).16 
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第皿掌 今回報告区域出土の遺物

遺構 酢号 績EII・器輔 出土地出 it量 M;上 色・健 班存 時期 ilIII'等 備~ 視E測昏号

155 銅車問'A よ29 日12.8、高3.7 l何加通常 2.5Y812+I''' 1/3 1V21野 成ヘラ切りナデ 世間m:無 Hr1"J-8 

1日 調w.勾'A め24"'1'1) 日132、向3.05 f何加通常 N5/0・i毛If 114 VI 庇ヘラ切りナヂ 内底E駐車E弱 Hr1リー12

157 調!.!!...!:不A も24ゲ7'1 円14.5、向3.6 I何加通常 N6/0良野 1/3 V1 liJ:へ7切りナテ' 使IJH!!無 Hr，.リ・15

158 調車勾'A 土器ゲ7リ4+や27"，.1)も訂 口12.3.高3.65 南却l通常 JOYR7/1・堅敏 2/3 V2 底ヘラ切りナデ 岨1JIjJ{無、外底ヘラ配号 H1'7')-14 

JxJ 

159 調車均'A も21 口12.6.尚33 酷'll 7.5Y6/1且軒 1/4 V2 底ヘラ切りナデ 外底ヘフ記号JxJ Hr7').10 

1同 須型坪A ゆ坦r71} n12.6、両3.0 市加通常 5Y6/1良金I 3/4 '12 政ヘラ切りナヂ 1削tJj買無 Hrマ11-41

161 郷軍。勾'A や231';リ 口13仏M.9 前加1通常 2.5Y8/1不良 1/3 '12 底へラ切りナデ 1印刷E無 H'・マリ14

162 須恵盤A り四'"7リーよ担ゲポlゆ22"71) 口14s.高1.9 前加I通常 5Y7/1良 1/5 JVI 起草ヘラ切りナデ 阻1JIjf{無 Hダマリ日

163 須!~.'盤A やおお"71)ゆお剖"71) Ll16.5向2.15 時提砂多 世田';1且 1/4 1V2新 h~ヘフ切りナテ' 内底血管耗崩 Hダマ'1"54

l臥 m!!{盤A 土器グマ'}4+や26タ吋も22'-マリ 日17.0.高31 能量 IOYR712良好 4/5 ~' 21折 底ヘラ切りナデ 内底'i・失可権耗~~ 1-11マリ 11

1伍 調理盤A 土器，が'}4+も26'"円j 口16.7.町2.0 南hil通常 5Y6./1且好 112 VI 底ヘラ切りナデ 内底中央E農民中 Hグマリ 10

l伍 須恵盤A も20，.，.・1め22"7リ 口17.0.高2.5 南加凪常 IOYR7/1堅鰍 1/3 VI 抵ヘラ切りナデ 怯IJI!匝無 H'J'，'}-24 

167 覇軍艦A や19"7'1+土器ゲ叫5 口15.0、商22 F何加通常 5Y6/}'且昨 1/3 VI 庇ヘラ切りナデ 内底摩耗弱外btヘヲ記号 H，'，'J-8J 

rlJ 

168 羽車盤A "'23'叫 日16.0、高2.0 酷尭 IOY6/1且好 1/3 VI Iif.ヘフ切りナヂ 内外底際耗11I Hr7IJ.担

169 調恵盤A ゆ?:Iやm 判 口16s.高2.0 商刷l通常 2.5Y812不且 1/4 VI 底へラ切りナデ 肥川復不明 H1'1")-51 

170 調車盤A ゆm 引j 口15.0、高1.9 前hil通常 2.5Y8/2不良 1/8 VI 血へ7切りナデ 胆1sjJ{不明 H"7IJ.52 

171 頭車盤A ゆ28"'7リ 口14s.高1.8 iIf加通常 N5/0且If 118 V2 庇ヘラ切りナヂ 世1111質無 B"，'}-5.1 

172 須思盤A よ泣 円14s、高2.3 f有加通常 5Y6/1'良昨 1/3 '12 庇へ7切りナデ Hダマリ 12

173 m思量B 土器タボ14 口19.0、高3.6、台14.6、 市加通常 2.5Y6/1良Il 1/3 1V2新 底ケズリ 使1IIjf{無 日夕マ'}_9

台向0.5

174 調理・高勾'G小 よ幻グマリ ら22 脚8.9、脚高4五、基3.2 F何加北僻 5Y7/j.不良 脚片 12 シボリjJ{ H1'7"-22 

175 JJi!!'.高耳G も23.241"判ら24グマリ 口16.6杯前3.2 甫IJU通常 2.5Y7/2且 1/6 ll3 坪ド位ケズリ 倒立焼.世用保無 lH マ川1-8

176 須!.!.'.小型鉢 ゆ27r-rIJ ロ11.1.郵19ふ捌10.2、 南加良土 5PB5/I'塵徹 1/6 皿-IVI 成ヘフ切Jりナデ 11，'(1).1 

高4.6、Ja:7.0
177 m~.!!. 小型鉢 も26"判 [111.1，朝10.4、胴11.0 南加通常 5Y6/1堅級 1/3 皿-IVI H，'，'J.2 

178 I t_n~小型鉢 も19r"J 口11.8、罰10.0胴10.0 南刷l通常 5Y6/1曙線 1/5 m-JVI 1-1'-，リー7

179 煩車小型鉢 や23"1'1).ゆ23"叶 口10.0、朝9.0、胴92 市加通常 N6/0・堅綴 1ノ8 国-IVI '-"'71)-6 

180 須恵小型鉢 も25'・7'1や25ダマリ 口9.3、顕8.0、制92 市川l通常 5Y6/1堅級 215 四-1¥11 底ヘラ切りjJ{ B"，'}-3 
高4.95、111:6.1

181 須恵小型鉢 も19r7'} rJ8.9、顕7s、刷7s I軒)Jll.i晶'1/; N5/0'jミ師 1/5 田-IVI H'J"'J.5 

182 郷軍リl、盟鉢 ら24・25ダマリり241叫 口推8.4、開7.0、胴7.0 I街加通常 N6/0'!I!fl 215 田-WI 庇ヘラ切り彼 IHグマリ
高推2.9、庇62

183 調車鉢(踊) め25 口10.1 南加商務 N6/0 ・~級 口融片 1 外カキ目、沈線Z条 H"マリ 14

184 須恵鉢F ゆ25，'""(1).や29よ28 口16.2 南加前幹 IOYR7II里線 1/6 1-01 沈線区繭l勾中蜘烈自主 世1sjJ{不明 1-1"7').23 

18δ 煩車鉢F ゆ詔1"7'Jよ27"7リみ31む30ら27口19.6 南加砂多 2.5Y7/1'j，t干 2ν5 ll3-血 体2条比線x2段 内成摩耗 Hr，IJ_2 

+5B243+5B245+5K4叩+5038

l酷 矧車鉢F ら29!'，IJる30-33""リ r1l7，Q i+J1J11サフ土 N5/0堅級 113 田-JVJ外カキ闘 f史1IjJ{無 1-1，，'，リ-21

187 調理鉢F り31，32"-(1)・ゆ詔，.-，IJ+5D43 ロ17.6、体18.9 I何IJ1I良土 2.5Y6/1良好 lノ3 v 件体カキ目.2条沈線 f即日痕無 Ur，IJ-3 

188 須恵鉢F 土器"7リ4十も26"-，・'1+や26'27r7 b~ 10.7 龍聾サラ 1: 2.5Y7/1'且 1ノ3 V 外体カキ目、 2条沈娘、成布、 内成歯医院強 J.，r，IJ-6 
リゆ26呂田グマリ 切り痕

l朋 盟理鉢B も24-26"判。ゆ剖・お夕刊・よ剖・25円?:I.6、掴25.0、制30.2 市加サフ土 5Y6/1血 1/8 W 外体下位ケズ リ町内成術ナ l'I，，'，IJ_17 

，-，リら25，，'?1/・土器，，-?t)4 + 5K422 デ4反
+ SK423 + 5K424 

H区 1開 剖車鴎 も19'"マ小や18'19'・7'1 覇3.6、胴9.8 惟5た N5/0且好 1/5 外刷下半ケズ リ、胴中 I~比 刷1111立1.5<圃の1'1孔 IH・，1/_16
古代

線開繭内烈点文
土器
191 調1止!-.n:? め2U'，IJ 合7.6.台高32 甫加サラ土 5Y6/1略級 台片 1-0 ? スカシ有 聴の台脚徳町可能性有 Hrマリ 15

溜まり
l但 項車小型仮E ら27"-1'1) 円53、車4.2、胴叩2、 南加通常 5Y6ノl良野 送車 W 庇糸切りlIi 日夕マリ 14

聾'1'
高11.2、底72

i別立
193 須恵瓶A も19グマリ。や21'"マリらおグ吋+土器 朝日、胴17.6 Th加砂多 2.5Y5/1堅級 1/3 02-m 円健闘事技法、外刷上位2 H，.-，11-42 

以外
ダ1'1}4+土器r明'J5+ 5023 条設;線、下位ケズリ

194 須車燃C め17ーも15ーや19・り25'・1'1)+5023他 閉10.1.闇20.8 市加通常 2.5Y7/1堅敏 1/5 03-阻 円盤閉盤技法、園部此線 Hグマリ.(j)

195 調車四耳壷 ら却~'，I)+ SK272 刷19.0 J+i加通常 2.5Y7/1血師 刷片 1V2 日間隔ダレ状刺従文、上部 111マリ.(j)
縦!l'孔把手を4方貼付

1田 剖車輩F も23'24r.I}や24'2sr.'J'ゆ24-25rl16.6、朝I目、朝21.7 I首加通常 2_SY5/ 1' ~般 1/10 回-W 胴下位H<l II II ~ 後ナ" Hr，I}-3 

r叫・よ27'-，リ'む22，24，'，1)+土器

，.' ?1)4 + 5B200 + Ss318 + SK21O+ 

SK422 

197 調車鉢F ら29"-，1) 口17.4、副15.5.車両2.9 F刷日通常 2.5Y6/1堅級 胴上g W IH・マリ25

198 筑曹大型 や 1 9 - 25 - 26r ， IJ ゆ 23 ・ 24 ・ 26-27~' ， 口41.0、顕33.0、車両10.0 商bu通常 2.5Y6/1堅級 胴上片 03 腕外Hb叩き桂カキ目、内Db H'ーが1-7
リーよ剖 26，'(1)ら24-26・29夕刊り 当て.n聖li:t線区画波状文
26'29グマリる田，叫+j:器，叫5 2段

1開 明車大聖 土器，-，I}4-108-388+も26"-'リり30口43.6、車30.2、割高9.5 市加I有野 2.5Y7/1'堅級 日獄Ir ll3 口税外H叩急、内D当て、胴 耳目内に工具のキズ H，'，I)-8 

，-，1トる29"?1) + 5K422 + 5K387他 外HbPl1き、内Db当て

2田 明車大聖 け21-却 ，，'，I}ーも24・26，，'(1)や25.27 口32五、車?:I.6、鎖高62 甫加通i胤 N6/0且好 腕上片 1V2 刷外H，叩 き後カキ目‘向。a Hr1'I)-1 

28"'1'1).ゆ24'26'271'，I}・ょ24.26 当て

?:I.3O・32ゲ吋ら剖-26'ψ1.り1ラ~
27~' 1リーろ 33r1 lj+5B却8+58318+

SK387 +SK403 + SK420+ SEOl他

201 罰車中聾 ゆ24r71J.よ32"7リら29-33r7I}-間13.3、胴28.7、刷商32.4 甫加通常 2.5Y6/1良好 213 ¥12 刷外Ha llJ1き後下位Hel1[J ~ 、 外底府耗'i' Hタボ)-2

り31-33"711る31-33r.tj+SB却4 内5D当て後下{~He当て.底

+5回'3+ SK387他 而叩きはなし

202 須車圃足円面硯 も26t・7'1や18 挫12.1 1何加通常 2.5Y7I1堅徹 1/10 IV-V 脚に 1字スカン 世間謄耗強、曲線 urマリ10

203 現!!~圃足円面阻 や盟"71J 内堤7.2、外旋11.6 南加通常 2.5Y6/1・且f(. 1/15 IV-V 方形スカン 両立焼、世用被不明 11ダマ1}.21

201 須恵圃且門前阻 ゆ'1:1'1"7リ 脚16.0 府hll通常 5YS/I艮昨 脚片 O-IV 摘ドl府スカシ41i? 1<1・71}_IO

却5 調車圃足内面現 もおγマリ 脚9s 同時IJiI甫!I 2.5Y7/1毘級 脚Jt 小川孔スカシ12方? Ht'7リー28

E曲 調車郎B身 よ26'叫・ゆ?:Iる国グ判。 ら26タマリ 台10.9、台市0.4 I楕加通常 2.5Y5/1 良肝 出片 IVI 出へ7切りナテ' 外政府民強 Hr"'}-37 

(転用現)

四7 矧車均'6身 よ26r7'j 台9.0、台向0.4 市bil通常 2.5Y5/1'IHI 底，-¥ WI 底ヘラ切りナデ 外腹隣耗強 H"叫ゐ38

(転m匝}
2岨 調思周15 ゆ26 南加凪常 5Y5/1且昨 胴ν2 1V? 指ナデ 胴中央捜澗 日夕マリ-8

2回 上師。小型昨A 司?27r.リ 円102、高10 百居場AI IOYR8/4良 1/3 VI 庇ヘラ制~ 口内外抽痕 H' マリー!
(釘明共)

210 土師長胴韮B り25ダマリ U23.0、顕19.2 !:lI;崎A2 7.5YR7/S'且軒 1110 W 内外カキ日 世JIIj災無 1-1"71).1 

211 土師盟廟小蓋B や田 口14s、顕14.0、刷15.1 罰1;借A2 5YR6/5良 l/5 阻-IVI 外ド半ケズ リ‘内ト半指ナ 内n縁.I.f.t，げ帯 1-1"7'1-3 
デ

212 1:師細腕小韮B も却グマ'1 口12s、罰11.9、刷13.3 野健場A2 7.5YR6/H"- 1/6 田-IVl 内外カキH 内口縁焦げ Hグ吋①

213 l占師浅鍋B も23r，IJ 口42.6.閉375 師自場A3 7.5YR8/4且 1120 W 外相岡高 世ItIn草木IVJ H'!'7IJ.l 

214 土師捜鱗B ゆ19!'71J 口39.0、閉35.2、明35.6 :!l場A3 7.5YR7.ノ5不良 1/20 W 内カキH 外煤、内ヨゴレ 1-1"，リ-1

215 土師竃形 aよ剖 26.27"71J + $B31O +土器r 野健場AI JOYR8/4'良好 庇片 日 内外粗ハケ 内部煤、， 'b問悩体 ur，'J-3 
71/5、 b:$K424

216 土師竃R王争 よ26'マリら26'マリ り30"'7リーる29 臨場A3 5YR6/5且肝 鈴IJ片 内外J、ヶ日 Hr7IJ.J 

，.マ・1

217 土師支脚形 ゆ29 下10.2.伐向5.0 地n:B2 5YR6/3良好 1/6 E 指ナデ 外被熱赤化 1'"マリ 11

218 土師支脚車 ら21r7'} 下8.4‘残高6.6 地冗B2 7.5YR8/5' IHf 3/5 E 指ナデ 世用策無、梶血剥隊、!日施 11"マリ2

219 土師。支脚形 ら21"1'IJ 上8.2、下6s、高10.0 1地:1i:B2 IOYR8/4・IH干 3/5 H 指ナデ 1止JIIj限無.焼成制拘置.，日斑 Hrマ'J.)
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付表2 額見町遺跡V報告区域出土中世遺物観察表

温情 番号 f重別・器櫨 出土地点 法量 胎土 色焼 残有 時間 醐J!~予 備考 Sた測骨骨

220 土師支脚形 ら22 下8.0.残高3.5 地冗81 5YR7I4. bI. 1/10 H 指ナヂ 外被然赤fヒ IH'マIJ-(D

221 土師宜脚形 よ21 下色4.賎高3.3 地元82 IOYR5/1. !.好 116 E 指ナデ 全体出斑 Hタ1")-10

宜泣 土飾主脚昨 ら21 下7.0.娩向4.7 地花B2 IOYR7/3良好 1/10 日 術ナデ 使用痕然、焼成剥鰻 1111経 H'J-，.'J4 

辺3 土師主脚形 ゆ20・21'・7リ 下6.0、処高4.9 地冗81 IOYR8I4且 1/3 日 指ナデ MI鐙 日夕叫 l

器4 土師宜測形 よ22 下6.6、担高3.5 地冗82 7.5YR7/5良野 1/6 日 指ナデ 使用痕無 H;'.').1 

225 土師支脚車 ら21ダマリ 下5s、残高5.4 地元副 IOYR5忠良好 115 E 指ナデ 世m彼'瞬、出斑 111・マリ.@

226 土師・主脚酷 や19'・マリ 上6.0下5.4、高7.75 熊治A3 7.5YR8I6・良野 略完 W 指ナデ 彼剣場、lt Hr7IJ.J 

227 土師支脚形 め23 高提6.9、l緯5.0.下4.3 省認嶋A3 7.5YR7/5 及 略:正 IV 指ナデ f史用機無 H"，').9 

2泊 土師 ff~犬鍾 り幻'"71) 72x43、干し1.45 *局AI 7.5YR7I3. J込If 時完形 指ナデ 重量113.8g Hr71J.2 

詑9 土師。管状鍾 や剖，，-，，'J 6.9x4.4.孔12 縄場AI IOYR7/3・n 略完 指ナデ 重量四s. H"マリl

230 土師管状鍾 よ25'"11) 6.3x3.9、lLL4 再認IAAI IOYR8/4・不n 完部 指ナデ 重量団3. 日グマリl

231 土師智状錐 よ27'1-"') 4.3><2.8、苦LO.8 総場BI IOYR7/4・且好 完形 指ナデ 重量制7. Ht'マリ3

232 土師管状鍾 や目 残4.9><2.5、孔0.7 然場 .~ I 7.5YR7/5且 略完 指ナヂ 量量252g Hr7'J-6 

お3 土師管状鏡 ゅ25r71J 残3.8x1.7、孔0.4 然場 .~ I IOYR6/3且 時完 指ナデ 重量9.1g H'I"，り2

234 土.管状鍾 や24"(1) 32x 1.7‘孔0.4 lII!l崎A1 2.5YR7/6艮 略完 指ナデ 重量7.1. H""J-2 

235 上師匝鉢状 る31r7リ 口17.2 出場AI IOYR8川島 1/8 ¥1 内外ロクロナデ 値11111{不明 Hr7')-2 

幻6 土師団鉢状 る31タマリ ロ15.1 出誕場A1 IOYR8/3. n 1/8 明 内外ロクロナデ 怯用拠不明 Hr1'I)4 

237 土師匝鉢状 る31グボj ロ14.8 再協崎AI 7.5YR8/4且 1110 w 外部カキ H.他ロクロナ 世用II!不明 Hr71}.3 

デ

幻8 量失ー柳策形厳 も18 12.4x2.5><1.0 略完 盟骸部裂問、重量23.3. 1I14.(j詰

IIIi[ 幻9 鉄柳難形厳 ゆ却r71} 5.8>< 1.55><0.7 3/4 盟世部突閥、重量10.30 日ダマリB

古代 目。 量 IIIJI.III: ゆ25:9"1'1).76 6.7 x 2.7 x 0.45 3/4 毘匝総笑問、基線刺突、 Hr"1IJ..J¥ 

土器 亜量lLlg
捕まり 241 鉱雁又量 よ26r1'I}.37 7.0 x 2.7 ><0.8 両泊先制 車被開決関、重量14.7g 111与⑫
集中 242 最刀子 や24タマ'/_73 12.4x 1.4><0.5 略完 直角片閥、背平造、 1IIf>@ 
単位 重量11.5g
以外 剖3 鉄刀子 ゆ31 4.3x 1.4 xO.5 刃部片 背平造、重量8.3. Hr7IJ-C 

244 鉄刀子 ゆ回"71)晶l 5.2x 1.4><0.4 到郎片 重量5.7. H"-71}.E 

245 最刀子 り'" 5.6x 1.3><0.35 刃$}t 重量4s. Hタ(1).D

剖6 止刀子 ゆ23'1"リ 3.1 x l.8xO.5 刃部片 j[(屋4s. Hr71}.F 

剖7 桂馬具 ら剖グ71).59 14.7 x 3.6 x 2.6 完形 くつわ係分、重量54.0. HI3.@ 
248 位曲鎗 も23"，'}.I29 両議xHl 重量22.2g H鉄 A

剖9 雄前例 ゆ盟 2.3><2.7.φ0.45 基部欠刊1 重量2.5. 日IJ.@
2剖 鉄釘 り31'・マリ却 7.3><1.8><1.6 暗完 断面1i形、重量212g HI4.@ 
251 鉄釘 よ剖タマリ 128 10.5 x 1.5 x 0.85 時完 重量15.5g HI5U.(j) 

252 最釘 もおタマリ却 7.3x 1.5 x 0.8 3/4 重量13.2g HI4-⑦ 

Z臼 鉄多I よ'" 7.3><1.0xI.6 時完 重量92. H日①

2，凶 銑織未成品 りお，マサ34 10.1 x 1.9xO.9 上場欠抑 柳1襲形敏未成品、 HI4-⑤ 

量量26.lg

2出 鉄棒状製品 り却 8.4x 1.2xO.7 不明 不明鍛造品、重量6.6g HI3s.@ 

2司 鉄機状製品 よ23 5.2、φ1.35 破片 重量40.6g H日ー@

257 鉄様状製品 土器グマ叫剖O剖! 16.0 x 0.7 xO.7 不明 断而方都惨状震品の先虫歯 H14-@ 

郎rq草加工
民罰銭円未庫品 3

E量"'.5.
258 鉄不明品 り32t・7') 1O.2x 1.7)(0.9 不明 未成品'1Il量29.0g H日@

」 259 鋼。不明品 め23 3.5)( 1.2)(0.2 儀片 重量4.7g H?7リーG

付表2 額見町遺跡V報告区域出土中世遺物観察表

1 .掘立柱建物出土遺物
置構 番号 種別器犠 出土地点 法量 胎士 色燐 班存 時鰍 調整等 倫考 実測骨そ?

l 土師柱状椀 5B306P7 j車62 H-02 7.5YR8/6且 確片 中トIII 阪右N，切り仮 使用彼無 5B3α忌l

2 土師平JiJ:/l、肌 5Bヨl6P2 口92、高2.3.庇4.2 H-02 7.5YR7/6'良 2/3 中1-111 底右糸切りII! 使IlHII無 5s3α忌2

3 土師平底小血 5B306 l-l9.0.高1.9、底3.8 H-B IOYR7I3且 3/4 中1-01 底右糸切り裂 f史朗1M集、口縁に鼎鋸 5B3似与3

5B306 4 土師平底小皿 5B3剖p6 口10.0.商2.2、底5.0 H，A lOYR8/3・品 3/4 中I-UI 底来切りjI! 世mlM!'i 5B3船石

5 土師大皿 5B306P4 ロ14.4、高3.7 H-Aに近出 IOYR6/2良 1/6 111)-s 1 ，~ロクロ民形、外体~臨指 京都l/，土師時血肉模倣品 5B3品6
ナデt民、内ハケナデ、仁l輯部

2段ナデ

6 土師平底椀 5B却7P7 阪6.0 H-02 IOYR8I3良 底片 中l 底糸切りII! 使JIHl!無 5s却7-2
5B却7
7 土師平底椀 5B却7P7 庇4.6 H・A3 IOYR8I3且 民片 中l 底キ7糸切りII! 世JIHl!ll 5B却7-1

8 土師柱状備 5B却8P7 庇5.4 H-02 7.5YR6/6良 ιm  qll-D 1 車糸切りjI! 世JII!反無 5B3従与1

9 土師 平底小皿 5B却8PI2 [19.4.商2.0、成5.0 H-B 7.5YR7/6良 1/4 rIJI_1I1 底右糸切り彼 世JH!匝無 5B3時3

5B308 叩 土舗平底小皿 5B却81'9 口10.0、町2.3、底5.4 H-A IOYR8/3. n 3/5 rlll.n 1 底右来切りII! 世用II!無 5B3阪1-5

11 上飾輸荷台楠 5B却8P8 合62台高0.4 H-A IOYR8/3. n 底It 'Iq.n 1 底来切りナヂ 世用銀無 5B3ωι7 

12 鉄鍋 5B皿8PI3 厚1.0 闘下底片 中11 鋳物、重量1220. H1J① 

13 土師平底椀 5B3IOP2-P3 円12.9、商4.4、lif62 H-A 叩YR8I3不良 1/3 中1-01 厳右来切りII! 間JII1限無 5B310-1 

14 土師平底倒 5B3IOP19 ほ5.8 H.D2 7.5YR7ノ6良 1/4 中1.01 成右来切り彼 5B310-3 

15 土師柱状椀 5B310P3 底6.0 H-B 叩YR7ノ4且 成J¥ 中I-UI 底者糸切り3庭、外股凹II! (世用痕無 5B31()4 

16 上師柱状備 Ss3lOP5 底6.0 H-02 IOYR8I3且 底片 '1・1-01 鹿右糸切り裂 世用銀無 S8310-5 

17 土姉平底小皿 5B310P7 口10.0、商2.5、底4.7 H-C 7.5YR8/4・J'l 215 111トIII 庇右糸切り彼 値用lJI.無 5B31().j! 

18 土師平底小皿 5B3101'9 円制‘高2.1、ほ4.8 H-A IOYR8/3且 112 。1'1・01 底右糸切り痕 世用担無 5B310-9 

19 土師平底小皿 5B310P15 口9.0、高2.4.庇4.4 H.A IOYR8/3不良 時完 中I.lll 底右糸切りII! 世JIJII!無 5B310-11 
5B31O 
20 土師平底小皿 5B310P8 口8.6、高2.3、庇4.4 11-02 7.5YR7/6. H_ 112 中l.lll hl右糸切り彼 阻}[JII!無 5B310-7 

21 上師ー平居小皿 5B310P15 口9.4.両2.4.底4.4 日C lOYR8/4・不良 2/3 中I-UI 底右糸切り復 世Jtlm無 58310-10 

22 土師柱状小皿 5B310P19 [18.3、高3.3、底3.9 H-C IOYR8/4・不良 215 '1'ト01 底糸切り痕、内I，~凹痕 世用lIi無 5B310-13 

23 土師柱状小皿 5B310P18 底4.4 H-O IOYR8/3・且 車'r q1l_s 1 底右糸切り車、外底凶!l! 住用痕無 5B310-14 

剖 土師備高台小皿 5B310P2 台4.95、台高1.0 H-02 7.5YR8/6・良 113 中1-01 底右糸切り痕 使用型無 5B310-15 

25 土師柱状椀 Ss310Pl +る26 口14.1、高4.7.庇62 IW IOYR7/3且 1/4 中ιill 底糸切り銀、内庇ミガキ 使矧彼無 58310-16 

26 土師小壷 58310P19 口6.0、高2.9.底3.6.廟5.6 H-D IOYR7/4且鮮 213 中l' 旺右糸切りII! 使附1Il無 58310-2 

'" 
土師。平底小皿 SB312P5 仁18.6、高1.8、底52 H-C IOYR7/4不且 116 中1-01 成イJ糸切り彼 世間1Il無 58312-1 

58312 盟 土防平鹿小皿 58312P8 口9.2高1.7底4.0 H-A IOYR8/3且 定都 中1，01 底右*'切り1Il 世Ifll夜恒 58312-2 

29 土師柱状小皿 58312P4 底4.4 H-A IOYR8/3. n 旋片 中1，01 1If右来切り袋、外成凹痕 世用t員無 5B312-3 
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温情 番号 縄別・器積 出土地点 I!量 胎土 色伺E 暗存 時醐 醐整等 倫考 lJi澗帯号

30 土師 平底椀 5B318PI3 ロ15.忠商3.6、底6.6 H.D2 IOYR8I2艮 町邑 中1-01 底右来切り痕 世用痕無 5B318-1 

31 土師。柱状線 5B318PI9 底72 H-D2 IOYR8I3良 庇J-¥ 中ト01 底主7糸切り被 使JIHJt無 5B318-2 

32 土師 平底小皿 5B318P8 口9.9、商2.2.底52 I-I.D2 IOYR6I4民 1/6 Ilq.IT 1 底イf来切り彼 使用痕無 58318-3 

513318 33 土師・柱状小皿 5B318PI2 庇4.6 Hζ 7$YR8/3不良 112 中1-01 底右糸切り彼、底凹痕貫通 世ffl!旋無 5B318-6 

担 土師 柱状小阻 5B318PI8 底4.4 H-D IOYR712且 1/2 中1・01 底右糸切り痕 世用t良無 5B318-4 

35 土師 柱状小皿 5B318P8 底3_8 H-A IOYR7/4且昨 底片 中1-01 庇右糸切り彼 内鼎焼庇 5B318-7 

36 白曲 皿 SB318P3+や22r1リゆ27"，') C19.8 軸色7.5Y8/12.5Y8I1 .!*敏 1/4 山本C朗 山本自蝿分割VlI掴 世用痕無 5B318-① 

37 土師。平底小皿 5B328P7 底4_6 H-A IOYR7/2不良 底H 中ト01 ほ糸切り筏 5B328-2 
5B泣8
38 土師 柱状小皿 5B328P4 底42 H-A IOYR6ノ3且 112 中1-01 時糸切り甚 使用!lI無 5B328-1 

2.土坑出土遺物
遺構 番号 種別器彼 出1地点 怯量 胎土 色I構 間存 時期 簡聾等

'‘考
翼測帯サ

l 土師平底描 5K3後シ222 口15.1、高4仏底6.2 H-A IOYR8/3・不且 3/4 rlJI日l 政糸切り痕 世}日夜無 5K3'射シl

2 土師平底同 5K3後3-195 口12s、高3_9‘底5.8 H-A3 7.5YR8/5且好 3/4 中1-日l 底右糸切り痕 使用痕不明 SK31民;'2

3 土師 平底同 5K~持9 .t5.3 H-A3 7.5YR7/4'良好 1/3 中1-01 庇右糸切り被 世用調健無 5K3'後;'3

4 土師 平底闘 5K~込曲四 口13.4、商3.7、底6_6 H-D2 7.5YR7/5良 略完 中1-01 庇布糸切り!lI 使用療費民 5K396-5 

5 土師 平成倒 5K謀格28 口12.0、高4_0、鹿5.6 II-D IOYR812・不良 完車 中1-01 底糸切り担 世!日痕然、ゆがみ布 5K拙 H

6 士師 住状憐 5K袋路103 底5.8 II-D2 7.5YR8I5且 臨片 中I.IJ1 底布糸切り!lI 使用痕無、外底に品斑 5K3後;'7

7 土師鎗高台椀 5K~協同4 台8.1、台高1.0 H-D2 7.5YR8ノ4'良 1/10 中1-01 底右糸切り痕 5K396-9 

8 士郎平底小皿 5K3略~-I田 口9.4、高2s.庇42 H-B 7.5YR7I5良 2/5 中1-01 鹿右糸切り痕 使用痕無 5K3咲シ16

9 士郎平底小皿 5K396-75 口8.9、高2.3、底42 H-A 7.5YR8/4良 略完 中1-01 庇右糸切り侠 世朗被無 SK396-25 

10 土師平車小皿 5K3略 58 口9.2、高22、底4.1 H-A3 7.5YR8/4且 略完 中1-01 底右来切り痕 内外火色 5K3鋭j..12

11 土師平底小皿 5K396-97 ロ9.3、商22、底4A H-A3 lOYR8/4良負子 4ノ5 中!日1 庇右糸切り!II 使m復無 5K3後与14

12 土師平底小皿 5K3後;"105.214 口8.7、高2.1、直4.7 II-A IOYR8/3且 2/3 中I.IJl Jif.布糸切り!lI 使用銀無 5K3侠シ15

13 土師平底小皿 5K~格2 口8.2、高Is.底72 H-B 7.5YR7/4血鮮 lIIi完 中1-01 底右糸切り!lI 世用筏無 5K3後).-10

14 土飾平底小皿 5K主体76 口9_8、商2.7.庇4.1 H-D2 7.5YR8/5・品 11/1完 中1-01 底お朱切り夜、内庇ラセン状 世ffl伎舞 5K3体制
ナデ

15 土師平底小皿 5K~晶138 口9.0、高22、庇4_0 H-D IOYR8/1不良 1/2 中l.Ul 底糸切り痕 5K3後与幻

16 土師。平底小皿 5K~持20 口8.9、高2.3.底3.6 H-D2 IOYR8/4且 定車 中1-01 底右糸切り!lI 使用機無 5K耳降幻

17 土師平底小皿 5K袋路指 口9.8、高2.4、底4.0 H-D IOYR8/3不良 略記 中1-01 底右来切り痕 使用痕無 5K3貸与11

SK396 18 土師。平底小皿 SK3筑与157 口9.9、高2.6、底4.1 H-D 7.5YR7/5'良 1/3 中1-01 氏糸切り!lI 世#1m無 SK3僕i-19

19 土師 平底小皿 SK~品目白 口102、高22、底5.2 日日 IOYR8/3艮 215 <1'1-01 Ii!:糸切り痕 慣用痕無 SK3侠).-17

出 土師 平底小皿 SK~品21 ロ102、高2.5底4.8 H-C 5YR7/5.O_ 112 中1-01 底右糸切り!lI SK3例与13

21 土師 柱状小皿 SK~品175 底.4.3 H-A IOYR8/3良 3/4 中l・01 底右糸回り痕 世間痕無 SK3鍵シ掴

22 土師鎗荷台輔 SK耳裕~-67 口14_9、高5.4、台5_9 H-D2 7.5YR7I4良好 215 中1-01 内粗ミガキ、庇ミガキ 世用痕無、内l日焼血 SK3臨-32

台高0.3

23 土師給高内線 SK3鎖与119-138-142-212 口14_9、高6.4、台6.3、 H-A IOYR8/4・良 5/6 ゆ1-01 内粗ミガキ，鹿ナヂ消し 世用痕無、向調健庇 SK3侠シ却

台高0.3

24 土師総高台繍 SK3時43 口15.8.高6_3.台6.4. H-A IOYR8/4且 3/4 q'l.il 1 内租ミガキ、底ナデ摘し 世用痕無向黒崎虚 SK3~路31

台高0_3

25 土師給高台椀 SK3後;"74 ロ15.6 H-B 7.5YR7I4・良野 iノS 中1日l 内租ミガキ 世用痕無、向品1焼成 SK3臨①

26 土師鎗高台腕 SK3悼 173-17S-1n-l曲 ロ14.5、高6.3、台6.0、 H-O IOYR8/3不良 1/5 'tll_1l1 内相ミガキ 世#1m:無、内I!¥焼成 SK3後与担

台高0.4

27 土師鎗荷台輔 SK3時-42 口15.6、高5.3、台6.3. H-A 7.5YR8/3・不良 2/3 中l令01 底ナヂ摘し、向ロクロナデ 世用!I!無、内照焼成 SK396-33 
台高0.3

甜 土師給高台岨 SK袋路l国・83・制。弼 口15.6 H-O 7.5YR7/5良好 1/4 中1-01 内ミガキ 使用痕無.内鼎焼成、 SK3'品目

外火色有

四 土師備高台腕 SK革路叩 台6.7.台高02 H-02 IOYR8/3・良 1/3 中1-01 成ナヂ消L、内粗ミガキ 世JIJ!I!無、内黒焼血 SK3悼8

却 土飾柱状蝿 SK袋路17 底6.5 H-C 2.5YR7I4良 底片 中1-01 不明 使mm:不明 SK396-37 

31 土師柱状小皿 SK~込却l 口叩6 H-A IOYR8/4良 1/5 'IlI_D 1 内外ロクロナデ 内1M構成 SK3棒高

32 土防・平底拙 SK担7-3+6-11 口14_6.高1.1.成5.2 II-A 7.5YR5/2且 2/3 中1-01 Jif.右森切りO{.内底回転ミ 世朋痕'壁、内外血盟:fI SK397-3 
ガキ

33 土師 平庇腕 SK397-5・11 口14_7.高4.1、底6.3 H-s 7.5YR8/4 ・ l~ 時完 中I.ITI 底右*'切り痕 使朋痕無 SK397-2 

34 土師 平底揖 SK397-28 口13.3、高3.6、庇6.5 11-02 7.5YR8/3良 1/3 中1-01 底糸切り担 SK397-1 

35 土師柱状椀 SK397-2 口14.0.高4.6、底5.0 H-B 7.5YR7/5・且 2ノ5 中1-01 底右糸切り痕 世Jff!l!無 SK397-4 

36 土師 平底小皿 SK拍7-27 口10.0.高2.5、底5.1 H-A 7.5YR7/4且 4ノ5 中1-01 底右糸切り痕 世用痕無.黒瑳有 SK397-12 

37 土師 平底小皿 SK却7-40 口10.6.高22、底4.9 H-A3 lOYR8/3且 3/4 中1-01 底右糸切り侠 住用機'号、外火色イf SK397-10 

38 土師 平底小皿 SK397-14 ロ10.1、高2.4.底42 H-B 7.5YR7ノ4且好 時完 中l-ll1 Ii!;右糸切り痕 使用痕無外底!品斑有 SK397-6 

39 ヰ師 平底小限 SK却τ26 口10_0、高2_7.底42 H-A IOYR8/3良 4/5 中1-01 底右糸切りfI! 使用車無 SK397-9 

40 土防 平底小皿 SK397-22 口10_6、高3.0.底4.25 H-B IOYR8I4良 略完 中1-01 "~右糸切りfI! 使用痕無 SK397-8 

SK397 
41 土師 平底小皿 SK397-41 口9_8、商2.2、底4.5 H.B 2.5YR7I4・良好 時完 中1.01 底布糸切り彼 世}耐震無 SK39τ7 

42 土飾平底小皿 SK397-44 口8.9、高1.8、庇4.8 H-C 10YR7/4不良 11/1完 中1・III 底右糸切り縦 世用調便無 口縁冊斑 SK397.11 

43 土師給高台同 SK397.1'9泣 33曲 口15s、高5.55.台6.3 H.A 7.5YR8/3且 3/5 'lll-IIl 内ロクロナデ、底ナデ前L 似:用彼無、内黒焼成 SK397-17 

台高0.4

44 土獅鎗高台鈍 SK四7-61 口15.8 H.A IOYR8/3・良 1/4 中ト01 内外ロクロナデ 使用痕無、内』保健成 SK397.14 

45 土師給高台蝿 SK四7.15 ロ17.4、高6.5、台7β H.B 7.5YR7I4血 3ノ4 <1'ト01 外体沈線5条高台l条.内 使刷痕無、内田健血 SK39τ16 

台高0.55 ロクロナデ.外底ナデ消し、

内底ナデフケ.

46 土師備高台輔 SK397四却 口152 H.02 7.5YR8/4・且 1/5 中1.01 内ミガキ 世用!lI無、内黒檀底 SK397.15 

47 土師給高台詞 SK397.52 台6.4、台高0.6 H.A IOYR7/4且 底片 中I.U1 底ナデ消し、内ミガキ f車用疲無、内鼎焼成 SK397.5 

48 土師柱状小皿 SK甜7.39 口10.6、高3.5.底4.3 H.A3 7.5YR7I5・長野 1/2 中1.01 底右糸切り痕 内煤痕 SK397.13 

49 灰軸有台腕 SK拍7.21 台7.1、台高0.5 lIi揖窯Bi. 2.5Y8/1塵徹 1/10 明和27黛 底ナデ前L 内底摩耗中 SK397.1 

団 土師 平底楠 SK3時n・25.26 口15.3.高4.5、底6.6 H.A IOYR6/3. Jil肝 3/4 rlll.sl 成右糸切り痕 使用Il!無、底鼎斑有 SK3岨 10

51 土師・平底繍 SK3チみ75.91.93 口14.9、高4.4、庇72 II.A 2.5Y7I3良 4/5 中1.01 底右糸切り痕 世用彼無‘鹿島盛有 SK3鋭み11

52 土師ー平底鈍 SK3悼55.79 口14.1、高4.4、底6.4 H.A IOYR7/4・良 1/3 中1.01 底糸切り袋 世用痕禁、外底鼎瑳布 SK3悼 14

53 土師 平底健 SK3抽-63'82 口14.8、商3.9.底5.8 H.A IOYR8I3.良 1/5 中l-s1 底糸切り復 世間彼無 SK399-13 

同 土師 平底醐 SK399-1田 1田叶閣下層 口13.6、高3.7.底5.4 H.O 10YR6/3・且 2/3 中1.01 底右糸切り痕 慣用仮無.内外』位置:.(， SK399-12 

55 土師 平底小肌 SK3悼剖 口9.6、高22、底4.6 H.A IOYR6/4・良野 4/5 中1.01 b~右朱切りfI! 世用車無、外火色有 SK3叫 4

56 土Ilj.平底小皿 SK3悼割下層面 口10.0、高1.6.底5.0 H.A IOYR7I2且 213 中1.01 Ii!:右糸切り彼 使用m:無.ゆがみ省 SK3悼6

57 土師・平底小皿 SK3四-42-43 口9.2、高22、底4.3 H.A lOYR7/3・t込 5/6 '111_日l 底右糸切り痕 世用彼無.外火色有 SK3悼7

58 土師 平庄小皿 SK3袋~98 口9.4、商2.1.庇5.0 Il.B 5YR7/6・良 7/8 中1-01 底右糸切り痕 使用痕無 SK3俊弘l
SK3田 59 土師 平底小皿 SK~博晶 口92、高1.9底4.3 11.02 IOYR6/3良 7/8 中1.01 底右糸切り復、内ほラセン状 内全体に煤付着 SK3悼2

ナデ

同 土師 平底'1、皿 SK3四-87-89 口9.3.高1.7.底3.6 日02 7.5YR7/6良 3ノ4 中1-[11 底有糸切り復、内底フセン状 使用痕無 SK~ゆ3

ナデ

61 土師。平底小皿 SK3チト11 ロ9.3.高1.9、庇4.2 H.02 7.5YR8/6且 213 中1-01 底右糸切り夜、内成ラセン状 世用痕無 SK3慎み5

ナデ

62 土師柱状小皿 SK盟国2 口恩6、商32、底4.2 II.A 10YR町2'1量 1/2 中1.01 庇右，j'，切り痕 世m痕無 SK399-8 

63 土師柱状小皿 SK3悼~7 底3.9 日02 7.5YR8/6且 1/3 中1-01 底右糸切り痕 SK399-9 

64 土飾槍高台鈍 SK3悼~2 台6.8、台高0.4 H.B 7.5YR7I4' bl 1/2 '111-01 底*'切りm:ナデ、内ロクロ 世周痕無、内黒焼成 SK399-15 
ナデ
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遣。， 骨骨 種別・器岨 出土地点 怯量 胎土 色焼 現存 時期 間盤等 備考 実測番号

65 土師平底悦 SK419-314'393 口13.6高4_4、底62 H-A3 75YR6/3良貯 213 中1-1 h宜右糸切り復、内底ラセン 使附痕無‘内外に凪1I有 SK419-16 

状ナデ

同土師。平底抽 SK419.91.93.94 口14_3.高4ふ底4.9 H-A 7.5YR7/5良 3/4 中1-1 11<右糸切り痕 世用被無 SK419-13 

67 土師平底蝿 SK419-146 ロ13.9、高4.9‘底62 H-A3 7.5YR5/3且師 略完 中1-1 鹿右糸切りO! 内底E駐車E中、内外岨斑有 SK419-12 

曲土師平底抽 SK419泌5.288.2拍盟副8-310 口13.8高3.9底6.6 日-A3 7.5YR6/3.良師 112 中1-1 底右糸切りO! 内時摩耗弱、内外陣斑荷 SK419-17 

69 土師ー平底備 SK419-29'32'43 ロ15.0.高4.5.底5.9 H-A 7.5YR7/4且師 1/4 中1-1 庇糸切りll! 使J材4健'瞬、外火色有 SK419-6 

70 土師・平鹿繍 SK419-73却1-430 口15.1、高4.4.底6_0 H-A lOYR712良 112 中1-1 Tif右糸切り痕 使m後無、外措置で全体う SK419-15 
す拙い

71 土師平底拙 SK419-2泊 3円 口15.1.高4.8、底S2 H-A3 7.5YR7/4.J込町 5/6 中1-1 底右*'回り痕‘内底ナデツケ 世用O{無 SK4 1 9~ 

72 土師平底椀 SK419-153 口12.5、高4_3底5.7 日-A 7.5YR8/3良 略完 中1・1 底右糸切り拠 世周痕無 SK419-1 

73 土師平底椀 SK419-171.172 口12.9.高4.1.1I<S8 H-A 75YR8I3艮 213 qll-I 底右糸切り復 世用被無 SK419-2 

74 土師平底備 SK4l!み82 口13.0高4.4底5.7 H-A 7.5YR8/3'且肝 時完 中1-1 底右*'切り彼 f即日O{!眠、ゆがみ大きい SK419-3 

75 土師平底腕 SK419-下71 口13.0.筒3目、底6.3 H-A3 7.5YR7/5良野 1/4 中1-1 底右糸切り痕 使用痕無、鼎斑布 SK419-11 

76 土師平底椀 SK419-128-131.149 ロ13.0、;1'04.1、底4.8 H-A 10YR812良好 2/3 中1-1 底右糸切り痕 f定mll!舞 SK419-5 

77 土師平底棉 SK419-399 口12_9、高3_7、戚52 H-A 10YR8I3' Jミ 215 中1.1 底右糸切り袋内底ナデツケ 世閥復無 SK419-10 

78 土師平底揖 SK419-83.332.351 口14.6、高5.0、ほ6.8 H-D 10YR8I2良 2/3 中1-1 底右糸切りjJl i史用披無 SK419.14 

79 土師平底椀 SK419-11-340'345 口13_9、高4.0、底6.2 H-D2 7.5YR6/3・且 2IS 中1.1 11<右糸切りjJl 色町TI!夜無 SK419-8 

80 土師平底蝿 SK419-333 口15.0、高4.2、底6.8 H-A IOYR8I3且 1/6 中1-1 底糸切りjJl 世用復無 SK419-9 

81 土師事底蝿 SK419-224.225 口12.4、高4.0、鹿5.3 H-D 7.5YR7/5且 略完 中1-1 底右糸切り痕 使 t11度無 SK419-7 

田 土師備高台輔 SK419-283'2!治 台M.台高02 H-A IOYR8/3且 215 中1-1 底糸~J りナヂ、内ミガキ 使用痕無、内鼎焼庇史散 SK419-18 

M，? 

83 土師槍荷台揖 SK419-246 台7.4、台高0.7S H-A 10YR7/3且 庇H 中1-1 底糸切りナデ 世JsD眠無 SK419-21 

幽 土師鎗高台輔 SK419.担2 台7_0、台高12 H-A lOYR8/3且 雌片 中1-1 底ナデ 使用後無 SK419-却

85 土師 平底小皿 SK419-210'213 口9.4、高2.5.底4.1 H-A lOYR8I3良 4/5 11'1-r 底右糸回り4反 恨un彼無 SK4I9-師

師 土師 平底小皿 SK419-下32 ロ9.6、高2.0、底4.4 H-B 7.5YR7/5良 3/4 中1-1 底右糸切り痕 使用jJl無 SK419-91 

87 土師平底小皿 SK419-下59 ロ9.6、高2.3.底4.5 比A lOYR8/3且鮮 略完 中1-1 車右糸切り袋 世月l痕無 SK41ら岨

曲 土師・平底小皿 SK419下回剖 ロ9.5、高2朗、底4.3 H-B 7.5YR8/4・良好 112 中1-1 底右糸切り復 世IJI痕無 SK419-58 

89 土飾平居小皿 SK4I9-59 ロ9.5、高22、厄<4.5 H-A 75YR8/3良 完車 中1-1 底右糸切り痕 世用銀無 5K419-85 

叩 土師。平底小皿 5K419-422 ロ9.4.高22、底42 H-A lOYR8/4良昨 3/4 中1-1 底右糸切り復 位用伎舞 5K41与田

91 土飾平底小皿 5K419-416 口9.1、高1.8.成3.7 H-A lOYR8/4艮 3/4 rllJ.I 鹿右糸切りjJl 使用痕無 5K419-78 

92 土師平庄小皿 5K41与267 口9.4、高1.9、底4.6 H-A lOYR8/3'良 3/4 中1-1 底右来切り4夜、内フセンナデ 世刷機無 SK419-53 

93 土師平底小皿 5K419-417 口102、高2.4、ほ4.8 H-A3 7.5YR7/5良好 4/5 中1-1 底右糸切り復 使用被無 5K419晶

94 土師平底小皿 5K419-242 口9.4.高25、底5.1 H-A IOYR8/3'良 5/6 中1-1 庇右糸回り痕 使用調限無 5K419-52 

95 土師平底小皿 5K419-2舶 359 口 10.0. 高~1.底5.0 H-B 7.5YR7/5且 114 中1-1 底糸切り痕 使用復不明 5K419蝿

96 土師平底ト皿 5K419-77 口95、高2.3、廃4.0 H-A 10YR8/3・且 完形 中1-1 底右糸切り痕 世用D!無 5K419-48 

97 土師 平庄小皿 5K419-2師 口9.4.高lふ底4.4 H-A lOYR8/3・良 4ノ5 中1-1 底右糸切り痕 5K419-75 

田土師平底小皿 5K419-127 口9.0、高l師、ほ4.4 H-A lOYR8/3良 完軍 中1-1 底糸切りjJl 世用侠無 5K419-87 

99 土師平底小皿 5K419-22O 口85.高1.5‘底4.4 H-B 5YR6/5・不良 4/5 111}.1 底右糸切り彼 世用Il!!!i 5K419-62 

l曲 土師平底小皿 5K419-下回 口92.高1.6、底5.3 H-B 7.5YR7/5良肝 1/3 中1-1 "右糸切り!J( 世用111無 SK41g..95 
101 土師平底小皿 5K419-174 ロ82.1>1;1.8.底4.5 H-B 7.5YR7/5且 時完 中1-1 底右{(，切り痕 世矧置. 5K419-73 

10宮 土師平底小皿 5K419-下'42 口85.商1.5、底52 H-B 7.5YR7/5良好 完形 中1-1 底右糸切り痕 世閥復無 5K419-74 

103 土師ー平底小皿 5K419-下9-11 口82、高2.1、底5.2 II-A IOYR71十良僻 2/5 中1・I 底右来切り痕 世用保無 SK419-84 

104 土問平底小皿 5K419-下52 口9.3.高2.3、底4.6 H-B 7.5YR8/5且 114 中1-1 底右糸切り彼 世用4度無 5K419-97 

I田 土師平底小皿 5K419-2回 口息乱高2.3、底4.5 H-B 5YR7/5且 3/4 中ト1 底右糸切り痕 世Jfl!反無 SK419-67 

l曲 土師平底小皿 5K41制拍 1曲 白山、高2.3.底4.6 H-B 7.5YR7/5・且 213 中1-1 底右来切')jJl 世用彼無 5K419-63 

107 土師平底小皿 5K419-135 口9.7.鴎22、底5.4 H-A lOYR8I4良野 5/6 中1-1 底右糸切りO! 使用復無 5K419今話

l岨 土師平底小皿 5K419-343 口10.0、商3.0、底4.6 H-B 7.5YR7/5良 4/5 中1-1 庇右来切り痕 使用Il!無 5K419-25 
5K419 l倒 土師平底小皿 5K419-121 ロ9.6、高2.6、車52 H-A 10YR8/4且 415 中1-1 底右糸切りm: 世1JI111!!i 5K419-24 

110 土師 平庄小皿 5K419-187 口10.4ド高2.0、底52 日B 75YR7/5・良昨 時完 中1-1 成右糸切り痕 使用D!無 SK419-76 

111 土師平底小皿 5K419-2 ロ9.4、薦問、庇5.0 H-A IOYR7I3良 5/6 中1-1 底右糸切りjJl 世)IJ!民無 5K419-49 

112 土師 平底小皿 SK419-144 口9.1、高1.9、底42 H-A 75YR8/3‘良 :記罷 中1-1 嘩右来切り痕 世用痕無 5K419-晶

113 土師 平底小皿 5K419-134 口叩5、高2.3.底4.4 H-A3 75YR7/4良 時完 中トI 底右糸切り痕 f史用策無、外出斑有 SK41Cル22

114 土飾平底小皿 5K419-374 口10.8、高2_4、庇4.4 H-A3 75YR8/3・良好 2/3 中1-1 鹿右糸切り痕 世用痕無 5K419-93 

115 土師 平底小皿 5K419-41 ロ10β、高22、底42 日-A3 7WR8/5'且 112 中1-1 底右糸切り彼 使用痕無 5K419-69 

116 土郷 平底小限 5K419-232 ロ9.4.高2_3、底42 H-A3 IOYR8/4・不良 完形 中1-1 底右糸切り痕 使1M剤使無 SK419-6Q 

117 土郷平底小血 5K419-48 ロ10.0、高2.0.世4.8 H-A3 7.5YR7I5・且 1/4 中1-1 底来切りm: 世用痕無 5K419-99 

118 土師 平底小皿 5K419-74.79.3田 口叩β、高2.1.底4.4 H-A3 lOYR7/4且好 7/8 中1-1 底右糸切り痕 世用痕無 5K419-71 

119 土師 平底小皿 5K419-342 口9_9、高1.8.庇4.8 H-A3 5YR7/5良肝 完形 中1-1 底右糸切りjJl 世用痕無 5K419-88 

120 土師 平底'1、皿 SK419-273 口9.0、高1.5.庇5.2 H-A3 lOYR8/4比好 3/5 r111_1 底右糸切りjf{ 世用痕無 5K419剖

121 土飾 平底小皿 5K419-138'143'155 口9.5、高2.2、庇4.4 H-D2 75YR7/5良 3/4 11'1-1 底右糸切り痕 5K419-65 

122 土師 平底小皿 5K419-420 ロ9.2、高2.3、底4.4 日D2 5YR7/5-不良 完形 中1-1 底来切り痕 世mm無 5K4I9-82 

123 土師 平底小皿 5K419-田 ロ10_0、商Z師、鹿5.0 H-D2 7.5YR7/5且 112 中1-1 庇右糸切りjJ{ 使m復無 5K419-59 

124 土師平庄小皿 SK419-1臼 ロ9.8.高1.8、庇52 H-D2 IOYR7刈良 213 中1-1 底右糸切り痕 組用O!無 SK419-51 

125 土師 平底小皿 5K4I9-356 口9.3、高2.3、厳5.2 H-D2 10YR8川良 完形 中1-1 底右糸切りm 世用機無、切り"L粘土付 5K419-81 
曹、ゆがみ著しい

126 土師。平底小皿 5K419下70 ロ9.8、高1.9、成5.4 H-D lOYR7/3品 完形 中1-1 底右糸切りm: 使m!提無 5K419る7

127 土師平睦小皿 5K419-270-272 口95、両22、底4.1 H.D2 75YR8/5良 3/4 中1-1 成右糸切り復、内成ラセン 間m復無 5K419-23 

ナデ

128 土師平底小皿 5K419-189 口9.5、高2.15、底4.4 H-D2 lOYR8/5'良 暗完 中1-1 底右糸切り痕、内底プセン 世用銀無 5K419-55 
ナデ

129 土師平底小皿 5K419-123 口8.9.高2.05、底4.4 H-D2 7.5YR8I4・良 時完 ゆ1-1 底右*'切り《賞、内底フセン 世mm無、タキ火色有 5K419-64 
ナデ

130 土師・平底小皿 5K419-101'104・105 ロ9.1.商2.05、底4.9 H-D 10YR8I4・品昨 略完 中1-1 底右糸切り彼 外火色省 5K419-89 

131 土師平底小皿 5K419-下36 口9.7.高1.9、庇5.3 H-D2 IOYR8/4・良 完軍 中1-1 成右糸切り痕 件全体に樺 5K419剖

132 土師平底小皿 5K41与下回 口10.1高2.1庇4_5 日-D 7.5YR8/3・不良 完量五 中1-1 底糸切りm 世用痕不明白外底/A¥斑布 SK419-77 

133 土師平底/J、皿 SK419414 口9.4、商22、底5_6 H-D 7.5YR7/5良 1/2 中1-1 底右糸切り痕 使用jJ{無 SK4 1 9~1 

134 土師 平底小皿 5K419-204.221.384 口10.0高1.8、鹿7.4 H-D 叩YR7I4不良 2/5 中1-1 底右糸切り袋 向車摩耗弱、内底鼎斑ヰf 5K419-70 

135 土師平底小皿 SK419-57 口8.7、高2.1、鹿4.0 Hζ 7.5YR8/5不良 2/3 中1-1 庇右糸切り痕 世用痕無 5K419-26 

l描 土師。平底小皿 5K419-173'1師 口9.6. 高~9、底5.4 Hζ 5YR7/4・良 1/4 中1-1 底糸切り痕 世用1M. 5K419-83 

137 土締柱状小皿 5K419-394 ロ10.0、高3.4、底4.7 H-D 75YR8/4良 3/4 中1-1 底右糸切り痕 世用jJ{無 5K419-27 

138 土締役状線 5K419-96 底5.0 H-D2 7.5YR7/4・H 底片 中1-1 底来切り後ナデ 使用m無 5K419-28 

l拍 土師 給荷台岨 5K419-151'152-163'165 ロ14.4‘硲6.4、台6.1、 H-A lOYR8/2具 lノ3 中1-1 底ナデ梢L、内岨ミガキ 使用jJ{無、内鼎焼直 5K419-39 

台高0.3

140 土師鎗荷台蝿 5K419-35'40'49.58.81.325 口14.0、高5.8、台6.3、 H-A lOYR8/4'良師 1/3 中1-1 内ロクロナデ、外ロクロヒ 使用保無‘内用組成 5K419-37 

台高0.3 ダ、底右糸回りjJ{

141 土師給高台輔 5K419-笈;0 台6.4、台高0.3 H-A 10YR812良 底片 中1-1 内ミガキ‘底ナデ摘し 世!ffl{tt無、内冊焼成 5K419-44 

142 土飾 給高台輔 5K419-3詔 台6.2、台高025 H-A 10YR612且肝 lノ3 qq-I 内ミガキ、底糸初旬ナデ 倣!JfJ復無、内胤焼成 SK4Hみ19

143 土師給高台輔 5K419-31 台6_8、台高05 H-A 10YR8/4艮 1/6 '1・1-1 底ナデ消し 使用痕舞、内鼎焼成 5K419-43 

144 土師 給高官椀 5K419-下29臼 台6_2、台前0.35 H-A 5YR6/3且 1/6 中1-1 底ナデ消し、内四ミガキ 世JIljJl緑、内黒檀庇 SK4 1 ~み~2

145 土師給荷台腕 5K419-110'126 ロ15.6.高5_3、台6.3 H-D lOYR8/3・良野 1/4 中1-1 底糸切り痕、内粗ミガキ 使用痕無向鼎雌底 5K419--岨

台高0.5

146 土師給高台揖 5K419る4・234-236，3臼 ロ15.7 H-D IOYR8/3且 lノ3 1111-1 内ミガキ 向田焼庇 5K419-31 

147 土師給高台蝿 5K419-223 口152 H-D2 75YR7/5良時 116 中1-1 内ミガキ 内田焼成 SK419-34 

148 土ltIi給高台観 5K419-428 口152 H-D !OYR8/4'1込鮮 1/6 中1-1 内ミガキ 内胤俊民 5K419-35 

149 土飾給高台例 5K419-3畠 口15β H-D !OYR8/3良 1/6 中1-1 内ミガキ 内線俊民 5K419-32 
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第田章 今回報告区域出土の遺物

温情 書号 圃別器繍 出土地点 法量 船土 色焼 残存 時期 醐監さ手 備考 実測昏号

150 土師繍高台輔 SK419.51'52担4.349'432 口13.6、高5.9、台5.6、 H.02 IOYR8/3凪好 4/5 中1.1 底有糸切句a賞、内ロクロナデ 世III!震無.向調焼成 SK41S41 

台高0.3

151 土師 給高台抽 SK419-90-1∞3岨 312 口14.1.高色仏台6.3. H.C 7.5YR8/4良 1/3 中1.1 底糸切J句集、内ミガキ 内山焼成 5刷 19-38

台高0.4

152 土師絞状小皿 SK419.1団 口9.8、高3.8.底4.1 H.A IOYR8/3・良時 暗完 中1.1 底糸切り袋、内肱射状ミガキ 使IIIjf{l眠、向網靴底、直中 SK41S46 
央に粘土すきま穴が貫通

153 土師桂状小皿 SK419.294'311 口8.9、高川、底4.0 H.A IOYR8/3血 4/5 中1.1 成右糸切り復、内ロクロナデ 値用痕無、内鼎恥虚 SK41S47 

154 土師柱状小皿 SK419-80 口9.5 f1.A IOYR8/3.血 1/5 中1.1 内成ミガキ 世用痕無、内胤焼成 SK41945 
SK419 
155 土師柱状輔 SK419-1曲 底5.0 H.O IOYR8/3良 底片 中1.1 庇右糸切りHl 使1111健無、内側俊民 SK419-36 

156 土師小型鍋 SK419.200'222 H.A2 lOYR8/3良 1/6 中1.1 外へ7ナデ、指ナテ' 内燦 SK419-102 

157 土師。権状鍾 SK419.24 在3.5x3.4 H.A 2.5Y5/1不良 完形 中1.1 側面8車線刻で花弁状装飾、 使用痕無 P焼成不良で鼎 SK419-3 
中・L、第孔貫通 色化

158 灰勅，有台碗 SK419晶167+ら25r1") 口14.6両5.4.台6.3， 東撞l:lI産 25Y7/1'!Il綴 2/5 明朝27黛 度ナヂ刑L 内底摩耗中、内底無軸・外 SK419-1 
台高0.8 体無糊→無軸焼串か?

159 石製品鍾 SK419-J 5.9 x 4.7 x 2.8 凝匹岩 略完' 4方にひも掛けの扶り 獣且治省S状の形盟、石製品 SK419-2 
の転用?重量同g

l曲 土師平際線 SK420-8 庇4.9 H.A3 IOYR81也良 1/4 中I.D1 '"右糸切り彼 世1fI!反無 SK4201 

161 士郎・柱状揖 SK420.15 底6.6 H.A IOYR812・良 出片 IjJI_D 1 底右糸切りm 世用jf(無 SK4202 

162 土師・繍荷台蝿 SK42C時 台7.4，台高1.0 H.A3 IOYR812品 車片 中1-01 底ナデ情L SK4203 

163 土師鎗荷台小皿 SK420-1l 口10.8、高2.85，台5.5、 H.O IOYR812・不且 415 中I.D1 底ナデ消し SK4205 
SK4却 台高0.85

l制 土師 輸荷台小皿 SK42010 口9.5、高2.3.台5.6， H.02 7.5YR7/6良好 完車 中1.01 IIIナヂ摘し 内底摩耗弱 SK4206 

台高0.8

165 土師給高台輔 SK4203 ロ13.4、高4.5、台6.0、 H.A 7.5YR8/4且 1/4 中I.D1 内ミガキ、底ナデin1.. f史用機無 SK42Q.4 

台高0.2

H渇 土師備高台腕 SK421.57 台72、台衡0.7 H-C 5YR7/6・不良 底片 中1.1 SK421-12 

167 土師平底小皿 SK42144 口10.0、高2.1、庇4.0 H.A3 IOYR8/3良 ν2 中1.1 底右糸切り痕 使111m. SK421..1 

l個 土師平底小皿 SK421-88 口9.9、高2.15、底4.0 H.A3 5YR7/6良好 2ノ3 中1.1 III右糸切り彼 f史朋4長揖 SK421-4 

169 土師。平底小皿 SK421.38 口9.9，高25，鹿4.3 II.A 75YR8I2良 3/4 rl'l_1 底右糸切りm 世用機無 SK421.1 

170 土師平底小皿 SK421.36 口10.0、高1由、底5.7 H.s IQYR8/4且 4/5 中1.1 底右糸切り痕 世用痕無 SK421.3 

171 土師平庄小皿 SK421.33 口9.4.商23，>15.2 日.A IOYR8/3. b! 215 中1.1 底右糸切り痕 世用機無 SK421.9 

172 土師平底小皿 SK421-64 ロ8.8、商22、底5.0 H.A 7.5YR8/4且 4/5 中1.1 醒右来切り痕 世用痕'妻、外車ヘフ配号 SK421-8 

SK421 flJ 

173 土師平刷、皿 SK42147 白色O、高2.0、鹿4.4 H.A 7.5YR8/4良 1/3 中1.1 底右糸切りO! 世m痕無 SK421.7 

174 土師平底小皿 SK421.22 口92、肉2.1、底4.3 H.O 叩YR8I2.j通 3/4 中1.1 b~布糸切り m 世111m無 SK421.2 

17S 土師平底小皿 SK421.29 口92、高2.1、底5.2 H.D IOYR8/3且 1/3 中1.1 底糸切り痕 世用痕無 SK421.1O 

176 土師桂状小皿 SK421剖 駿4.0 f1.s 5YR7ノ6・良 2/5 '1'1-1 底右糸切り夜、内底凹痕 世用4度無 SK421.11 

m 土師 平底小山 SK421-6 底3.8 H.A 7.5YR8/6-.J). 3/4 中1.1 底右糸切り司K，内底凹痕 世用痕無 SK421-6 

178 土師蛤高台崎 SK421-85 口18.0 H.O 5YR7/6・良併 1/5 中1.1 内ミガキ 世用疲無 SK421.13 

179 土師給高台腕 SK421.12 IJ15.0 H.A IOYR8/4且 116 中1.1 内粗ミガキ 世用復不明 SK421.14 

3.井戸・炉状遺構・ H区ピット出土遺物
遺術 帯号 種別器機 山土地点 法量 胎土 色焼 間存 時制 網整等 備考 提測骨号

l 土師平底腕 S日J2-6 底6.0 fI・A IOYR8!4' b! 底片 rlll.lll 底右糸切り痕 世閥復無 SE02.1 

2 土締柱状腕 S日盟中層 底6.0 H.s 7.5YR8/6・且 底片 中1.01 底右糸切り痕 使用II!無、外底面出斑有 SE02-2 

3 土師平成小皿 5日E中層 口92、高2.5、底5.4 11.02 2.5Y8I2不良 lノ3 中1.IIl II!;糸切り彼 使用痕無 S凹'24
SE02 
4 土師平底小皿 SE02上層 口102、高22、底5.1 H.A 10YR8!3・良 3/5 中1.01 底右糸切り痕 使m痕無 SE02-3 

5 土師輸高台輔 SE02下層 台6.4，台高0.55 II.A IOYR8/3艮 庇片 中I.s1 底ナデ消し、内底指ナデ 向調焼成 S日J2..1

6 土師柱状小皿 SE02上層 底3.6 H.A IOYR7I2良好 1/2 中!日1 底右糸切り痕 使用調限無 SE時6

7 土師位状線 SK4叫叩 底6.6 H.s 7.5YR7/6・不良 底片 中I.s1 車右糸切り痕 世用痕無 SK4α)-11 

8 土師柱状線 SK4α)-2 bl:6.6 H.A 7.5YR8ノ1・良 成片 中I.s1 底右糸切りm 世用痕無 SK4α)-12 

9 よ師 鎗高台輯 SK4脇田 台6.9、台高0.3 H-C 75YR7ノ6艮 2/3 Q11.ll1 底糸切り袋、外底凹痕 使111<<無 SK4α)，13 

10 土師 平底小皿 SK4叫3 口8.7、高l田.庇3.5 H.A IOYR8/3良 3ノ4 中I.s1 底右糸切り疲 世Jtu質無 SK4(時4

11 土師平底小皿 SK400-51 口9.2高1.8、厳4.6 H.s 2.5YR7I6良好 略完 中I.s1 底右糸切り痕 使用m情、外全体黒斑有 SK4似)-1

12 土師平底小皿 SK4曲s5 口師、高1.85，庇4.4 H.O 5YR7/6'且 4/5 中I.s1 底:fi糸切り彼 世Ifljf{. SK4()().2 

13 土師 平底小皿 SK4冊目 口102、高2.9，底4.6 H.O IOYR7/3且 7/8 中I.s1 康右糸切りjJ! 使用oo:. SK4QO.3 

14 土師。柱状小皿 SK4叫 25 底4.7 f1.s 7.5YR7I8'良 213 中I.s1 底右糸切り復、外底凹痕 世1111反無 SK4叫6

15 土師桂状小皿 SK4凹B上 117 口9.6、高3回、底4.4 f1.02 2.5YR7I8且 1/2 中I.s1 底右糸切り痕 佐用痕無内外火色布 SK4似)-5

SE回 16 土師柱状小皿 SK4叫'J!I 底3.4 11.02 75YR8/4'良 底片 中I.s1 底右糸切り痕 使用調E無 SK4α)，7 

外側 17 土師住掛ト皿 SK4叫剖 底4.5 H.02 2.5YR7/6・不良 底片 中l.IIl 外庇凹彼 成郎上からの穿孔で貫通 SK4叫8
_l:.tj'( 18 土師柱状小皿 SK4叫剖 底4.2 11.02 5YR8/4且 底片 中I.IIl 底不1糸切り痕 世m痕無 SK4瓜)-9
(SK4ω} 19 土師・平底鈍 SK4αl-69 底5.4 11.0 lOYR7/4良 臨片 中I.s1 底布糸切り彼 世用痕無、内串焼虚 SK4似).)4

20 土師・柱状線 SK4曲D下圃 底5.9 H.A IOYR8/4' b!lf 1/6 '1'1-01 底糸切り痕 世用oo:無、内凪瞳庇 SK4()().16 

21 土師鎗荷台抽 SK4回目下34 ロ14.4、高4.7，台色3、 H.B 2.5YR7/6且好 2/5 中I.s1 鹿ナデ摘し、内ロクロナデ 使用復無.向且1焼成 SK4似).)7

台高0.5

22 土師鎗高台線 SK4倒)..114 台6.8、台高0.4 H.A 5YR7/6且 底片 中1日l 底ナヂ消1..，内底粗ミガキ 世Ifllll無、内111.理庇 SK4()().18 

23 灰軸有台匝 SK4QO.33 台6.8、台高0.9 車揖徳瑳 2.5Y71】堅級 庇片 明和'J!I禦 雌回転ミガキ 向車摩耗強 SK4()().5 

24 灰柏・孝f台碗(小) SK4叩A上+も28よ26ゆ26・29め 口10ふ高3.0、台5.4、 E巨副量得産 25Y7/1'!Il徹 1/3 明相27窯 内面上半に紬 SK4皿4

28 台高0.35

25 自陣嗣 5K4曲-84+ら291'1'1J 口15.0 職色7.5Y7l125Y8/1堅鰍 116 山本C期 山本白磁分頬IVlb掴 内側口緑に枯ダレ SK4叫@

26 自由皿 SK4帥D上 A上+ら261'71) 口12.0 験色l国Y8I125Y8/1・堅級 1/10 山本C期 山本白磁分銅V2聞 5K4叫①

SJ70 
'J!I 土師 給高台摘 SJ701P床土ιl' 台5.3、台高0.4 H守A IOYR6/2且 底片 中}-I? 内ミガキ、底ナデ消し 使Ifll底無 5J701 

(小)

5)71 話 土師位状小皿 5)71-6 口9.0、高3.0、底4.3 11.02 IOYR7I3・不良 5/6 中I.s1 使用被不明 5J71.2 

四 土師 平底小皿 P242 ロ9.0、高2.4、底4.8 H令A IOYR8/4且 7/8 中I.sI 底右糸切り夜、外底凹痕 使用痕無 P-8 

却 土師平底小皿 P剖2 口9.4、高2.1、底4.5 II.D2 7.5YR8I6'良 略完 中I.s1 底右糸切り復 P.IO 

31 土師柱状小皿 P担2 口8.6、高2.6、底5.0 11.02 7.5YR8/6且 3/4 中I.s1 底右糸切りjJ{ 使用策無 P.13 

32 土師 平底腕 p2田 日11.3.高3.2，庇4.0 H.D2 lOYR8/3'良 完罷 V官2新 庇右糸切りm 世刷痕無 P.5 

お 土師大皿 P393 口15.4，高3.7 H.Aに近似 IOYR8/3良 1/2 中I.s1 非ロクロ成形、外体~底指 京都黒土師器皿僕倣品、外 P.3 

HIK ナデ痕、向ハケナデ、日韓酷 内煤付着

中世 2段ナデ

ピット 剖 土師平成小皿 P却3 口8ι 高1.8，底5.0 H.A IOYR7/4血 5/6 中I.UI 底右糸切りO( 慣用m:熊 P-6 

35 土師平極小皿 P5岨 口9.8，高2.4‘底6.4 H-C IOYR7/4・不良 2/5 中}-D1 ほ右糸切り彼 使用疲無 P.12 

36 土師平底小皿 P田1 口9.4，尚1.9、底4.4 H<ご 5YR6/6良 213 中I.s1 庇右糸切り疲 世刷1lI無、内鼎斑有 P.9 

JI 土師平底鈍 Pla剖 口12.3高3.2底6.0 II.A3 IOYR8/4良 3/5 珊2新 底右糸切り痕 世用JR. P4 

担 土師給高台繍 PIO姐 口14.6.高5.4，台7.6、 H.A3 IOYR8/3・良肝 1/4 ¥12古 外件下半~底ケズリ、内密 使用痕無 P-17 

台高0.7 ミガキ
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付表2 額見町遺跡V報告区域出土中世遺物観察表

4. 中世土器溜り遺構出土遺物
遺構 番号 信別器纏 出土地点 ま量 胎土 色・畦 硯存 時期 間聾等 備考 実醐番号

1 土師・平Ii!蝿 り31，，"..1) ロ12.2、高3s.底5.4 H.A3 7.5YR8/3且 2/5 ¥12 底糸切り痕 世間痕舞 Hllfマリ1.:担

2 土師平底繍 り27却ダマリ 口11.7.高3.9、庇5s H.A3 7.5YR8/4虫色f 1/3 ¥12 底糸切り担 世JIljl(舞、間雌イI Hダマリ1.31

3 土師鎗高台鈍 ら311'1'リ 台6.8、台高Os H.A 7.5YR5/1 良 庇片 四2 底ナデ前L Hダマリlる6

4 土師鎗荷台輔 り311'マリ 台6.8、台高0.65 H-A3 7sYR8/4・良好 庇H '12 底ナデ消し Hr"'11-62 

5 土師給高台抽 る3!r(1) 台6.0、台高0.3 H-A3 IOYR8/3且 岨片 官2 日夕叫1-63

6 土師給高台椀 り却グマリ 台6.7、台高0.7 H.A IOYR8/4'1~ 底片 ¥12 底ナデ消し 日夕ーが11-61

7 土師給高台帥 よ担ゲポ1 台72、台高0.5 H-A3 7$YR8/4且 鹿片 ¥12 底ナデ刑L 使JJI筏無 1U"1"11剖

8 土師平底小皿 り30グマリ 口102.高2.45.底5.9 H-A3 10YR8/3且 略也高句 ¥12 f民右糸切り痕 使1M痕績、底中央牢孔 Hr1"J1-1四

9 土師。平底楠 よ32ゲマ'1 口13.3、高3s5、底6.1 I-I.D2 2.5YR6/3不且 1/3 中1.01 IU'1"1l.24 

10 土師給高台機 る却グ7'1 台72、台高0.8 H.D 7.5YR7/4良 底月 中1-01 底ナヂ消L Hrl"JI-67 

11 土師崎高台揖 ら却，'，IJ 台7.0、台高0.6 11.0 7sYR7/4且 庇月 中).IIl .~ナデ悶し H"1'リト剖

12 土師。給高台腕 る31"1'1) 台11.1、台高1.0 H.02 10YR8/3・不良 底11 中1.01 Hr.リ1-68

13 土師平底小皿 ら31:"71) 仁19.9、商1.9.ほ5.0 H.A 7.5YR7/2・不且 114 q，ト01 底右糸切りjJI_ 内樺痕 H，'，IJl-107 

14 土師平底小皿 り29;"，IJ 口9.3、高2.25、底4.2 H.A 10YR8/1良 3/4 qq.D 1 底右*'切り痕 世m痕無 fげ-;")l-IL賂

15 土師平底'1、皿 り31ダマリ 口9.3.高2.1、底4.6 H-B 5YR7/4-1H} 3/4 中1.01 底右糸切り彼 世mm:. 1"，，';'1)1.1剖

16 土師平底小皿 ら33グマリ 口9.6、高2.1.車5.0 Jj-A lOYR8/2良 1/3 中I.U1 庇右/(.切り彼 世mlll!眠、内外鼎斑有 H"1'リ1.121

17 土師平底小皿 句羽ゲ叫 口9.9、高1.8、底5.1 H-A IOYR8/3'且 定形 中1.01 庇右糸切りm: 世用1/(無 H""1'II1-1括

18 土師。平底小皿 よ31 円92、高1.9、底4.3 H.A 10YR8/3良 215 'IJI-D 1 底右糸切りlfl 世閥復無 Hr7'J1.97 

19 土飾 平庄小皿 ら33グマリ 口102、高2.0、庇5.3 H.B 7.5YR8/6' !~ 213 'llJ-D 1 底右糸切り症 世朗被無 H"1"Jl.I14 

20 土師平底小皿 ら31グマリ 口9.0、高2.5.1i世4.4 H.B 7.5YR8/6且 3/4 rlJI.ll 1 底右来切り痕 f定期m:無 Hタマリ1.1曲

21 土師平底小皿 り却r可"1 口9~. 術2.2、底5.0 H.O 10YR8/2・不良 略完 中1.01 底右糸~J り痕 使用lfl無 1W村1.138

22 土師。平底小皿 り29タボj ロ102、高2.3、底5.0 1-1.02 lOYR8/4且 lノ3 rll1-ITl 底右糸切り痕 世則被無 11'・判1.1お

お 土師柱状小皿 ら3U'f"J 底3.9 H.A 7.5YR6/4且好 2/5 中1-01 庇イt糸切り彼 H"1"Jl-I65 

剖 土師柱状小皿 り30"1'1) 底4.6 H.C 10YR8/4・不良 庇片 中l-IJl "~糸切り m Hタ叫1・172

お 土師鎗荷台圃 り却ダマリ 口15.7、高5.7台6.2 H.A 10YR8/3良 lノ2 中1-01 庇ナデ消L、内ロクロナデ 使用銀無.内11¥俊成 H'守1)1.1舶

台高0.3

26 土師鎗荷台被 ら31夕刊 口15.1 H.A IOYR8/3・且 115 中1.01 内ミガキ 使JJ1m無、内皿機庇 Hダ叫1-185

27 土師舗前台輔 よ3lt'<'1 台6.0、台高0.35 H-_A. 7sYR7/4・且 底片 中l-IIl 底ナデillL 使用lfl無、内鼎焼底 Hrl"}).193 

28 土師給高台繍 り3Irマリ 台6.4、台高0.3 H-A 5YR7/4'1込 成片 中l一日l 庇ナデillL，内ロクロナデ 世間痕無.向原提庇 1!r.'Jl-64 

四土師給高台輔 り却グマ'1 ロ16.0 H.D IOYR8/3且 1/5 中1.01 内ロクロナヂ 世用4使脅眠、内開醜庇 H"7'11-1師

却 土師給高台舗 よ32ダマ'1 台6~、台高0.5 H.C IOYR7I3・且 底片 中l一日l 底菊花状かき11!L高台 使用線無、内!問焼底 H'"リ1.1田

31 土師柱状揖 る却ゲ7'1 底6.0 H-A lOYR7I3且 112 中1.01 底右糸切りm 世用夜祭、内鼎暗証 Hrマ'1は叩

32 土師柱状摘 ら32"，リ 府5.6 H.A lOYR8/4・良 庇片 中1.01 世右糸切りm 値用痕無、内田焼成 Hグマ'1は田

33 土師柱状蝿 り29'・7'1 口14.4、高推5.6、底4.8 H.D lOYR8/2艮 1/2 中1.01 底右糸切り裂 世ml質然、内閣焼成 H'が11却 7

34 土師平底拙 ら31"1'リ 日14.6高3.5底色。 H.D2 10YR8/6・不良 lノ5 'l'I.II2 nri"J)-四

35 土師控状拙 る却，'，リ 庇6s H-D IOYR8/2不良 底片 中I.U1 庇右糸切りm 使用痕無 H'・7リ1胡

36 土師ー平底小皿 ら33 口&9、高22、車~O f1.A 叩YR8/2不良 1/3 中1.02 庇右糸切り寵 世JJ1jf(無 日夕マリ1.118

37 土師平底小皿 り32'・マリ 口8.6、商2.1.底4.2 I-I-A lOYR8I3・不良 213 中).U2 底布糸切りliI 使用痕無 H;"1'1)1-I39 

38 土師平底小瓜 ら33 口且5，高2.4、ほ3.8 H-A 7sYR8/4且 時完 11:I}.U2 底右糸切り復 佐用銀無.内外1M斑布 H'マリ1.116

39 土師平底小皿 ら31グマリ 口7s.高1.55、庇5.0 H-A lOYR8I4 ，良 215 '1'I-D2 底右糸切り痕 世用m. 日夕'11)1-1岨

40 土師乎底小山 り羽タ吋 口7.9、高2.0、眠4.8 H令A lOYR7/3・不且 115 '11}.D2 車糸切りlfl H"'1'I)I.l訂

41 土師平底小皿 り31夕刊 口8.4高1.7底5.25 H.s 7.5YR7/4且 3/4 IIJI-Il2 底右糸切句復 使用車無 H"守1)1.131

H巨 42 土師平底小皿 る29 口9.4.高1.4、底42 H.D 7.5YR8I3艮 1/2 中I.U2 底右来切り疲 世IMUl無 1.ll'マリ1.)44

中世 43 土師平底小皿 る30'叫 口8s商2.3、成3.8 H.D 7.5YR7/4且 1/4 rlti.II2 低糸切りliI Hr.リ1.143

l号 制 土師平底小皿 ら3llマサ 口92、衡2.5、ほ4.3 I-I.D2 5YR6/6・且 1/2 中1-02 底イ~í~;、切り痕 世用車無 日夕叫1.105

土器 '5 土師 平庄小皿 ら311".1) ロ8.6、高2.0、鹿'.0 H.D2 lOYR8I3良 2/5 中1-02 底右*'切り狼 世用痕無 Hダ引/1.112
，叫 46 土師平底小皿 り321叫 口8.9、高2.0、底5.0 H.D2 10YR8I1良 1/3 中1-U2 底右糸切り痕 世府軍無 H夕刊1.140

47 土師平底小m り却9マリ 口a弘前2.2、底4.3 H.C 7.5YR7/6且 完形 1J'1.D2 Hグボ/1.1描

48 土師平底小皿 ら33r.IJ 口8.6、商2.0、底5.0 H.C 7.5YR7/6・n 1/3 '1'1.02 ほ右糸切り痕 使用線無 Hダマリ1.117

49 土締・平庇小血 ら33 口刷、高1.9、底5.1 H.C 7sYR7/4'良 213 1J'i.02 底者糸切り痕 使mm無 H'・.IJl.1l5

日 土師平底'1、皿 り却"7リ 口9.2、高2.3、底5.8 H.C 7sYR7I8・艮 1/4 中1・U2 底糸切り痕 使用復無 1-11".')1-128 

51 土師 平底小皿 ら33，"，IJ 口8.9、高22、hli6.4 H.C 7.5YR7持品 lノ4 中1-02 "~本糸切り痕 世1M". H'-叫1.119

52 土師。平底小皿 ら31グマリ 口8.7、商1.8.庇7.0 H-C lOYR7/4良 2/5 中1-02 底右糸切り痕 値月H民無 Hグマリ1.J[沼

53 土師平底小皿 る311ーマ'1 口8.0、高1.8、低6β II-C 5YR6/4且 1/5 中1-02 底糸切り痕 住期彼無 H".リ1.141

54 土師平底小皿 り31"7リ 口8.4、絹1.7.底6.0 H-C 75YR6/4不且 116 中1.02 底糸切り1/( 世聞痕無 Hタマリ1.132

55 土師・柱杭小皿 ら31r71J 庇4.2 II.D2 10YR8川・i込 底片 中1.02 底右糸切り痕、外庇門痕 世用銀無 H!.マリ1.156

田 土師柱状小皿 り31グマリ 口8.9、両35、庇4.6 I-I.D lOYR8/4不良 2ν3 中)-1I2 庇布糸切り痕 世間模無 Ilr71J1.1却

57 土師柱状小皿 る抽，叫 口9.0 H-D2 lOYR8/4不良 1/2 中1.02 庇右糸切り痕 l~JfJ誕無 H:f.リ1-149

開 土師柱状小皿 る29;'，'J 底4β H.A lOYR7I3且昨 低片 中1目2 庇街糸切りm 内底凹彼 Hr-{'Jl.151 

59 土師。柱状小皿 らお，叫 ロ9.4、高2.0、阪3s H.D2 lOYR8/4・不良 2ν3 r~q 日 2 政糸切りlfl 内庇凹O! H!マリ1.1団

曲 土師控杭小皿 よ32'叫 口92，高2s、底4.0 H-D2 7.5YR8/4良 3/4 中1.02 底右糸切り痕 世用m無 Hグマ川l臼

61 土師柱状小皿 る31'判 底4.0 H.D2 IOYR8/2・不良 底片 <1'1.日2 底右糸切りl/I. 胆ItH耳無 Hタボ'}J.I52

62 士郎省高台蝿 り却，可円J 台6.5、台高0.4 日D 10YR8/3'U lノ2 中I.U2 阪ナデ消し、内ロクロナデ 使用1lI無、内鼎焼成 1-1"マ'Jl.187

63 土師往状輔 ら31'叫 底6s H.A 10YR7/3良妻子 1/6 中1.02 成糸切り彼 内嘩付帯、向田焼成 日ダポ11田3

制 土師後状抽 れ28"叫 底7.1 H.D2 5YR7I4 艮 Ji!H 中I-II2 眠布糸回り痕 世用痕'騰、内隅焼成 H"叫1拙

日 土師。往状小皿 り29'・マリ 底4.0 H.A 7.5YR8/4且好 1/2 中1-02 底右糸切り痕 世附痕無.内比1焼肱 日グボ1Jl-21O

師 土師鍋 り31ダマリ 口25s、車21仏胴21.0 般入 5YR6/5'U好 1115 Qq.II2 非ロクロ、内外指ナデ 外煤 Hr7リ1-2

67 伍軸有台碗 よ32ら幻 34;ψj 口14s高5.3台6.9‘ 東撞様車 lOYR8/1且貯 1110 困綾l寵 無柚 Hr7リト団

台高0.6

68 灰紬有台腕 り30・31る却，叫 口14.9 東首長寵藍 2.5Y7/1且鮮 1/10 明利27鱒 内底且込み段 内外無制 Hf7'1l剖

69 灰軸有台腕 ら33"7リ 台7.4、台高Os 東揖様車 2.5Y7/1'良鮮 底同 明府1271拠 血ナヂ摘し 世用線'眠、内体施U粒 H~' ， IJl .(j2 

70 灰軸小慾 ら3Z-33"，'} 廟7.6、台4.8、台高0.4 彼控烈産? IOYR7/1・良昨 1/2 P 車ナデ消し、刷下位詑線2 世用線無 H1"71川-63
段

71 白曲碗 り32ダマリ 口15.6 軸色7.5Y8/15Y7I1'lHl' 1/20 山本B朗 山本白描分掴氾l覇、玉雌'1' 1-11マリl.n

口融

72 自陣 碗 ゆ26ら30ダマリ 口15.4 輸色7.;GY8/1N8/0堅敏 口融片 山本B期 山本白磁分期目l朝、玉縁中 Hタ7叶Jl-83

口輯

73 白瞳碗 よ32"判 1J16.8 軸色5Y8/2 2~Y7/ 1 堅骸 1/5 山本C期 山本自極分額01薗‘王輯小 制貫入 H'下11-68
口縁

74 白磁碗 ら3U'，'J 糊色2.5Y8/1lOYR8/1'UI'f 口縁}-¥ 山本C期 山本白曜分額01朝、玉雌小 細貫入 Hタマサ1剖

口融

75 白描融 り31 紬色lOYR8/1N8/0良時 口揖片 山本C期 山本白曜分間01覇、王揖小 細貫入 H"7IJl-88 

口雄

76 白酷碗 ら31・32・り32ダマリ 口16.6、高6.4、台6.8、 紬色lOYR8/2lOYR8/1良野 lノ10 山本C期 山本白磁分朝日51凪王韓長 Hr.l)l剖

台高0.25 回線

n 白匝碗 るお 口17.6 軸色2.;GY7ノlN7/0酷徹 日曜片 山本C期 山本自礎分額N1娘、玉韓大 H1'"7I)1.16 

口縁

78 白岨蝿 る却グマリ 台6.8、台高0.6 柚色2.5GY8Il25Y8I1・堅厳 成片 成ケズ'1仰し 日夕.マリ1.72

79 白酷皿 る31"叫 底3.0 柏色5Y712 5Y7/1良好 1115 山本C朋 山本白億分割>lll1i.際ケズ H"マリ1.94
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第皿章今回報告区域出土の遺物

遺偶 需号 種別・器櫨 出土地点 法量 胎土 色後 残存 時期 自制聾等 備考 事処測番号

回土師平底腕 り26ダマリ 口12.6商3.4.凪5.7 II-A 7~YR8/3・良 1/4 II~ 1-U 1 底糸切り痕 世用機無 Hグマリ2却

81 土師平底腕 よ26タ.マリ UI2.4.商4.3、底5.6 H-A IOYR812且 112 rlll_U 1 庇右糸切り復 値用jJ{!fi Hグマリ2却

田土師平底椀 ゆ26ダマリ 口 1~8 両3.7.J証5.6 II-A3 7.5YR8I2良 1/3 '1'1・日l 低右糸切り痕 f史用復無 11"マ'J2-27
83 土師平底随 ゆ26'-マ'1 口14.2.商3.7.底5.6 11-0 IOYR8I3・不具 1/2 中ト01 出右来切り!11. 値JH!1I.!fi 11;'マ'12-描

剖土師平底随 ゆ26タ-71J 口14.6、商4.9、JA5.9 11-0 IOYR812不且 114 rlJl_ll I Hグマ唯一部

85 土師平底繍 ゆ26"71) 1J142、高4.35、庇6.0 H-02 IOYR8I2-不i込 1/3 r111.0 1 底糸切り痕 慣用痕無 Hf7IJ2-25 

出土師平底繍 り25'・7リ 口16.β、肉5.8、ほ6.6 11-02 IOYR8I3・且鮮 2/5 'I1).ll 1 底右糸切りjJ{ 龍用蝶!fi 11'・7リ241

87 土師平底随 ゆ27"7リ 口12.6.高3.4、底5.6 II-D2 7.5YR7/8・且 1/2 '111.01 底右糸切り痕 世用侠無 H"-7リ2-40

88 土師平成腕 ゆ2M"，') 臨5.4 11-02 7.5YR8/2且 底怜 中I-U1 底右糸切り痕 地用痕無 H'-7IJ2-2 

89 土師役状腕 ゆ訂'"(1) 日142、高4.2、斑5，8 II-A 7.5YR8I1且 1/2 中1-01 底右あ切り痕 値用侠無 Hr7リ246

開土師柱杭抽 ら26".ヲ 口14$高5.2底5.6 II-A 7_5YR8/1且 2/5 中1-01 収糸切りjf{ 世周痕無 Hr7リ2-47

91 土師柱状腕 ゆ27タ・マリ 底6.0 II-A IOYR7，ノ2且 ほ片 中I.Ill 庇右糸切りjJ{ f世1IIjJ{!!; 111・"処45

92 土師 給荷台風 ら27ダマリ 台7β、台高0.7 II-D2 7WR8ノ4不良 証)f 中1-01 111'す1)2-59

93 土師給荷台椀 ゆ27 台7~、台高1.3 11-02 7.5YR8J6且 l.iHt 中!日1 11グマ'12る5

同 士師 槍高台繍 ゆ261吋 台10.0、台高 I~ 11ζ 5YR7/4・且 斑片 中1-01 底糸切りjJ{ 内蝶彼 Hグボ'12-197

95 土師平成小皿 ゆ26タ叫 日10弘前2.3、底4.9 II-A IOYR7/3且貯 112 中1-01 底右来切り4反 内外期斑有 Hr，'J2-208 

96 土師 平底小皿 ら261吋 口10.2術2.5.b'!5. I I~.B 7.5YR8I4良 213 中1-01 雌糸切り!f! 佐用!f!!fi 111マリ2-101

97 土師 平底小皿 よm 引j 口9.6.高22.血4.6 II-A IOYR8/2且 1/2 中1-01 底右糸切り疲 世用lJ(!!; 111マIJ2.95

98 土師 平底小皿 ゆ?:lr71J 口9.7.高22、JJt4.4 H-A IOYR8I3-n 718 中1-01 底右糸切り療、内服フセン 使用lJ(無 111'マリ2-80

状ナデ

四土師平底小皿 ら26'-;>リ 口9.6、商問、庇4.0 H-A IOYR8/3良 3/5 '11)-01 底右糸切り痕 世用侠無 11"刊2-1倒

l曲 土師平底小皿 ゆ26r7リ 口9.8、高2.05.庇4.8 II-A IOYR8/2・且 1/2 中l-U1 底右糸切り痕 世用桜無 11'引12-下6

101 土師平嵯小皿 ゆ訂，.(1) 口92商2.1成42 II-B IOYR7/4且肝 7/8 中1-01 庇右糸切り痕 ゆがみ有 H'-71}2-81 

102 土師平底"、皿 よ'l:lt"'1I} 口虫4.向1.5、底5.4 II-B IOYR8/4良 完部 中1-01 底右糸切り拠 ゆがみ有 Hr71J2制

103 土師平庄小皿 ゆ担ダマリ 口10.0、高1.7、底5.0 H-A IOYR8/3且 略完 中1-01 liE右糸切り痕 世!II!f!無 H'-，'}2-75 

104 土師平底小皿 よ261'マリ 口&9、商2.1、臨4.6 H-A IOYR8/3'且 1/2 中!日 ! 底右糸切り担 世!IIlJ(!!; H'-f'I)2-87 

1田 土師ヰ底小皿 ゆ261'マリ 口&9、高1.8、出4.0 I-I-A IOYR8!4且 完形 中1-01 底右糸切り!11. ゆがみ有 H，.'，'}2-79 

l田 土師・平庄小皿 ゆ25"71} 口&3.術~O‘底42 II-A IOYR812且 1/2 中I-UI 底右糸切りjf{ 位!llJI(無 Hr7リ2.71

107 土師平刷、皿 よ27 口92、高2.1.血3.9 日02 IOYR8/4'且 3メ5 '1'1.s I 庇右糸切り痕 世用《賞無 日グマリ2-91

l曲 土師平底小皿 ゆ26ダ"1 口9.0、高2.1.眠4.1 II-B 5YR7I6良 完形 中I-UI 極右糸切り彼 Ht'7'J2.72 

1凹 土師平Iif.小皿 ゆ26"'71) 口9$. 高~6.底42 H-B 7.5YR7/8・且 112 中l-s1 底右糸切り痕 外口縁に惨状鼎斑有 H"マリ2-74

110 土師平ほ小皿 ら26グ"1 口9.6高2.7.底5.5 II-A3 7.5YR7/6良好 1/3 中1-1? 底右糸切り復 世周ttU眠、外火色有 Hタマリ2-1白

111 土師平底小皿 よ27";>1) 口93、商2.0、底4.8 H-A IOYR8/2艮 213 '1'1-01 臨右糸切り111 使1II!11.. 111・7112-93

112 土師ー平底小皿 ゆ2M'，') 円9.6、高2.4、底4.6 1-1-02 7.5YR7/6' bl 2/3 '1'ト01 段右糸切り痕 世!IIjJ(舞 1-11'ψ1}2-78 

113 土師 平底小皿 よ27"(1) 口9β‘商2.0、厳4.3 1-1-02 IOYR8/2艮 1/2 1111.01 底右糸切り痕 世mjJ(無 Hr71J2剖

114 土師 平庄小皿 ゆ27"マリ 仁19.6、商1$.庇3.5 H-D2 IOYR8/4・不且 2/5 中1-01 鹿糸切り彼 慣用侠無、ゆがみ省一 H，'，'J2-122 

ll5 土師平底小皿 よ27ダマリ 口9.6‘肉2.4、庇6.0 II-D2 叩YR8/3'艮 1/2 ~lq. II 1 底右糸1;)り痕 世用彼無 Hゲマリ2剖

116 土師平底小皿 りおタマリ 口9.4句商2.0、雌5.0 H-D2 IOYR8/4且 112 中I-U1 底右糸切り痕 世用痕無 日夕"品l剖

117 土師給高台小皿 ゆ24'-マリ 口9.6、商3.6.台5.0、 H-O IOYR8/1良 2/3 中J.IJl 底ナデ市L 使用痕無 回マ叫l叩

台高0$

118 土師輪荷台小皿 よ271引} 口10.5、高3由、台5.4. 11-02 5YR7/6.Jl_ 3/4 rllJ.D 1 底糸切り後ナデ f車用fJ{無 Hr，.'J2-177 

台高iお

119 土師槍荷台小皿 よ261叫 台5$.台高1.1 II-D2 7$YR7/6且 底片 中1-01 底ナデ前L Hr...'J2-178 

120 土師給高台小皿 り261叫 台5.4台高0.85 日02 5YR7/6良 1/2 中I-UI 庇ナデ耐L 世用袋無 11'マリ2-175

1-11& 
121 土師輸高台小皿 り26"71} 台4.9.台高0.5 11-02 IOYR8/3 比 1/3 中I.DI 出ナデ消し 111マリ2-174

中世
122 土師役状小皿 よ'1:1'"7') 底42 H-A IOYR8/4良好 庇片 1111_D I 俊右糸切り痕 世1H!1I.舞 11"ψ'12-146 

2号 123 土師柱状小皿 ゆ26'-7リ 庇4.0 II-B 7.5YR7I4品 底片 中I.III 底右糸切り復、外底凹彼 11'-マリ2-1窃

土器 124 土師・柱杭小皿 ゆ26'マリ 庇3.6 H-B 7.5YR7/6且 底片 中1-01 底お糸切り!11. 111村山剖

，'7') 125 土師位状小皿 ら却ダマリ 底4.4 H-O 叩YR8/1艮 1/2 中1-01 底右糸切りjf{ 世間後無 Hグ叫2-167

126 土師柱状小皿 ら27'マリ 庇4.6 日ζ IOYR8/6不良 底片 中I-U1 底あ切り彼 日夕.判2-1回

127 土師給荷台椀 ゆ26'ーがj 口152.高5.7.台7.4、 H-A3 7.5YR8/5良 2/3 中1・01 底ナデ荊L町内岨ミガキ 使用jJ(!fi.内!品購成 11'-ポ1)2-182
台高0.3

128 土師鎗高台腕 ゆ26，，"，1) 口16.4、高5.8、台5.6、 H-A IOYR8/4不良 213 中1-01 底ナデ刑L-.内ロクロナヂ 慣用仮舞、内鼎鍵庇 11'-ポ')2-184

台高0.4

129 土師積荷台線 らおダ"1 口13.0.商4.5.台5.8、 H-A3 7$YR8/5・且 112 中}.UI 庇ナデ摘し‘内ミガキ 世用!11.無、内鼎焼成 111-叫2-1拓

台高0.4

130 土師・鎗高台腕 ら25'-叫・町宮7ゲ叫 台6$.台高0.5 ll-A 7.5YR8/4且 113 中1-01 底ナデ消L.内線らにミガ 世刷ll!無、内胤焼成 IIタ，リ2-192

キ

131 土師 0・e高台鈎 ゆ幻タ叫 台6.7、台高0.2 H-A IOYR8/3・且 斑円 I'I'1.n 1 底ナヂ摘し、向ミガキ 内I，~焼底 Hタ.マ'1各l曲

132 土師 給高台憐 ゆ27タ・マリ 台72、台高0.3 II-A 7.5YR7/3・且 底片 中1-01 庇ナデ消L‘向ミガキ 内皿購庇 11'-叫2-1田

133 土師給高台揖 ゆお夕刊 口152前5.7台6.6、 11-0 IOY回>13良 3/5 中l-IIl 成ナデ刑L 間用仮'眠、内閣構成 Hグマリ2-181

台高03

134 士郎愉高台棉 ら~夕刊 口13.3.高52、台6.6、 1l-02 7.5YR8/4'H 1/3 中1-01 底ナデ摘し、内ミガキ 世ffll底無、向調娩肱 11'-マ叫lお

台高0.4

135 土師鎗荷台腕 ゆ27'-7吋 台6.4、台高0.4 日D IOYR8I2且 車片 中I-U1 ""ナデ消L.向ロクロナデ 内且1焼庇 日夕マリ2-1田

136 土師 柱状抽 ゆ261がj ロ152、高93、成7.7 H-O lOYR8/4且 3/4 中I-UI 厳右糸切り復、内ミガキ入念 使用痕無 Hタマ叫202

137 土師柱状楠 ゆ2:1'"リ 底6.6 11-0 7.5YR7パ且 底片 中1-01 底糸切り!11..向ミガキ入念 使用銀無 目 7略国l

138 土師柱状小皿 ゆ271'(1) 底4.4 II-A IOYR712良好 1/2 rl1l_nl 底右糸切り111 内鼎焼血、底中央に空洞 Hタ.マ略212

139 土師 柱状小皿 ら田タマリ 庇3.9 H.D2 7.5YR7/5且 JA片 '1・1-01 Ii<右糸切り袋、外底凹痕 内鼎焼成 Hr11J2・213
140 土師。浅省略 よ訂タ叫 [139.6 II-A IOYR813良 1/却 、，12 ロクロナヂ、外下半ケズリ 外盤 Hグボ目1

141 土師捜鍋 り同ダマリ 口37.4 II-A 7.5YR7/4且 日韓片 、，12 ロクロナデ 外煤疲 Hグボ'12-1

142 土師鍋 ら311'叫 口31.6、顕27.0.酬27.0 鰍入 5YR5/4且肝 1/10 中1-01 非ロクロ、内外指ナデ 外煤 Hタボ'12トl

143 土師鋼 よ泣グマ'1 底8.4 11-02 5YR6/4良 成H [Tl.U2 底右糸切り痕 使用jJ(無、内底線剖 H，'，IJ2-2 

144 庇軸有台碗 ゆ27'-マ'1よ24る23り26 口15.1 車損鼎産 2.5Y7/ 1 '~級 1/6 明和27熊 底ナデ消し 世JII痕無、内面体節施軸 Hr-..リ2-58

145 原軸。有台鋭 やおゲマ'1 台7.0、台高1.0 東副長野誌産 IOYR7/HI敏 庇H 丸石2織 底ケズリ 内底摩耗中、内外体部施粕 日夕マリZ坦

146 灰柏右台蝿 ゆ22'-(1)ら25:9"7リ 台6.7、台高0.9 東揖黛産 IOYR7/1匪飯 底片 丸石2鶏 底ナデ摘し 内鹿島俊耗弱、内外体下位ま 111'マリ2る4

で纏軸

147 灰軸有台拙 ゆ27グマリ 台6.4、台高0.8 東揖機産 2.5Y6/1'!l!級 ほ片 明和27縦 庇ナヂ消し 内底摩耗弱，無軸' 111マリ2-61

148 灰軸有台碗 ら26グマリ 台8.0、台高0.55 車置者総監 2.5Y7II'堅級 庇円 西在1$ 臨糸切り痕 内膜摩耗弱.無軸' HJ'(1)2る5

149 白磁磁 や27ゆ22-26よ32ら25.32る27 ロ16$ 紬色2.5(;Y7I12.5Y7/1匪級 1/8 山本日間 山本自匝分組X11縮、 !H'マ'J2.70
却・れ却，マリ 玉陣中日韓

l田 白曲線 ゆ26"(1)よ3ltマ'1 柚色75GY7I1N8/0良好 口融}~ 山本日朗 山本白圏分類却l掴、 細貫入 Hr7'J2.74 

王縁中口縁

151 白磁 腕 らおグ"1 紬色7.5Yill2.5Y7/1聖級 日韓It 山本BJUI 山本白融分割X11禦1 貫入少 H".'J2-剖

玉韓中口輯

152 白直後 も 24・ゆ~グマリ [JI5.6 軸色5Y8/1 2.5Y8/1良好 口惜片 山本C期 山本白磁分割01朝、 細貫入 Hグマリ2-78

玉縁小口融

153 白曲碗 ら~・ 26グ叫 1'116.6 総色5Y712 N8/0良好 ν四 山本C期 山本白磁分罰05頬、 Hグマ')2-79
王縁長日韓

l剖 白磁 腕 ゆ26~ ボJ 制色5Y812 2W8/1且 口融H 山本C期 山本白磁分額U1鎖、 細貫入 Hr1'IJ2-却

玉轍小口輔

155 白磁碗 や26よ26やお'-(1) 口15.9 柏色白GY7/1N7/0・堅鰍 口融片 山本C朋 山本白磁分額05掴? Hr7リ2-76

玉縁中口縁

156 白血破 り26タマリ 柚色2.5(;Y8/12.5Y8/1良解 日曜片 山本C期 山本自随分場1II 5~町、 11夕刊2-87

玉韓民口融

155 



付表2 額見町遺跡V報告区域出土中世遺物観察表

遺術 番号 橿別ー器薗 山土地点 法量 胎土 色・暁 残存 時蹴 調整等 備考 実測骨号

157 白硲腕 や24 . 25 ゆ24-26~' 1" J 口16.2 軸色75Y7/2N8/0塵級 1/15 山本C期 山本白随分顕IVlb刻、 H"-7'J2-69 

玉韓大口輯

H区
158 白融腕 ら25r7') 軸色5Y8/1 N8/0聾鰍 日韓片 山本C聞 山本自盛分領IVI鎖、 Hr...リ2-75

王線大口線
中世
159 白睡 眠 ら25"，リ 柚色2.5GY7/12.5Y8/1陸後 口雄同 山本C朗 山本白描分割IVI題、 Hダマ'品開

2号
王線中口縁

土器
1回 白檀融 もおよ揺り26れ沼田ダマリ ロ16.0、高推6.35、台7.0、馳色IOY8/12.5Y8/1堅鍬 lノ8 山本C閤 山本白随分鋲 03!鋼、底ケズ 使用ll!無 日夕'マ』胞-<;7

"7'} 台高0.25 リ出し

161 白O!碗 よ27グマリら24・も29り32.33よ25ロ15.4、商6.0、台6.9、 粕色5GY8/1N8/0・堅級 115 山本C期 山本白磁分罰VI覇、ケズリ 世間痕無 日夕吋2-82
+土器，.'，1]5-1 台高0.9 出し高台

162 士郎。平底小肌 りお夕刊 ロ8.5、商1.8、底42 H.A IOYR8/4不良 Zノ3 中1.01 底右糸切り復 使用IJI.無、ゆがみ有 H;'7'13-1 

163 土飾平底小皿 り23"'7') 口102、高2.0、庇5.0 H.A IOYR8/4良 7/8 中ト01 底右糸切り痕 使用痕無、ゆがみ有 Hr1'J3-2 

164 士郎・平底小皿 り幻，'，.，) 口町、高1.6、成5.1 H.A lOYR8/4・且昨 四世完 中I.D1 底右糸切り痕 世用痕舞、ゆがみ有、底面 HタボJ3-3
H区

に糸切りクズ帖土片イサ精
中世
165 土獅平底小皿 りお，マ'J 口8.5高22底42 H.A IOYR8/3且 峨完 中1.01 時右赤切り痕 使用痕'眠、ゆがみ布、底面 Hr7'J3-6 

3号
に糸切りクズ粘土片付着

土器
1回 土師平底小皿 り23'・マリ 口9.4、高1.8.庇45 H.A IOYR8/3・且 完売王 中1.01 庇右糸切り痕 世用痕無‘ゆがみ宥 日夕ポJ3-8J

7"7') 
167 土師平底小皿 りおグマ'J 口9.6、高1.5.庇4.3 H.A IOYR8/3・且 時完 中1.01 底布糸切りIJI. 世用銀無、ゆがみ有 Ht"引J3-5

l同 土師平底小皿 りZ:W1") 口8.6、高2.0、底42 H.A IOYR8/3血 2/3 中1.01 底右糸切りIJI. f虫用策無、ゆがみ平 Hダマリ3-4

l回 土師平刷、皿 り23'・7リ 口8.9.高1.8.底5.1 H.A IOYR8/4且 617 r!l}.DI 底右糸切り痕 世周f質9瞬、ゆがみ有 H.・マリ3-7I 

〈額見町遺跡V報告区域出土古代・中世遺物観察表凡例》
1.種別・器種について
種別は土骨量素材の積別、または石製品、鉄、銅等の金属製品の種別を示す。特に

土器素材については須恵梼と須恵質土製品を須恵とし、土師器と土師質土製品を

土師、陶磁器類については灰粕陶器や緑勅陶器、白磁、背磁などの種別を記した。

器種名については、特に土器について、額見町遺跡Eの分類案に基づいて記して

いるので参照願いたい。

2.法量について
観察表の法量に示す土橋等容器類の口は口径、受は受け部径、返は返り径、紐径

は蓋のつまみ径、底は底部径、台は高台径、脚は脚部径、基は脚基部径、体は体部

径、胴は胴部径、頚は頭部径を示し、高は告書高、紐高はつまみ高、立高は口縁部立

ち上がり高、返高は返り高、杯高は杯部高、脚高は脚部高、胴高は胴部高、頚高は

口頭部高を示す。器でないものについては、長は長軸長、短は短軸長、残長は残存

部長、径は最大径、幅は最大輔、上や下は上端径と下端径、孔は孔径、また、特に部

位記さずにOxOxOとしたものは基本的に長さ x閥x厚さを示す。単位は全
てcmとした。

3 胎土について
土博胎土については、古代須恵器、古代士陶器、中世土附器については以下に示

すおりであるが、灰勅陶器については想定される窯場産地を、白磁については特

に比較する内容を示せなかったので、胎土を記入せず、施糊の色調について記し

た。また、石製品は石材を記入し、鉄製品については蝿記入とした。

{古代須恵器胎土}
須恵器の胎土表記については、須恵器窯産地で表記し、南加通常は南加賀君事跡

群北群ないしは戸津、 ニッ梨などの主流地域の祭場産。南加南群は南加賀黛跡群

南群つまり那谷川流域支群産を示す。能美は能美窯跡群産である。特に砂粒や小

石、くず石などの含有物の多少のあるものはそれを付記し、砂の少ない良質のも

のは良土と記す。砂粒含有少なく胎土素地がやや砂粒質のものはサラ土とした。

なお、他地域搬入と予測される胎土のものがあったが、和泉陶邑窯産の可能性の

あるものは陶邑産、北加賀の金沢末黛跡群産、高松明11水黛跡群産の可能性のある

ものは末産、高松産とした。

〈古代土師器胎土〉
土師器は集落内や集務近傍での生産が予測される地元産と須恵、器黛場内生産が

予測される黛場産、上記と異なる他地域産と予測される搬入とに分類。さらに以

下に細分できる。

地元A1ー粘土質胎土で破面がガサックもの。細砂粒(黒色・褐色 ・白色)を多

量、黒色按形鉱物を少量含有する。肌色かくすんだ色を呈すものが多い。

地元A2一地元A 1の砂粒(白色 ・褐色)混在多い煮炊具系統胎土。但し混和材的

大粒砂粒はない。

地元B1 地元A同様に粘土質胎土だが、細砂粒少なく比較的均質な胎土。赤禍

色系の漉肌色発色多い。

地元B2-地元A lよりも、やや大きめの白色粒や褐色粒多く含む煮炊具胎土。
鉱物も含有。

地元C1 -破面きれいな粉っぽい胎土のもの。細砂粒含有少なし濃い肌色から

白っぽい発色のものまである。くず石や黒色鉱物、赤色酸化鉄粒を若干

含む。能美系統の胎土か?

地元C2 地元C1に白色くず石や鉱物粒子などをやや多めに混在させる煮炊

具胎土。

156 

地元D 一石英細粒を極めて多く含む砂粒質の胎土素地で、白色粒も含む。

地元E ー粘土質胎土素地に大粒の縄色系粒が極多量混在する。製塩土器系胎

土。

窯場A l-細砂粒多量(地元Aより多)混在の破面ガサック粘土質胎土で、黒色光

る鉱物を含む。 総体的に色調は薄い肌色系で南力Ilj!t~器産の可能性高い。

窯場A2 言語場A lに白色系砂粒を多量含有する煮炊具胎土。

黛場A3 窯場A2に褐色や赤色の大粒混和材が多量含有する煮炊具胎土。

窯場B1 細砂粒含有の少ない均質な粉っぽい胎土で、白色系から赤味強い発

色。能美黛産と推察できる。

窯場B2 窯場B1に大粒砂粒(褐色 賞褐色赤色)を混和材として多量入れ
る煮炊具胎土。

黛場C ー黛場B1に似るが、赤色酸化鉄粒含有し、赤く発色させる良質土。

搬入A lー海綿骨針含むサラサラの砂粒質胎土。砂粒含有少なく、金沢平野等で

確認される北系胎土。

搬入A2 搬入A 1に褐色や白色の大粒砂粒を含有する製温土務胎土。赤〈発色

するものが多い。

〈古代末~中世土師器胎土}
H-A ー細砂粒極多量含有する破面のガサック胎土。薄い肌色発色で南加賀系統

胎土。なお、小石多量含有のものは特にH-A2、破面はガサックが、砂粒の

目立たない濃肌色呈すものはH-A3とした。

H-B -A類系統で類似するが破面ガサツキが強〈、くすんだ赤褐色呈す胎土。

小石多含有はH-B2とした。

H-C 制砂粒混在のない粉っぽい胎土(やや粒子朝lい)。海綿骨針を稀に含む北

加賀系胎土。糧褐色を基本とするが、特に白色系のものはH-C2とする。

H-D -C類に似た粉っぽい胎土だが骨針は含まず、組l砂粒を僅かに含有する胎

土。白色系統の発色を基本とするが、赤味帯びる発色のものがあり、これは

H-D2とした。

H-E ーシルト質胎土素地。光る透明感ある鉱物多量含有。金沢末窯産的?

4.色・焼について
土器の色 ・焼について (石 ・鉄は無記入)、色は土器器表面の中で主体を占める

色調を、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖Jt鈎4年版に基づき、その表示方法に従って示した。焼き

は土器の焼成具合を、焼締まりの強い順から、竪敏一良好一良一不良の4段階表

示で示した。

5.時期について
観察表に示す時期は、田嶋明人氏の古代土骨量編年軸 (岡崎明人19881古代土器

編年輸の設定Hシンポジウム北陸古代土器研究の現状と課題(報告編)j及び田
嶋明人19971加賀地域での!o・ 11世紀土器編年と暦年代Hシンポジウム北陸の
10・11世紀代の土様様相j)に基づく編年標記で示す。古代土器は特に古代と記き

ず、中世土器のみ中O期と表記した。なお、当土器群の編年観は、 『額見町遺跡llj

と『額見町遺跡mj，本舎の総括論文に示しているので参照いただきたい。なお、間

嶋編年に対する筆者の暦年代観については、その年代根拠を 『額見町遺跡皿』と

本書総括論文に示したが、 三湖台地集落遺跡群編年区分を付記し、以下の表にま

とめた。参照いただきたい。なお、これ以外の灰軸陶器、白般については、灰粕陶

器は東波産灰粕陶器編年芸能(山内伸浩「結話Jf白土原14号窯発掘調査報告書』多

治見市教育委貝会、 1994年及び、尾野普裕「東波黛灰粕陶器編年小考Jf岐阜史学j
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第96号、 1999年)、白磁は山本信夫編年案(山本信夫「中世前期の貿易陶磁器Jr概

説 中世の土器陶磁器I中世土器研究会、 1995年)に基づいて記した。

6.網整等について
観察表に示す須恵器、土師器の調整等については主要な成形、調整痕跡のみを

記級し、賓の叩き具種別については内堀信雄氏の分類案に基づき示した(内期信

雄198M須恵器費類に見られる叩き目文についてJrシンポジウム北陸の古代土器

研究の現状と課題l)oH類を平行線文、 D類を同心円文とし、 Ha類は平行線彫り

込みに直交して木目のあるもの、 Hb類は右上がり斜交の木目のあるもの、 Hc 

類は左上がり斜交木自のあるもの、 He類は木目の見えないもの、 Da類は木目

の見えないもの、 Db類は同心円彫り込みに沿って同心円木目の見える芯材使用

のもの、 Dc類は柾目状木目のもの、 SD類は木製無文当て具の年輪痕跡のものと
した。なお、白磁では山本信夫氏の大宰府白磁分類案を提示した。

7.備考について
土器に関する備考では、煮炊き使用痕跡や使用に伴う磨耗痕、付着物、彩色や焼

成状態、特殊な施文ゃ施勅、骨量形特徴、ヘラ記号、重ね焼きを記した。なお重 O 
としたものは食膳具類の重ね焼き類型を示したもので、 I類は蓋身を使用状態の

正位で重ねる一段かニ段積みのもの。E類は蓋を逆位に身に重ねのもので、その

まま柱状に積み重ねる日 a類と身蓋+蓋身+身蓋と交互に重ねる nb類とに分け
られる。叢と身を別々にそのまま柱状に重ねるものについてはE類とした。なお、

石製品や金属製品、土製品等については重量や特筆すべきことを記した。

8.実測番号について
観察表で示す実測番号は、実測原図に記載された番号であり、資料に貼付した

資料実測番号と対比可能である。ただ、須恵器と土師器、石製品等、積別により図

に付した実測番号を分けたため、番号は重複する。

，----
貯蔵具類器種分類図(北野 1999を加筆改変)

細分業 | 陶加賀黛跡群棟践 | 能美穂路標額凪 | 層年代観

古段階 |金比羅山 1号熊 I (+) 7世紀 1/4期

新段階 |金比雄山6号窯 | 八里向山J遺跡黛 7世紀ZI4期

'金比艦山5号蕪 I (河田山6号墳) I 7世紀中頃
金比緑山7-Z号黛 (+) I 7世紀M 期

(+) 蹴 B-1号黛 I 7世紀州期
古段階 |戸津六字ヶ丘4号窯 (+) 

新段階 |熊瀬2号窯 | 湯屋A1 Z号窯

古段階 |挑の木山 I号操 | 湯屋Affi支群燕

中段階 |戸津46号黛 | 来丸サクラマチ3号窯

新段階 l戸津z8号無 (+) 

古段階 |矢田野向山 1-1 窯 |来丸サクラマチ 1号窯

新段階 |矢岡野向山 l-ffi黛 I (+) 

古段階 | ニツ梨一貫山4号黛 | 人盟向山 I遺跡君事

新段階 |ニツ梨横川I号無 |和気峠山 I号燕

古l田 |箱宮5号黛 |和気小ショウプ谷1号窯

新期 | ニツ梨一貫山9号窯 | 和則、ショウプ谷2号窯
1 戸海5号穣 |和気後山谷I号黛

戸津鈎号窯 l和気白石窯
戸津初号窯 |大口窯

古段階 |戸津 11号熊 (+) 

中段階 |戸j1!9号窯 (+) 

新段階 |戸樟35号黛戸津8号黛 | ー

古段階 |戸樟37号窯・豆岡向山 1A君臨

中段階 |戸津61号窯ー戸浄38号黛

新段階 |豆間向山7窯 戸津48号黛

耳閉山Pひ1.額見町SK49

-T寸tオオキダゆ6土坑 ・曹i見町SK146

敷地天神山ー額見町SK110

額見町SK419. SK114 . SK14Z 

額見町SK47Z・SK396・B区上層ダマリ

額見町SK335・G区中世ダマリ l

※(  )書きは棟識古墳資料

11期

1 Z期

III期

01-02期

〈南加賀地織古代土器編年軸と三湖台編年、暦年代観〉

悶崎.年ニ湖台舗年

1 B期
ト一一一一一一一
1 C期

2A期

2B期

3A期

7世紀末

8世紀初IJiii(

8世紀前葉

8世紀ZIZ期-8世紀中葉

02期

03期

四期

3B期

3D期
ト一一一一一一一一

3C期

B世紀中葉

8世紀3/4期

8世紀4/4期

8 c末-9c1りJ

9世紀前葉

9世紀中頃

lV1J謂

lV2期

VL期

V2期

日lJ朝

4A期

4 B期
ト一一一一一一一一
5A期

5B期

5C期

6A期

9世紀後葉-10世紀初頭V12期6B期

10世紀前葉-950年頃
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10世紀3/4開1

10世紀4/4期

Iα均年前後期

11世紀ZI4期前後

1070 -1110年頃

1110 -1150年頃

古期

新期

V13期

中1-1期

中1-01期

中1-0 Z期

1官1JUJ 

咽2期

6C期

7A期

7B周j
トー一一一一一一一
7C期

8A期

8B期

8C期
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一三湖台地集落遺跡群の古代後半期土器様相ー

1.はじめに

筆者は、 2007年刊行の 『額見町遺跡njの総括において、額見町遺跡の発掘調査資料及びその周辺の古代集

落遺跡資料をもとに、「三湖台地集落遺跡群の古代前半期土器様相」と題する考察(以下「前半期考察」という)

を行ったが、紙数の都合や検出遺構の偏りの関係から、 8世紀中頃までを論述するにとどまった。そのため、本

稿では前半期考察の続編として三湖台4期以降の土器様相ついて考察を加えるが、須恵器生産が終罵した以降の

10世紀中頃-12世紀前半については『額見町遺跡IIU総括論稿(望月 2008a)で述べているため、 8世紀中頃

-10世紀中頃のみを取り上げ、合わせて、前半期考察では触れられなかった、各期の暦年代観と画期観につい

ても まとめてみたい。

なお、本稿で述べる編年軸については、大筋では田嶋明人氏が1988年に発表した北陸古代土器編年軸(田嶋

1988)に基づいている。ただ、前半期考察でも述べたように、当集落群資料を基軸に据えているため、田嶋編年

とは時期区分に若干の差異があり、混乱を避けるため、時期呼称、は三湖台O期とした。田嶋編年古代 I期から古

代VI期までを、三湖台1期から三湖台6期と表記するもので、各期の概要を以下に示す。

1期....5世紀末以来の在来型とも言える伝統的な器種、器形、技法を保有する在来型土師器生産を堅持する段

階であり、須恵器食膳具の定着とともに食膳具が増加していく段階。

2期・・・ ・在来型土師器に、朝鮮半島や近江、丹波などの移民がもたらしたと予想される移民系土師器が加わると

ともに、器種組成においても新旧交代の様相が見えてくる、旧来の在来型土師器生産に変質が見られる段階で

あり、日常食膳具における土師器から須恵器への置き換え、新たな食膳具組成の導入が見られる段階。

3期・・・・移民系煮炊具の在地化とその影響による在来型煮炊具生産の変質、それに付随して生じた土師器生産の

須恵器窯場導入がもたらした北陸型煮炊具が成立する段階であり、食膳具における置き食器への移行と宮都型

の食勝具様式(律令的土器様式)の導入が見られる段階。

4期・・・・在来型土師器生産の払拭と北陸型古代土器生産体制の確立が見られる段階であり、宮都型の食膳具様式

を在地化させ、北陸型の古代食膳具様式を成立させる段階。

5期・・・・北陸型古代食膳具様式が変質するとともに、素材や色において卓越性を表現できる器の組み合わせに

よって階層性を表現する王朝国家的食膳具様式への傾斜が始まる段階。

6期・・・・王朝国家的食膳具様式を模索する中で須恵器生産の持つ意義が欠落し、須恵器生産は衰退、停止し、そ

れとともに黛場での土師器生産も終罵、 4期に確立した基幹的窯場での土器集約生産体制が崩壊する段階。

以上が編年軸の概要だが、各期の中で必要におうじて小期に細分して提示する。また、前半期考察において述

べた三湖台4期前半については、その後の検討の中で大きく修正を加えたため、 三湖台4期から再論する。

2.各時期の土器様相

( 1) 4期の土器様相

4期は額見町遺跡内で主要な建物様式が竪穴建物から掘立柱建物へと移行していく段階であるとともに、それ

まで拡大を続けてきた集落経営に停滞または衰退の様相を見せ始める段階である。この様相は三湖台地集落遺跡

群(以下では「三湖台集落群」と呼称する)内全体で見られる傾向ではあるが、木場潟に面する島遺跡、では当期

の後半にピークを迎えているようで、衰退期という よりも集落が動く時期と評価するのが妥当と考える。

また、当期は3期の中で須恵器窯場内に導入された土師器生産が定着し、須恵器 ・土師器の集約生産が完成さ

れる段階である。つまり、北陸型古代土器生産体制の確立期であり、 ー郡一窯体制の完成期とも称される(望月

1997)。同時に、 3期に導入 ・定着を見た移民系煮炊具や宮者15系土師器食膳具は北陸型煮炊具、 ロクロ成形の赤

彩土師器食膳具として定型化し、さらに3期に導入された宮都で成立の律令的土器様式(西1986、18-19頁)

を在地化させ、 北陸型古代食膳具様式と言えるような、食膳具様式と使用形態を在地の中で成立させる。当期前

半では一部在地での土師器生産が遺存する傾向を見せるが、後半には須恵器窯場産に統ーされ、土師器煮炊具の

器形、技法を統ーさせるとともに、土師器食膳具はヘラ切り椀Fから糸切り椀Aへ移行する。

158 
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以上が当期概要だが、前半期考察においては当期を4A期-4D期の4期区分とし、 4A期を矢田野向山 1号

窯皿次窯に対比させ田嶋編年皿期新段階に、 4B期を二ツ梨横)111号窯に対比させN1期に、 4C期を箱宮5号

窯に対比させN2古期に、4D期を二ツ梨峠山 10B号窯に対比させN2新期に該当させたが、今回資料再検討

した結果、前半期とした4A.B期については、須恵器窯資料では矢田野向山 1号窯皿次窯→二ツ梨一貫山4号

窯→二ツ梨横)111号窯の時期変遷が確認されるものの、額見町遺跡資料で見る限り、共伴する土師器食膳具、煮

炊具においては土器様相の明確な変化を見出しにくく、型式を画すまでには至らないという結論に達し、 1時期

にまとめることとした。また、 4D期とした古代N2新期についても、画期評価の点からN2古期と N2新期と

の境で期を分けるのが妥当と判断し、 5期に下げることとした。つまり、 三湖台4期は南加賀窯跡群皿期新段階

-N1期に併行させて4A期、南加賀窯跡群N2古期に併行させて4B期を設定し、 2時期区分としたい。

a. 4A期(第 105図)
4A期は、 3D期の上級遺跡に先駆的に導入された律令的土器様式が生産の場に浸透し、在地化された食膳具

様式として成立することを編年指標とする。標識資料としては、須恵器は SK55とSK385を中心に、土師器食

膳具は SI09とSI86を中心に、土師器煮炊具は SI09とSK10を中心に、複数遺構から該当資料を抽出して作り

上げた。よって、一括性を問えるものではなく、南加賀窯跡群E期新段階-N1期と幅をもって設定する。

須恵器は南加賀黛産で占められ、 3期まで定量を占めた能美窯産は確認できない。以降、 4B期までその様相

は続き、 5期に入ると能美窯産が再び見られるようになる。食膳具は 3法量分化した杯Bと1法量の杯Aでほぼ

構成され、当期に定量生産される盤類の出土は極めて少ない。窯資料では、出現期の矢田野向山 1号窯皿次窯こ

そ、盤A4%、盤B1%と少ないが、 N1期古段階の二ツ梨一貫山4号窯では盤A23%、盤B5%、N1期新

段階の二ツ梨横)111号窯では盤A25%、盤B11%と、盤類の定着が看取される。つまり、当期の盤類の定着は、

一般集落への供給を前提としたものではなく、上級遺跡における盤類消費を支えるものとして位置付けされた可

能性がある。それを示すように、当期の公的性格を持つ加賀市篠原遺跡では須恵器食膳具中、盤A23%、盤B5%

と(11号土坑の図示点数割合、石川埋文 1987)、窯資料の比率に近い。また、 3D期に新器種導入された深身杯

Bにおいても上級遺跡への供給が主であった可能性がある。額見町遺跡の当期の須恵器食膳具の大半が杯Aと扇

平器形中法量の杯Bで占められている状況は、それを物語るであろうし、杯Bの法量分化自体が、宮都での階層

性に基づく食膳具様式の模倣という点で、一般集落における日常食膳具には本来必要とされなかった可能性があ

ろう。つまり、消費の場においては、 3D期の上下二極分化した食膳具様式が依然として継承されていたことを

示すが、 一方で新たな仏教系器種の生産が開始される段階でもある。水瓶や仏鉢の他、獣足付容器など特殊な容

器類の出土が当期から始まっている。当期に出現する初期仏堂SB302に関連して登場するもので (望月 2009)、

灰皿形の専用灯明具や灯明具に転用された油煙痕付杯A (10・11)の出土がこれ以降目立つようになる。新たな

須恵器の使用形態を示すものであり、当集洛において「村寺」が成立する重要な画期点でもある。

土師器食膳具においては、一部の特殊なものを除いて赤彩土師器に統一される段階である。南加賀窯産と思わ

れる窯場産A類に統ーされる様相を持ち、器種では 3C期に出現した杯B、杯Aなどの須恵器系器種が目立つ。

椀では底部ヘラ切りの椀Fが依然として主流で、従来の通常法量に 20の大型扇平器形が加わるが、新たに底部

糸切り椀A (21)が出現する。法量は通常の小型の A 占『

みで、底部厚手で扇平器形を呈し、底面ケズリ調整一一』三 竺君主子 ミ孟王三三裂

を施す。椀Aは次の4B期には椀類の主流となって ¥ 二二万 王子~ C_ヨ二----~
ト---吐二二~~~7 ..::::~-Z ミー 斗一一一=;!J増産される器種であり、 4期成立の画期要素のーっ し一一上======，-，" i""一-=p -守

に上げられるo ，..c=z全三弘 」三L
土師器煮炊具は須恵器成形技法によるものに統ー で I // ¥"一戸弓

されるが、長胴釜の胴部内外面に在来型のハケ目調 」士三;-1 -......戸 ¥ーーと二ノ

整併用が多く、短胴小釜では底部を丸底に仕上げる F~コ ミ二Eヨ ←ー::r==弓戸

傾向が強いなど、在来型の成形技法、調整技法の残 ~ 1 fi { 

存が見られるが、全体的な器形や口縁部の作り引は土北 」二二土=ごク 』 一 」←_/ / I 
陵型煮炊具と言える定型的なものとなつており札、加 -一一-一士一一- b広二ゴ」山可-(11必川8ω) 亡二一ご::1午二二JよιI___一一斗斗a 

えて 27の底部糸切り痕を残し平底のま ま仕上げる 第 104図 矢田野向山 1号窯E次窯出土須恵器
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短胴小釜の出現は、当期の画期要素の一つに数え得る。土師器煮炊具産地は窯場A類とした南加賀窯産が主体を

占める。一部地元B類胎土が長胴釜に見られるが、それも当期までで、次の4B期には窯場産に統ーされる。

以上、 4A期を4期成立の画期に置いたが、それは2期、 3期の中で作られてきた土器様式を、地域の中での

古代土器生産へ組み込みを図る中で、 北陸型と言える土器様式と北陸特有の土器生産体制を形成する点にある。

具体的には須恵器食膳具における在地化された杯盤組成と法量分化、赤彩椀Aの出現、定型的北陸型煮炊具の成

立などがあげられるが、そこには須恵器窯場での土師器集約生産の本格化が背景としてある。また、当期は三湖

台集落群の中で、竪穴建物から掘立柱建物へ建物様式が転換するとともに、拡大を続けてきた集落が移動や停滞

へと向かう転換期にあたる。これは当集落群が従前担ってきた政治的意図による移民集落としての性格に終止符

が打たれ、新たな形での古代集落経営に基づく再編が試みられたことを示すだろう。それを象徴するものの一つ

に、当期の仏堂的建物の出現がある。村寺の役割は、それまで民衆に根付いていた在地神祇信仰や共同体意識を

解体し、在地権力者が民衆の個別支配を可能とする新たな在地社会秩序を形成する目的があったと評価でき(望

月2009)、まさに当期が村寺を核として、新たな支配体系に基づく社会に組み込まれていったことを示すだろう。

4A期の土器群(S109・SI86・SK10・SK55・SK385他)
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b. 4 B期(第 106図上)

4B期は4A期に見られた北陸型古代食膳具様式や北陸型煮炊具が普及、定着し、北陸型古代土器生産体制が

貫徹されることを編年指標とする。7世紀前半以来進められてきた古代土器様式整備の到達点と位置付けられる。

標識資料としては、 SIl05とSK408をあげるが、土師器食膳具は SK218、須恵器食膳具は SK284、SK409を

補足資料として使用した。南加賀窯跡群N2古期に位置付けられ、近年の標識窯では二ツ梨一貫山 12号窯を、

土師器焼成坑資料としては、 二ツ梨一貫山2号 '6号 .20号焼成坑をあてる。

須恵器食膳具では主要杯類が4A期よりも若干小型化し、葦の鉦形態が擬宝珠形に変化する程度だが、組成の

中で盤類の定量存在が大きな要素だろう。良好な一括資料がないため量比は定かではないが、一般集落の日常食

膳具に盤類が少量ながらも加わってくる段階と評価でき、それは当期の窯跡資料における盤A25%、盤B13% 

という占有率に現れていると言える(二ツ梨一貫山 12号窯、小松市2002)。盤B占有率がピークに達する段階

であり、これまでの日常食膳具における、ほぼ1法量の扇平な杯Aと杯Bで構成されてきた単純組成に変化をも

たらす。当期も須恵器は南加賀窯産で占められ、能美窯跡群の須恵器生産が停滞状況にあることを物語る。

土師器食膳具は、 4A期に顕在化した杯盤器種が減少し、椀類でほぼ占められる。椀は従前の主体器種だ、った

椀Fが激減し、 4A期に出現した椀Aに主体を移す。4A期以来の底径大きな扇平器形(13) と底径が小型化し

て椀形を呈する器形(12)とが存在し、後者の器形がこれ以降の主流となる。当期は赤彩土師器椀Aの量産化と

ともに、全体的な遺跡出土量が増す段階で、産地はほぼ南加賀窯産に統ーされる。

土師器煮炊具は、窯場産に統ーされる。地元産は見られず、当期には煮炊具生産も窯場へほぽ集約された可能

性が高い。各種器形は完成された北陸型を呈し、短胴小釜も当期には底部平底へほぽ統ーされた可能性がある。

甑も在来技法を併用しないものが主流となって、 4A期に定型化の様相を呈した北陸型煮炊具から、さらに在来

型技法が払拭され、北陸型煮炊具の完成期を迎える。これは同時に北陸型古代土器生産体制の確立を示すもので

あり、赤彩土師器食膳具増産体制とともに、 2期以降、土師器生産の須恵器祭場集約化の方向で進んできた古代

的土器生産体制がその貫徹をもって完成期を迎えたものと評価できる。

なお、 三湖台集落群としては、 4A期以来、集落の停滞期が続いている。額見町遺跡の中で当期に位置づけら

れる建物は少なく、集落としては転換期にあたっている。4A期に出現した「村寺Jは継続して営まれるようだ

が、それによる集落の活性化、再編成の様相は見て取れない。

(2) 5期の土器様相

三湖台5期は田嶋編年古代N2新期からV2期に併行する。田嶋明人氏はV期成立をもって、古代土器様式後

半期成立の重要な画期に位置付けており、その画期要素として、 W期が生産面からの画期であるのに対し、 V期

は消費面での画期と位置付けた(田嶋 1989、193頁)。需要側での食器に対する指向性が有蓋食器から無蓋食器

へ変化したことが重要とし、具体的には杯志向から椀志向への変化、そしてそこには中国製陶磁器を模倣する査

器系食器の出現が根底にあると位置付けられた。査器系食器は北陸では専ら内黒土師器において導入され、それ

が土師器生産への傾斜と須恵器生産の縮小を招き、 一郡一窯体制の崩壊を生んだと理解されている。

このようなV期の画期要素は、北加賀、または能登、越中等の北陸東部で先行導入され、南加賀や越前へと波

及してくるが、 V期以降の変化の様相は地域によって偏りがあり、足並みが揃わない。南加賀窯跡群の場合、内

黒土師器生産自体がV期は本格始動しておらず、土師器生産ではまだW期の延長線上にある。加えて須恵器生産

重点型の生産体制をVI期まで継続させ、北陸型古代土器生産体制の変質、崩壊の兆候は、まだ見られない。つま

り、田嶋編年で示した画期要素をそのまま南加賀窯跡群のV期にあてはめることは困難で、 VI期にその変化が表

面化してくる。ただ、需要側での食器に対する指向性の変化を見た場合、南加賀窯跡群のV1期に顕在化する猿

投窯跡群の原始灰軸陶器を志向した白色堅綴焼成(胎土選択と降下粕堅綴焼成)の優品須恵器生産は注目される。

上記の変化は、能美窯跡群ではN2新期の和気小しょうぶ谷2号窯 (望月2005a)で既に出現しており、同様

の現象が会津の大戸窯跡群においても見られるなど(望月 2008b、191-192頁)、この時期に原始灰紬陶器を

志向する須恵器窯が成立してきた可能性がある。このような優品須恵器を志向する意識は、 7世紀後半から金属

器を志向する生産の中で見えているが、それが猿投窯跡群を起点とする原始灰粕陶器模倣的な方向性で現れるこ

とは重視してよく、そこを基点にV期の変革様相が辿れることを評価し、 N2新期をもって新たな消費者指向に
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(南加賀窯産) 48期の土器群(51105・5K218• 5K408他)
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第 106図三湖台48期・ 5A期の土器群 (5=1/6)
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基づく土器様式が形成される画期とした。それは須恵器のみの素材ではなく、他の素材や色において卓越性を表

現できる器の組み合わせによって階層性を表現する土器様式、つまり宇野隆夫氏が提唱される王朝国家的土器様

式(宇野 1991、265頁)が生み出される端緒となる時期と評価する。なお、編年区分としては、田嶋編年N2新

期を三湖台5A期に、 V1期を三湖台5B期、 V2期を三湖台5C期に位置付け、以下に述べる。

a. 5A期(第 106図下)
5A期は、 4期に定着、確立された北陸型古代食膳具様式が早々に崩れ、新たな消費者指向に基づく食膳具様

式への傾斜を始まることを編年指標とする。それは器の種類と法量により分化した食膳具を複数組み合わせるこ

とで、階層性を表現した律令的土器様式から脱却することであり、他の素材(模倣品も含む)や色において卓越

性を表現できる器の組み合わせによって階層性を表現する食膳具様式へと変化していく 。顕在化するのは5B期

だが、当期はそれが導入される端緒となる白色堅綴焼成の優品須恵器の登場が編年の指標となる。

標識資料と しては、 須恵器食膳具では SK54とSK423、土師器食膳具では SK235、土師器煮炊具では SI84を

中心として抽出、構成しである。南加賀窯跡群N2新期に対比でき、 基準窯資料では南加賀窯跡群二ツ梨l峠山

10 B号窯(近年では二ツ梨一貫山 10・11号窯、なお本書で基準窯にあげる二ツ梨一貫山窯資料は全て小松市

2002による)を、能美窯跡群では和気小しょうぶ谷2号窯(辰口町2005、以下能美窯は同書による)をあげる。

須恵器は大半を南加賀窯産が占めるが、盤Aに限り能美窯産が確認される。当期の能美窯産須恵器は、良質

の胎土で白色堅綴焼成する特徴を持ち、作り、調整ともシャープである。南加賀窯産に比して優品の価値付け

がなされていた可能性が高く、これはそのような優品須恵器を求める価値観、須恵器への消費者指向の変化に

基づくものだ、ったろう。このような優品須恵器生産への意識は、南加賀窯跡群ではまだ顕在化しないが、能美窯

跡群では大型の金属器系錦、球胴形長頚瓶、東海系双耳杯等の生産や、貯蔵具専用焼台の使用、白色粘土を選択

使用した優品須恵器生産などが、当期に始まっており、北陸地域の中では他の祭場に先駆けて導入される(望月

2005a、2008b)03期から 4期までほとんど供給されていなかった能美窯産須恵器が5期に突如として三湖台集

落群内に持ち込まれるのは、このような要因に基づくと理解する。能美窯跡群が和気東側E陵地区へ窯場を移動

し、活発な生産を行う背景には、そのような需要者側の意識の変化と需要の高まりに対応したものだろう。

当期の須恵器食膳具の特徴としては、盤類の増加と杯Bの大・小法量の増加があげられる。杯Bの法量分化に

ついては、既に3D期に先駆的に導入され、 4A期には3法量分化に整理されるとともに一般窯にも波及してい

くが、 一般集落の日常食器の中に大、小法量の杯Bが主体的に存在するようになるのは当期であり、それととも

に中法量の扇平杯Bも深身を志向してくる。これに伴い、杯Aもやや深身となり、体部外傾化していく。披Aの

体部も外傾傾向を見せ、 5B期に明確となる椀形志向の新型薄手食繕具への方向性が当期から示され始める。

土師器食膳具は、赤彩土師器に統ーされており、いずれも南加賀黛産と思われる窯場A類で占められる。組成

は4B期同様、高杯と椀Aが確認され、破片だが杯盤器種も少数ながら供給されている。椀Aは4B期から口径

の縮小と椀形化が進行し、底径大きく扇平器形を呈するものは減少する。また、大型法量の椀Aも定量存在し、

法量分化が明確化する。なお、土師器煮炊具も、食膳具同様、窯場A類産で占められる。4B期から目立った器

形や器種構成などの変化はないが、全体的に薄手になり、口縁部端の摘みあげが目立つようになる。

三湖台集落群の様相としては、 4期からの変化は読み取れない。額見町遺跡においては依然として集落の停滞

期が続いており、竪穴建物も少数だが、当期までは確認される。集落としてはやはり 4期に変革期があり、 5期

はその流れの中で位置付けられるべきだろう。

b. 5 B期(第 108図上)

5B期は5A期に変革の兆候を見せた、新たな食膳具への指向性が顕在化し、地方の中に宮都で先駆的に導入

された新たな食膳具様式を取り入れていくことを編年指標とする。具体的には初期施紬陶器の導入や施粕陶器模

倣器種生産、宮都の黒色土器A類の影響を受けたであろう内黒土師器の出現があげられる。南加賀では内黒土師

器を当期は導入してないが、須恵器による套器系器種模倣や白色堅綴焼成の優品須恵器の顕在化が指標となろう。

標識資料と しては、 SK1l6とSK285をあげる。南加賀窯跡群V1期に対比でき、編年基準資料では南加賀窯

跡群では戸津5号窯を(石川県1979)、能美窯跡群では和気後山谷1号窯をあげる。

須恵器食膳具の各器種に能美窯産が定量を占める段階である。SK1l6では図化した 26点中5点が、 SK285で

は図化した 17点中6点が能美窯産で、器種は杯B、杯A、盤A、盤Bと偏りがない。能美窯産の特徴は砂粒を
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含まない綴密な白色粘土で、可塑性に優れる粘土性質のため小型製品の成形に適し、薄くシャープな作りをする

ことが特徴と言える。焼き上がりが(灰)白色を呈し、焼結がよく、意識的に自然勅が掛かるような優品須恵器

の生産も行われる。粘土の質は異なるが類似した白色堅綴焼成(表面化粧土による?)を目指す須恵器生産が、

当期の南加賀窯跡群でも見られ、貯蔵具専用焼台の導入や大型の金属器系銃、東海系器種の生産開始など、 5A

期に先行導入された能美窯跡群の須恵器生産変革の波が南加賀窯跡群へ波及する。同時期に、能登や越前の窯場

でも類似した様相が看取できており、南加賀地域の窯場を核に北陸各地へ先進的技術として波及したのだろう(望

月2008b)。越後や出羽、会津においても、様相差はあるが、猿投窯跡群を基点とする同様の現象がみられ、東

日本の須恵器生産が当期に目指したひとつの方向性であったと理解したい。そのような特性を有する能美窯産須

恵器を当期に積極的に集落内に取り入れることは、灰軸陶器に近い質感を持つ優品須恵器を求める消費者指向に

基づくものであり、査器系志向の一つの在り方であったと理解したい。

須恵器食膳具の器形特徴としては、大きな底径有す扇平器形が衰退し、総体的に体部外傾化が進行していく 。

杯Bは扇平器形を当期まで一部残すが、相対的に数量を減らし、深身で椀形を呈す器形が定型化され、それが基

本形となる。法量も大が半数近くを占め、中法量が5A期に比して激減し、大きくは大小2法量の様相を呈すよ

うになる。食膳具の主体は杯Aと盤Aで、当期までは盤Bも目立つ。体部外傾器形を基本とし、底部を薄く作る

傾向がこれ以降進行して、須恵器食膳具終罵への道を歩み始める。また、特殊器種として 28の金属器系の大型

銃に伴う天井部突帯を巡らす特徴的な蓋が、当期に顕在化する。銑には仏器的な装飾を伴うものもあり、 8世紀

後半の稜鋭に代わる器種として登場する。なお、当期に出現する小型有台椀は重要である。当集落資料では確認

できていないが、南加賀窯跡群、能美窯跡群いずれの窯場でも当期から生産が確認される。赤彩土師器椀A模倣

の須恵器椀Aが4B期から定量存在しているが、それとは異なる系譜を持つもので、底面ケズリ調整後に小さな

方形高台を付し、口縁部下に弱い稜を作る特徴を持つ点から、当器種を施紬陶器写しの査器系器種と位置付ける。

内黒土師器においても、この時期に套器写しの有台椀が金沢末窯跡群で生産開始されており、同様の性格を持つ

ものと理解したい。北加賀では土師器で套器写しを導入したのに対し、南加賀では須恵器でそれを行う点は地域

的な特徴と理解する。なお、これは蛇足だが、当資料で共伴する南加賀窯産須恵器と能美窯産須恵器を比較する

と、杯B身の器形と杯Aの器形が、南加賀窯産に比して能美窯産が底径大きく、全体的に肩平器形を呈すること

に気付く 。加えて南加賀窯産の杯B蓑小法量がその出現期から口縁部端を折り曲げない器形を保持するのに対し、

能美窯産は 22に見るように口縁部折り曲げ器形を呈するなど、窯ごとの個性が目立つ。

土師器食膳具は南加賀では内黒土師器の導入はまだなく、赤彩土師器のみで構成される。器種は椀A主体だが、

依然として杯盤類も少量生産される。椀Aは肩平タイプが消え、底径小さな椀形志向の器形にほぼ統一、大型法

量も数は少ないが存続する。先述したが、金沢末窯跡群では当期に内黒土師器生産が開始されている。外面赤彩

を施す精製品的価値のもので、各種法量のものが存在するが、平底椀については、器形、法量、内外ミガキ調整

技法ともに赤彩土師器椀Aと共通する。ほほ同時期、能登以東に同様の内黒土師器椀Aが出現しており、長岡京

での黒色土器A類出現の影響を受け、赤彩土師器に内黒焼成技術が取り入れられたものだろう。内黒焼成はもと

もと在地に存在する技法であり、需要者側の求めに応じ、宮都の上級食器を真似て、赤彩土師器の内側を黒く焼

いたものと理解したい。これに対し内黒有台椀は赤彩土師器に存在する器穫ではなく、当初は赤彩を施さないな

ど、赤彩土師器系統とは考え難く、小型方形高台の作りなど、前述の須恵器と同様、査器写しの器種と理解する。

土師器煮炊具は5A期から、外面カキ目調整の頻度の減少

や薄く引き延ばし成形するものが出現してくるなどの変化が

見られる程度で、大きな変化は読み取れない。土師器産地は

全て窯場A類胎土で、須恵器とともに土師器が能美窯跡群か

ら供給されることはない。この点も能美窯産須恵器が単に生

産拡大に伴って、三湖台集落群へ須恵器供給されたわけで、は

ないことを示すだろう。

以上、当期の南加賀での土師器様相を見ると、 4期から継

承されるものが多いが、それは生産の場でも確認される。つ

まり、南加賀窯跡群二ツ梨一貫山支群の様相を見る限り、土
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師器焼成坑群経営はN1期からV2期まで継続して営まれるものが多く、VI期に移動するケースが多い。つまり、

内黒土師器生産導入までは同様の生産体制で、あった言える。生産経営と消費の場での変化は必ずしも一致するも

のではないが、須恵器生産を軸に保守的な土器生産体制を維持することが南加賀地域の土器様相に強く反映され

ているものと言えよう。

なお、 三湖台集落群の動向としては、当期も大きな変化は見られない。4A期に初期仏堂として成立した

SB302は、大型仏堂の四面廟付掘立柱建物 SB259として、当期に建て替えられた可能性が高いが、仏教系遺物

として最も多く出土する転用灯明具は、次の5C期に位置付けられるものが多く、当期はあまり目立たない。

C. 5C期(第 108図下)
5C期は白色堅綴焼成の優品須恵器生産を維持する点、深身で椀形を志向する杯B、薄手化と体部外傾化の方

向性を示した杯Aや盤類がその系統で器形変化していく点で、 5B期に顕在化した諸要素を継承しながらそれを

進行させる段階と評する。5B期とを分ける編年指標としては、杯B中小法量と盤Bの減産、杯盤体部の外傾化

と薄手化、そして南加賀では確認されないが、金沢末窯跡群では輩器系有台皿を内黒土師器食膳具で生産開始す

る点があげられる。大きな転換は次の6期にあり、消費者指向が無蓋食膳具、椀皿類へと強く傾斜していく 。

標識資料としては、 SE03、SK135、SK377をあげる。南加賀窯跡群V2期に対比でき、編年基準資料では南

加賀窯跡群の戸津29号窯または二ツ梨一貫山3号窯古相資料群が、能美窯跡群では和気白石窯が該当する。

須恵器食膳具では 5B期同様に、能美窯産が定量を占める段階である。図示した須恵器食膳具の割合では、

SE03で12点中3点、 SK135で11点中2点、 SK377で9点中2点の能美窯産を確認できており、依然として2

-3割を占めている。ただ、 5B期に比べると、能美窯産は減少傾向にあり、次の6期にはほぼ姿を消すなど、

当期までが能美窯産須恵器の優品性を主張した段階と位置付けられる。南加賀窯跡群、能美窯跡群では白色堅綴

焼成を目指す須恵器生産は当期をもって終えており、そのような須恵器に優品価値を求めるような食膳具様式は

6期へは継承されなかったと言えよう。他の材質の土器食膳具、施紬陶器や内黒土師器食膳具に優品価値を置き、

それと須恵器を組み合わせることにより階層性を表現するものへ変化する。そのような中、須恵器食膳具は製品

の質を低下させ、器種淘汰と雑器化の道を歩んでいくのである。

須恵器食膳具器種組成としては、杯Bの扇平器形がほぼ確認できなくなり、深身椀形を呈す器形に統ーされる。

法量は大が過半数を占め、中法量と小法量が一体化し、大小2法量となるとともに、数量は減少傾向を示す。当

期の主要器種は杯Aと盤Aである。特に杯Aは食膳具の半数近くを占め、盤Aも多い。盤Bは当期には減産傾向

にあるが、当資料は仏教関連遺構という性格からか、比較的目立つ。全体的に体部外傾器形が5B期よりも進行

し、全体的に薄手となって、杯B高台も華者になってくる。特殊器種として5B期に顕在化した金属器系の大型

鋭は当期も継続して生産が行われ、東海系器種生産とともに、 5B期からの継続の様相を持つ。

土師器食膳具は赤彩土師器で占められる。南加賀でも内黒土師器生産が一部杯類に導入されるが(二ツ梨グミ

ノキパラ窯)、特殊なものであり、外面赤彩の内黒土師器椀皿生産は

南加賀窯跡群、能美窯跡群ともに基本的に導入されていない。土師器

食膳具の量は 5B期同様に少なく、 4期から続く赤彩土師器の延長線

上にある。ただ、 31の椀A器形を見ると、小型の底部から体部開い

て立ち上がる器形へと変化しており、当期の金沢末窯跡群生産の外面

赤彩内黒土師器椀Aの器形に類似する。金沢では当期に北陸各地に先

駆けて謹器系有台皿を導入する。5B期以来の套器系有台椀も形を崩

しながら存続しており、套器系椀皿が増加する。当期に位置付けられ

る能美窯跡群和気白石窯でも姿器系有台椀が増加しており、 6期に始

まる定型化された皿B、椀B増加、普及の端緒となる。当遺跡では、

以上の赤彩土師器に加えて、赤彩を施さない土師器食膳具 (32-26) 

が確認される。底部ヘラ切りの須恵器系小型杯や杯Aで、いずれも灯

明痕をもち、仏教用具として使用されている。これらは仏教施設の周

能美窯跡群(和気白石窯)

，ぶミ主54
に3;;?台~~
有台椀 、-ま空空r双耳椀

金沢末窯跡群(浅川地区土器溜まり)

ミ1概 A

可去五椀三長;:椀
、三 翠蛾台皿 1ニ3 有台I皿

辺やそれに伴う大型井戸SE03から出土しており、専用の仏教用具と 第 109図 5C期の蛮器系椀皿と

して特別に生産されたものであろう。なお、図示した仏鉢や水瓶など 赤彩系椀A
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も同様に、この仏教施設に伴う特殊品である。

集落様相としては、 5B期頃に建て替えられたと思われる大型仏堂建物の SB259とそれに併設して南面に建

築される「社」的建物、そしてそれら建物に付随する大型井戸SE03が存在し、その周辺で、灯明具や墨書土器、

転用硯が多く出土する。当期に位置付けられる土器も多く、額見町遺跡が三湖台集落群の中で、中核的な信仰の

場として機能した段階と評価される。ある意味で4期集落動向の到達点であった可能性もあるが、このような信

仰に関連する遺構や遺物が多い割に、当期に位置付けられる掘立柱建物は多くはない。このことについて明確な

答えを出す資料を有していないが、 4期になって、新たな在地社会秩序のもとでの集落経営を模索する中、台地

経営の集落としてはその性格上、衰退の道をたどらざるを得なかった可能性があるだろう。

(3) 6期の土器様相

三湖台6期は田嶋編年VIl期-VI3期に対比できる。この6期の中で北陸各地の須恵器生産は停止し、それと

ともに窯場での土師器生産も終罵、 4期に確立した基幹的窯場での土器集約生産体制は崩壊する。つまり、 一郡

一窯体制、北陸型古代土器生産体制の崩壊であり、 5世紀末から続いてきた古代窯業が終駕を迎える重要な画期

である。6期の土器様相は5期に金沢末窯跡群に先行導入された内黒土師器生産が南加賀にも導入され、それを

模倣するようにして皿Bと椀A・Bが須恵器器種として生産が開始されることが5期とを分ける編年指標であ

る。杯盤類から椀皿類への転換であり、 6期の中で段階的に、有蓋器種の減産や杯盤類の退化 ・消滅、そして椀

皿類への器種淘汰と進み、須恵器食膳具の質の低下と土師器との互換性を強める中で、須恵器が最終的には軟質

焼成されることで、須恵器食膳具のもつ意義はなくなり、その役割を土師器に譲って消えていくのである。古代

食膳具の基軸であり、その象徴であった須恵器が段階的に終罵へのステップを刻むものであり、 5期にその兆候

として現れた王朝国家的食膳具様式への傾斜が明確化される段階と位置付けられよう。同時に、古代土器様式の

終罵を意味し、一気に中世的土器様式へと傾斜していく 。なお、編年区分としては、田嶋編年VIl期を三湖台6

A期に、 VI2期を三湖台6B期、 VI3期を三湖台6C期に位置付け、 3期区分とする。

a. 6A期(第 111図上)
6A期は、南加賀において内黒土師器生産が開始するとともに、須恵器食膳具に内黒土師器食膳具を模倣した

ような皿Bや椀A.Bが導入されることを編年指標とする。ただ、額見町遺跡では内黒土師器食繕具もそれを模

倣した須恵器も確認することはできず、伝統的な杯盤類の

須恵器食膳具のみで占められる。消費地において土師器食

膳具が定量を占める北加賀とは様相が異なっており、北陸

の中で食膳具構成に偏差が目立つ段階である。

標識資料は SK1l5を中心に、 SK126とSE03中上層の

土師器で補完、構成しである。南加賀窯跡群VIl期に対比

でき、編年基準資料では南加賀窯跡群の戸津31号窯、 二

ツ梨一貫山3号窯新相資料をあげる。能美窯跡群では和気

支群での須恵器生産が終罵しており、当段階には著しく生

産規模を縮小し、正陵部奥へ窯場を移動する。

須恵器は5期に顕在化した能美窯産須恵器がほぼ消滅

し、南加賀窯産で占められる。19・20は能美窯産だが、

器形から 5C期の位置付けも可能であり、器種が盤類のみ

であることも注目される。能美窯産須恵器の減少は、能美

窯跡群の生産規模縮小に基づくものだが、能美窯跡群の和

気地区での終罵自体が須恵器に優品的価値を求めなくなっ

た現れであり、それとともに南加賀窯産須恵器にもそのよ

うな白色堅綴焼成の優品意識は欠落していく 。当期の須恵

器食膳具の特徴としては、杯B小法量の減少に基づく大法

てモ;空ぞ否古血
工二主言才有台皿

三主主マ7台Illl

主主言fA 」ー

ミ量~2椀 て言百五;
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量への淘汰傾向、盤Bの消滅が上げられる。また、当資料 第 110図 6A期の内黒土師器と須恵器の椀皿
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では確認できていないが、杯B蓋の無鉛化がなされる段階で(二ツ梨一貫山3号窯新相群で確認)、 6B期には

無鉦蓑へ統ーされる。食膳具組成の中心は杯Aと盤Aである。5C期に一部見られた薄手で体部外傾する器形が

より進行してそれへ淘汰される。また、窯場資料だが、新器種として姿器系有台皿が導入されることは当期の重

要な画期要素である。前代より続く赤彩系椀Aと墾器系有台椀も存在するが、套器系有台皿の量は多く、口縁部

外反タイプは施軸陶器模倣と言える優品である。有台椀も依然として精製品として作られており、杯盤類に比べ

て椀肌器種は優品意識が高い器種である。

土師器食膳具は、当資料では23の灯明具使用の杯Aが存在するのみで、当期に南加賀窯跡群で生産が開始さ

れる内黒土師器食勝具は組成の中に加わってこない。南加賀地域の集落遺跡では依然として、須恵器食膳具でほ

ぼ構成される段階であり、北加賀とは様相が異なる。内黒土師器食膳具の生産開始とともに、赤彩土師器生産は

行われなくなっており、赤彩土師器椀Aは同系統の器形の中で内黒化するとともに外面ミガキ調整を省略する。

また、套器系の有台皿と有台椀が出現するが、有台皿が同時期の須恵器器形に似ているのに対し、有台椀は椀A

~J! <;干しl

l"~~r二、~5

6A期の土器群(SK115・SK126.SE03中上層他)
(南加賀窯産) (能美窯産)
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第111図三湖台6A期・ 68期の土器群 (S=1/6)
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を有台化した器形で、須恵器の査器系有台椀とは異な

る。椀A同様、法量分化が見られ、椀Bと位置付けで

きる。これをもって内黒土師器食膳具の基本器種は成

立し、 6C期の椀皿統一へ歩み始める。

南加賀窯跡群(戸津9号窯・戸津8号窯)

土師器煮炊具としては、 5C期からの薄手化と口縁

部の顕著な挽き出しによる S字状化が始まる。胴部

のカキ目調整は衰退し、胎土は砂礁を混和させるもの

が見られなくなって、砂気の多い胎土が使われる。当

期の特徴的な器種に羽釜と大型の甑、そして平底の仏

鉢が上げられる。ほほ出土がSE03やその周辺土坑に

限られており、大型仏堂に関連するものだが、南加賀

窯跡群二ツ梨一貫山窯跡でもこの時期から 6B期にか

けて生産が確認されているので、当期を特徴付ける器

種と位置付けられる可能性を持つ。

¥ムJ
E主J

こノ
I皿B

、三とョ〆 ¥望4〆 ミヱf
南加賀窯跡群(二ッ梨一貫山10・11号粘土採掘坑)

三湖台集落群の様相としては、 5期から明らかに衰

退傾向を強める。これ以降7期まで集落は最も落ち込

んでおり、それは総体的な土器出土量に現れている。

SE03の仏教行為に基づく出土品があるため、信仰拠

点と してその活動が維持されていたものと理解される

が、集落動向としては、建物数は減少し、古代集落の

終罵へ向かっていたと評されよう。

ミ重L/
ミ璽/

椀A大

皿B
(116) 

b. 6 B期(第 111図下)

6B期は杯盤器種が食膳具組成の主体を占めた最後

の段階である。6A期に導入された須恵器有台皿は在

地化され、査器模倣器種としてではなく、在地化され

て三圭き〆可空軍へ書〆

第112図 68期の須恵器椀皿と内黒土師器椀皿

た皿Bとして組成の中に定着し、有台椀も 6A期の内黒土師器椀Bのような法量分化を行い、査器系模倣から在

地化された椀B器種として定着してくる。主体を占める杯盤器種は作りや器形を退化させ、杯B蓋の無鉦化と杯

B小の無台化、盤Bの消滅などが当期の編年指標となる。

標識資料はSK177をあげる。当期のまとま った資料は乏しく、次の6C期と合わせて三湖台集落群が最も衰

退する時期と言える。南加賀窯跡群VI2期に対比でき、編年基準資料では南加賀窯跡群戸津9号窯をあげるが、

当期は須恵器窯編年から戸津 11号言葉(古段階)→戸津9号窯(中段階)→戸津8号窯(新段階)→戸津35号窯(新

段階)の細分が可能である(望月 1992、2004)。南加賀窯跡群は当期に再興が図られ、生産増へと向かい、次の

VI3期まで活発な生産が行われる。そのような時期に南加賀窯跡群、南加賀製鉄遺跡群の工人集落としての性格

付けが可能であった当集落群が衰退するのは矛盾するが、そこには、

当再興が加賀国府の設置と加賀国分寺の成立に基づいていることと関

連しよう。南加賀窯跡群の経営が再興とともに郡主導の経営から国街

主導の経営に代わった可能性があり、それに伴って三湖台集落群とは

切り離された経営へ移行したものと考えたい。

須恵器、土師器ともに南加賀窯産で占められる段階で、食膳具は6

A期同様、須恵、器主体で構成される。生産地では本来内黒土師器食膳

具生産が本格化し、土師器焼成坑を群集経営する様相が見られるため、

消費地への供給拡大がなされるはずだが、専ら上級遺跡や寺院関連の

遺跡への供給が主で(梯川中流域の国府周辺集落や浄水寺などの山林

寺院では須恵器食膳具に措抗する量の内黒土師器食膳具が出土する)、

一般集落への食膳具供給は須恵器が主体であったのだろう。
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当期の須恵器食膳具は、椀皿類の定着を一つの特徴とするが、依然として杯盤器種が主体でることに変わりは

なく、須恵器窯での組成比率でも杯A5割、杯B2割、盤A15%といった状況である(望月 1992)。ただ、皿B

がl割と定着することは注目され、椀皿器種を求める消費の場が増えたことを意味しよう。しかしながら、 三湖

台集落群の様相を見ると、須恵器皿Bの出土は極めて少なく、内黒土師器食膳具と同様、これらの器種は限られ

た消費の場への供給で、 一般集落での日常食器においては依然、杯盤類主体の食膳具構成であったと言えよう。

また、 当期の特徴と しては、杯B蓋の無鉦化への統一、杯B身小法量の無台化の他、杯Bの椀形化の進行、杯A、

盤Aの極度の薄手化が上げられる。体部外傾した浅い器形をなし、第 113図のように、宮都の非ロクロ成形土師

器椀皿に近い器形を志向していく 。

土師器食膳具は当資料では提示できないが、内黒土師器は全て外面赤彩を施すものに依然統ーされている段階

で、内面に丁寧なミガキ調整を施す。器種は椀A.B、皿Bで構成され、皿Bは1法量だが、椀類は中法量を基

点、に小と大に多様な法量分化をする。特に大法量には大型鉢状製品が存在し、金属器的器種も確認される。なお、

土師器煮炊具については6A期から薄手化の進行と口縁部挽き延ぱしの進行のみで、大きな変化は見られない。

C. 6C期(第 114図)

6C期は須恵器食膳具の椀皿器種への統一と土師器食膳具の増加を編年指標とする。北陸各地の須恵器生産は

既に6B期で衰退、終罵の様相を見せていたが、南加賀窯跡群などの国単位の中核窯でも須恵器生産の終罵を迎

える。それとともに、窯場での土師器生産も解体され、平野部の集落近郊へ土師器生産が分散していく 。つまり、

当期をもって北陸型古代土器生産体制が崩壊するものであり、 7世紀以来の須恵器を軸とする古代的土器様式が
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第114図三湖台6C期の土器群 (S=1 /6) 
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終鷲する。このような土師器生産分散化の動きは7期に本格化するものだが、額見町遺跡では既に当期にその兆

候が現れている。当期の標識資料としてあげた SK176では土師器煮炊具や内黒土師器とともに、 8のような匝

鉢状土師製品が砕片で多量出土している。いずれも被熱痕や焼け弾けの見られるもので、土師器焼成に伴う窯道

具と見られる。当窯道具は内黒土師器食膳具を合わせ口で重ね焼きする際に使用される道具で、南加賀窯跡群特

有のものである。つまり、南加賀窯跡群で、土師器生産を行っていた土師器工人が当集落で、土師器生産を行ったこ

とを示すものであり、額見町遺跡では 7A期まで、同様の焼成方法で、内黒土師器生産が行われる (望月2008a)。

6C期は南加賀窯跡群¥113期に対比できるが、南加賀窯跡群では豊富な窯資料から、当期を戸津37号窯 (古)

→戸津61号窯 (中)→二ツ梨豆岡向山7号窯(新)の3期細分している(望月 2004)。椀皿の器形が底部、高

台部径縮小し、体部外傾化のしていくもので、標識資料としてあげた SK173は椀A器形と底部ケズリ調整から

古段階に位置付けられるものである。内黒土師器椀Aを伴うが、 量的には依然として須恵器が主体であり、外面

赤彩を施すことを基本とする。なお、G区P713もほぼ同時期に位置付けられるもので、ここでは煮炊具がまとまっ

て廃棄されていた。薄手で、口縁部の挽き出しと S字状屈曲が明瞭となることを特徴としている。

以上の古段階に対し、新段階の標識資料としてSK395をあげる。内黒焼成しない土師器椀肌が定量伴う段階で、

須恵器椀皿と器形、法量とも同様で、互換性を持つ。6期は急速な須恵器品質の低下が進行するが、焼成が甘く

なることもその一つであり、そこから赤彩、内黒しない土師器椀皿生産へと進むことは、製品コスト削減の究極

の在り方であったと言えよう。器形変化としては、須恵器椀皿の底部小型化と体部外傾化、そしてやや足高の椀

Bが存在することも特徴の一つである。土師器煮炊具の口縁部のS字状屈曲は上から潰れたような器形に変化し、

長胴釜の胴部はまっすぐ立つ器形となる。内黒土師器食膳具の確認はないが、当期は依然として外面赤彩を施す

ことを基本とする段階で、 7期の外面赤彩を施さない内黒土師器食膳具とは技術的に異なっている。

3.各期の暦年代観と画期の設定と評価

(1)各期の暦年代観について

ここでは、 三湖台1期から6期までの暦年代観について述べておきたい。なお、 三湖台4期については直接的

な文字資料、三湖台6期については宮都と対比可能な瓦資料が存在するので、それらを使用し、在地での暦年代

観を示すことが可能だが、その他の時期については暦年代根拠を示せる資料が

ない。このため、宮都編年の援用に拠って暦年代観を示す以外に方法はなく、

当該期の須恵器特徴を陶邑窯跡群編年(以下「陶邑窯」とする)または宮都の

土器組成等に当てはめ、そこから宮都での暦年代観をスライドさせて年代考察

を試みたい。

まず、 三湖台1期だが、 1A期は田嶋古墳様式の終末期、 lB期は田嶋古代

編年 11期古段階、 1C期は 11期新段階に位置付け、 1A期から 1B期へは

杯Hの成形技法が大型底円盤ケズリ技法から丸底成形技法へ転換したこと、ま

た、 1 B期から 1C期へは杯Hの小型化と定型的な鋭の登場を編年指標として

いる。これを陶巴窯編年とすり合わせすると、 1A期は陶邑窯 TK43型式、 1

B期は陶邑窯TK209型式に対比でき、 1C期はそれに後続する陶巴窯狭山池

北堤窯下層灰層に対比できる(古代の土器 1998、192-195頁、 199頁、 279

281頁)。暦年代根拠資料を持つ宮都編年に照らし合わせれば、 588年に造 (1/5) 

営が開始される飛鳥寺の整地土中土器群が陶邑窯 TK43型式に位置付けられ

ることと、 7世紀初頭に没した押坂彦人大兄の墓とされる牧野古墳出土須恵器

が陶邑窯 TK209型式に位置付けられること、 645年焼失の蘇我邸造営地とさ 〔 阿

れる甘橿丘東麓焼土層中土器群が陶邑窯狭山池北堤窯下層灰層に近いこと、そ U~ 園
祉団

女有して狭山池北堤窯の狭山池の木樋の年輪年代が616年というデータがあること
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川から (佐藤 2007、315頁及び菱田 2007、19-28頁を参考)、これらを概ねス

ライドさせ、 1A期を 6世紀4/4期、 1B期を 7世紀 114期、 lC期を 7世紀 第 115図那谷金比羅山窯の

2/4期頃に位置付けたい。 刻書平瓶
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三湖台2期は、 2A期を杯Hの最小径化と杯Gの出現に、 2B期を杯Hの衰退と杯

Gの杯A化に編年指標を置く。田嶋編年の 12期と II1期に対比でき、これを陶邑窯

編年とすり合わせすると、 2A期は陶邑窯 TG68号窯、 2B期は陶邑窯 TK217号窯に

対比可能である(古代の土器 1998、238-239頁、 200-201頁)。暦年代根拠資料を

持つ宮都編年に照らし合わせれば、 660年-667年に存在したとされる中大兄皇子の水

落遺跡漏刻遺構周辺出土土器が陶巴窯 TK217号窯に位置付けられる(佐藤 2007、315

頁を参考)。また、地元資料としては、 2A期に位置付け可能な南加賀窯跡群那谷金比

羅山8号窯出土の平瓶に「与野評.. . . . . Jという評名刻書した資料がある(石川埋文

1985)。全国的な立評は孝徳朝期 (645-654)に行われたとされており、水落漏刻遺構

¥一}ノ

ー)M
」 去三子

、ヨ:-J
の年代観ともあわせ、 三湖台2A期を7世紀中頃に、 2B期を 7世紀3/4期頃に位置付 第 116図天平二年

けたい。 銘墨書須恵器と窯資料

三湖台3期は、 3A期を定型的な杯B・杯Aの出現と法量分化の導入、 3B期を杯G

的器種の欠落と杯A'Bの定着、 3C期を有蓋杯Aの消滅と杯Bの中法量への統一化と主体化、 3D期を杯身器

形の扇平化と杯Aの増加、そして一部上級遺跡に導入される深身の杯Bや盤類を加えた多様な法量分化に基づく

食膳具組成の導入においている。田嶋編年のII1期末-II2期古相と II2期、 II3期、 E期古段階に対比できる

もので、これを陶邑窯編年とすり合わせすると、 3A期は陶邑窯 TK46型式に、 3B期は陶邑窯 TK48型式に、

3C期は陶邑窯 KM226号窯に、 3D期は陶邑窯 KM302号窯に対比可能である(古代の土器 1998、206頁、213頁、

274頁、和泉市 1998)。暦年代板拠資料を持つ宮都編年に照らし合わせれば、藤原宮遷都時期 (694年)の直前

時期を示すとされる藤原宮SDl901A資料がTK48型式に位置付けられること、平城宮遷都(7l0年)の際に埋

め立たとされる下ツ道西遺跡SDl900A資料がKM226号窯に近い点、長屋王家邸宅遺跡SD4750で出土した紀

年銘木簡(7l6年)共伴資料または平城京左京一条三坊十五坪SD485で出土の紀年銘木簡 (728・729年)共伴

資料がKM302号窯に近い点などから(佐藤2007、315頁及び菱田 2007、19-28頁を参考)、その暦年代観を

スライドさせて、 三湖台3A期を 7世紀4/4期頃に、 3B期を 7世紀末頃に、 3C期を 8世紀初頭頃に、 3D期

を8世紀初頭を除いた前葉頃から一部2/4期に位置付けたい。

三湖台4A期は、南加賀窯跡群皿期新段階からNl期に位置付けられるが、その段階の文字資料として上げら

れるのが、金沢市畝田西遺跡群出土の天平二年 (750年)の紀年銘墨書がある南加賀窯産須恵器杯Aである。器

形や法量から、 二ツ梨一貫山4号窯のものに近く、 Nl期古段階に位置付け可能と判断する。紀年銘をそのまま

年代観と見れば、 三湖台4A期は8世紀中頃を前後する時期に位置付けられることとなり、 3D期の年代観とも

組舗がない。三湖台4B期についてはそれに後続させて8世紀3/4期に位置付けておくのが妥当だろう。

三i胡台5期は、白色堅綴焼成の須恵器が出現する 5A期に始まり、 5B期の内黒土師器導入と施紬陶器模倣と

思われる有台椀の出現、そして 5C期には施紬陶器模倣器種の定着と集落への施粕陶器搬入という展開を見せ

る。白色堅綴焼成が5期変革の端緒となっているが、本格化するのは5B期であり、施紬陶器模倣器種の出現も

当期に見られ、それは猿投窯跡群で導入される原始灰紬陶器生産などの優品須恵器生産に影響を受けての現象と

見ている。このような原始灰利陶器と言える胎土精選と意識的な降下紬焼成を食膳具に本格導入するのは、黒笹

7号窯段階とされており(古代の土器2001、22-27頁)、この窯では白磁写しとされる有台碗が生産されてい

る。これが後の灰軸陶器生産へ繋がったものと見られており、黒笹7号窯は長岡京期 (784-794年)併行と位

置付けがなされている。また、 長岡京跡の出土土器を見ると、その新相段階には組成の中に定量の黒色土器A類

が加わるようになっており、この様相も三湖台5B期の赤彩土師器の内黒土師器化に繋がるものと言える。つま

り、 5B期を概ね長岡京期の後半から後続する平安京I期中に併行させ、 8世紀末から9世紀初頭と考えておき

たい。これに先行する三湖台5A期については8世紀4/4期に位置づけ、猿投窯跡群で瓶類に優品生産意識が顕

在化する折戸 10号窯に併行する時期としたい。次の三湖台5C期は平安京遷都後、平安京 I期新に対比される

ものと考えている。5C期の施紬陶器模倣器種の定着は、猿投窯跡群における施粕陶器生産の本格化に対応した

動きと見ており、そしてこの頃には初期施粕陶器が出土してくる。平安京 I期新の暦年代観については、 810年

から 840年とされており(平尾 1990、103頁を参考)、 9世紀前葉段階に位置付けておきたい。

三湖台6期の暦年代観については、南加賀窯跡群で生産される須恵質相輪セットや軒先瓦の瓦当文様系譜年代、

172 



第W主主総 括

そして国分寺設置と修復記事の年代等から以前に考察したことがある(望月 2005b)。詳しくは当考察を参照い

ただきたいが、 VI1期については、標識窯とした戸津31号窯から出土する須恵質塔相輪セットを加賀国分寺転

用 (841)に伴う整備に関連するものと位置付け、 9世紀中頃をあてた。VI2期については、 VI2期古段階に生

産されたと予想する平安京系複弁四葉蓮華文軒丸瓦と C字対称形均整唐草文軒平瓦の瓦当文様を平安京での瓦当

文様変遷に当てはめ、当窯資料の文様退化傾向などから、平安京蘭林坊、豊楽院の軒先瓦セットに対比可能と考え、

9世紀後葉頃とした。この9世紀後葉段階をもって国分寺転用に伴う伽藍整備用瓦生産は終り、 VI3期には修復

瓦の生産が行われている。VI3期古段階に生産された複弁四葉蓮華文軒丸瓦はVI2期古段階に比べて複弁が離れ

ていく傾向から、仁和寺南院円堂(創建904年)のものに類似しているが、形が崩れており、若干の後出と見て、

10世紀前葉から 2/4期と見ている。VI3期新段階にも同じ瓦砲のものは生産されているが、新たな文様の軒平

瓦が加わり、また同時期に生産されたと推察される高尾廃寺に葺かれる単弁八葉蓮華文軒先瓦(複弁入業蓮華文

軒先瓦の単弁化したもの)から、平安宮等の同系文様変遷の中に当てはめ、 10世紀中頃の年代観を与えている。

以上の瓦文様系譜より、 6A期を 9世紀中頃、 6B期を 9世紀後葉から 10世紀初頭、 6C期を 10世紀前葉から

中頃までの暦年代観を与えたい。

(2)画期設定と評価

三湖台集落群出土土器編年は、本論の冒頭でも述べたように、土器様式の変化のみならず、 三湖台集落群の集

落経営動向、丘陵部手工業生産動向も視野に入れた、複合的な要素で組み立てており、その中で画期をどこに置

くかを考えている。以下では、各画期要素を整理し、画期区分において修正があれば付け加えておきたい。

I期成立の画期について、本編年では三湖台集落群成立という視点から設定している。 1A期から 1C期まで

主体となる食膳具組成や煮炊具組成に変化はなく、土器様相としてひと括りできるものとして包括した。ただ、

南加賀窯跡群の窯場移動や新たな須恵器窯構造導入、丘陵部での砂鉄製錬の開始は次の 1B期からであり、 三湖

台集落群の本格的な経営も 1B期から始まる。そういう視点から言えば、 1B期が古代型集落経営、古代型手工

業生産経営の成立期であり、 1A期はその先鞭として当台地に集落設置されたものとみるのが正しい。その意味

で1A期を三湖台集落群の成立の前段集落と位置付け、 1A期をO期に設定したい。 1B期は古代型集落経営、

古代型手工業生産経営開始の画期であり、それは田嶋編年の 11期成立に対応する。

2期、 3期は、古墳時代的な伝統的土器様式から宮都型の律令的土器様式へと段階的に整備されていった時期

であり、その端緒を2期の成立に、本格的な土器組成の導入を 3期の成立に置くことで当期の段階的な画期を評

価した。具体的には2期は日常食膳具における土師器から須恵器への置き換え、それまでの杯H主体組成から杯

G主体組成への転換など、伝統的な土器様式から脱却し、 3期に成立する新たな土器様式を模索する段階と位置

付ける。3期は2期に成立した杯Gが杯Aへ変化し、杯Bの出現と法量分化の導入、そして宮都系土師器食膳具

を模倣して成立したロクロ成形の赤彩土師器食膳具など、宮都で成立した律令的土器様式とその使用形態を模倣

し、宮都型の土器様式を地域に作り出していく段階で、律令的土器様式導入期という位置付けが可能である。

また、土師器煮炊具においても在来型土師器煮炊具から北陸型土師器煮炊具が成立するまでの段階的な画期が

設定できる。つまり、 2期では在来型技法による煮炊具に朝鮮系を主体とした移民系煮炊具の技法が導入される

段階、 3期では朝鮮系煮炊具が在地化し、窯場生産への導入とともに北陸型煮炊具の原型ができ上がる段階で、

3期の終わりをもって古代前半型の土器様式はほぼ整備されたと言える。このような土器様式の段階的な画期は、

三湖台集落群経営、丘陵部手工業生産においても確認される。つまり、 2期に三湖台集落群の中で先行成立した

集落が終罵する一方で、新たな集落が成立し、集落内での本格的な精錬、鍛冶、同様に丘陵部でも製鉄が本格稼

動する。3期には壁支柱竪穴建物という新たな建物様式の導入とともに新たな移民の加入によって集落の拡大が

図られ、 3C期から 3D期に古代前半型集落のピーク、そして正陵部手工業生産も同時にピークを迎えている。

これは中央主導のもと施策的に行われてきた三湖台集落群経営と丘陵部手工業生産が、この時期に結実したもの

であり、土器様式の変化と付随するのは、両者が中央主導で行われた施策的なものであったからであろう。

このような三湖台地集落群経営と正陵部手工業生産においてピークを迎えた3期末から、 4期には額見町遺跡

での集落停滞、また新たに拡大する集落も存在するようで、三湖台集落群の移動期、転換期に位置付けられる。

それを象徴する存在として古代「村寺」の出現があり、従前の集落経営の在り方から新たな組織編成を試みた時
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期であったと位置付ける。丘陵部手工業生産においては、製鉄の状況に大きな変化は見られないものの、須恵器

窯場においては土師器生産が本格導入され、須恵器と土師器の祭場集約生産が完成する。土師器量産化に対応す

るため、土師器焼成坑を群集経営し、それに伴うかのように須恵器窯も同一丘陵斜面に並列築窯の集約生産の様

相を色濃くする。土師器生産の窯場への集約は、北陸型煮炊具の完成を促し、同時に赤彩土師器食膳具の普及と、

須恵器食膳具における宮都模倣の律令的土器様式を在地化するという形で、地域に定着を図った。これは2・3

期土器様式を地域型に変質させることで北陸型とも言える土器様式を確立したものと言え、同時に北陸各地に地

域差を顕在化させていく。2・3期の宮都型模倣から地域型へという段階であり、在地化されたと言う意味で、

完成期であるとも捉えられるが、また同時に地域型の成立は中央の求心力低下、中央統制の弛緩を意味しており、

そこに5・6期に変質していく素地が内包されているとも言える。

5期以降の三湖台集落群は停滞、衰退状態が続き、 7期まで大きな変化はないため、土器様式とその生産動向

により画期設定しているが、 5期成立の画期については白色堅綴焼成という優品須恵器生産に置いている。根底

は猿投窯跡群を頂点とする優品須恵器生産を志向する動きにあり、宮都における猿投窯産須恵器の積極的な需要、

優品須恵器を求める消費者の食膳具に対する意識変化がある 。 宮都で発現した優品意識は 8 世紀末~9世紀初頭

に施紬陶器や漆器、黒色土器などを加えて、多様な素材による食膳具様式を成立させていくが、 5B期の変化は

それに対応した動きであり、北陸にも内黒土師器生産の導入、施紬陶器模倣が行われ、 4期に成立した北陸型古

代食膳具様式の変質、そして平安後期に成立する王朝国家的食膳具様式への傾斜が始まる。

このように、 5期は4期までに見られた古代前半型の土器様式から王朝国家的土器様式へと傾斜していく古代

後半型の土器様式への変革期という位置付けができるが、 6期の土器様式はそれをより具現化したものであり、

6A期の南加賀窯跡群における内黒土師器生産の導入が端緒となる。同時に須恵器における優品意識の欠落、須

恵器生産における量産化と低コスト化という経営戦略を明確にしていく 。その結果が6C期の椀皿への淘汰であ

り、焼成と生産において土師器化していくことで、須恵器生産の持つ意味は急速に薄れ、基幹的窯場での須恵器

生産の減産、停止へと向かい、 6期をもって北陸各地の須恵器生産が終罵する。

以上、画期要素を述べたが、 l期は推古朝の画期、 2期 .3期は孝徳朝、天武朝の画期、 4期は聖武朝の画期、

5期は桓武朝の画期と、奇しくも政治上の変動期に重なる。土器様式の変化は直接的に中央施政から影響を受け

て変わっていくものではないが、政治的変動の波またはそれを生み出す兆候が、地方政治や儀礼様式に影響を与

え、地方の土器様式に何らかの形で映し出されたものと見るべきだろう。詳細は稿をあらため、再考したい。
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第V章 自然科学分析報告

-額見町遺跡の自然科学分析-

第V章 自然科学分析報告

パリノ ・サーヴェイ株式会社

額見町遺跡(石川県小松市額見町に所在)は、加賀平野南部、 小松 ・江沼平野(経済企画庁総合開発局.

1974)の紫山潟南部に面する段丘上に位置する。本遺跡周辺の地形地質は、粕野(1988)を参考にすると、ほほ

直線的な海岸線沿いに小松砂丘が分布し、加賀平野南東部側に中部更新統の堆積物からなる正陵地が、加賀市片

山津地区・橋立などに海岸段正が分布し、砂丘と丘陵地に挟まれた潟埋積平野にその名残として紫山潟・木場潟

などが存在する。これまでの発掘調査により、竪穴住居跡・堀立柱建物跡 ・鍛冶炉跡などが検出されており、 7

世紀から 12世紀まで続く集落遺跡であることが明らかにされている。

今回は、当時の採取されていた貝類の種類を知るために貝類同定、燃料材の種類を調べるために植物珪酸体分

析・炭化材同定、須恵器の内容物を検討するために植物珪酸体分析・微細物分析・土壌理化学分析(リン・炭素

分析)、土坑内への遺体埋納について検討するために土壌理化学分析(リン・炭素分析)を実施する。なお、員

類同定は早稲田大学の金子浩昌先生にお願いし、結果を署名原稿として掲載する。

2.試料

試料は、資料1-7である(表1)。資料Iは、A区SK12で出土した員類である。全て水洗いされた状態である。

SK12は小土坑で、土器出土はなく、時期の特定はできないが、 7世紀-10世紀と推定される。周辺で貝類を

産出する土坑がなく、単独で存在する。また、本遺跡南側に位置する念仏林南遺跡の21号土坑から採取された

貝類(資料 lb)を比較試料として同定する。

資料2は、 H区SK404から採取された炭化材混じりの灰層である。SK404は、鍛治に使用する木炭を生成す

るための遺構と考えられており、遺物は8世紀と 12世紀のものが出土し、時期の特定はできない。遺構覆土が

1層-6層まで分層され、この内の4層について B区・ C区の2ヶ所から試料が採取された。この内、 B区か

ら採取された試料について植物珪酸体分析を実施する。また、樹種同定は、 B区・ C区から採取された土壌試料

中から各5点、合計10点を抽出した。

資料3は、 H区SK425で検出された須恵器瓶D(V報告第31図)内の土撲である。SK425では、須恵器瓶D

と土師器長胴釜、浅鍋が完形に近い形で出土し、時期的には8世紀後葉と推定されている。須恵器瓶D (V報告

第80図的)は、頚部から上が欠損するが、胴部が完形であった。

資料4は、お38Gr土器i留まりのほぼ中央で検出された須恵器瓶D (ll報告第93図)内の土壌である。本来、

浅い土坑内に須恵器と土師器が疎らに廃棄されたと考えられている。須恵器瓶D (ll報告第156図8)は、頚部

から上が欠損するが、胴部が完形であり、時期的に9世紀中頃と推定されている。

表 1 分析試料の一覧

番号 遺跡名 区 地点 時期 採取層{立等
分析項目

貝 cw PO 微細 土理
資料1 額見町遺跡 A区 SK21 7-10世紀 覆土 • 
資料1b 念仏林南遺跡 21号土坑 古代 覆土 • 
資料2 額見町遺跡 H区 SK404 8-12世紀

4層B区 • • 
4層C区 • 

資料3 額見町遺跡 H区 SK425 8世紀後半 須恵、器瓶(No.1)内土 • • • 
資料4 額見町遺跡 B区 お35Gr土器集中 8世紀後半-9世紀前半 須恵、器瓶(No.60)内土 • • • 
資料5 額見町遺跡 G区 SK332 12世紀頃 2層 • 
資料6 額見町遺跡 G区 SK335 12世紀頃 2層 • 
資料7 額見町遺跡 G区 SK340 12世紀頃 2層 • 
凡例) 貝 貝類同定 W 樹種同定 PO・植物珪酸体分析微細微細造物分析土理土壌理化学分析(リン・炭素分析)
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資料5は、 G区SK332内下層土である。SK332は、上面に大きな磯石や完形に近い土師器椀皿が置かれ、そ

の直下に焼土や炭化物が混在する (N報告第35図)。一部、被熱面の確認がなされている。墓坑としての用途が

推定されており、時期的に 11世紀末頃と推定されている。試料は、覆土2層から採取された。

資料6は、 G区SK335内下層土である。円形の土坑で、上層に磯石や土師器椀皿が置かれ、焼土が分布するが、

被熱面が認められない (N報告第35図)。墓坑としての用途が推定されており、時期的に 12世紀前半頃と推定

されている。試料は、覆土2層から採取された。

資料7は、 G区SK340内下層土である。SK332と同様な特徴をもつことから、墓坑としての用途が推定され

ている (N報告第35図)。時期的にも 12世紀前半頃と推定されている。試料は、覆土2層から採取された。

3.分析方法

(1)貝類同定

既に水洗いされた状態であったので、肉眼観察により形態的な特徴を捉えて、種類を同定する。

(2 )植物珪酸体分析

植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈し、植物体が土壌中に取り込まれ

た後、ほとんどが土嬢化や撹乱などの影響によって分離して単体となる。しかし、植物体あるいは植物体が燃

えた後の灰には組織構造が珪化組織片などの形で残される場合が多い(例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社，

1993)。そのため、珪化組織片の産状から当時の構築材や燃料材などの種類が明らかになると考えられる。今回、

土壌中に含まれる珪化組織片を抽出するため、以下の方法で分析する。

湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W，250KHz， 1分間)、沈定法、重液

分離法(ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 ・濃集する。

検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパ

ラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科業部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した

植物珪酸体(以下、単細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と

呼ぶ)を、近藤・佐瀬(1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生につ

いて検討するために植物珪酸体群集と珪化組織の分布図を作成する。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細

胞珪酸体の珪酸体毎にそれぞれの総数を基数とする百分率で求める。

(3 )樹種同定

木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

(4 )微細物分析

資料3では、試料の総重量 1762.9gの内、 801.7gを秤量する。資料4は、試料の総重量2090.2gの内、

800.5 gを秤量する。なお、重量は、いずれも湿重である。これら秤量した試料について、数%の水酸化ナトリ

ウム水溶液を加えて一昼夜放置して、試料を泥化させる。0.5mmの飾を通して水洗し、残澄を集める。その中か

ら遺物を抽出し、種類がわかるものを同定する。

(5)土壌理化学分析(リン・炭素分析)

土壌理化学分析として今回測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸の含量測定を行う。

リン酸は骨に多量に含まれ、土壌中に固定されやすい性質を持つ。そのため、遺体が埋葬されると土壌中にリン

酸の富化が認められることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。また、リン酸の供給源とし

ては植物体もあげられる。植物由来のリン酸成分の影響が強い場合、腐植含量も高くなることが想定されるため、

植物体の影響を調べるために腐植含量も測定する。

リン酸は、硝酸・過塩素酸分解ーパナドモリブデン酸比色法、腐植はチューリン法でそれぞれ行う(土壌養分

測定法委員会， 1981)。以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して 2.00凹の飾を通過させる(風乾細土試料)。風乾細士試料の水分を加熱減量法
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(105"(;、5時間)により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、 0.5皿ののふるいを全通させる (微粉砕試料)。

リン酸含量は、風乾細土試料2.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約5m!を加えて加熱分解する。

放冷後、過塩素酸約 10m!を加え再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100m!に定容してろ過する。ろ液の一

定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸 (P205)濃度を測定する。この測定値と

加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P205mg/g)を求める。

腐植含量の測定は、微粉砕試料 O.loo~ 0.500 gを100m!三角フラスコに正確に秤りとり、 0.4Nクロム酸・硫
酸混液10m!を正確に加え、約2∞℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、 0.2%フェニルアントラニル酸

液を指示薬に0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。i商定値および加熱減量法で求めた水分量から乾土あ

たりの有機炭素量 (Org-C乾土%)を求める。これに1.724を乗じて腐植含量 (%) を算出する。

4.結果

(1)貝類同定

額見町遺跡の貝類遺体

額見町遺跡および念仏林南遺跡より検出された

貝類の種名を表2に、同定結果を表3に示す。額

見町SK12土坑から検出された員類は、ヤマトシ

ジミを主体とし、これにカワシンジュガイが混入

するものであった。

ヤマトシジミは、ごく稀に最大殻長 33.0凹に

達するものがあるが、大部分が20.0~ 25.0凹の

殻であった。ヤマト シジミと しては、小さい殻が

主であったと言える。

カワシンジュガイは殻長50.0mmが最大で、多

くは 35~ 40.0 mmであった。カワシンジュガイと

しては小さい殻である。

汽水種のヤマトシジミが主体で献水種と全く含

まないのは、この紫山潟がラグーン化し、蹴水の

影響が著しく弱まっていたことによるのであろ

早稲田大学金子治昌

表2 検出貝類種名表一覧

軟体動物門 Phylum Mollusca 

腹足網 Class Gastropoda 

前飽亜網 Subclass Prosobranchia 
j京始}俊足目 Order Archaeogastropoda 
リュウテンサザエ科 Family Turbinidae 
サザエ Turbo cornutus 

中腹足目 Order Mesogastropoda 
タニシ科 Family Vivipariidae 
オオタニシ Cztangotaludina jatonica 

斧足網 Class Pelecypoda 

弁飽並網 Subclass Eulamellibranchia 
古呉歯目 Order Palaeoheterodonta 
カワシンジユガイ科 Family Margaritiferidae 
カワシンジュガイ Margaritzferidae laevis 

異歯目 Order Heterodonta 
シジミガイ科 Family Corbiculidae 
ヤマトシジミ Corbicula ja，ρomca 

う。また、カワシンジ‘ユガイは、河川による陸水の流れを直接受ける池沼に棲息し、そこで採ることができたと

推定される。検出されたカワシンジ‘ユガイのサイズが小さいことから、成長する前に採られていると考えられる。

一方、念仏林南遺跡では、淡水貝としてはオオタニシとカワシンジ、ユガイに限られた。このことから、額見町

遺跡よりさらに内陸に深まった位置にあり、ここではヤマトシジミの採補できる入江がなく、カワシンジ、ユガイ

表3 貝類同定結果

番号 遺跡、名 区 地点 種類 部位 数量
殻長(mm)

サイズ

殻高(mm)

右殻 437 16-33 16-31 

ヤマトシジミ
左殻 431 17-33 17-33 
殻頂残左右不明 26 

資料1 額見町 A区 SK12 破片 56.9g 
右殻 41 33-48 20-25 

カワシンジュガイ 左殻 40 36-50 21-25 
破片 17.5 g 

サザエ 破片 2 

オオタニシ
殻頂残 4 48-55 

資料1b 念仏林南 21号土坑 破片 l 

カワシンジュガイ
左殻 13 35-65 21-33 
右殻 15 35-66 20-33 

注)数量で個数を計算できない破片は重量を示す。
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やオオタニシの棲息する池沼が貝類の採補場所となっていたと考えられる。ここでは額見町遺跡と比較して、や

や大きいカワシンジュガイが採られている。オオタニシは普通の大きさである。他の土坑における員の検出状況

遺物の出土状況、時代性等を考慮する必要があるが、これらの員はより淡水化の進んだ環境で採集されたものと

思われる。また、サザエの殻片2点が採集されている。殻は大きくないが、臓がよく発達している様子が認めら

れる。現在の加佐ノ岬辺りなどでみられる外海の岩礁海岸で採られて運ばれてきたと推定される。

(2 )植物珪酸体分析

結果を表4、図1に示す。各試料とも植物珪酸体が検出

される。保存状態は、概して良好で、ある。以下、試料ごと

に植物珪酸体および組織片の産状について述べる。

資料2は、栽培植物であるイネ属の籾殻に形成されるイ

ネ属穎珪酸体と葉部に形成される短細胞列がわずかに認め

られる。単体の植物珪酸体の産状は、タケ亜科の産出が目

立ち、イネ属、 ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科など

がわずかに検出される。

資料3でもイネ属穎珪酸体と短細胞列が検出される。単

体の植物珪酸体は、イネ属、タケ亜科、ヨシ属、イチゴス

ナギ亜科などがわずかに検出される。これらの種類のなか

では、イネ属とタケ亜科が多産する。

資料4もイネ属穎珪酸体と短細胞列が検出される。単体

の植物珪酸体の産状はタケ亜科が優占し、イネ属、ヨシ属、

ススキ属、イチゴツナギ亜科などがわずかに検出され、群

集組成が資料2と類似する。

植物珪酸体分析結果

2 
3 

表4

種類
試料番号資料2

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 5 67 9 
タケ亜科 283 226 251 
ヨシ属 574  
ウシクサ族ススキ腐 227  
イチゴツナギ亜科 654  
不明キピ型 5 6 15 
不明ヒゲシパ型 667  
不明ダンチク型 1 - 3 
イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属

タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族

主盟
合 計

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科業身機動細胞珪酸体

総計

組織片
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イネ属短細胞列
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機動細胞珪酸体短細胞珪酸体

+ : 10個未満

( 3)樹種同定

炭化材は全て落葉広葉樹のクリに同定された。主な解剖学的特徴を以下に記す0

・クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔園部は 1~4列、孔圏外で急激~やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1~ 15細胞高。

(4 )微細物分析

分析の結果、いずれの試料も残涯は少なく、ほとんどが泥化できなかった土塊である。以下、試料ごとに結果

を示す。

資料3は、炭化材片、 土器片が検出された。炭化材片は、数ミリの微細なものが、湿重0.4g検出された程度

であり、樹種を特定できない。土器片は、大きさ 19x 14凹程度、乾燥重量1.2gの土師器片である。
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資料4は、炭化種実と炭化材片が検出された。炭化種実は、 4個検出された。この内、 3つは大きさ 1凹程度

の卵形、先端部が尖り、薄くて堅くざらつく表面で、深い溝が2本入っており、種類を特定することができない。

(5 )土壌理化学分析(リン ・炭素分析)

結果を表5に示す。各成分は、腐食含量が4.54~ 8.53%、リン酸含量が3.43~ 7.78P20S昭/gであった。

表5 土嬢理化学分析結果

試料名 区 地点 土性 土色 腐植含量(%)

資料3 H区 SK425 LiC 10YR2/2 黒褐

資料4 B区 お35Gr土器集中 LiC 10YR2/1 黒

資料5 G区 SK332 LiC 10YR1.7/1 黒

資料6 G区 SK335 LiC 10YR1.7/1 黒

資料 7 G区 SK340 HC 10YR2/3 黒褐

注1) 土色ーマンセル表色系に準じた新版標準土色帖(農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。
注2) 士性・土壊調査ハンドブック(ベドロジス ト惣談会編， 1984)の野外士性による。
LiC' . .軽埴土(粘土25-45%、シルト 0-45%、砂10-55%) 
HC' . .重埴士(粘土45-100%、シルト 0-55%、砂0-55%)

5.考察

( 1 )出土員類からみた捕食状況

4.54 

6.80 

7.93 

8.53 

5.06 

P205(略/g)
4.07 

3.43 

5.01 

7.78 

5.18 

本遺跡から出土した員類は、大半が汽水性のヤマトシジミであった。おそらく、小松砂丘の後背にあたった潟

などから採取されたと推定される。また、淡水性のカワシンジュガイが検出されており、池沼などに棲息する貝

類も収穫されていたことが分かる。一方、念仏林南遺跡で検出された員類では、個体数が少ないが、その中でも

淡水域に棲息するカワシンジ、ユガイが主体であった。このことは、両遺跡が段丘の縁辺部に位置し、念仏林南遺

跡が内陸に立地するという位置関係を反映していると考えられる。なお、当時は、貝類以外にも獣類・魚類、さ

らに可食植物が重要な食料源であったと考えられ、生活残澄を廃業した土坑等に含まれる骨類や種実遺体の調査

が望まれる。

(2 )燃料材の種類

SK404は、鍛冶燃料材を製炭した土坑であり、炭化材は製炭材の一部と考えられている。樹種は、いずれも

クリであった。この結果から、クリ材を選択的に製炭していた可能性がある。

日本における製鉄は、多くは砂鉄を原料とするために、製鉄の過程で還元を必要とする。そのために還元効果

の高い木炭(岸本. 1984)を必要とし、還元効果を維持するためには堅く火持ちの良い材質のクヌギやコナラ等

が適材である。一方、鍛冶では、酸化焔で高温を得ることが必要であるが、その場合には柔らかく燃えやすい材

質の木炭が適している。クリは、木炭にすると軟質で燃えやすく、立ち消えする性質を有し、鍛冶燃料材として

は適材とされる(岸本・杉浦. 1980)。近世に書かれた鉄山秘書でも、製鉄燃料材としてクヌギ・コナラ、鍛冶

燃料材としてクリやマツをそれぞれ適材として挙げている(窪田. 1987)。これらの結果から、鉄山秘書に書か

れている木材利用が 8 世紀~ 12世紀まで遡ることが推定される。焼成目的に応じて燃料材の種類を使い分ける

例は、二ツ梨一貫山窯跡F地区で検出された 8 世紀~9世紀の土師器焼成坑と須恵器窯跡でも確認されている(小

松市教育委員会2002r二ツ梨一貫山窯跡』 第5章第 3節「二ツ梨一貫山窯跡F地区で使用された窯の燃料材に
ついてJ)。これらの結果から、当時から木材の材質を生木と製炭した場合の違いまで認識しており、用途に合わ

せて適材を選択・利用していたことが推定される。

一方、植物珪酸体で稲籾殻に形成される穎珪酸体やイネ属葉部の珪化組織片がわずかながらも検出され、灰層

内にこれらの植物体の灰が混入していたことがうかがえる。これより、補助燃料として稲葉が用いられていたと

考えられる。仮に燃焼後の灰を外部へ廃棄したとしても、検出される珪酸体列がイネ属に限定されることから、

本土坑で使用されていた革本類は稲藁が主体であったと推定される。

(3 )廃棄土坑出土須恵器の内容物

SK425および土器溜まりから出土した須恵器内充填土壌の土壌理化学性は、腐植含量が比較的高く、多少な

りとも土壊腐植の影響を受けていることが考えられる。また、リン酸含量は、資料3が4.07P20Smg/g、資料4

が3.43P20Smg/gであった。ここで、リン酸が土壌中に普通に含まれる量、いわゆる天然賦存量については、い
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くつかの報告事例がある (Bowen，1983; Bolt&Bruggenwert，1980 ;川崎ほか，1991;天野ほか，1991)。これらの

事例から推定される天然賦存量の上限は、約 3.0P20S皿g/g程度である。また、化学肥料の施用など人為的な影

響を受けた黒ボク土の既耕地で 5.5P20S昭/gという報告例があり(川崎ほか，1991)、骨片を含む土壌で 6.0PzOs

昭/gを超える場合が多い(パノリ・サーヴェイ株式会社，未公表)。なお、各調査例の記載単位が異なるため、

P20S昭/gで統ーした。今回、両須恵器内土壌とも天然賦存量を上回るリン酸含量が測定されることから、外的

要因に由来するリン酸成分の富化が現れていると推定される。したがって、土器内土壌は、何らかの要因により

リン酸が富化された土壌であると考えられる。ただし、後述する墓坑と推定される土坑覆土と比較するとリン酸

含量は低い。

一方、植物珪酸体分析および微細物分析では、穎珪酸体、イネ属葉部の珪化組織片、炭化材片、不明炭化種実

が検出された。しかし、いずれの種類も検出個数がわずかであることから、土器内にこれらの種類が保存されて

いくことは考えにくい。これら検出された植物遺体は稲葉や稲籾、燃料材、生活残澄が遺構内に投棄または、流

入し、土壌と混在した後に、土器内へ混入したことが考えられる。

以上、今回の結果から、須恵器瓶D内には動物遺体や植物遺体が直接埋納されていたことは考えにくい。比較

的高いリン酸は、植物遺体などの生活残誼を含んだ周辺土壌の流れ込みによる可能性がある。したがって、今回

は土器内容物について明確にできず、用途の検討まで至らなかった。この点に関しては、土坑覆土における植物

化石の産出状況や土壌の理化学性と比較・検討して明らかにしていきたい。

なお、検出された単体の植物珪酸体も、大半が周辺土壊に含まれていたものと考えられる。多産したタケ亜科

珪酸体は他の珪酸体と比較し風化に強く、生産量の多いことが指摘されている(近藤，1982:杉山・藤原，1986)。

そのため、他の珪酸体より残留しやすく、また台地・丘陵地や段丘上の堆積物で多産することが多い。このこと

から、元々土壌中に多く含まれていたと考えられる。しかし、イネ属は、栽培種であり、遺構が埋積する際に混

入したと考えられる。中でも資料3でイネ属が多産することは、遺構によって埋穣状況が異なっていたと推定さ

れる。

(4 )遺体埋納の検証

墓坑としての用途が推定されている SK332. SK335 . SK340では、腐植含量が比較的高い。しかし、リン酸含

量は、各土坑とも 5.0P20S昭/g以上であり、先述した天然賦存量を大きく上回る値であった。したがって、これ

ら3基の土坑とも、外的要因によるリン酸の富化が認められ、内部に何らかの動物遺体が埋納されていたと考え

られる。すなわち、これらの土坑は、埋葬遺構である可能性が高いと判断される。

ところで、自然状態で土擦の理化学的性質は、平衡状態を保つために均質になる性質がある。しかし、人為的

な埋納が行われると、場所により組成にばらつきが生じる(例えば、中根 1992など)。これが、遺体埋納の決め

手になることがある。また、脂質分析により、ヒトに由来するコレステロールとコプロスタノールの多産と、ア

ラキジン酸 (C20)・ベヘン酸 (C22)・リグノセリン酸 (C24)の検出によって、遺体埋納の痕跡を立証できる

とされる(中野，1993; 1995)。よって、今後、さらに複数の調査事項を設定し3次元的に調査を行うこ とでより

詳細な情報が得られるものと期待される。
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〈考古学的見地からのコメン卜〉 望月精司

今回、 当資料の自然科学分析を依頼した意図と分析結果に関する埋蔵文化財調査担当のコメントとして、以下に示す。

1.出土貝類の分析

本台地集落遺跡群においては、 三i胡に面する台地上に位置する点から、貝の廃棄が見られる遺跡が目立つ。今回、当遺跡の

出土貝類と近接する念仏林商遺跡出土の貝類を分析に出したのは、同じ潟縁に位置する台地集落なのに、主体となる貝に違い

が見られたからである。これは同じ潟縁でも採取する貝を意図的に変えていたのかとも想定したが、分析の結果では、それが

潟縁でも集落の位置する場所に起因するであろうことが判明した。つまり、汽水性の柴山潟に直接面する額見町遺跡に対し、

潟から河川で入り込んだ念仏林南遺跡という立地条件にあり、近場での貝採取を基本としていた様子が読み取れた。

2.製炭土坑の樹種と灰層分析

額見町遺跡では7世紀中頃以降、精錬鍛冶、鍛錬鍛冶が行われているが、それに使用する燃料木炭を得るため土坑での製炭

が行われている。分析した土坑SK404はそのうちの一つで、鍛冶燃料材としてどのような樹種が使われているのかを目的と

して分析した。分析の結果で樹種が全てクリ材とされており、クリ材の選択的使用を想定されているが、複数の製炭土坑資料

を分析対象とし、データとして信感性の高いものとしなかった点は反省点である。製鉄、特に鍛冶工程におけるクリ材使用に

ついては、 このデータも含めて、北陵の須恵器黛や土師器焼成坑、製鉄炉等の出土炭化材をもとに、 論じたことがあるので参

照されたい (望月精司「北陸地方の古代窯業・製鉄業の森林利用Jr古代窯業の森林利用技術ー陶人と森の関わり-J東北芸
術工科大学、 2008年)。また、灰層内の植物珪酸体分析で、イネ腐の植物体が検出されたことは収穫であった。これは、製炭

土坑においても土師器焼成と同様に稲葉を木材焼成の補助燃料と した覆い焼きが行われていた可能性があり、興味深い。

3. )J阿部完形須恵器瓶類の内容物分析

土坑や土器溜まり遺構より出土した)J阿部完形の須恵器瓶類について、蔵'自器や特殊容器としての使用の可能性を想定し、土

様内土壊の分析を行った。その結果、リン酸含有が通常より若干高い数値ではあったが、蔵骨器と特定できるような数値では

なく、また内容物に影響を受けた土壊の検出もなかった。遺構担納段階で内容物が遺存するような土器廃棄は、それが意図的

な埋納を行うものでない限り、土器内土壌にそのような影響が出ることはないものと判断される。

4.募坑の可能性を持つ土坑内埋土の土嬢分析

土坑形態や土器出土状況、埋土層の状態から墓坑の可能性を持つ土坑が複数検出されているが、そのうち中世段階に位置付

けられる土坑3基について、動物遺体から放出されるリン酸についてその多寡を目的とした土壌分析を行った。その結果、分

析を行った全ての土坑で通常よりも高いリン酸含量が認められ、動物遺体埋葬のための土坑であることを補強する資料となっ

た。ただ、今回の分析が中世のみに偏り、古代墓坑について行えなかったことは残念であり、またリン酸含有のみの分析では

なく、脂質分析を併用することで、人体捜納であることを確実にすることが可能であるとの見解は参考となった。
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200μm -(la) 200μm (lb，lc) 

50μm 

(2-5) 

l.クリ(資料2 B区) a:木口.b:柾目. C:板目
2. イネ属短細胞列(資料3)

4. ヨシ属短細胞珪酸体(資料2)
6.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体(資料4)
8. タケ亜科機動細胞珪酸体(資料4)

3. タケ亜科短細胞珪酸体(資料4)

5. ススキ属短細胞珪酸体(資料4)

7. イネ属機動細胞珪酸体(資料3)

9 イネ属穎珪酸体(資料2)

182 

50μm 

(6-9) 



写
真
図
版
一

額
見
町
遺
跡
(
遠
景
・

H
地
区
全
景
・
鍛
冶
炉

Sj75鍛冶炉検出状況と|折ち1iIJり

遺構調査写真〉

183 

写真9

〈鍛冶炉

Sj72鍛治炉断ち:切り断IIlI写真8



写
真
図
版
二

写兵 11 5K394 1:師総焼成坑被熱|折ちi切り

遺構調査写真〉

写長 10 5K394 1::師器焼成坑検問状況

〈土師器焼成坑

5K412製炭土坑検出状況写真 15

額
見
町
遺
跡
遺
構
(
土
師
器
焼
成
坑
・
製
炭
土
坑

写兵 16 5J66製炭 1:坑検11¥状況

5J66 製炭 t坑断ち~iUり写:rU7

写点 12 5K404製炭 1坑完掘状況

5K415綬 1-と炭府検nr，状況写.1'09

遺構調査写真〉

184 

5K415製炭 l坑完捌状況

〈製炭土坑

写工L18 



写
真
図
版
三

額
見
町
遺
跡
遺
構
(
竪
穴
建
物
・
集
積
遺
構
・
土
坑

・
井
戸
)

写真20 SIll9完掘状況 (部分的に貼床検出、掘方土坑プラン露出)

写真24 SX06. SX05・SX04

〈集積遺構遺構調査写真〉

--~~-植手芸這『、

写真21 SIll9カマド被熱・ ソデ掘方状況 写真22 S]1l9擬方

〈竪穴建物遺構調査写真〉

SK424出土造物ア ップ写真29

SK419上層遺物完掘状況写真25

写真31 SE02井戸跡 完掘
(標高OOm地点より)

写真30 SK425完掘

遺構調査写真〉

SE02・SK400完掘

SE井戸
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(SK土坑

写真32



SD23 (H地区側)完揃全崇

F地区側)完掘ア ップ 写真37 SD23 (H地区側)覆土造物出土状況

〈道路状遺構2 遺構調査写真〉

写真35

写
真
図
版
四

額
見
町
遺
跡
遺
構
(
道
路
状
遺
構

・
土
器
溜
ま
り
遺
構
)

E孟
明且

}主
国

[FIJJjJJ 

噂..  可・
" F 

土器溜まり遺構造物ア ップ写真40土器i留まり遺構近景

遺構調査写真〉

写真39

〈土器溜まり遺構
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土器i留まり遺構遠景写真38



写
真
図
版
五

遺
物
個
別
(
古
代
墨
書
・
刻
書
須
恵
器
、
古
代
須
恵
器
鉢
類
)

河、A外1式市

SK423-74 
司司軍，...-

写真4 N2新j引の型占須忠待 「大J? 

外[町

古代溜まり
集中4-77

N 1 JgJの須恵器小型鉢 (底面へラ記号 「榊J)

-:ll而

写真6

1i:側l而

NUJの須，1[.(6'i詰小型鉢 ()J同若手孔)

正而

SK424-94a 

正而イゴ側而

SK424-94b 

lV2新Jgjのl吠jl鰍の足音[1
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写真7



写
!引utnmlmから言王

図
版
ー」
J、
、..... 
1且

個別物

代古須

~山E、
器
宝士E 

瓶
古代溜まり

碧
集中3-53

類

以JEIF.luiから

鍔に似h止が両L銀Hされる

写点 8 IV 1 J~jl須の須恋t!?十!吠九~N*J~を

写真9 N 1 WJ の~Jl恋*十大尽J .l;毛頭瓶 A (完形l日の21阿休廃棄)

外底而"11き
J氏泌総のみ
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口頭部打ち欠き完形

写兵 10 N 2新知jの須!J:(器三4)依

1:iTf.ll V JYJ頃の須恵持瓶G

戸
焼mみに
よるllpJれ

'うよ'02 IV 1則の焼歪みあるm忠総小型E



写
真
図
版
七

遺
物
個
別

(古
代
須
恵
器
壷
・
瓶
・
饗
類
2
、
古
代
須
恵
質
製
品
)

iA上が
出色車IJ化

[¥IJyjの須Jよ!:#語大難 (胴部上半に黄一|二塗布焼成痕跡卜)写ょ'04

5K425-95 

仰l而

F交官司
阪Ifu

aソ4-96
古代溜まり集中以外ー208

[\I J羽ほiの鳥形須T!1質製 I~II (大型)j阿 rl l~ タイプ)

外I而

写~~ 16 IV 2 新JYJ のJ!~ }j;須恋質~ I日I ( P ~ J肢と1"1 、尾が欠似)主;:Jえ15 

而Ha 

内1Mド端をケズリ調整

'う其 17 古噴|時代後jVJの須忠質m愉 (人物植輸のPl尚古I¥)
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58326-18 



写
真
図
版
八

遺
物
個
別
(
古
代
土
師
質
製
品
、

SK435-137~140 

写真 18 古代の支脚形土師t'l製品 (左のー併は堅級焼成の.'#斑十lき)

広身柳%J~鉄鍬

古
代
鉄
製
品
、

中
世
遺
物
)

古代溜まり集中以外 247

中世1号溜

'勺T(20 中l!tlWJのl人j黒土師i保有台椀

'Ij其21 中世1mJの非ロクロ土間I器大1m

古代溜まり
集中1-11

H区P3

写真 19 Ili代の鉄製ll古

写点22 τF安後期!の近江産級車h陶総イI台碗

SK419-157 

写真 23 中世 1JYjの土日Ilitl権状錘 (上製権衡)

写ょ.:[24 '1'11トlWJの?眠状石製品 (製品転)IJ品川
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額見町遺跡 V 
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